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イラスト目次 イラストから検索

安全・安心のために
お客様に必ずお読みいただきたいこと
（主な項目：チャイルドシートの取扱い、盗難防止装置）

EV システム
充電に関する情報など
（主な項目：EV システム、充電のしかた）

走行に関する情報表示
走行に関する情報を表示する計器類の見方
（主な項目：メーター・マルチインフォメーションディスプレイ）

運転する前に
ドア・ドアガラスの開閉や、運転操作前の調整
（主な項目：キー、ドア、シート、パワーウインドウ）

運転
運転に必要な操作やアドバイス
（主な項目：EV システム始動のしかた、運転支援装置）

室内装備・機能
室内装備の使い方など
（主な項目：エアコン・収納装備の使い方）

お手入れのしかた
車のお手入れ・メンテナンスの方法
（主な項目：内装・外装の手入れ、電球の交換）

万一の場合には
故障したときや、緊急時などの対処
（主な項目：補機バッテリーあがりやタイヤがパンクしたときの対処）

車両情報
車の仕様やお好みに合わせて選べる機能の情報
（主な項目：各フルード量、タイヤ空気圧）

さくいん

症状から検索

音から検索

アルファベットで検索

五十音で検索
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本書はオプションを含むすべての
装備の説明をしています。
そのため、お客様の車にはない装
備の説明が記載されている場合が
あります。また、車の仕様変更に
より、内容がお車と一致しない場
合がありますのでご了承ください。
トヨタ販売店で取り付けられた装
備（販売店オプション）の取り扱
いについては、その商品に付属の
取扱説明書をお読みください。
イラストは、記載している仕様な
どの違いにより、お客様の車の装
備と一致しない場合があります。

● トヨタが国土交通省に届け出を
した部品以外のものを装着する
と、不正改造になることがあり
ます。

● 車高を下げたり、ワイドタイヤ
を装着するなど、車の性能や機
能に適さない部品を装着すると、
故障の原因となったり、事故を
起こし、重大な傷害を受けるお
それがあり危険です。
また、このような改造は
Toyota Safety Sense のよう
な先進安全装備にも影響を与え、
正しく作動しない危険や作動す
べきでない場面での作動をする
恐れがあり危険です。

● ハンドルの改造は絶対にしない
でください。ハンドルにはSRS
エアバッグが内蔵されているた
め、不適切に扱うと、正常に作
動しなくなったり、誤ってふく
らみ、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

● 次の場合はトヨタ販売店にご相
談ください。

･ タイヤ・ディスクホイール・ホイール
取り付けボルトの交換
異なった種類や指定以外のものを使用
すると、走行に悪影響をおよぼしたり、
不正改造になることがあります。

･ 電装品・無線機の取り付け・取りはず
し
電子機器部品に悪影響をおよぼしたり、
故障や車両火災など事故につながるお
それがあり危険です。

RF送信機の取り付けについては、P.9
も参照してください。

● ウインドウに着色フィルム（含
む透明フィルム）などを貼り付
けないでください。視界をさま
たげるばかりでなく、不正改造
につながるおそれがあります。

電子機器や無線機を取り付けると、
装着された部品を通じてサイバー
攻撃のリスクを高め、思わぬ事故
や個人情報の流出などにつながる
おそれがあります。
トヨタ純正品以外を取り付けたこ
とに起因する問題に関してトヨタ
は保証いたしません。

知っておいていただきたい
こと

本書の内容について

不正改造について

サイバー攻撃のリスクについて



7

Owner’s Manual_Japan_M57001_ja

故障診断コネクター などに、点

検整備用の故障診断装置以外の電
装品を取り付けないでください。
電子機器に悪影響をおよぼしたり、
補機バッテリーがあがったりする
など、思わぬトラブルを招くおそ
れがあります。

本車両には、車両の制御や操作に
関するデータなどを記録するコン
ピューターが装備されています。
● コンピュータに記録されるデー
タ※1

※1グレード／オプション装備により記録
されるデータ項目は異なります。

各機能の作動時や操作状況により、主に
次のようなデータを記録します。

･ 車両の挙動に関する基本的なデータ
（電気モーター回転数・アクセルペダル
の操作状況・ブレーキペダルの操作状
況・車速など）

･ 運転支援システムの作動状況（システ
ムの作動に付随して記録される車両の
挙動に関する基本的なデータも含みま
す）

･ 運転支援システムのセンサーのデータ
･ 画像データ（前方・後方・周辺カメラ
の画像）※2

※2車両には複数のカメラが付いていま
す。どのカメラが画像を記録している
かはトヨタ販売店にお問い合わせくだ
さい。

･ 位置情報
コンピューターは会話などの音声や車内
の映像は記録しません。

また、お客様個人を特定できる種類の
データ（氏名・性別・年齢など）は車両
に記録されません。

● Toyota Safety Senseによる
データの記録・個人情報の取り
扱いについて

トヨタ自動車は Toyota Safety Sense
により車両に記録された各システムの作
動状況・各センサーのデータ・画像デー
タ（前方・後方カメラの画像）・位置情報
を次の場合に該当するときに限り、お客
様が販売店に入庫されたときに取得する
ほか、トヨタ自動車のサーバーに送信す
る形で取得します。

･ 一定の衝突や衝突に近い状態などが発
生した場合

･ 渋滞や悪路、悪天候などの特定の交通
環境にある道路を走行している場合

･ 新規開通道路、拡張された道路などの
特定の道路を走行している場合

･ EV システム始動後の一定のタイミン
グ

Toyota Safety Sense によって記録さ
れ、トヨタ自動車が取得したデータの取
り扱いについての詳細は、T-Connect
ご契約時にご署名いただいた留意事項説
明をご覧ください。

故障診断コネクターなどへの電
装品取り付けについて

車両データの記録について
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● データの利用目的と第三者提供
について

コンピューターに記録されたデータは、
事故解析・故障診断、自動運転・先進安
全・地図関連技術のための研究開発（技
術・商品開発、品質向上など）、データを
利用した商品・サービス（自動運転・先
進安全技術用の地図の提供、走行状況の
分析・道路インフラなど走行環境の分
析・交通状況の配信などがあります。以
下、これらを「個別サービス」といいま
す）および事故に関するお客様対応、事
故の解決のための協議を目的に利用する
ことがあります。

なお、次の場合に、トヨタ自動車は、取
得したデータを第三者へ開示または提供
することがあります。

･ お車の使用者の同意（リース車は借主
の同意）がある場合

･ 警察／裁判所／政府機関などの法的強
制力のある要請に基づく場合

･ トヨタ自動車が訴訟で使用する場合
･ 統計的な処理を行う目的で、使用者や
車両が特定されないように加工した
データを研究機関などに提供する場合

Toyota Safety Sense によって記録さ
れ、トヨタ自動車が取得したデータにつ
いては、上記に加え、次の場合に第三者
に提供することがあります。

･ お車の使用者の同意（リース車は借主
の同意）がある場合。トヨタ以外の第
三者が提供する車両記録データを利用
する個別サービスに申し込みされた場
合などであって、第三者がトヨタに代
わり、トヨタから第三者へのデータの
提供についてお客様の同意を取得した
場合も含みます。

･ 自動運転・先進安全・地図関連技術の
ための研究開発（技術／商品開発／品
質向上など）の目的で、自動運転ソフ
トウェア関連の会社などの第三者に提
供する場合

･ 地図関連技術のための研究開発の目的
で、地図作成会社などの第三者に画像
データと位置情報を提供する場合

･ 道路整備などの目的で、地方自治体な
どの第三者に画像データと位置情報を
提供する場合

･ 交通状況配信などの個別サービスの申
込者に対して、画像データと位置情報
を加工した情報を提供する場合

･ トヨタと別途契約を締結した各自治体
の消防組織に対して、火災発生時また
は救急出動時に、現場付近の画像デー
タを提供する場合

知識
車両に記録されている画像情報は、トヨ
タ販売店にて、消去することが可能です。

また、画像情報を記録する機能を停止す
ることも可能です。ただし、機能を停止
するとシステム作動時のデータは残りま
せん。

Toyota Safety Sense によって研究開
発、および個別サービスの提供を目的と
してトヨタのサーバーに送信する形で取
得しているデータの取得と利用を停止し
たい場合は、My TOYOTA より停止いた
だけます。詳細は、My TOYOTAのマイ
ページをご覧ください。

お客様が T-Connect をご利用の
場合、記録データとその使用につ
いて、T-Connect 利用規約をご覧
ください。

T-Connect によるデータの取り
扱いについて
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お車には、イベントデータレコー
ダー（EDR）が装備されていま
す。EDRは、一定の衝突や衝突に
近い状態（SRSエアバッグの作動
および路上障害物との接触など）
が発生した時に車両システムの作
動状況に関するデータを記録しま
す。EDRは車両の動きや安全シス
テムに関するデータを短時間記録
するように作られています。ただ
し、衝突の程度と形態によっては、
データが記録されない場合があり
ます。
EDRは次のようなデータを記録し
ます。
･ 車両の各システムの作動状況
･ アクセルペダルおよびブレーキ
ペダルの操作状況

･ 車速
これらのデータは、衝突や傷害が
発生した状況を把握するのに役立
ちます。
注意：EDRは衝突が発生したとき
にデータを記録します。通常走行
時にはデータは記録されません。
また、個人情報（例：氏名・性
別・年齢・衝突場所）は記録され
ません。ただし、事故調査の際に
法執行機関などの第三者が、通常
の手続きとして収集した個人を特
定できる種類のデータと EDR
データを組み合わせて使用するこ
とがあります。EDRで記録された
データを読み出すには、特別な装
置を車両または EDRへ接続する
必要があります。トヨタにくわえ、
法執行機関などの特別な装置を所
有する第三者が車両または EDR

に接続した場合でも情報を読み出
すことができます。
● EDRデータの情報開示
次の場合を除き、トヨタは EDR で記録
されたデータを第三者へ開示することは
ありません。

･ お車の使用者の同意（リース車は借主
の同意）がある場合

･ 警察・裁判所・政府機関などの法的強
制力のある要請に基づく場合

･ トヨタが訴訟で使用する場合
ただし、トヨタは

･ データを車両安全性能の研究に使用す
ることがあります。

･ 使用者・車両が特定されないデータを
調査目的で第三者に開示することがあ
ります。

お車へRF送信機を取り付けると、
次のようなシステムに影響をおよ
ぼす可能性があります。
● EVシステム
● Toyota Safety Sense
● ABS（アンチロックブレーキシ
ステム）

● SRSエアバッグ
● シートベルトプリテンショナー
悪影響を防ぐための措置や取り付
け方法については、必ずトヨタ販
売店にお問い合わせください。
ご希望により、RF送信機の取り付
けに関する詳しい情報（周波数帯
域・電力レベル・アンテナ位置・
取り付け条件）をトヨタ販売店に
てご提供します。

イベントデータレコーダー

RF送信機の取り付けについて
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高電圧部位や高電圧配線は、電磁
シールド構造になっています。従
来の車や電気製品と比べて、電磁
波が多いということはありません。
アマチュア無線の一部（遠距離通
信）において、受信時に雑音が混
入する場合がありますので、あら
かじめご了承ください。

保証については、保証書に記載し
ていますので、併せてお読みくだ
さい。
点検整備については、日常点検整
備のしかたを参照してください。
（P.336）
日常点検整備や定期点検整備は、
お客様の責任において実施してく
ださい。（法律で義務付けられてい
ます）

下記サイトより取扱説明書（デジ
タル配信）をご確認いただけます。
ご購入いただきましたアクセサ
リーパーツの取扱説明書をご使用
前にお読みいただき、記載された
内容に従って正しくお使いくださ
い。
商品の使用方法や安全にお使いい
ただく上での注意点を記載してお
ります。
なお、デジタル配信により印刷や
輸送にともなうCO2排出量の低減
が見込まれます。

持続可能な社会を構築するために
トヨタはこれからも取扱説明書の
あり方を見直してまいります。
アクセサリーパーツ取扱説明書掲
載サイト：
お持ちのスマートフォンやタブ
レット、携帯電話等にてQRコー
ドを読み取りいただくか、URL よ
り閲覧してください。
URL:https://manual-
accessories.toyota/CAWeb/
index.html

なお、紙面で必要な場合はサイト
より印刷いただくか、トヨタ販売
店にご相談ください。

QRコードは（株）デンソー
ウェーブの登録商標です。

保証および点検について

アクセサリーパーツ・用品につ
いて

QRコードについて
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パワーコントロールユニットなど
の高電圧部位には、取り扱いに注
意することを示すラベルが貼付さ
れている場合があります。
記号の示す意味は次のとおりです。

高電圧部位に貼り付けられてい
る記号について

記号 意味

危険であることを示し
ています。

高電圧部位であること
を示しています。

手で触れてはいけない
部位であることを示し
ています。

高温部位であることを
示しています。



12

Owner’s Manual_Japan_M57001_ja

本書の見方

本書で使用している、記号につ
いて説明します。

本文の記号について

記号 意味

警告：

お守りいただかないと、
お客様自身と周囲の人々
が死亡、または重大な傷
害につながるおそれがあ
ることを説明していま
す。

注意：

お守りいただかないと、
車や装備品の故障や破損
につながるおそれがある
ことを説明しています。

操作・作業の手順を示し
ています。番号の順に
従ってください。

機能や操作方法の説明以
外で知っておいていただ
きたい、知っておいてお
くと便利なことを説明し
ています。

イラスト上の記号について

記号 意味

押す、まわすなど、してい
ただきたい操作を示してい
ます。

フタが開くなど、操作後の
作動を示しています。

記号 意味

説明の対象となるもの・場
所を示しています。

してはいけません、このよ
うにしないでください、こ
のようなことを起こさない
でくださいという意味で
す。
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■ 名称から探す
●五十音順さくいん： P.432
●アルファベット順さくいん： 
P.430

■ 取り付け位置から探す
●イラスト目次： P.14

■ 症状や音から探す
●こんなときは（症状別さくいん）： 
P.426

●車から音が鳴ったときは（音さくい
ん）： P.428

■ タイトルから探す
●目次： P.2

検索のしかた
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イラスト目次

イラスト目次
■外観

充電ポート.................................................................................................... P.51

充電方法........................................................................................................ P.69

DC外部電源供給システム ...................................................................... P.110

補助ミラー★.............................................................................................. P.176

アウターミラー......................................................................................... P.174

鏡面の角度調整......................................................................................... P.174

ミラーの格納............................................................................................. P.175

ドア ............................................................................................................ P.135

施錠／解錠...................................................................................... P.136, 138

メカニカルキーでの施錠／解錠.............................................................. P.396

警告メッセージ......................................................................................... P.388
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イラスト目次

タイヤ ........................................................................................................ P.353

サイズ・空気圧......................................................................................... P.414

冬用タイヤ・タイヤチェーン.................................................................. P.300

点検・ローテーション・タイヤ空気圧警報システム ........................... P.353

パンク時の対処......................................................................................... P.394

ワイパー..................................................................................................... P.225

冬季の注意................................................................................................. P.300

洗車時の注意............................................................................................. P.329

方向指示灯

ヘッドランプ・車幅灯・LED デイライト............................................. P.220

方向指示灯................................................................................................. P.213

尾灯 ............................................................................................................ P.220

方向指示灯................................................................................................. P.213

制動灯

緊急ブレーキシグナル ............................................................................. P.295

後退灯

シフトポジションをRにする................................................................. P.209

番号灯 ........................................................................................................ P.220

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

走行に関わる外装の電球（バルブ）

（交換について：P.370）
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イラスト目次

■インストルメントパネル

行先表示器（サイネージ）操作パネル .................................................. P.179

非常点滅灯スイッチ ................................................................................. P.373

パワースイッチ......................................................................................... P.204

EV システムの始動・モード切りかえ......................................... P.204, 207

EV システムの緊急停止........................................................................... P.375

EV システムが始動できないときの対処................................................ P.394

警告メッセージ......................................................................................... P.388

ワイパー＆ウォッシャースイッチ.......................................................... P.225

使い方 ........................................................................................................ P.225

ウォッシャー液の補充 ............................................................................. P.339

警告メッセージ......................................................................................... P.388

マルチインフォメーションディスプレイ............................................... P.126

表示内容..................................................................................................... P.126

警告メッセージ表示時の対処.................................................................. P.388
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イラスト目次

メーター..................................................................................................... P.123

見方・明るさの調整 ...................................................................... P.123, 125

警告灯／表示灯......................................................................................... P.120

警告灯点灯時の対処 ................................................................................. P.382

方向指示レバー......................................................................................... P.213

ランプスイッチ......................................................................................... P.220

ヘッドランプ・車幅灯・尾灯・番号灯・LED デイライト.................. P.220

マルチメディア※

音楽を聴く※

エアコン..................................................................................................... P.304

操作方法..................................................................................................... P.304

ハンドル位置調整スイッチ...................................................................... P.173

調整方法..................................................................................................... P.173

シフトレバー............................................................................................. P.209

シフトポジションの切りかえ.................................................................. P.209

けん引時の注意......................................................................................... P.378
※別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。
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イラスト目次

■スイッチ類

ブレーキホールドスイッチ...................................................................... P.217

VSC（ビークルスタビリティコントロール）OFFスイッチ............. P.296

ドア付近侵入検知OFF スイッチ★......................................................... P.154

運転席パワースライドドアスイッチ ...................................................... P.138

車高切りかえスイッチ★ .......................................................................... P.291

運転席ドア・スロープスイッチ★........................................................... P.147

ドアロックスイッチ ................................................................................. P.138

アウターミラースイッチ.......................................................................... P.174

インテリアランプスイッチ...................................................................... P.311

インストルメントパネル照度調整スイッチ........................................... P.126

オドメーター／トリップメーター切りかえ・トリップメーター

リセットボタン......................................................................................... P.125
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イラスト目次

パーソナルランプスイッチ...................................................................... P.311

運転席緊急停止スイッチ.......................................................................... P.252

カメラスイッチ※

車高・ドア開閉連動OFF スイッチ★..................................................... P.291

パワースライドドアOFF スイッチ........................................................ P.145

客室操作 OFF スイッチ★........................................................................ P.149

AC100Vスイッチ.................................................................................. P.316

車いすワンタッチ固定メインスイッチ★ ............................................... P.167

パーキングブレーキスイッチ.................................................................. P.214

かける・解除する..................................................................................... P.214

警告ブザー・警告メッセージ.................................................................. P.215
★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。
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イラスト目次

車内緊急停止スイッチ ............................................................................. P.252

車内ドア・スロープスイッチ★............................................................... P.147

車内パワースライドドアスイッチ★....................................................... P.138

車いすワンタッチ固定操作スイッチ★................................................... P.167

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
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イラスト目次

オーディオスイッチ／電話スイッチ／トークスイッチ※

メーターコントロールスイッチ.............................................................. P.127

機能切りかえスイッチ .................................................................. P.125, 127

※別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。
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イラスト目次

■室内

SRSエアバッグ.......................................................................................... P.32

フロアマット................................................................................................ P.26

運転席シート............................................................................................. P.161

客席シート★

はね上げシート★...................................................................................... P.162

運転席シートベルト .................................................................................... P.29

緊急脱出用ハンマー ................................................................................. P.376

運転席仕切り扉......................................................................................... P.316

消火器★ ..................................................................................................... P.374

アシストグリップ（運転席用）................................................................ P.315

手すり／ポール★...................................................................................... P.315

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
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イラスト目次

■天井

サンバイザー★.......................................................................................... P.315

パーソナルランプ..................................................................................... P.311

カーテシランプ......................................................................................... P.310

インテリアランプ..................................................................................... P.311

車内フラッシャーランプ.......................................................................... P.251

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
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イラスト目次
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1

安
全
・
安
心
の
た
め
に

安全・安心のために
～必ずお読みください～

1-1. 安全にお使いいただくために
運転する前に................................26

安全なドライブのために.............27

運転席シートベルト.....................29

SRS エアバッグ..........................32

1-2. お子さまの安全
お子さまを乗せるときは.............36

1-3. 盗難防止装置
イモビライザーシステム.............37
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1-1. 安全にお使いいただくために

1-1. 安全にお使いいただくために

日常点検整備や定期点検整備は、
お客様の責任において実施してい
ただくことが法律で義務付けられ
ています。適切な時期に点検整備
を実施し、車に異常がないことを
確認してください。
日常点検整備や点検項目などの詳細につ
いては、日常点検整備のしかたを参照し
てください。（P.336）
異常が見つかった場合は、トヨタ販売店
で必ず点検整備を受けてください。

専用のフロアマットを、しっかり
と固定してお使いください。
1 固定フック（クリップ）にフロ
アマット取り付け穴をはめ込む

2 固定フック（クリップ）上部の
レバーをまわして、フロアマッ
トを固定する

マーク を必ず合わせてください。

固定フック（クリップ）の形状は
イラストと異なる場合があります。

運転する前に

お車を安全に運転していただく
ために、運転する前は必ず次の
ことを確認してください。

点検整備

フロアマットを固定するには

警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、フロアマット
がずれて運転中に各ペダルと干渉し、
思わぬスピードが出たり車を停止しに
くくなるなど、事故の原因になり、重
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

■運転席にフロアマットを敷くときは

●トヨタ純正品であっても、他車種お
よび異なる年式のフロアマットは使
用しない

●運転席専用のフロアマットを使用す
る

●固定フック（クリップ）を使って、
常にしっかりと固定する

●他のフロアマット類と重ねて使用し
ない

●フロアマットを前後逆さまにしたり、
裏返して使用しない
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1-1. 安全にお使いいただくために
安
全
・
安
心
の
た
め
に

まっすぐ座り、運転操作時に体

が背もたれから離れないよう、
背もたれの角度を調整する
（P.161）

ペダルがしっかりと踏み込め、

ハンドルを握ったときにひじが
少し曲がるようなシート位置に
する（P.161）

シートベルトを正しく着用する

（P.30）

警告
■運転する前に

●フロアマットがすべての固定フック
（クリップ）で正しい位置にしっかり
と固定されていることを定期的に確
認し、特に洗車後は必ず確認を行う

●EV システム停止およびシフトポジ
ションが Pの状態で、各ペダルを奥
まで踏み込み、フロアマットと干渉
しないことを確認する

安全なドライブのために

安全に運転するために、走行前
にシートやミラーなどを適切に
調整してください。

正しい運転姿勢をとるには

警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●走行中は運転席の調整をしないでく
ださい。
運転を誤るおそれがあります。
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1-1. 安全にお使いいただくために

走行前に必ずシートベルトを正し
く着用してください。（P.30）

後方が確実に確認できるように、
アウターミラーを正しく調整して
ください。（P.174）

警告
●背もたれと背のあいだにクッション
などを入れないでください。
正しい運転姿勢がとれないばかりか、
衝突したとき、シートベルトやヘッ
ドレストなどの効果が十分に発揮さ
れないおそれがあります。

●シートの下にものを置かないでくだ
さい。
ものが挟まるとシートが固定されず、
思わぬ事故や調整機構の故障の原因
になります。

●公道を走行するときは、法定速度や
制限速度を遵守してください。

●他の車や歩行者など、周囲の状況に
常に注意を払い、安全運転を心がけ
てください。

●飲酒運転は絶対にしないでください。
お酒を飲むと注意力と判断力がにぶ
り、思いがけない事故を引き起こす
おそれがあります。また、眠気をも
よおす薬を飲んだときも運転を控え
てください。

●運転中に携帯電話を使用したり、装
置の調節などをしないでください。
周囲の状況などへの注意が不十分に
なり、大変危険です。ハンズフリー
以外の自動車電話や携帯電話を運転
中に使用することは法律で禁止され
ています。

●長距離ドライブの際は、疲れを感じ
る前に定期的に休憩してください。
また、運転中に疲労感や眠気を感じ
たときは、無理に運転せず、すみや
かに休憩してください。

シートベルトを正しく着用する
には

ミラーを調整するには
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1-1. 安全にお使いいただくために
安
全
・
安
心
の
た
め
に

運転席シートベルト

走行前に必ずシートベルトを正
しく着用してください。

警告
急ブレーキや事故の際のけがを避ける
ため、次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

■シートベルトの着用について

●運転者はシートベルトを着用する

●シートベルトを正しく着用する

●シートベルトは一組につき一人で使
用する

●背もたれは必要以上に倒さず、上体
を起こし、シートに深く座る

●肩部ベルトを腕の下に通して着用し
ない

●腰部ベルトはできるだけ低い位置に
密着させ着用する

■妊娠中の女性の場合

医師に注意事項を確認の上、必ず正し
く着用してください。（P.30）通常
の着用のしかたと同じように、腰部ベ
ルトが腰骨のできるだけ低い位置にか
かるようにお腹のふくらみの下に、肩
部ベルトは確実に肩を通し、お腹のふ
くらみを避けて胸部にかかるように着
用してください。

ベルトを正しく着用していないと、衝
突したときなどに、母体だけでなく胎
児までが重大な傷害を受けたり、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

■疾患のある方の場合

医師に注意事項を確認の上、必ず正し
く着用してください。

■シートベルトの損傷・故障について

●ベルトやプレート、バックルはシー
トに挟んだり、物をぶつけたりなど
して損傷しないようにしてください。

●シートベルトが損傷したときはシー
トベルトを修理するまでシートは使
用しないでください。
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1-1. 安全にお使いいただくために

● 肩部ベルトを肩に十分かける
首にかかったり、肩からはずれないよう
にしてください。

● 腰部ベルトを必ず腰骨のできる
だけ低い位置に密着させる

● 背もたれを調整し、上体を起こ
し、深く腰かけて座る

● ねじれがないようにする
● リクライニングレバーにベルト
を挟んだ状態で使用しない

1 ベルトを固定するには、“カ
チッ”と音がするまでプレー
トをバックルに挿し込む

2 ベルトを解除するには、解除ボ
タン を押す

知識
■シートベルトロックの解除方法

急停止や衝撃があったときベルトがロッ
クされます。急に体を前に倒したり、
シートベルトをすばやく引き出しても
ロックする場合があります。一度ベルト
を強く引いてからゆるめ、ゆっくり動か
せば、ベルトを引き出すことができます。

前方・側方から強い衝撃を受けた
とき、運転席のシートベルトを引
き込むことで適切な乗員拘束効果
を確保します。
前方・側方からの衝撃が弱いときや、う
しろからの衝撃、横転のときは通常は作
動しません。

警告
●プレートがバックルに確実に挿し込
まれているか、シートベルトがねじ
れていないかを確認してください。
うまく挿し込めない場合はただちに
トヨタ販売店に連絡してください。

●もし重大な事故にあったときは、明
らかな損傷が見られない場合でも、
シート・シートベルトを交換してく
ださい。

●プリテンショナー付きシートベルト
の取り付けや取りはずし・分解・廃
棄などは、トヨタ販売店以外でしな
いでください。
不適切に扱うと、正常に作動しなく
なるおそれがあります。

正しく着用するには

着け方・はずし方

シートベルトプリテンショナー
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知識
■シートベルトプリテンショナーについ
て

シートベルトプリテンショナーは、一度
しか作動しません。玉突き衝突などで連
続して衝撃を受けた場合でも、一度作動
したあとは、その後の衝突では作動しま
せん。

■予防連携機能について

プリクラッシュセーフティによって車両
との衝突の可能性が高いと判断されたと
き、シートベルトプリテンショナーの作
動準備を整えます。

警告
■プリテンショナー付きシートベルト
について

シートベルトプリテンショナーが作動
すると、SRSエアバッグ／プリテン
ショナー警告灯が点灯します。その場
合は、シートベルトを再使用すること
ができないため、必ずトヨタ販売店で
交換してください。

お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。
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■ SRSエアバッグの配置

運転席SRSエアバッグ（運転者の頭や胸などへの衝撃を緩和）

知識
■SRS エアバッグが作動すると

●SRS エアバッグは高温のガスにより非
常に速い速度でふくらむため、すり傷・
やけど・打撲などを受けることがあり
ます。

●作動音と共に白いガスが発生します。

●エアバッグ近辺の部品の一部分などだ
けでなくエアバッグ構成部品（ハンド
ルのハブ・エアバッグカバー・インフ
レーター）も数分間熱くなることがあ

ります。エアバッグそのものも熱くな
ります。

●EV システムを停止します。（P.47）

●スライドドアが解錠されます。
（P.137）

●自動的にブレーキと制動灯を制御しま
す。（P.295）

●室内灯が自動で点灯します。
（P.311）

●非常点滅灯が自動で点滅します。
（P.373）

SRSエアバッグ

SRS エアバッグは乗員に重大な危害がおよぶような強い衝撃を受けた
ときにふくらみ、シートベルトが体を拘束する働きと併せて乗員への衝
撃を緩和させます。

SRSエアバッグシステム
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●T-Connect の契約期間内は、次の場
合、自動的に緊急通報がヘルプネット
センターに送信されます。オペレー
ターからの呼びかけに応答がない場合
は、緊急車両を手配します。詳しくは
別冊「マルチメディア取扱説明書」を
参照してください。

･ SRS エアバッグが作動した
･ シートベルトプリテンショナーが作動
した

･ 後方から強い衝撃を受けた

■正面からの衝撃で SRSエアバッグが作
動するとき

●次のエアバッグは、衝撃の強さが設定
値（移動も変形もしない固定された壁
に、車速約 20～ 30km/h で正面衝突
した場合の衝撃の強さに相当する値）
以上の場合に作動します。

･ 運転席SRSエアバッグ

●次の場合はエアバッグが作動する車速
は設定値より高くなります。

･ 駐車している車や標識のような衝撃に
よって移動や変形するものに衝突した
場合

･ もぐり込むような衝突の場合（例えば、
車両前部がもぐり込む、下に入り込む、
トラックの下敷きになるなど）

●衝突条件によっては次の部品のみが作
動する場合があります。

･ シートベルトプリテンショナー

■車両下部からの衝撃で SRSエアバッグ
が作動するとき

●次のSRSエアバッグは、車両下部が固
いものにぶつかったときなどの状況で
作動する場合があります。

･ 運転席 SRSエアバッグ

■SRS エアバッグが作動しないとき

●次のSRSエアバッグは、側面や後方か
らの衝撃・横転・または低速での前方
からの衝撃では、通常は作動しません。
ただし、それらの衝撃が前方への減速
を十分に引き起こす場合には、作動す
ることがあります。

･ 運転席 SRSエアバッグ

■トヨタ販売店に連絡が必要な場合

次のような場合には、点検・修理が必要
になります。できるだけ早くトヨタ販売
店へご連絡ください。

●運転席 SRSエアバッグがふくらんだと
き

●次のエアバッグはふくらまなかったが、
事故で車両の前部を衝突したとき、ま
たは破損・変形などがあるとき

･ 運転席 SRSエアバッグ
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●ハンドルのパッド部分が傷付いたり、
ひび割れたり、その他の損傷を受けた
とき

警告
■SRS エアバッグについて

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●運転者はシートベルトを正しく着用
してください。
SRS エアバッグはシートベルトを補
助するためのものです。

●運転者は、ひざの上に何も持たない

●ドアやフロントピラーなどへ寄りか
からない

●ハンドルのパッド部分などには何も
取り付けたり、置いたりしない

●SRSエアバッグシステム構成部品の
周辺およびドアの周辺は、強くたた
くなど過度の力を加えないでくださ
い。
SRSエアバッグが正常に作動しなく
なるおそれがあります。

●SRSエアバッグがふくらんだ直後
は、構成部品が熱くなっているため、
ふれないでください。

●SRSエアバッグがふくらんだあと
に、もし呼吸が苦しく感じたら、ド
アや窓を開けて空気を入れるか、安
全を確認して車外に出てください。
皮膚の炎症を防ぐため、残留物はで
きるだけ早く洗い流してください。

●SRSエアバッグが収納されている部
分に傷が付いていたり、ひび割れが
あるときはそのまま使用せず、トヨ
タ販売店で交換してください。

■改造・廃棄について

トヨタ販売店への相談なしに、次の改
造・廃棄をしないでください。
SRS エアバッグが正常に作動しなく
なったり、誤ってふくらむなどして、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

●SRSエアバッグの取りはずし・取り
付け・分解・修理
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警告
●次の部品周辺の修理・取りはずし・
改造

･ ハンドル

･ インストルメントパネル

●次の部品やその周辺の修理・改造

･ フロントフェンダー

･ フロントバンパー

●次の部品、または装置の取り付け

･ グリルガード

･ 除雪装置

･ ウインチ

●サスペンションの改造

●CD プレーヤー・無線機などの電化製
品の取り付け
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1-2. お子さまの安全

お子さまを乗せるときは

お子さまを乗せるときは、次の
ことをお守りください。

● 走行中にドアを開けたり誤操
作したりしないように、ドア
ロックスイッチ（P.138）
をご使用ください。

● 小さなお子さまには、ドアや
シートなど、体を挟まれるお
それがある装備類を操作させ
ないでください。

警告
■お子さまを乗せるときは

お子さまを車の中に残したままにしな
いでください。車内が高温になって熱
射病や脱水症状になり、重大な健康障
害におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。
また、お子さまが車内の装置を操作し、
ドアなどに挟まれたり、発炎筒などで
やけどしたり、運転装置を動かして、
思わぬ事故につながるおそれがあり危
険です。
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1-3. 盗難防止装置

パワースイッチをOFFにすると、
システムの作動を知らせるために
セキュリティ表示灯が点滅します。
登録されたキーを携帯し、パワースイッ
チを ACCまたは ONにするとシステム
が解除され、セキュリティ表示灯が消灯
します。

知識
■メンテナンスについて

イモビライザーシステムのメンテナンス
は不要です。

■システムが正常に作動しないとき

●キーが金属製のものに接したり、覆わ
れているとき

●キーが他の車両のセキュリティシステ
ム用キー（信号発信機内蔵キー）と重
なっているときや接近しているとき

イモビライザーシステム

キーに信号発信機が内蔵してあ
り、あらかじめ登録されたキー
以外では EVシステムを始動で
きません。
車両から離れる場合は、車内に
キーを残さないでください。

このシステムは車両盗難の防止
に寄与する機能であり、すべて
の車両盗難に対する完全なセ
キュリティを保証するものでは
ありません。

システムを作動させるには

注意
■イモビライザーシステムを正常に作
動させるために

システムの改造や取りはずしをしない
でください。システムが正常に作動し
ないおそれがあります。
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2-1.EV システムについて

イラストは説明のための例であり、実際とは異なります。

ESU：Electricity Supply Unit

電気モーター（駆動モーター）／インバーター

駆動用電池
電気モーターに電気を供給します。

EVシステムの特徴

電気自動車は、従来の車両とは大きく異なります。駆動用電池に充電さ
れた電気で電気モーターを駆動させることで、走行します。電気自動車
は電気を使用して走行するため、CO2（二酸化炭素）や、NOx（窒素
酸化物）などを排出せず、環境にやさしい自動車です。

システムの構成部品
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■ 減速時・制動時（回生ブレーキ）
車輪が電気モーターを発電機とし
て動かし、駆動用電池へ充電しま
す。
この回生ブレーキ機能を活用して
駆動用電池に電気を蓄えることで、
走行できる距離をのばすことがで
きます。

● 充電に関する装備について
（P.51）

● 普通充電ケーブルについて
（P.54）

● 接続可能な外部電源について
（P.64）

● 充電の前に知っておいていただ
きたいこと（P.72）

● 充電方法について（P.75、
82）

● 正常に充電できないときは
（P.98）

知識
■回生ブレーキについて

次の場合、車の運動エネルギーを電気エ
ネルギーに変換し、駆動用電池へ充電す
ると共に減速力を得ることができます。

●シフトポジションがDまたはBで走行中
に、アクセルペダルから足を離したと
き

●シフトポジションがDまたはBで走行中
に、ブレーキペダルを踏んだとき

■補機バッテリーの充電について

補機バッテリーは、EVシステムが作動し
ているとき、または駆動用電池の充電中
に、駆動用電池から充電されます。車両
を長時間使用しないと、補機バッテリー
の電力が自然放電のために低下する場合
があります。この場合は、正しい手順に
従って、対処してください。（P.398）

■車を長期間使用しないとき

●車を長期間使用しない場合は、駆動用
電池が極端に充電不足になるのを防ぐ
ため、1ヶ月に一度は駆動用電池を充電
してください。

●車を長期間使用しない場合は、補機
バッテリーあがりを低減する目的で、
駆動用電池の電力で補機バッテリーを
充電します。その場合、冷却ファンが
作動することがありますが、異常では
ありません。

●車両に普通充電ケーブルを接続したま
ま長期間放置すると、システムチェッ
クなどの制御が働くことにより、補機
バッテリーの電力消費量が増加します。
普通充電ケーブルを接続しておく必要
がないときは、車両から取りはずして
おいてください。

■駆動用電池の充電について

●駆動用電池が低下すると、駆動用電池
充電警告灯が点灯または点滅し、マル
チインフォメーションディスプレイに
メッセージが表示されます。

●必要に応じて駆動用電池を充電してく
ださい。駆動用電池が電欠になると、
走行ができなくなります。駆動用電池
の残量が少なくなっているときは、で
きるだけ早く充電してください。

充電について



42

Owner’s Manual_Japan_M57001_ja

2-1. EV システムについて

■電気自動車特有の音と振動について

電気自動車は READYインジケーターが
点灯し、走行可能な状態でも、通常の車
のようにエンジン音や振動がないことが
あるため、走行可能な状態であることに
気が付かない場合があります。安全のた
め、駐車時は確実にパーキングブレーキ
をかけて、シフトポジションを Pにして
ください。

EVシステム始動後は、次のような音や振
動が発生する場合がありますが、異常で
はありません。

●車両の前方から聞こえるブレーキシス
テムの操作音

●モータールームからのモーター音

●EV システム始動時および停止時に車両
モータールームから聞こえるリレーの
音

●次のような場合は、“コトン”、“カ
チッ”などのリレー作動音が駆動用電
池から聞こえます。

･ EV システムが始動または停止したとき
･ 充電が開始または終了するとき
･ 急速充電を使用して駆動用電池を充電
した後、初めて車両を運転するとき

●ブレーキペダルを踏んだときや、アク
セルペダルをゆるめたときに聞こえる
作動音

●ラジエーターから聞こえる冷却ファン
の作動音

●エアコンシステム（エアコンコンプ
レッサー、送風機モーターなど）の作
動音

●AHC（アクティブハイトコントロール）
システム（ポンプモータ、バルブなど）
の作動音

■メンテナンスや修理・廃車について

お車のメンテナンスや修理・廃車の際は
必ずトヨタ販売店にご相談ください。

特に廃車する場合は、トヨタ販売店を通
じて駆動用電池の回収を行っていますの
で、ご協力ください。

走行時、車両の接近を周囲の人に
知らせるため、車速に応じた音階
で通報音を鳴らします。車速が約
25km/h をこえると消音します。

知識
■車両接近通報装置について

次のような場合は、周囲の人に通報音が
聞こえにくくなることがあります。

●周囲の騒音が大きい場合

●雨または強風の場合

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“車両接近通報装置故障 販売店で
点検してください”が表示されたとき

車両接近通報装置に異常があるおそれが
あります。トヨタ販売店に連絡してくだ
さい。

車両接近通報装置
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イラストは説明のための例であり、実際とは異なります。

高電圧ケーブル（オレンジ色）

ESU：Electricity Supply Unit（車載充電器・DC/DCコンバーター

内蔵）

サービスプラグ

普通充電インレット

EVシステムの注意

EVシステムには、駆動用電池・ESU・オレンジ色の高電圧ケーブル・
電気モーターなどの高電圧部位（公称約355.2V）や、冷却用ラジ
エーターなどの高温部位がありますので、ご注意ください。ご使用前
に、ここで説明している内容をよくお読みいただき、正しく取り扱って
ください。なお、高電圧部位には、取り扱い上の注意喚起のため 表

示を含んだラベルが貼付されています。

システムの構成部品
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急速充電インレット

駆動用電池

電気モーター（駆動モーター）／インバーター

エアコンコンプレッサー

DC/DCコンバーター

分岐ボックス

知識
■電磁波について

●高電圧部位や高電圧配線は、電磁シー
ルド構造になっています。従来の車や
電気製品とくらべて、電磁波が多いと
いうことはありません。

●アマチュア無線の一部（遠距離通信）
において、受信時に雑音が混入する場
合がありますので、あらかじめご了承
ください。

■駆動用電池（リチウムイオンバッテ
リー）について

●この車両には、リチウムイオンバッテ
リーが搭載されています。

●駆動用電池には寿命があります。駆動
用電池の容量（蓄電能力）は、ほかの
充電式電池と同様に時間の経過や使用
状況にともない低下します。低下の程
度は運転のしかた、充電のしかたなど、
お車の使用状況や環境（外気温など）
により大きく異なります。
これらはリチウムイオンバッテリー本
来の特性であり、不具合ではありませ
ん。なお、電池の容量が低下すると走
行できる距離が減少しますが、車両性
能などが著しく低下するものではあり
ません。

容量低下を抑えるためには、P.73の“
駆動用電池の容量低下について”に記載
されていることを心がけてください。

■極寒の環境での始動について

外気温の影響により駆動用電池の温度が
著しく低くなっている場合（およそ－ 30
℃以下）、EVシステムが始動できなくな
ることがあります。
その場合は気温の上昇を待つなど、駆動
用電池の温度が上がってから再度始動操
作をしてください。

■適合宣言

この車両は、ECE100（バッテリー電気
車両安全）に基づいた水素排出量に適合
しています。

警告
■高電圧・高温について

この車は、高電圧システムを使用して
います。

次のことをお守りいただかないと、や
けどや感電など重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

●高電圧部位・高電圧の配線（オレン
ジ色）およびそのコネクターの取り
はずし・分解などは絶対に行わない
でください。

●高電圧部位にふれないでください。
特に走行後は高温になっており危険
です。
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警告
●サービスプラグが下図のように駆動
用電池に設置してあります。サービ
スプラグは絶対にさわらないでくだ
さい。サービスプラグは、トヨタ販
売店での車両の修理時などに、駆動
用電池の高電圧を遮断するためのも
のです。

■事故が発生したとき

次のことをお守りいただかないと、感
電など重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

●続発事故防止のため、安全な場所に
停車して、パーキングブレーキをか
け、シフトポジションを Pにして、
EVシステムを停止する

●高電圧部位・高電圧の配線（オレン
ジ色）などには、絶対にさわらない

●室内および車外に、はみ出している
電気配線には絶対にさわらない

●液体の付着やもれがある場合は絶対
にさわらない
駆動用電池の電解液（炭酸エステル
を主とする有機電解液）が目や皮膚
にふれると失明や皮膚傷害のおそれ
があり危険です。万一、目や皮膚に
付着した場合はただちに多量の水で
洗い流し、早急に医師の診察を受け
てください。

●駆動用電池の電解液がもれている場
合は、車両に近付かない
万一、駆動用電池が破損しても、電
池内部の構造により大量に電解液が
流出することはありませんが、流出
すると蒸気を発生します。蒸気は目
や皮膚に刺激性があり、吸引すると
急性中毒を起こすおそれがあり危険
です。

●火気や高温のものを絶対に近付けな
い
電解液に引火するおそれがあり危険
です。

●万一、車両火災が発生したときは、
ABC消火器を使用して消火する
水をかける場合は、消火栓などから
大量にかけてください。

●前輪が接地した状態でけん引しない
電気モーターから発電され、破損の
状態によっては、火災のおそれがあ
り危険です。（P.378）

●車の下の路面などを確認し、液体の
もれ（エアコンの水以外）が見つ
かった場合、駆動用電池が損傷して
いる可能性があります。できるだけ
早く車両を離れてください。
この場合は、トヨタ販売店に状況を
連絡するときに併せてお伝えくださ
い。
軽度な事故であっても、駆動用電池
や周辺部位が損傷している可能性が
ありますので、事故にあった場合は、
トヨタ販売店で駆動用電池の点検を
受けてください。

■駆動用電池について

●この車両には、リチウムイオンバッ
テリーが搭載されています。
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図に示す位置に車載電子部品の冷
却口があります。
冷却口がふさがれると車載電子部
品の冷却に悪影響をおよぼします。

警告
●絶対に転売・譲渡・改造などをしな
いでください。廃車から取りはずさ
れた駆動用電池は事故防止のため、
トヨタ販売店を通じて回収を行って
いますので、ご協力ください。
適切に回収されないと、次のような
ことが起こり、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

･ 不法投棄または放置され、環境汚染
となるばかりか、第三者が高電圧部
位にふれてしまい、感電事故が発生
する

･ 装備された車両以外で駆動用電池を
使用（改造などを含む）し、感電事
故、発熱・発煙・発火・爆発事故、
電解液漏出事故などが発生する
特に、転売・譲渡などを行うと、相
手にこれらの危険性が認識されず、
事故につながるおそれがあります。

●駆動用電池を取りはずさないままで
お車を廃棄された場合、高電圧部
品・ケーブル・それらのコネクター
にふれると、深刻な感電の危険があ
ります。お車を廃棄するときには、
トヨタ販売店で駆動用電池を廃棄し
てください。駆動用電池は適切に廃
棄しないと、感電を引き起こし、重
大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

■走行中の留意事項

●電気自動車は走行時にエンジン音が
ないため、周囲の人が車両の接近に
気が付かない場合があります。車両
接近通報装置が装備されていても、
周囲の騒音などが大きい場合は、車
両の接近に気が付かないことがあり
ますので、十分注意して運転してく
ださい。

●車両床下に強い衝撃を受けたときは、
すぐに安全な場所に停車し下まわり
を点検してください。
床下に駆動用電池の液もれや損傷が
見られる場合、絶対に車両にふれず、
すみやかにトヨタ販売店にご連絡く
ださい。
また、床下に異常が見られない場合
でも、駆動用電池が損傷している可
能性がありますので、車両床下に衝
撃を受けた場合には、トヨタ販売店
で駆動用電池の点検を受けてくださ
い。

■改造について

車高を下げると、床下にある駆動用電
池が衝撃を受けやすくなり、電池を損
傷し、発火や車両火災などが発生し、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。車高
を下げる改造は絶対に行わないでくだ
さい。

車載電子部品冷却口
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事故により衝撃を受けたときなど
は、EVシステムを停止して高電圧
を遮断します。
この場合、EVシステムを再始動さ
せることができなくなるためトヨ
タ販売店へご連絡ください。

EVシステムの異常やお知らせした
い事項が発生すると自動で表示さ
れます。
警告メッセージは、マルチイン
フォメーションディスプレイに表
示されます。表示された画面の指
示に従ってください。（P.104, 
388）

知識
■警告灯が点灯したときや、警告メッ
セージが表示されたとき、または補機
バッテリーとの接続が断たれたとき

EV システムを再始動できないおそれがあ
ります。

もう一度始動操作をしても READY イン
ジケーターが点灯しない場合はトヨタ販
売店にご連絡ください。

■駆動用電池が電欠になったとき

駆動用電池が電欠で EVシステムが始動
できないときは、駆動用電池充電警告灯
が消灯するまで、十分に充電（普通充電
または急速充電 [V2H充電 ]）してから再
始動してください。

注意
■車載電子部品冷却口について

車いす背もたれパッドや荷物などで冷
却口をふさがないでください。
車両の走行に制限がかかる場合があり
ます。

緊急停止システム

警告メッセージ
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● 信号待ちや渋滞のときなどは、
シフトポジションをDにしま
しょう。

● 駐車するときは、シフトポジ
ションをPにしましょう。

● シフトポジションをNにしても、
電費向上の効果はありません。

加速・減速のくり返しや、長い信
号待ちは電費を悪化させます。お
出かけ前に交通情報を確認するな
どして、なるべく渋滞を回避する
ようにしましょう。また渋滞の際
は、ブレーキペダルをゆるめて微
前進し、アクセルペダルをあまり
踏まないようにしましょう。余分
な電気消費を抑えることができま
す。

減速時は、早めに、ゆるやかなブ
レーキ操作を行いましょう。減速
時に発生する電気エネルギーをよ
り多く回収することができます。

速度を抑え、一定速度で走行しま
しょう。また、料金所手前では早
めにアクセルをもどし、ゆるやか
なブレーキ操作を行いましょう。
減速時に発生する電気エネルギー
をより多く回収することができま
す。
登録仕様により高速道路を走行出来ない
場合があります。

電気自動車運転のアドバイ
ス

従来の車両とは異なり、電気自
動車が走行を続けると電力消費
率は低下します。高速道路での
運転または平均車速の高い運転
を続けた場合、走行できる距離
が短くなる可能性があります。
駆動用電池の残量が低下してい
るときは、表示された走行可能
距離に頼りすぎたり、高速道路
を運転したりしないでください。
適度な車速で走行すると、電力
消費を抑えることができます。
経済的な運転のためには、次の
ことを心がけてください。

シフトポジションの操作

渋滞

減速時のブレーキ操作

高速道路での運転
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必要時以外はエアコンスイッチを
OFF にしましょう。余分な電力消
費を抑えることができます。
夏季：外気温が高いときは、内気循環
モードに設定しましょう。エアコンへの
負荷が減り、電費向上につながります。

冬季：過剰または不要な暖房は避けま
しょう。ヒーターを使いすぎないことも
電費向上に効果的です。

タイヤ空気圧はこまめに点検しま
しょう。タイヤ空気圧が適切でな
いと、電費悪化につながります。
また、冬用タイヤは転がり抵抗が
大きいため、乾燥した路面では電
力消費量が大きくなります。季節、
道路状況に応じて適切なタイミン
グでタイヤを交換しましょう。

重い荷物が積まれていると、電費
が悪化します。不要な荷物は、積
んだままにせずに降ろしましょう。

マルチインフォメーションディス
プレイには、駆動用電池の残量や
状態から十分な走行性能が出せる
値を推定して表示しています。
（P.128）低温時には、駆動用
電池残量が残っていても、走行距
離がなくなる場合があります。早
めに充電してください。

走行できる距離は、運転のしか
た・道路状況・天候や気温・電装
品の使用状況・乗員数などに大き
く左右されます。
次のことに気を付けて運転してい
ただくと、より走行できる距離を
伸ばすことが可能です。
● 車間距離を十分にとり、不要な
加減速をしない

● むだな加減速をくり返さない
● 走行中は、一定の速度で走行す
ることを心がける

● エアコンを適切に使用し、過剰
または不要な冷房・暖房は避け
る

エアコンのON/OFF

タイヤ空気圧の点検

荷物

走行可能距離について

マルチインフォメーションディ
スプレイに表示される走行可能
距離は、現在どのくらい走行が
可能かの目安を示しており、表
示の距離を実際に走行できない
場合があります。

表示値について

走行できる距離を伸ばすための
ヒント
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● 指定されたサイズのタイヤを使
用し、タイヤの空気圧を適正に
維持する

● 不要な荷物を積まないように心
がける

車両の充電が正しく完了したかど
うかは、次のことで確認できます。
● 普通充電ポートの充電インジ
ケーターが消灯する

● パワースイッチがOFF の状態で
ドアを開けると、マルチイン
フォメーションディスプレイに
“充電結果のお知らせ　充電完
了しました”と表示される
（P.71）
接続する電源やタイマー充電機能
の使用に関わらず、上記のことが
確認できれば正しく充電されてい
ます。
充電に関するメッセージについ
て：P.104

充電が完了したときの表示につ
いて
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2-2. 充電について

充電インジケーター（P.53）および普通充電インレット照明

普通充電インレット

普通充電リッド（P.52）

急速充電インレット照明

急速充電インレット

急速充電リッド（P.52）

普通充電ケーブル★（P.54）

普通充電ポート

急速充電ポート
★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

充電に関する装備について

充電装備と名称
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普通充電リッドと急速充電リッド
の開閉操作は同様です。
■ 充電リッドの開け方
充電リッドの後端中央部（図に示
す位置）を押し、充電リッドを開
ける。
押して手を離すと、充電リッドが少し開
きます。その後、手で全開にします。

■ 充電リッドの閉め方
充電リッドを閉め、充電リッドの
後端中央部（図に示す位置）を押
す

知識
■リッドリフターについて

充電リッドを閉める前に、リッドリフ
ターが押し込まれている状態だと、充電
リッドが閉まりません。その場合は、
リッドリフターを押して飛び出ている状
態にしてから、充電リッドを閉めてくだ
さい。

充電リッドの開閉
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■充電リッドについて

リッドタブの側面に氷などの異物がつい
ている場合は取り除いてください。付着
した異物（氷など）によって正常に作動
しない恐れがあります。

■充電リッド開閉検知スイッチ部につい
て

●充電リッドが開いているときは、充電
リッド開閉検知スイッチ部（図に示す
位置）にふれないよう注意してくださ
い。誤ってふれると、車両が充電リッ
ドの開閉状態を誤表示したり、充電コ
ネクターが正常にロック・アンロック
出来なくなるおそれがあります。

●充電中などリッドを開けた状態で充電
リッド開閉検知スイッチ部付近に水を
掛けないでください。

充電インジケーターは、普通充電
リッドにのみ搭載されています。
点灯・点滅パターンの変化により、
次のように充電に関する状況をお
知らせします。

※1充電が終了したら、消灯します。
※2一定時間点滅したあと、消灯します。

警告
■充電リッド開閉検知スイッチ開口部
について

充電リッド開閉検知スイッチ開口部に
指を入れないでください。内部のス
イッチで怪我をする恐れがあります。

注意
■充電リッド開閉検知スイッチ開口部
について

充電リッド開閉検知スイッチ開口部に
指、布などを入れないでください。ス
イッチ破損の原因にもなります。

充電インジケーター

点灯・点滅
パターン

車両の状況

点灯 充電中※1

点滅（通
常）※2

充電スケジュール
（P.87）が登録されてい
る状態で、普通充電ケーブ
ルを車両に接続したとき

速い点滅
※2

電源または車両の異常など
により充電ができない状況
（P.100）のとき
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

普通充電ケーブル★につい
て

普通充電ケーブルの機能や正し
い取り扱い方法などについて説
明しています。

警告
■普通充電ケーブル・コントロールユ
ニットを取り扱うとき

次のことを必ずお守りください。

お守りいただかないと、思わぬ事故の
原因となり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

●普通充電ケーブルや電源プラグ・普
通充電コネクター・コントロールユ
ニットの分解・修理・改造をしない
普通充電ケーブル・コントロールユ
ニットに異常が認められた場合は、
ただちに使用を中止してトヨタ販売
店にご連絡ください。

●普通充電ケーブルや電源プラグ・普
通充電コネクター・コントロールユ
ニットに強い衝撃を与えたり落とし
たりしない

●普通充電ケーブルを無理に折り曲げ
たり、ねじったり、引っ張ったり、
引きずるなどの負担をかけない

●普通充電ケーブルを鋭利なもので傷
付けたりしない

●電源プラグの端子を折り曲げたり異
物を付けたりしない

●普通充電コネクター・電源プラグを
水に浸けない

●普通充電ケーブルを熱器具などの高
温物に近付けない

●普通充電ケーブル・電源プラグコー
ドに負荷をかけない（コントロール
ユニット・普通充電コネクターに普
通充電ケーブルを巻き付けるなど）

●コンセント・電源プラグに負荷がか
かる状態で使用したり、放置したり
しない（コントロールユニットが接
地せず、宙吊りになっているなど）

注意
■普通充電ケーブルの取り扱いに関す
る注意

次のことをお守りください。お守りい
ただかないと、普通充電ケーブルや普
通充電インレットの故障につながるお
それがあります。

●普通充電コネクターは、斜めになっ
たり傾いたりしないよう、普通充電
インレットにまっすぐ挿し込む

●普通充電コネクターを挿し込んだあ
とは、普通充電コネクターに無理な
力をかけたり、こじったりしない。
また、体や荷物などをぶつけないよ
うに注意する

●普通充電ケーブルを踏んだり、つま
ずいたりしないように注意する

●普通充電コネクターを取りはずす前
に、普通充電コネクターがアンロッ
クされていることを確認する
（P.61）

●普通充電ケーブルを取りはずしたあ
とは、すみやかに所定の位置に片付
ける

●普通充電コネクターを取りはずした
あとは、普通充電インレットキャッ
プを確実に取り付ける

■普通充電ケーブルや関連部品などを
取り扱うとき

P.75
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普通充電コネクター

ロック解除ボタン

電源プラグ

電源プラグコード※

コントロールユニット

電源インジケーター（P.56）

充電インジケーター（P.56）

注意
■寒冷時の注意

寒冷時は、普通充電ケーブル・電源プ
ラグコードが通常より固くなることが
あるため、固くなった状態で無理な力
をかけないでください。普通充電ケー
ブル・電源プラグコードの損傷につな
がるおそれがあります。

各部の名称
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エラーインジケーター（P.56）
※接続する電源電圧（200Vまたは 100V）に合わせて、電源プラグコードを交換す
る必要があります。（P.58）

普通充電ケーブルに取り付けられ
ているコントロールユニットは、
次のような安全機能を備えていま
す。
■ 漏電検知機能
充電中に漏電を検知すると、自動
的に電気を遮断し、漏電による感
電や火災などを未然に防ぎます。
漏電検知機能により電気が遮断された場
合は、エラーインジケーターが点滅しま
す。（電気が遮断された場合の対処方法に
ついては、P.57 を参照してください）

■ 自動チェック機能
漏電検知機能の作動に問題がない
か、充電開始前に自動でシステム
チェックが実施されます。
システムチェックの結果、漏電検知機能
の異常が検出されると、エラーインジ
ケーターの点滅でお知らせします。
（P.57）

■ 温度検知機能
電源プラグに温度検知機能が搭載
されており、充電中、コンセント
側のゆるみなどにより電源プラグ
部が発熱した場合に、充電電流を
制御することで発熱を抑制します。
■ 車両との通電の条件
電源プラグがコンセントに挿して
あっても、普通充電コネクターが
車両に接続されていないと、普通
充電コネクターに通電されない構
造になっています。

■ 各インジケーターの働き
3つのインジケーターで、それぞ
れ次の状態を示します。

電源インジケーター
コントロールユニットに通電していると
きに点灯します。

充電インジケーター
充電中に点灯します。

エラーインジケーター
漏電が発生したとき、またはコントロー
ルユニットに異常が発生したとき点滅し
ます。

安全機能について コントロールユニット上のイン
ジケーターについて
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■ 充電時に異常が発生したとき
コントロールユニット上のインジケーターの点灯・点滅状態の組み合わせ
により、異常の内容をお知らせします。
エラーインジケーターが点灯・点滅したときは、いったん電源プラグをコンセントから
抜き、再度コンセントに挿し込んで、エラーインジケーターが消灯するか確認してくだ
さい。

電源インジケーターが点灯し、エラーインジケーターが消灯していれば、そのまま充電
が可能です。それ以外の場合には、次の表に従って対処してください。

状況
電源インジ
ケーター

エラーインジ
ケーター

原因・対処

充電システム
エラー

消灯
消灯または点

灯
漏電を検知して充電を中断しているか、
普通充電ケーブルが故障しています。
→ トヨタ販売店にご相談ください。点灯 点滅

電源プラグ温
度検知異常

点滅 点滅
電源プラグの温度検知部品が故障してい
ます。
→ トヨタ販売店にご相談ください。

電源プラグ温
度上昇検知

点滅 消灯

コンセントと電源プラグとの接触不良な
どにより、電源プラグの温度上昇を検知
しました。
→ 電源プラグがコンセントに確実に挿し
込まれているかを確認してください。
点滅が解消しない場合も、電流を制限
して充電が行われます。

普通充電ケー
ブル寿命予告

点灯 点滅
普通充電ケーブルの充電回数が、使用可
能な上限に近付いています。
→ トヨタ販売店にご相談ください。

普通充電ケー
ブル寿命

点灯 点灯
普通充電ケーブルの充電回数が、使用可
能な上限をこえています。
→ トヨタ販売店にご相談ください。
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

電源プラグを100V用、または
200V用に交換したい場合は、次
の手順で電源プラグコードを交換
してください。
1 普通充電ケーブル（P.55）
と交換用電源プラグコードを用
意する

2 解除キーを取り出す
取り出した解除キーをなくさないように
ご注意ください。

3 保護キャップを取りはずす

4 コントロールユニットの解除穴
に解除キーを挿し込む

解除キーは図の向きで挿し込んでくださ
い。

5 コントロールユニットの解除穴
に解除キーを奥まで挿し込んだ
まま、電源プラグコードのナッ
ト部をまわして、電源プラグ
コードを取りはずす

電源プラグコードを取りはずしたら、解
除キーを抜いてください。

電源プラグコードの交換★
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電源プラグコードを取りはずしたまま放
置しないでください。電源プラグコード
が接続されていないと、コントロールユ
ニットの内部に水などが入り、故障につ
ながるおそれがあります。

6 コントロールユニット接合部の
突起と、電源プラグコードコネ
クターの溝とを合わせて挿し込
み、電源プラグコードのナット
部をまわして取り付ける

電源プラグコードを取り付ける前に、接
続部に異物が付着していないか確認して
ください。異物が付着している場合は、
必ず取り除いてください。異物が付着し
ている状態で接続すると、水などが入り、
故障につながるおそれがあります。

“カチッ”という音がして固定される
まで、取りはずしたときと逆方向にまわ
します。

7 取りはずした電源プラグコード
に、保護キャップと解除キーを
取り付ける

紛失を防ぐため、解除キーは保護キャッ
プに確実に取り付けてください。また、
解除キーが保護キャップから意図せず脱
落しないよう、ご注意ください。

電源プラグコードは、ほこりや水などが
かからない安全な場所に保管してくださ
い。

警告
■電源プラグコードを交換するとき

次のことを必ずお守りください。

お守りいただかないと、思わぬ事故の
原因となり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

●電源プラグコードの交換作業は、ぬ
れた手で行わない
また、雨や水のかかる場所で行わな
いでください。

●電源プラグ・普通充電コネクターを
接続した状態で、電源プラグコード
の交換作業を行わない

●コントロールユニットから電源プラ
グコードを取りはずした状態で放置
しない

●電源プラグコードをコントロールユ
ニットに取り付けるときは、接続部
に異物が付着していないことを必ず
確認する

●電源プラグコードの交換時には、“
カチッ”という音がするまで電源プ
ラグコードのナット部をしっかりま
わす

●電源プラグコードを交換する際は、
必ず解除キーを使用する
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安全にお使いいただくために、日
常的に次の事項を点検してくださ
い。

注意
■電源プラグコードについての注意

電源プラグコードは充電以外の用途で
使用しないでください。電源プラグ
コードの損傷につながるおそれがあり
ます。

普通充電ケーブルの点検・お手
入れ

警告
■日常点検について

定期的に次のことを確認してください。

点検をしないで使い続けると、思わぬ
事故の原因となり、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

●普通充電ケーブルや電源プラグ・普
通充電コネクター・コントロールユ
ニットに破損などがないこと

●コンセントに破損がないこと

●コンセントの挿し込みがゆるくなっ
ていないこと

●充電中に電源プラグが極端に熱くな
らないこと

●電源プラグの刃が変形していないこ
と

●電源プラグにほこりなどの汚れがな
いこと

電源プラグはコンセントから抜いて点
検してください。また、点検の結果、
普通充電ケーブルに異常が見つかった
場合は、ただちに使用を中止して、ト
ヨタ販売店にご相談ください。

■普通充電ケーブルのお手入れについ
て

汚れたときは固くしぼった布で汚れを
ふき取ったあと、乾いた布でからぶき
してください。

なお、水洗いは絶対に行わないでくだ
さい。普通充電ケーブルを水洗いする
と、充電時に火災や感電事故が発生し、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

■長期間普通充電ケーブルを使用しな
いとき

電源プラグをコンセントから抜いてお
いてください。電源プラグやコンセン
トにほこりがたまり、過熱や発火の原
因となります。

また、普通充電ケーブルは水気がない
場所で保管してください。



61

2

Owner’s Manual_Japan_M57001_ja

2-2. 充電について
EV
シ
ス
テ
ム

■ ロックするときは
普通充電インレットに普通充電コ
ネクターを挿し込むと、自動的に
ロックされます。
（普通充電コネクターのロック・ア
ンロック方法は変更することがで
きます。：P.61）
■ アンロックするときは
ドアを解錠すると、普通充電コネ
クターがアンロックされます。
普通充電コネクターは接続時に
ロックし、ドアを解錠するとアン
ロックするため、普通充電コネク
ターのロック・アンロックは、ド
アの施錠・解錠状態と必ずしも一
致しません。
ドアが解錠されている状態で、普
通充電コネクターがロックされて
いる場合は、次の操作でアンロッ
クできます。
･ ワイヤレスリモコンの解錠ボタ
ンを押してドアの解錠操作をす
る（P.136）

■ 普通充電コネクターのロック・
アンロック方法を変更するには

マルチメディア※で、普通充電コ
ネクターのロック・アンロック方
法を変更することができます。
普通充電ケーブルが車両に接続されてい
るときは、普通充電コネクターのロッ
ク・アンロック方法を変更できません。
※ACC では普通充電コネクターのロッ
ク・アンロック方法を変更することは
できません。

1 マルチメディア画面の を押

す
2 “車両カスタマイズ”を選択
する

3 “充電”を選択する
4 “コネクターロック”を選択
する

普通充電コネクターのロック・ア
ンロック方法は、次のように変更
することができます。

※1オートロック後に停電などで電源が遮
断されると、普通充電コネクターがア

普通充電コネクターのロッ
ク・アンロック

普通充電中の充電コネクターの
取りはずしや、第三者による充
電ケーブルの持ち去りなどのい
たずらなどを防止することがで
きます。

普通充電コネクターをロック・
アンロックするには

設定 作動内容

オートロック（デ
フォルト設定）

普通充電コネク
ターを接続すると
自動でロックされ
る

オートロック＆ア
ンロック

普通充電コネク
ターを接続すると
自動でロックされ、
充電終了後は自動
的にアンロックさ
れる※1, 2, 3

OFF
普通充電コネク
ターのロックシス
テムを使用しない
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ンロックされます。
※2オートロック（初期設定）と同様の操
作で普通充電コネクターをアンロック
することもできます。

※3タイマー充電の開始終了設定における
終了時刻に到達したとき、満充電に
なっていなくても普通充電コネクター
がアンロックされます。

知識
■普通充電コネクターのロック機能につ
いて

●普通充電コネクターをロック・アン
ロックくり返し操作すると、普通充電
コネクターのロックシステムがシステ
ムを保護するために、一時的に作動し
ないことがあります。この場合は、普
通充電コネクターを普通充電インレッ
トに再び接続する前に、少し待ってく
ださい。

●普通充電コネクターのロック機能は、
普通充電ケーブルの盗難防止を保証す
るものではありません。また、すべて
のいたずら行為に効果を発揮するもの
ではありません。

■解錠操作のセキュリティ機能

解錠操作後、約 30秒以内に普通充電コ
ネクターを取りはずさなかったときは、
普通充電コネクターが再度、ロックされ
ます。

■普通充電インレットに普通充電コネク
ターを挿し込めないとき

コネクターロックピンが出ていないか確
認してください。

コネクターロックピンが出ている場合は、
ドアの解錠操作をしてコネクターをアン
ロックし、コネクターロックピンが出て
いない状態にしてください。

■普通充電コネクターをアンロックでき
ないとき

通常の操作で普通充電コネクターをアン
ロックできないときは、コネクターロッ
ク緊急解除レバーを操作して、普通充電
コネクターをアンロックすることができ
ます。

緊急時以外は、この方法で解錠させない
でください。

異常が解消しない場合は、ただちにトヨ
タ販売店で点検を受けてください。
1 トリムAを上方に持ち上げてツメ
（7ヶ所）とクリップ（1ヵ所）をはず
す

2 トリムBを後方にひいてツメ（4ヶ
所）をはずす
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3 ボルト 3本をはずし、カバーを取り
はずす

4 コネクターロック緊急解除レバーを回
転させる

レバーに無理な力をかけたり、引っ張り
すぎないようにしてください。

普通充電コネクターがアンロックされ、
普通充電コネクターの取りはずしが可能
になります。
5 カバーを取り付ける

締め付けトルク：5.5N・m（56.1kgf・
cm）

6 トリムBを取り付ける

7 トリムAを取り付ける

警告
■普通充電インレットに普通充電コネ
クターを接続するとき

●コネクターロック部に手を入れない
でください。コネクターロックピン
に挟まれ、けがをするおそれがあり
危険です。
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知識
■契約電力について

事業所の電源で充電する際は、契約電力
※をご確認ください。

200V 電源で充電する場合は、100V 換
算での契約容量が必要となります（例え
ば 200V電源で 16Aの場合、100V 換
算で32Aとなります）。必要な電力に応
じた契約電力でないと、充電時にブレー
カーが作動する場合があります。
※電力会社との電気契約の変更が必要に
なる場合があります。電気契約に関す
るご相談については、ご契約中の電力
会社にお問い合わせください。

注意
■普通充電コネクターをロックすると
き

次のことをお守りください。お守りい
ただかないと、コネクターロックシス
テムの故障の原因となります。

●普通充電コネクターがこの車両に適
合していることを確認する
異なるタイプの普通充電コネクター
や、挿入部が破損・変形した普通充
電コネクターなどは、ロックできな
い可能性があります。

●普通充電コネクターをロックしたあ
とは、普通充電コネクターに無理な
力をかけない
普通充電コネクターを取りはずすと
きは、必ずコネクターをアンロック
してください。

■トリムを取りはずすときは

トリムを固定しているツメやクリップ
の破損や紛失に注意してください。

接続可能な外部電源につい
て

この車両を充電するための外部
電源は、ここで説明する要件を
備えている必要があります。
充電作業を行う前に、あらかじ
め次の事項をご確認ください。

警告
■電気事故についての警告

車両の充電を行うときは、必ず本書に
記載されている注意事項をお守りくだ
さい。

必要要件を満たしていない電源を使用
したり、記載されている禁止事項を守
らずに充電を行ったりすると思わぬ事
故につながり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。
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■充電環境について

●必要な電力に対応した専用の普通充電
器（スタンド）、または車両に搭載され
ている普通充電ケーブルを使用して、
充電を行ってください。

･ 200V 電源で 30A に対応した充電器
（スタンド）を使用した場合、約 6kW
で充電されます。

･ 200V 電源で 16A に対応した普通充
電器（スタンド）または普通充電ケー
ブルを使用した場合、約 3kWで充電さ
れます。

･ 家庭の100V 電源で6Aに対応した普
通充電ケーブルを使用した場合、約
0.6kW で充電されます。

●事業所で普通充電器（スタンド）を使
用して充電するには、普通充電器（ス
タンド）の設置が必要です。普通充電
器（スタンド）の設置については、販
売業者にお問い合わせください。

■ 200V電源を使用する場合
● 200Vの充電用コンセントには、
必ず専用回路を設置してくださ
い。

● AC200Vで 16A（100V 換算
で32A）の電流が流れてもブ
レーカーが作動しない（電流が
遮断されない）コンセントに接
続してください。※

※電力会社との電気契約の変更が必要と
なる場合があります。電気契約に関す
るご相談については、ご契約中の電力
会社にお問い合わせください。

● 分岐回路内に専用の漏電遮断器
が設置されていることを確認し
てください。

もし設置されていない場合は、必ず設置

した上で車両の充電を行ってくださ
い。※

※建物の電気工事や、電流容量などのご
相談については、電気工事業者などに
お問い合わせください。

● BEV／PHEV専用コンセントに
接続してください。

BEV／ PHEV専用コンセント

の例
推奨コンセント型式：
パナソニック製WK4322（200V）

200Vコンセント極配置※

JIS C 8303
2 極 接地極（アース）付コンセント
20A 250V

接地極（アース）
※図は代表的な形状を示したもので、実
際のコンセントとは形状が異なる場合
があります。

電源について
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■ 100V電源を使用する場合※

※100V 電源で充電する際は、普通充電
ケーブルの電源プラグを 100V 用の
ものに交換してください。（P.58）

● ブレーカーの容量を確認してく
ださい。車両に付属している充
電ケーブルでの充電時には、
100Vで最大6Aの電流が流れ
ます。余裕をみて、20Aのブ
レーカーを備えたコンセントに
接続することを推奨します。※
ブレーカーの容量に余裕がない
と、ほかの電気製品を接続した
際にブレーカーが作動して、電
流が遮断される可能性がありま
す。

※建物の電気工事や、電流容量などのご
相談については、電気工事業者などに
お問い合わせください。

● 回路上に漏電遮断器が設置され
ていることを確認してください。
（主幹含む）
もし設置されていない場合は、
必ず設置した上で車両の充電を
行ってください。※

※建物の電気工事や、電流容量などのご
相談については、電気工事業者などに
お問い合わせください。

● 屋外で充電する場合は、軽負荷
電動車両充電用コンセントに接
続してください。※

※日々の充電にあたっては、電源プラグ
のひんぱんな抜き挿しが必要となるた
め、抜止形の防雨形100V コンセン
トでは耐久性が十分でない場合があり
ます。

一般回路用の軽負荷電動車両充

電用コンセントの例
推奨コンセント型式：パナソニック製
WK4632（100V）

100Vコンセント極配置※

JIS C 8303 2 極 接地極（アース）付
コンセント 15A 125V

接地極（アース）
※図は代表的な形状を示したもので、実
際のコンセントとは形状が異なる場合
があります。

● 普通充電ケーブルのコントロー
ルユニットをフックに引っかけ
ることにより、コンセントや電
源プラグに荷重がかからないよ
うにしてください。
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知識
■事業所の電源（コンセント）と普通充
電ケーブルを使用して充電するとき
（200V電源の使用時）

より安全に充電を行うために、次のよう
な充電設備を設置することをおすすめし
ます。※

電線

分電盤

分岐専用回路内高速高感度形漏電遮断

器

万一、漏電が発生したときに住宅全体が
停電する可能性を低減します。また、漏
電発生時における人体への影響を最小限
に抑えることができます。

BEV ／ PHEV専用コンセント

（P.65）

BEV ／ PHEV専用コンセントは日々の
使用に対する耐久性が確保されており、
充電中に電源プラグがコンセントから脱
落するのを防ぎます。
※手元スイッチを使うと、スイッチ操作
でコンセントへの電気が遮断できるた
め、電源プラグの抜き挿しをより安全
に行うことができます。

■事業所の電源（コンセント）と普通充
電ケーブルを使用して充電するとき
（100V 電源の使用時）

より安全に充電を行うために、次のよう
な充電設備を設置することをおすすめし
ます。

電線

分電盤

高速高感度形漏電遮断器

漏電発生時における人体への影響を最小
限に抑えることができます。

軽負荷電動車両充電用コンセント

（P.66）

一般的な抜止形の防雨形 100V コンセン
トでは、ひんぱんな抜き挿し使用による
耐久性が十分ではない場合がありますが、
軽負荷電動車両充電用コンセントは耐久
性が確保されています。

充電中に電源プラグがコンセントから脱
落するのを防ぐため、フックを併用して
いただくことをおすすめします。

フック

普通充電ケーブルのコントロールユニッ
トをフックに引っかけることにより、コ
ンセントや電源プラグに荷重がかからな
いようにしてください。
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警告
■電源についての警告

充電時に使用する外部電源については、
必ず次のことをお守りください。
お守りいただかないと、思わぬ事故の
原因となり、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

●安全のため、必ず接地極（アース）
付きのコンセントに接続してくださ
い。

●必ずブレーカーおよび漏電遮断器が
設置されたコンセントを使用してく
ださい。
ブレーカーがないと、ショートなど
異常時の過電流に対して安全を確保
できません。

●抜止形のコンセントは耐久性が十分
ではない場合があるため、充電用コ
ンセントとしては常用しないでくだ
さい。

●コンセントと電源プラグは、必ず直
接接続してください。
コンセントとのあいだに分岐アダプ
ターを接続したり、変換アダプター
などを接続したりしないでください。

●必ず車両に搭載されている普通充電
ケーブルで届く範囲のコンセントに
接続し、延長コードは使用しないで
ください。
延長コードを使用すると、異常発熱
や漏電検知機能（P.56）が働かな
くなるなどの原因になります。

●分岐用コンセントには接続しないで
ください。

●普通充電コネクターと普通充電イン
レットは、必ず直接接続してくださ
い。
普通充電コネクターと普通充電イン
レットとのあいだに、変換アダプ
ターや延長コードなどを接続しない
でください。
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■ 普通充電（P.75）
AC コンセントと普通充電ケーブ
ル、または普通充電器（スタンド）
などで行う充電方法です。
タイマー充電を設定することで、ご希望
の日時に充電を行うことも可能です。
（P.87）

■ 急速充電（P.82）

CHAdeMO（チャデモ）※規格に
準拠した急速充電器（スタンド）
を使用して行う充電方法です。普
通充電にくらべて短時間で駆動用
電池を充電できます。
※CHAdeMOはチャデモ協議会が提案
する商標名です。

■ V2H（P.82）
車両とV2H機器双方向に電源供
給することを「V2H（ヴィーツー
エッチ）」といいます。V2H機器
から車両へ充電を行うことを
「V2H充電」、V2H機器を経由し
て車両から自宅へ電源供給するこ
とを「V2H給電」といいます。
このシステムを使用するには、V2H機
器※が必要です。（車両には付属してい
ません）

V2Hの詳細については、各V2H機器の
取扱説明書などをご確認いただくか、
V2H機器の製造元へお問い合わせくだ
さい。

※車両から自宅へ電力を供給するために、
車両から取り出したDC（直流）電力
をAC（交流）電力に変換する機器。
一般社団法人電動車両用電源供給シス
テム協議会が発行する電動自動車用充
放電システムガイドライン V2H DC
版に準拠したもの。

この車両には、充電に連携する各
種の機能が搭載されています。
■ マイルームモード（P.95）
車両に充電ケーブルを接続した状
態のとき、外部電源からの電力※
で、車両のエアコンやオーディオ
などの電装品を使用できます。
※状況により、駆動用電池の電力が消費
される場合があります。

■ 駆動用電池冷却
駆動用電池の温度が高いとき、車
両に普通充電ケーブルが接続され
ていると、駆動用電池を冷却し、
保護します。
高速道路で高い速度で連続運転す
るときや急速充電中などの場合に
は、作動することがあります。

知識
■急速充電中のマイルームモード使用に
ついて

P.96

■駆動用電池冷却について

●普通充電のみ：マルチメディア画面で
“駆動用電池冷却”の設定変更が可
能。

充電方法について

この車は、次の方法で駆動用電
池を充電することができます。

充電方法の種類

充電に連携する機能について
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●駆動用電池冷却の待機中、または作動
中のときは、充電インジケーターが点
灯します。

●駆動用電池冷却は、最大で約30分作動
します。

●駆動用電池の残量が少ないときは、駆
動用電池が高温であっても、駆動用電
池冷却が作動しない場合があります。

●駆動用電池冷却の作動中に次の操作を
行うと、駆動用電池の冷却作動が停止
します。

･ サービスホールを開けたとき
･ パワースイッチをOFF以外にしたとき
･ シフトポジションをP以外にしたとき
･ 駆動用電池の残量が一定未満になった
とき

●駆動用電池冷却は、駆動用電池と外部
電源からの電力を利用します。

･ 駆動用電池冷却の作動中は、駆動用電
池残量が一定の幅で増減し、通常充電
時のように駆動用電池残量が増加しま
せん。

･ 駆動用電池冷却の作動中も、充電器
（スタンド）からは充電中と認識されま
す。
よって、充電時間に応じて課金される
充電器（スタンド）では、駆動用電池
冷却の作動中にも課金が発生します。

■駆動用電池冷却の設定を変更するには

マルチメディア画面で、駆動用電池冷却
の設定を変更することができます。

マルチメディアを操作して、“車両カス
タマイズ”、“充電”、“電池冷却”
の順に選択し、設定を変更してください。

“Off” を選択すると、走行状況に応じて
駆動用電池の出力を制限される場合があ
ります。

出発前・ドライブ中など、電気自
動車の状況に応じて充電機能を使
い分けると便利です。
■ お出かけの前に
電気自動車を使用するために、お
出かけの前には普通充電で駆動用
電池を充電しましょう。（P.75）

■ ドライブの途中で
ドライブ中に駆動用電池の残量が
少なくなったら、最寄りの充電設
備で駆動用電池を充電しましょう。

充電に関するアドバイス

この車両の充電機能を活用する
方法や、充電に関する情報の確
認方法などを説明しています。

上手に充電するには
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車両のマルチインフォメーション
ディスプレイで、充電に関する各
種の情報を確認できます。
■ 充電中は
充電中にパワースイッチがOFF の
状態でドアを開けると、現在の充
電状態と充電完了までに必要な時
間の目安※が一定時間表示されま
す。
駆動用バッテリーの残量や外気温、
普通／急速充電器（スタンド）の
仕様、外部電源の供給電圧などの
条件により、実際の充電時間とは
異なることがあります。
充電電流が小さくなり、充電時間
が長くなると、充電完了するまで
の時間が表示されない場合があり
ます。
※V2H充電中は、充電完了までに必要
な時間の目安は表示されません。

■ 充電が終わったあとは
充電終了後、パワースイッチが
OFF の状態でドアを開けると、充
電結果についてのメッセージが一
定時間表示されます。また、充電
停止となる操作をしたときや、充
電できない状況が発生した場合な
どには、メッセージが表示されま
す。
表示されたメッセージの指示に従って、
それぞれ必要な操作を行ってください。
（P.104）

充電に関する情報を確認するに
は
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知識
■安全機能について

●車両に充電ケーブルが接続されている
ときは、パワースイッチを操作しても
EVシステムを始動することはできませ
ん。

●READYインジケーターが点灯している
ときに充電ケーブルを接続すると、EV
システムは自動的に停止し、走行でき
なくなります。

充電の前に知っておいてい
ただきたいこと

充電を行う前に、必ず次の事項
をご確認ください。

警告
■充電、V2H充電／V2H給電するとき
の警告

ペースメーカー（植込み型心臓ペース
メーカー／植込み型両心室ペーシング
パルスジェネレータ）装着のお客様は、
充電または給電の操作はご自身ではな
さらず、ほかの方にお願いしてくださ
い。

●充電または給電時、充電器（スタン
ド）、充電ケーブル、V2H機器に近
付かないでください。充電または給
電により、ペースメーカーの動作に
影響を与えるおそれがあります。

●充電または給電中は車内にとどまら
ないでください。充電または給電に
より、ペースメーカーの動作に影響
を与えるおそれがあります。

●ものを取るときなどに、車内に入り
込まないでください。充電または給
電により、ペースメーカーの動作に
影響を与えるおそれがあります。

■車両に充電ケーブルが接続されてい
るとき

シフトポジションを Pから切り替えな
いでください。

万一、充電ケーブルが故障していた場
合、シフトポジションが Pからほかの
シフトポジションに切りかわることが
あり、車両が動いて思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。

■充電に関する留意事項

この車は一般家庭用の ACコンセント
に接続して駆動用電池を充電できます
が、一般的な電気製品と次の点が大き
く異なるため、取り扱いを誤ると火災
や感電事故が発生し、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

●200Vでの普通充電時は、大電流で
長時間電流が流れる（P.64）

●お客様の充電環境によっては、屋外
で充電作業を行う

注意
■充電に関する留意事項

充電作業は、本書で説明している内容
をよくお読みいただいた上で、正しい
手順に沿って行ってください。

●お子さまなど、不慣れな方だけで充
電作業を行わないでください。また、
普通充電ケーブルは幼児の手の届か
ない場所で保管してください。

●充電器（スタンド）で充電する場合
は、機器の使用手順に従って作業を
行ってください。
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必ず次の点をご確認ください。
● パーキングブレーキが確実にか
かっていること（P.214）

● パワースイッチがOFF になって
いること（P.204）

● ヘッドランプ、非常点滅灯・室
内灯などのランプ類が消灯して
いること

ランプ類が点灯していると、それらの機
器に電力が消費され、充電時間が長くな
ります。

充電の前に、普通充電ケーブル各
部の状態に異常がないかご確認く
ださい。（P.60）

知識
■充電中は

●車両の状態により、充電が開始される
までの時間が異なる場合がありますが、
異常ではありません。

●充電中は、エアコンシステムおよび駆
動用電池冷却の作動にともない、駆動
用電池付近から音が聞こえることがあ
ります。

●充電中・充電完了後は、充電器が搭載
されているモータールーム周辺が温か
くなることがあります。

●コントロールユニットの表面が温かく
なることがありますが、異常ではあり
ません。

●電波の状況によっては、ラジオに雑音
が入ることがあります。

■普通充電・急速充電・V2H充電／ V2H
給電について

普通充電・急速充電・V2H充電／ V2H
給電を同時に行うことはできません。2
つある充電インレットの両方に充電ケー
ブルを接続しても、いずれか一方のみで
充電されます。

■公共の普通充電器（スタンド）で充電
するとき

タイマー充電の設定状態を確認してくだ
さい。

･ 充電スケジュールが登録されていると
きは一時的にOFF にするか、“今すぐ
充電”をONにしてください。
（P.93, 94）

･ 充電スケジュールがONになっている
と、普通充電ケーブルを接続しても充
電が開始されません。また、充電が開
始しなくても、普通充電ケーブルを接
続したことで課金される場合がありま
す。

■駆動用電池の容量低下について

駆動用電池は使用していくうちに、徐々
に電池容量が低下していきます。低下す
る割合は車の使い方、使用環境により異
なります。電池容量の低下を抑えるため
に、次のことを心がけてください。

●満充電状態での高温炎天下での駐車は
極力避ける

●走行中にひんぱんな急加速、急減速を
しない

●最高車速付近での走行を控える

●充電は走行開始前に満充電になるよう、
タイマー充電（P.87）を活用する

●ひんぱんな急速充電は避ける

なお、電池の容量が低下すると走行でき
る距離が減少しますが、車両性能などが
著しく低下するものではありません。

充電前の重要確認事項

普通充電ケーブルの点検
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■充電後に駆動用電池の残量が低下する
とき

次の場合、システムの保護のために、充
電完了後の駆動用電池の残量が通常より
も少なくなる（満充電後の走行可能距離
が短くなる）※ことがあります。

●気温が低い、または高い環境で充電し
たとき

●高負荷走行の直後、かつ炎天下で充電
したとき

上記に該当しないのに、充電完了後の駆
動用電池残量が大幅に低下したときは、
トヨタ販売店で点検を受けてください。
※この場合、駆動用電池の残量表示が満
充電になっていても、通常よりも早く
残量が低下します。

■駆動用電池への充電量が減少するとき

エアコンの使用により駆動用電池への充
電電力が小さくなった場合、駆動用電池
への充電量もしくは駆動用電池残量が減
少することがあります。

■充電時間が長くなるとき

次のような場合は、充電時間が通常より
長くなることがあります。

●低温または高温の環境下にあるとき

●高負荷走行の直後などで駆動用電池の
温度が高いとき

●車両の電力消費量が大きいとき（ヘッ
ドランプが点灯しているときなど）
（P.220）

●マイルームモードを使用しているとき
（P.95）

●充電中に停電したとき

●普通充電器（スタンド）・急速充電器
（スタンド）、V2H機器で供給電力を調
整しているとき

●外部電源の供給電圧が低下したとき

●車両を長期間放置したことなどにより、
補機バッテリーの充電量が低下したと
き

●車両の充電電流設定で充電電流上限を
変更したとき（200V での普通充電時
のみ）（P.78）

●充電前に駆動用電池冷却（P.69）が
作動したとき

●接続先のコンセントなどに問題がある
とき

●ひんぱんに急速充電をくり返したとき

●車両の急速充電電力設定で充電電力上
限を変更したとき

●充電関連部品の温度が高いとき

●接続先の外部電源の状態により車両が
充電電力を制限したとき

■普通充電電力について

この車両は最大約6kWの充電が可能で
す。

ただし、使用する普通充電器（スタン
ド）、または普通充電ケーブルによって
は、充電電力が制限される場合がありま
す。

100V 電源での充電は、充電電力が小さ
いため、充電時間が長くかかります。

また、100V電源での充電時に、外部電
源の供給電圧低下などにより充電電力が
低下した場合、充電を停止する可能性が
あります。

200V 電源での充電をおすすめします。
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P.72

1 普通充電ケーブルを用意する
2 普通充電ケーブルの電源プラグ
を外部電源のコンセントに挿し
込む

必ず電源プラグ本体を持って、確実に奥
まで挿し込んでください。

手元スイッチがある場合は、スイッチを
ONにしてください。

コントロールユニット上の電源インジ
ケーターが点灯していることを確認して
ください。（点灯していないときは、
P.98を参照してください）

コンセントや電源プラグへの負荷を軽減
するために、電源プラグを挿していると
きは、ひもなどを使って、コントロール
ユニットをフックなどに引っかけて使用

普通充電のしかた

ここでは、普通充電ケーブルを
使用して普通充電する手順を説
明しています。

充電設備を利用する際は、普通
充電器（スタンド）の取り扱い
方法もご確認ください。

充電スケジュールが登録されて
いるときは、“今すぐ充電”
をONにしてから充電を実施し
てください。（P.93, 94）

注意
■普通充電ケーブルや関連部品などを
取り扱うとき

普通充電ケーブルや充電関連部品など
の損傷を防ぐため、取り扱いの際は次
のことをお守りください。

●充電を中断・終了するときは、電源
プラグを抜く前に普通充電コネク
ターを抜く

●普通充電ケーブルを抜くときは、普
通充電コネクターがアンロックされ
ていることを確認する

●普通充電コネクターの保護キャッ
プ・普通充電インレットキャップを
無理に引っ張らない

●充電中に普通充電コネクターを揺す
るなど振動を与えない
充電を停止することがあります。

●普通充電インレットに普通充電コネ
クター以外のものを挿し込まない

●電源プラグをコンセントに抜き挿し
するときは、必ず電源プラグ本体を
持って操作する

●普通充電インレットキャップを鋭利
なもので傷付けたりしない

●ケーブルが引っかかったり、絡んだ
状態から無理に引っ張らない
絡んだ場合は、ほどいてから使用し
てください。

■普通充電インレットについて

普通充電インレットの分解・修理・改
造などをしないでください。修理が必
要な場合は、必ずトヨタ販売店にご相
談ください。

充電前の重要確認事項

充電するときは
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してください。

3 普通充電リッドを開ける

普通充電リッド（車両の右側）を開ける

と、普通充電インレット照明 が点灯し

ます。

4 普通充電インレットキャップを
開ける

5 普通充電コネクターの保護
キャップをはずし、ケーブルに
かけて固定する

6 普通充電コネクターを普通充電
インレットに挿し込む

普通充電コネクターの下側にあるガイド
の位置を合わせて、まっすぐにいっぱい
まで挿し込みます。

“カチッ”という音がして、普通充電
コネクターが確実にロックされたことを
確認してください。

普通充電コネクターを挿し込むと、自動
的にロックされます。（P.61）
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7 普通充電ポートの充電インジ
ケーターが点灯していることを
確認する

充電インジケーターが点灯していないと
きは、充電が開始されていません。
（P.53）

充電インジケーターが通常の速さで点滅
しているときは、充電スケジュールが登
録されています。（P.87）

充電時にコントロールユニット上のエ
ラーインジケーターが点滅したときは、
P.57 の記載を確認し、対処してくださ
い。

充電が完了すると、充電インジケーター
が消灯します。

充電完了前に何らかの理由により充電が
停止したときも、充電インジケーターが
消灯します。その場合は、P.98 の記載
をご確認ください。

知識
■普通充電コネクターが接続されている
とき

普通充電コネクターが接続された状態で
ドアを開けるかパワースイッチをONに
すると、メーターの充電ケーブル接続テ
ルテール（プラグ形状）を点灯させて充
電コネクターを接続していることを通知
します。

■普通充電ケーブルの接続後に普通充電
ポートの充電インジケーターが点滅し
たとき

充電スケジュール（P.87）が登録され
ている状態になっており、充電を開始す
ることができません。タイマー充電を
キャンセルして充電を開始したいときは、
次のいずれかの操作を行ってください。

●“今すぐ充電”をONにする（P.93, 
94）

●充電インジケーターが通常の速さで点
滅しているあいだに、接続した普通充
電コネクターを取りはずして、すぐに
接続し直す

■普通充電インレットに普通充電コネク
ターを挿し込めないとき

P.62

■安全機能について

普通充電コネクターを普通充電インレッ
トに挿し込んだ状態でも、ロック解除ボ
タンを押しているあいだは、充電が開始
されません。

なお、充電中に数秒程度ロック解除ボタ
ンを押し続けると充電が中止されます。
充電を再開したいときは、いったん普通
充電コネクターを抜いてから再度、普通
充電コネクターを挿し直して、普通充電
ポートの充電インジケーターが点灯する
ことを確認してください。

■充電時間が長くなるとき

P.74
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■200V での充電時に家庭のブレーカー
が落ちる場合は

マルチメディアで、充電電流の上限値を
変更することができます。※1

1 マルチメディア画面の を押す

2 “車両カスタマイズ”を選択する
3 “充電”を選択する
4 “充電電流”を選択する
5 “16A”または“8A”を選択する

充電時の最大電流が選択した電流以下に
制限されます。※2

充電電流の上限値を変更しても、充電時
に家庭のブレーカーが落ちる場合は、接
続した電源が充電に必要な要件を満たし
ているか確認してください。（P.65）
※1カスタマイズ設定で充電電流の設定を
変更しても、100V 充電時の最大電流
は6Aから変更されません。

※2充電電流を制限すると、充電完了まで
の時間は長くなります。

■充電量上限設定のしかた

マルチメディアで、充電時の充電量の上
限を変更することができます。

充電量上限で設定した値は普通充電、急
速充電共通です。

1 マルチメディア画面の を押す

2 “車両カスタマイズ”を選択する
3 “充電”を選択する
4 “充電量上限”を選択する
5 “Full”、“90%”、“80%”、“7
0%”、“60%”または“50%”
を選択する

■普通充電インレット過熱保護

充電コネクターの接点への異物混入など
により、温度が上昇して溶損してしまう
ことを防ぐために、普通充電インレット
部に温度センサを搭載しています。

一定の温度上昇が検知されると、速やか
に充電を停止します。その後、パワース
イッチがOFF の状態でドアを開けると、
マルチインフォメーションディスプレイ
にメッセージが表示されます。
（P.104）

警告
■充電するときの警告

充電するときは、必ず次のことをお守
りください。お守りいただかないと、
思わぬ事故の原因となり、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

●必ず充電に必要な要件を満たす電源
に接続する（P.64）

●充電前に普通充電ケーブル・電源プ
ラグ・コンセントに変形・破損・水
分・腐食・ほこりなどの異物がない
ことを確認する

●充電前に普通充電インレットに変
形・破損・腐食・ほこりなどの異物
がないか、または雪・氷が付着して
いないことを確認する
付着している場合は、普通充電コネ
クターを接続する前にしっかりと取
り除いてください。

●普通充電インレットの端子部がぬれ
ないようにする

●挿し込みがゆるくなったコンセント
は使用しない

●過熱するおそれがあるため、普通充
電ケーブルを束ねたり巻いたりした
状態で充電しない

●普通充電コネクター・普通充電イン
レットの端子に金属製の鋭利なもの
（針金など）でふれたり、手でふれた
り、異物でショートさせたりしない
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警告
●屋外では必ず防雨形コンセントを使
用する
防雨スイッチプレートを確実に閉め
てください。閉まらない場合は、新
しいプレートに交換してください。

●充電を中断するときは、普通充電器
（スタンド）の取り扱い方法に従う

●充電中に発熱・発煙・異臭・異音な
どを発見したときは、ただちに充電
を中止する

●コンセントが水没または雪に埋もれ
ている場合は、電源プラグは挿さな
い

●雨や雪の中で充電を行うときは、ぬ
れた手で電源プラグの抜き挿しを行
わない。また、コンセントや電源プ
ラグをぬらさない

●落雷の可能性がある天候のときは充
電を行わない

●普通充電ケーブルをドアで挟まない

●普通充電ケーブルや電源プラグ・普
通充電コネクター・コントロールユ
ニットを車両で踏まない

●電源プラグはコンセントにいっぱい
まで挿し込む

●延長コード・変換アダプターを使用
しない

●普通充電システムを使用するときは、
サービスホールを閉める
冷却ファンが急にまわり出すことが
あります。ファンなど回転部分にふ
れたり、近づいたりすると、手や着
衣（特にネクタイ・スカーフ・マフ
ラーなど）が巻き込まれたりして、
重大な傷害を受けるおそれがあり危
険です。

●普通充電ケーブルの接続後、どこか
に巻き付いていないか確認する

●普通充電ケーブルを接続しても、コ
ントロールユニット上の電源インジ
ケーターが点灯しない場合は、すぐ
に普通充電ケーブルを取りはずして
ください。

●他の車両に搭載された普通充電ケー
ブルを使用すると普通充電が停止す
る可能性があります。

■充電時にコントロールユニット上の
エラーインジケーターが点灯・点滅
したときは

電源経路に漏電が発生しているか、普
通充電ケーブル・コントロールユニッ
トに異常がある可能性があります。
P.57 の記載内容を確認し、対処して
ください。対処してもエラーインジ
ケーターが消灯しない場合は、ただち
に充電を中止し、普通充電ケーブルを
取りはずして、トヨタ販売店にご連絡
ください。そのまま充電を続けると、
思わぬ事故の発生や重大な傷害につな
がるおそれがあり危険です。

■車載充電器について

モータールームに車載充電器がありま
す。車載充電器については、次のこと
を必ずお守りください。お守りいただ
かないと、やけどや感電など重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

●充電時は高温になります。やけどを
するおそれがあるため、ふれないで
ください。

●分解・修理・改造しないでください。
修理が必要な場合は、必ずトヨタ販
売店にご相談ください。
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1 車両のドアの解錠操作をして、
普通充電コネクターをアンロッ
クする（P.136）

ドアの解錠操作をすると、普通充電コネ
クターもアンロックされ、普通充電イン
レット照明が点灯します。

2 ロック解除ボタンを押しながら
手前に引いて、普通充電コネク
ターを取りはずす

充電中（充電インジケーターの点灯中）
にロック解除ボタンを押すと、充電が停

止します。

3 普通充電コネクターの保護
キャップを取り付ける

4 普通充電インレットキャップを
閉め、普通充電リッドを閉める

5 長期間使用しないときは、コン
セントから電源プラグを抜く

必ず電源プラグ本体を持って抜いてくだ
さい。

取りはずした普通充電ケーブルは、すみ
やかに片付けてください。（P.81）

電源プラグを挿したままにするときは、
1ヶ月に 1回は電源プラグに汚れやほこ

注意
■充電時の注意

普通充電インレットに電源プラグを挿
し込まないでください。
普通充電インレットが故障するおそれ
があります。

■自家用発電機の使用について

充電用電源に自家用発電機は使用しな
いでください。

安定した充電ができなかったり、電圧
が足りず、充電が停止したりするおそ
れがあります。

■充電設備について

電力設備などが併設された環境では、
ノイズにより安定した充電ができな
かったり、電圧が足りず、充電が停止
するおそれがあります。

充電したあとは
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りがないか点検してください。

知識
■普通充電時の充電時間について

普通充電は、急速充電にくらべて駆動用
電池への負荷が少ないため、駆動用電池
を長持ちさせることができます。

■周囲の温度が低温または高温のとき

充電が完了して駆動用電池残量計
（P.123）が満充電の状態になっていて
も、パワースイッチをONにすると残量
表示がわずかに低下することがあります
が、異常ではありません。

■普通充電コネクターをはずすとき

ロック解除ボタンを押して、レバーが上
がることを確認してから普通充電コネク
ターを手前に引いてください。

ロック解除ボタンを押してもレバーが上
がらないときは、普通充電コネクターが
ロックされています。その場合は、ドア
の解錠操作をし、普通充電コネクターを
アンロックしてください。（P.61）

■普通充電コネクターをアンロックでき
ないとき

P.62

警告
■充電後の警告

長期間使用しないときは、電源プラグ
を抜いておいてください。
電源プラグやコンセントにほこりなど
の汚れがたまると、故障や火災などが
発生し、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

注意
■充電後の注意

●普通充電ケーブルは幼児やお子さま
の手の届かない場所で保管してくだ
さい。

●コンセントから電源プラグを取りは
ずしたあとは、普通充電ケーブルを
ほこりや水などがかからない安全な
場所に保管してください。
普通充電ケーブルを足や車両で踏ん
だりすると、普通充電ケーブルや電
源プラグが損傷する原因となります。

●普通充電インレットから普通充電コ
ネクターを取りはずしたあとは、必
ず普通充電インレットキャップを閉
め、充電リッドを閉めてください。
普通充電インレットキャップを開け
たたまま放置すると、普通充電イン
レットに水や異物が入り、車両故障
につながるおそれがあります。



82

Owner’s Manual_Japan_M57001_ja

2-2. 充電について

P.72

1 急速充電リッドを開ける
2 急速充電リッド（車両の左側）
を開けると、急速充電インレッ
ト照明が点灯します。

3 急速充電インレットキャップを
開ける

4 急速充電コネクターを急速充電
インレットに奥まで正しく挿し
込む

急速充電コネクターの形状や取り扱い方
法などは、急速充電器（スタンド）・
V2H機器のタイプにより異なります。

急速充電器（スタンド）・V2H機器の取
り扱い方法に従って、作業を行ってくだ

急速充電・V2H充電／
V2H給電のしかた

ここでは、急速充電・V2H充電
／V2H給電の手順を説明して
います。
充電設備を利用する際は、急速
充電器（スタンド）およびV2H
機器の取り扱い方法をご確認く
ださい。

警告
■急速充電器（スタンド）・V2H機器
を使用するとき

次のことを必ずお守りください。

お守りいただかないと、思わぬ事故の
原因となり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

●CHAdeMO規格に準拠した急速充電
器（スタンド）を使用してください。

●電動自動車用充放電システムガイド
ライン V2H DC 版に準拠した V2H
機器を使用してください。

●30mをこえるケーブルを使用しない
でください。

急速充電・V2H充電／V2H給
電前の重要確認事項

急速充電・V2H充電／ V2H給
電するときは
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さい。

5 急速充電器（スタンド）・V2H
機器を操作して急速充電・
V2H充電／V2H給電を開始
する

具体的な開始方法については、急速充電
器（スタンド）・V2H機器の取り扱い方
法に従ってください。

システムチェックが実施されたあと、急
速充電・V2H充電／ V2H給電が開始さ
れます。

充電を中断したいときは、急速充電器
（スタンド）・V2H機器の取り扱い方法
に従って、停止してください。

知識
■充電時間が長くなるとき

P.74

■急速充電器（スタンド）・V2H機器に車
両異常があるようなメッセージが表示
されたとき

急速充電器（スタンド）・V2H機器に車
両異常があるようなメッセージ（例え
ば、“車両に異常がみつかりました
”、“車両故障発生”など）が表示され
ても、車両の異常ではなく、急速充電器
（スタンド）・V2H機器と車両間の通信異
常である可能性があります。

この場合、急速充電コネクター端子故障
（接点不良）などが考えられます。

車両に異常がない場合は、急速充電器
（スタンド）の管理者に連絡するか、V2H
機器に付属の取扱説明書を確認してくだ
さい。

■急速充電器（スタンド）に表示される
充電時間について

急速充電器（スタンド）によっては実際
の充電時間より多めの充電時間が表示さ
れることがありますが、故障ではありま
せん。

■急速充電・V2H充電／V2H給電中は

●マルチインフォメーションディスプレ
イで、現在の充電状態を確認すること
ができます。
ただし、V2H充電中の充電時間は表示
されません。

●急速充電・V2H充電／ V2H給電中は、
ノイズの発生によりラジオが聞こえな
くなる場合があります。

●急速充電器（スタンド）での充電中、
急速充電器（スタンド）に表示される
充電時間と、実際の充電時間とは異な
る場合があります。

●満充電に近づくと充電速度が低下して、
充電完了までの時間が長くなります。

●駆動用電池の残量・外気温・充電器
（スタンド）の仕様などの条件により、
充電完了までの時間が変化する、また
は充電量上限まで到達する前に充電が
停止する場合があります。

●駆動用電池の容量の低下を防ぐため、
ひんぱんな急速充電は避けることをお
すすめします。

●急速充電が終了したあとは、ほかの利
用者のため、すみやかに急速充電ス
ペースから移動してください。

●急速充電器（スタンド）の仕様により、
満充電になる前に充電停止する場合が
あります。
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■V2H 充電／V2H給電について

V2H充電／V2H給電中は、マイルーム
モードを使用できません。

■停電中の V2H機器の利用について

V2H機器の中には、停電時に機器起動の
ため、車両から電源供給を必要とするも
のもあります。その場合、DC外部給電シ
ステム（P.110）を使うことにより、
車両の補機バッテリーから機器起動のた
めの電力を供給することで、停電時にも
電源供給を行うことができます。

停電時のV2H機器の利用については、
V2H機器に付属の取扱説明書を確認して
ください。

■急速充電電力設定のしかた

マルチメディアで急速充電電力の上限を
変更することができます。

1 マルチメディア画面の を押す

2 “車両カスタマイズ”を選択する
3 “充電”タブを選択する
4 “急速充電電力”を選択する
5 “MAX”、“75kW”または
“50kW”のいずれかを選択する

充電時の最大電力が選択した電力以下に
制限されます。“MAX”を選択した場
合、車両が充電可能な最大電力で充電さ
れます。

■充電量上限設定のしかた

P.78

■急速充電後・V2H充電／ V2H給電後、
マルチインフォメーションディスプレ
イに“充電システム 確認のため 充電
リッドを閉めてください 取扱書を確認
”が表示されたとき

急速充電後・V2H充電／V2H給電後の
システムチェックが正常に終了しなかっ
た場合は、ブレーキペダルを踏みながら
パワースイッチを押しても、EVシステム

を始動できなくなります。

急速充電後・V2H充電／V2H給電後に
EVシステムを始動できなくなったときは
次の手順で充電システムのチェックを実
施してください。
1 パーキングブレーキをしっかりとか
け、パワースイッチをOFF にする

2 急速充電インレットキャップを閉め、
急速充電リッドを閉める

3 パワースイッチをONにする

マルチインフォメーションディスプレイ
に“充電システム確認中”が表示され
たことを確認してください。

充電システムのチェック中は、急速充電
リッドを開けないでください。

システムチェックが終了すると、パワー
スイッチが自動でOFF になります。
4 ブレーキペダルを踏みながらパワース
イッチを押し、READYインジケー
ターが点灯することを確認する

充電システムのチェックを実施しても EV
システムを始動できない場合は、トヨタ
販売店にご連絡ください。

警告
■急速充電・V2H充電／V2H給電する
ときの警告

充電するときは、必ず次のことをお守
りください。お守りいただかないと、
思わぬ事故の原因となり、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

●急速充電器（スタンド）・V2H機器・
急速充電インレットに破損箇所がな
いか確認する

急速充電インレットに破損箇所がある
場合は絶対に急速充電・V2H充電／
V2H給電を行わず、ただちにトヨタ販
売店で点検を受けてください。
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警告
●急速充電コネクター・急速充電イン
レットの端子に手をふれたり、異物
でショートさせたりしない

●急速充電インレットに急速充電コネ
クター以外のものを挿し込まない

●急速充電コネクター・急速充電イン
レットの端子に、金属製の鋭利なも
の（針金や針など）でふれない

●ケーブルが折れ曲がったり、重いも
のの下敷きになったりしていないこ
とを確認する

●急速充電コネクターと急速充電イン
レットは、必ず直接接続する

急速充電コネクターと急速充電イン
レットとのあいだに、変換アダプター
や延長コードなどを接続しないでくだ
さい。

●急速充電・V2H充電／V2H給電を中
断するときは、急速充電器（スタン
ド）の取り扱い方法・V2H機器に付
属している取扱説明書に従う

急速充電中・V2H充電／ V2H給電中
に発熱・発煙・異音・異臭などを発見
したときは、ただちに急速充電・V2H
充電／ V2H給電を中止してください。

●急速充電コネクター・急速充電イン
レットに異物がないか、または、
雪・氷が付着していないか確認する

付着している場合は、急速充電コネク
ターを接続する前にしっかりと取り除
いてください。

●落雷の可能性がある天候のときは急
速充電・V2H充電／V2H給電を行
わない

急速充電中・V2H充電／ V2H給電
中、雷に気付いたときは、車両および
ケーブルにさわらないでください。

●急速充電インレットの端子部が濡れ
ないようにする

●急速充電システムを使用するときは、
サービスホールを閉める

冷却ファンが急にまわり出すことがあ
ります。ファンなど回転部分にふれた
り、近づいたりすると、手や着衣（特
にネクタイ・スカーフ・マフラーなど）
が巻き込まれたりして、重大な傷害を
受けるおそれがあり危険です。

■急速充電コネクターを接続するとき

●急速充電器（スタンド）の取り扱い
方法に従って急速充電コネクターを
接続してください。急速充電コネク
ターが正しく接続されていない場合、
システムがコネクターの接続を認識
できず、EVシステムを始動できてし
まうことがあります。充電完了後、
EVシステムを始動する前に、必ず急
速充電コネクターを車両の急速充電
インレットから取りはずしてくださ
い。もしコネクターが接続されたま
まの車両を発進させると、思わぬ事
故の原因となり、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

●急速充電中に、急速充電インレット
から急速充電コネクターを取りはず
さないこと。急速充電器（スタンド）
を操作して充電を停止した後、急速
充電インレットから急速充電コネク
ターを取りはずしてください。
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1 急速充電器（スタンド）・V2H
機器を操作して充電を停止する

2 急速充電コネクターを取りはず
す

急速充電コネクターの形状や取り扱い方
法などは、急速充電器（スタンド）・
V2H機器のタイプにより異なります。

急速充電器（スタンド）・V2H機器の取
り扱い方法に従って、作業を行ってくだ
さい。

取りはずした急速充電コネクターは、も
との位置にもどしてください。

3 急速充電インレットキャップを
閉め、急速充電リッドを閉める

知識
■急速充電コネクターをアンロックでき
ないとき

●急速充電コネクターは、急速充電器
（スタンド）によりロックしています。

車両のコネクターロック緊急解除レバー
で操作を行ってもアンロックはできませ
ん。

●急速充電中は急速充電コネクターをは
ずすことはできません。はずす必要が
あるときは充電を中止してください。
充電が停止すると急速充電コネクター
をはずすことができます。

●充電が停止しても急速充電コネクター
が抜けない場合、急速充電器（スタン
ド）・V2H機器に異常がある可能性が
あります。

･ 急速充電器（スタンド）に問題がある
場合は、設備の管理者にご連絡くださ
い。

･ V2H 機器に問題がある場合は、V2H
機器の製造業者または販売業者にご連
絡ください。

■急速充電・V2H充電をしたあと

充電量上限で設定した値まで充電しても、
急速充電器（スタンド）・V2H機器に表
示される充電量が実際の充電量より低く
表示されることがあります。

注意
■急速充電・V2H充電／V2H給電する
とき

必ず急速充電器（スタンド）の取り扱
い方法・V2H機器に付属している取扱
説明書に従ってください。誤った取り
扱いをすると、車両や急速充電器（ス
タンド）・V2H機器などを損傷するお
それがあります。

急速充電・V2H充電／V2H給
電したあとは
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知識
■カレンダー設定について

タイマー充電は、マルチメディアに表示
される日時に従って実行されます。設定
方法は、別冊「マルチメディア取扱説明
書」を参照してください。

正しい日付になっているか確認し、誤っ
ている場合は必ず修正してください。

カレンダーの内容が誤っていると、タイ
マー充電機能が正しく作動しなくなりま
す。

充電スケジュールの登録時には、
次の各機能の設定が可能です。
■ 充電モードの選択
次の 2種類から充電モードを選択
できます。
 開始

設定した時刻※に普通充電が開始
され、満充電になると充電が終了
します。
 開始終了
設定した開始時刻と終了時刻に
従って普通充電を実施します。※
※駆動用電池の状態により、普通充電が
開始される時刻に誤差が生じる場合が
あります。

注意
■急速充電・V2H充電／V2H給電後の
注意

急速充電インレットから急速充電コネ
クターを取りはずしたあとは、必ず急
速充電インレットキャップを閉めて、
急速充電リッドを閉めてください。
急速充電インレットキャップを開けた
まま放置すると、急速充電インレット
に異物が入り、車両故障につながるお
それがあります。

タイマー充電機能を使う

充電スケジュールを登録してお
くことで、ご希望の時刻に普通
充電を実施することができます。

タイマー設定でできること
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■ くり返し設定
ご希望の曜日を選択することで、
くり返しタイマー充電が行われる
ように設定できます。タイマー充
電を実施したい曜日を1つ以上選
択してください。
■ 今すぐ充電のON/OFF
充電スケジュールの登録内容を変
更することなく充電を行いたいと
きは、“今すぐ充電”をONに
することで、充電スケジュールが
一時的に無効になり、普通充電コ
ネクター接続後、普通充電を開始
することができます。
充電スケジュールが登録されてお
り、かつ“今すぐ充電”がON
の時に普通充電コネクターを取り
はずした場合、“今すぐ充電”
がOFFになります。
■ 次回充電予定
登録済みの充電スケジュールのう
ち、現在時刻以降で最も近い充電
スケジュールを次回充電予定と呼
びます。
タイマー充電は、次回充電予定に
従い、普通充電を実施します。

マルチメディアで、充電スケ
ジュールを登録できます。
“今すぐ充電”のみマルチインフォ
メーションディスプレイでも操作できま
す。

● マルチメディアでの設定操
作：P.89

● マルチインフォメーションディ
スプレイでの設定操作：P.94

知識
■タイマー設定について

●走行中に充電スケジュールの設定操作
を行うことはできません。

●充電スケジュールは、最大で 15件まで
登録できます。

●充電モードを“開始／終了”に設定し、
開始時刻と終了時刻を同時刻に設定し
た場合、開始時刻から 24時間充電を
実施します。

●タイマー充電機能は、急速充電時・
V2H充電／ V2H給電時には使用でき
ません。

■タイマー充電機能を正しく作動させる
ために

次のことをご確認ください。

●時計が正しい時刻に調整されているこ

と※

※別冊「マルチメディア取扱説明書」を
参照してください。

●カレンダーが正しい年月日に設定され

ていること※

※別冊「マルチメディア取扱説明書」を
参照してください。

充電スケジュールを登録するに
は
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●パワースイッチがOFFになっているこ
と

●充電スケジュールの登録後に普通充電
コネクターを接続すること

普通充電コネクターを接続した時点の充
電スケジュールを基に、充電の開始時刻
が決定されます。

●開始時刻よりも前に普通充電コネク
ターを接続すること

充電モードを「開始」に設定したときは、
設定した開始時刻を過ぎてから普通充電
コネクターを接続すると、次の充電スケ
ジュールが参照されます。

充電モードが「開始終了」の場合は、開
始時刻を過ぎてから普通充電コネクター
を接続すると、すぐに充電を開始し、終
了時刻まで充電を実施します。

●普通充電コネクターの接続後、充電
ポートの充電インジケーターが点滅す
ることを確認する（P.53）

●電力遮断機能（タイマー機能を含む）
を持つコンセントで使用しない

常に電力が供給されているコンセントを
使用してください。タイマー機能などで
電力が遮断されるコンセントでは、設定
されている時間帯に電力が遮断されるた
め、意図どおりに充電が行われない場合
があります。

■普通充電コネクターが車両に接続され
たままの状態のとき

●充電モードを“開始”に設定したとき
は、連続する複数の充電スケジュール
が登録されていても、充電完了後に普
通充電コネクターを取りはずして再接
続するまで、次のタイマー充電は実施
されません。また、駆動用電池が満充
電のときは、タイマー充電は実施され
ません。

●充電モードを“開始／終了”に設定し
たときは、満充電となる前に終了時刻
に到達した場合、終了時刻以降で最も
近い充電スケジュールを次回充電予定
に更新して、満充電となるまでタイ
マー充電をくり返し実施します。

■タイマー設定が無効になるとき

タイマー充電の待機中に次の操作を行っ
たときは、タイマー充電を一時的にキャ
ンセルして、充電を開始します。

●マイルームモード（P.95）を開始し
たとき

●“今すぐ充電”をONにしたとき
（P.94, 93）

●タイマー充電を一時的にキャンセルす
る操作を行ったとき（P.77）

■駆動用電池冷却（P.69）について

駆動用電池の温度によっては、タイマー
充電の待機中に駆動用電池冷却機能が作
動し、充電インジケーターが点灯する場
合があります。

マルチメディアの詳しい操作方法につい
ては、別冊「マルチメディア取扱説明書」
を参照してください。

タイマー充電に関する設定操作は、
充電スケジュール画面上で行いま
す。
■ “充電スケジュール”画面を表
示するには

1 パワースイッチをONにしてメ
ニュー画面を表示する

ACCでは充電スケジュールの設定操作

マルチメディア画面での設定操
作
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を行うことはできません。

“パワーON”

2 、“充電スケジュール”

の順に選択する
“充電スケジュール”画面が表示され
ます。

■ “充電スケジュール”画面の見方

充電スケジュール
1週間の範囲で、登録済みの充電スケジュールがアイコンの形で一覧表示されます。

“今すぐ充電”ボタン
押すたびに“今すぐ充電”のON・OFF が切りかわります。（P.93）

追加ボタン
充電スケジュールを新規登録するときに押します。（P.91）

編集ボタン
登録済みの充電スケジュールの内容を変更・削除したいときに押します。（P.92）
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もどるボタン
押すと、“充電スケジュール”画面が終了します。

■ 充電スケジュールを登録するに
は

1 “充電スケジュール”画面を
表示する（P.89）

2 “追加”を押す
“タイマー設定を追加”画面が表示さ
れます。

3 ご希望のスケジュールを設定す
る

● 充電モード

“開始設定”または“開始／終了設定
”を押すと、押した充電モードでタイ
マー充電を実施する時間を設定します。

“開始設定”を選択した場合
普通充電を開始する時刻を設定し、OK
を押します。

“開始／終了設定”を選択した場合
普通充電を開始する時刻と終了する時刻
を設定し、OKを押します。

● くり返し設定

曜日を選択してOKを押します。

選択した曜日にタイマー充電がくり返し
実施されます。複数の曜日に対して、く
り返し設定をONにすることも可能で
す。
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4 すべての設定が終了したら、“
保存”を押す

充電スケジュールが登録され、スケ
ジュール上にアイコンが追加されます。

タイマー設定の登録を中止するとき
は、×ボタンを押します。

設定の終了後、車両に普通充電コネク
ターを接続すると、設定内容に従ってタ
イマー充電が実施されます。

■ 充電スケジュールのON・OFF
を切りかえるには

1 “充電スケジュール”画面を
表示する（P.89）

2 “編集”を押す
“タイマー設定リスト”画面が表示さ
れます。

3 画面に表示されているリストの
中から、ON・OFFを切りかえ
たい充電スケジュールの行のタ
イマー設定ON・OFF ボタンを
押す

ON・OFFを切りかえたい充電スケ
ジュールが画面上に表示されていないと
きは、リスト表示を上下にスクロールし
て、対象の充電スケジュールを表示させ
ます。

ボタンを押すたびに充電スケジュールの
ON・OFFが切りかわります。

■ 充電スケジュールの登録内容を
変更するには

1 “充電スケジュール”画面を
表示する（P.89）

2 “編集”を押す
“タイマー設定リスト”画面が表示さ
れます。

3 “タイマー設定リスト”画面
の“編集”を押す

4 画面に表示されているリストの
中から、登録内容を変更したい
充電スケジュールを押す

● 登録内容を変更するときは：
“充電スケジュールを登録するには”
（P.91）の手順 3および 4の操作要
領で、ご希望の設定内容に変更する

設定を変更すると、スケジュール上のア
イコンの表示もかわります。
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● 登録内容を削除するときは：
“削除”を押す

削除を確認するメッセージが表示されま
す。

“削除”を押すと、選択した充電スケ
ジュールが削除されます。

削除を中止する場合は、もどるボタンを
押します。

充電スケジュールを削除すると、スケ
ジュール上のアイコンも削除されます。

■ “今すぐ充電”をONにするに
は

1 “充電スケジュール”画面を
表示する（P.89）

2 “今すぐ充電”ボタンを押す
ボタンを押すたびに、“今すぐ充電”
のON・OFF が切りかわります。

設定の終了後、車両に普通充電コネク
ターを接続すると、普通充電が開始され
ます。（P.75）

■ 次回充電予定を表示するには※

※メニュー内の“ACC カスタマイズ”
のスイッチがOFF に設定されていな
いと、エンディング画面が表示されま
せん。その場合は、マルチメディアの
設定内容を確認してください。

パワースイッチをOFFにする
設定された充電スケジュールに従って、
次回充電予定が表示されます。

“OK”ボタンを押すと、次回充電予定
画面を閉じます。
“今すぐ充電”ボタンを押すと、今す
ぐ充電がONになります。

知識
■充電スケジュールをすべてOFF にした
とき

“充電スケジュール”画面上にアイコン
は表示されません。

“タイマー設定リスト”画面でONに
することで、アイコンが表示されます。

■タイマー設定操作が中断されるとき

車両が次の状態になると、タイマー設定
操作が中断されます。

●設定を確定する前にパワースイッチを
OFF にしたとき

●車両が走行し始めたとき

●タイマー充電設定よりも優先度が高い
画面が表示されたとき

注意
■設定操作を行うとき

EV システムが停止した状態で設定操作
を行うときは、補機バッテリーあがり
にご注意ください。
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設定操作を行うときは、メーター
操作スイッチを使用します。

メーター操作スイッチ

（P.127）

マルチインフォメーションディ

スプレイ
■ “今すぐ充電”をONにするに
は

1 パワースイッチをOFF にする

2 メーター操作スイッチの ま

たは を押して、“今すぐ充

電”を選択し、 を押す

を押すたびに、“今すぐ充電”の

ON・OFFが切りかわります。

知識
■タイマー設定操作が中断されるとき

車両が次の状態になると、タイマー設定
操作が中断されます。

●設定を確定する前にパワースイッチを
操作したとき

●車両が走行し始めたとき

●タイマー充電設定よりも優先度が高い
画面が表示されたとき

マルチインフォメーションディ
スプレイでの設定操作

注意
■設定操作を行うとき

EV システムが停止した状態で設定操作
を行うときは、補機バッテリーあがり
にご注意ください。
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1 車両に充電ケーブルを接続して
充電を開始する
普通充電するとき：P.75
急速充電するとき：P.82

V2H充電／V2H給電時は、マイルーム
モードを使用できません。

2 充電の実施中にパワースイッチ
をONにする

マルチインフォメーションディスプレイ
にマイルームモードの設定画面が自動表
示されます。

3 メーター操作スイッチを使って
“YES”を選択し、“OK”を
押す

マイルームモードが開始され、車内でエ
アコンやオーディオなどが利用可能にな
ります。

マイルームモードを使用しないとき
は、“NO”を選択して“OK”を押し
ます。

マイルームモードを停止するとき
は、パワースイッチをOFFにしま
す。
急速充電が完了すると、マイルー
ムモードは自動的に停止する。

マイルームモードを開始すると、
マルチインフォメーションディス
プレイに駆動用電池の残量表示画
面が自動的に表示され、矢印の大
きさで、マイルームモード使用中
の電力収支（電気供給量と電力消
費量とのバランス）の目安を確認
することができます。

放電状況

充電状況

充電ケーブルからの電気供給量が車内の

消費電力より多いときは が大きくな

り、電気供給量より消費電力が大きいと

きは、 が大きくなります。

電気供給量と電力消費量の釣り合いがと

れているとき（電力の収支がゼロと判断

されたとき）は、 と が同じ大きさで

表示されます。

知識
■充電中のメーター表示について

充電中にパワースイッチをONにしたあ
と、マイルームモードを選択しない状態
が約100秒間続くと、パワースイッチが
自動でOFF になります。

マイルームモードを使う

車両に充電ケーブルを接続した
状態のとき、外部電源からの電
力により、エアコンやオーディ
オなどの電装品を使用すること
ができます。

マイルームモードを開始するに
は

マイルームモード使用中の電力
収支に関する情報の表示
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■マイルームモードの使用中は

次のようなことが起こる場合があります。

●駆動用電池の残量が下限に達すると、
エアコンが自動的に停止する

その場合は、駆動用電池の残量が増える
までエアコンを操作できなくなります。
いったんパワースイッチをOFF にし、駆
動用電池の残量が回復したあとで、マイ
ルームモードを使用してください。

●駆動用電池の充電時間が長くなる

●普通充電中・充電完了後は、車載充電
器が搭載されているモータールーム周
辺が温かくなることがあります。

●パワーステアリング警告灯（黄色）が
点灯することがありますが、異常では
ありません。

■急速充電中のマイルームモード使用に
ついて

急速充電中にマイルームモードを使用す
るときは、使用しないときとくらべて、
充電完了時の充電量が低下します。

■駆動用電池が満充電の状態でマイルー
ムモードを使用するとき

駆動用電池が満充電、かつ電力が供給さ

れている普通充電コネクターが接続され

た状態で、パワースイッチをONにする

と、“充電リッドが開いています”とい

うメッセージがマルチインフォメーショ

ンディスプレイに表示されます。その場

合は、メーター操作スイッチの を押す

ことで、マイルームモードの設定画面が

表示され、“マイルームモード”を選択

することができます。

駆動用電池が満充電の状態でマイルーム
モードを使用すると、駆動用電池量の電
力が消費されることがあります。その場
合は、再度充電を行うことがあります。

■マイルームモードに関するメッセージ
が表示されたとき

マイルームモードを開始しようとしたと
き、またはマイルームモードの使用中に、
マルチインフォメーションディスプレイ
にメッセージが表示されたときは、それ
ぞれ次のように対処してください。

●“駆動用電池残量不足 マイルームモー
ド起動不可”

マイルームモードの開始に必要な駆動用
電池の残量がない状態です。
駆動用電池の残量が増えるまでしばらく
待ってから、マイルームモードを開始し
てください。

●“駆動用電池残量不足 マイルームモー
ドを終了します”

駆動用電池の残量が不足しています。
マイルームモードの使用を中止して、駆
動用電池を充電してください。

●“駆動用電池残量低下 使用電力抑制下
さい”

駆動用電池への充電量よりも車内の電力
消費量が多く、駆動用電池の残量が低下
しています。※

･ 車内の電力消費状況が改善されない場
合は、マイルームモードが終了します。

･ マイルームモードを継続したいときは、
エアコンやオーディオなどの電源を
OFF にして、駆動用電池の残量を増や
してください。

※マルチインフォメーションディスプレ
イに表示される駆動用電池の残量表示
画面で、マイルームモード中の電力収
支の状況を確認できます。（P.95）
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警告
■マイルームモードの使用上の警告

次のことを必ずお守りください。

お守りいただかないと、重大な健康障
害におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

●お子さまや介護を必要とする方、
ペットを車内に残さないでください。
システムの自動停止などにより車内
が高温または低温になり、熱中症・
脱水症状・低体温症になるおそれが
あります。また、ワイパーなどが使
用できる状態になるため、誤操作に
よる事故につながるおそれもありま
す。

●車両の周囲の安全を十分に確認して
から使用してください。
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次の記載を参照して、それぞれ必要な処置を行ってください。
■ コントロールユニット上のエラーインジケーターが点滅している

■ 普通充電コネクターを接続しても普通充電ポートの充電インジケーター
が点灯しない

正常に充電できないときは

正しい手順に従って作業しても充電が開始されない場合は、それぞれ次
の事項をご確認ください。
マルチインフォメーションディスプレイにメッセージが表示された場合
は、P.104も併せて参照してください。

正常に普通充電できないとき

考えられる原因 対処方法

漏電検知機能、または自己診断機能が作動
して電気が遮断された

電圧が不足している場合や、ノイズの影響
を受けた場合などに、エラーインジケー
ターが点滅することがあります。いったん
電源プラグをコンセントから抜き、正常な
電源に接続し直してください。（P.57）

充電が開始されない場合は、ただちに充電
を中止して、トヨタ販売店にご連絡くださ
い。

考えられる原因 対処方法

電源プラグがコンセントに正しく接続され
ていない

電源プラグがコンセントに正しく接続され
ているか確認してください。

正しく接続されている場合は、コントロー
ルユニット上の電源インジケータが点灯し
ます。

停電している 停電の解消後、再度充電してください。

手元スイッチがOFF になっている 手元スイッチがある場合は、スイッチを
ONにしてください。
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上記のチェックで解消しない場合、普通充電ケーブル（電源プラグコード
を含む）に断線などの可能性がありますので、ただちに充電を中止して、
トヨタ販売店にご連絡ください。

建物側のブレーカーが作動して電気が遮断
されている

ブレーカーの接続状態を確認し、異常がな
い場合はほかのコンセントで充電可能かご
確認ください。ほかのコンセントが近くに
ない場合はトヨタ販売店にご相談くださ
い。充電できた場合、最初に接続したコン
セントの異常が考えられます。建物／設備
の管理者、または電気工事業者にご連絡く
ださい。

普通充電コネクターが普通充電インレット
に確実に接続されていない

普通充電コネクターの接続状態を確認して
ください。

･ 普通充電コネクターを接続するときは、
ロック解除ボタンにふれないように注意
し、“カチッ”と音がするまで挿し込
んでください。ロック解除ボタンを押し
ながら挿し込むと、正しく接続されない
おそれがあります。

･ 普通充電コネクターの接続後は、ロック
解除ボタンが押し込まれておらず、充電
ポートの充電インジケーターが点灯して
いることを確認してください。

普通充電コネクターが確実に接続されてい
るのに充電ポートの充電インジケーターが
点灯しない場合は、システムに異常がある
おそれがあります。ただちに充電を中止し
て、トヨタ販売店にご連絡ください。

すでに駆動用電池が満充電になっている 駆動用電池が満充電の場合、充電は行われ
ません。

設定した充電量上限より駆動用電池残量が
多い

充電量上限を現在の駆動用電池残量より高
い値に設定して、再度充電してください。

普通充電器（スタンド）が作動しない 普通充電器（スタンド）に問題がある場合
は、設備の管理者にご連絡ください。

考えられる原因 対処方法
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■ 普通充電ポートの充電インジケーターが点滅して充電できない

※普通充電ポートの充電インジケーターの点灯・点滅については、P.53 を参照してく
ださい。

■ 急速充電・V2H充電／V2H給電が開始しない

考えられる原因 対処方法

普通充電ポートの充電インジケーターが点
滅（通常）しているとき※：充電スケ
ジュールが登録されている

タイマー充電を実施したい場合は、設定し
た時刻になるまでそのままお待ちくださ
い。

充電を開始したい場合は、“今すぐ充電
”をONにしてください。（P.94, 93）

普通充電ポートの充電インジケーターが速
い点滅をしているとき※：外部電源、また
は車両に異常が発生している

パワースイッチがOFF の状態でドアを開
けると、マルチインフォメーションディス
プレイにメッセージが表示されます。表示
されたメッセージの指示に従って、それぞ
れ対処してください。（P.104）

正常に急速充電・V2H充電／V2H給電できないとき

考えられる原因 対処方法

急速充電コネクターが車両に正しく接続さ
れていない

急速充電コネクターの接続状態を確認し、
コネクターを確実にロックしてください。

接続状態に異常がないのに急速充電・
V2H充電／ V2H給電が開始されないと
きは、急速充電器（スタンド）・V2H機器
または充電システムに異常がある可能性が
あります。

･ 急速充電器（スタンド）に問題がある場
合は、設備の管理者にご連絡ください。

･ V2H機器に問題がある場合は、V2H機
器の製造業者または販売業者にご連絡く
ださい。

･ 急速充電器（スタンド）・V2H機器に問
題がない場合は、充電システムに異常が
あるおそれがあります。トヨタ販売店に
ご連絡ください。

急速充電コネクターが確実にロックされて
いない
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急速充電器（スタンド）・V2H機器または
車両のセルフチェック機能でエラーが検出
された

急速充電器（スタンド）・V2H機器、また
は充電システムに異常がある可能性があり
ます。

･ 急速充電器（スタンド）に問題がある場
合は、設備の管理者にご連絡ください。

･ V2H機器に問題がある場合は、V2H機
器の製造業者または販売業者にご連絡く
ださい。

･ 急速充電器（スタンド）・V2H機器に問
題がない場合は、充電システムに異常が
あるおそれがあります。トヨタ販売店に
ご連絡ください。

･ EVシステムを始動できなくなった場合
は、トヨタ販売店にご連絡ください

急速充電器（スタンド）・V2H機器の電源
がOFF になっている

･ 急速充電器（スタンド）の管理者に連絡
して、電源状態をご確認ください。

･ V2H機器の取扱説明書を確認するなど、
電源状態をご確認ください。

すでに駆動用電池が満充電になっている 駆動用電池が満充電の場合、充電は行われ
ません。

設定した充電量上限より駆動用電池残量が
多い

充電量上限を現在の駆動用電池残量より高
い値に設定して、再度充電してください。

普通充電コネクターも接続している 普通充電と急速充電を同時に行うことはで
きません。

EVシステムが始動している EVシステムが始動していると、急速充電
を開始できません。また、シフトポジショ
ンがPでないと急速充電システムを使用
できません。

考えられる原因 対処方法
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■ 急速充電・V2H充電／V2H給電が途中で停止する

考えられる原因 対処方法

急速充電器（スタンド）・V2H機器のタイ
マーが作動した

急速充電器（スタンド）または V2H機器
によっては、一定時間で充電が停止するよ
うにタイマーが設定されている場合があり
ます。急速充電器（スタンド）の管理者に
確認するか、V2H機器に付属の取扱説明
書を確認してください。

急速充電器（スタンド）・V2H機器の電源
がOFF になった

急速充電器（スタンド）または V2H機器
の電源状態を確認してください。電源の状
態が不明な場合は、急速充電器（スタン
ド）の管理者に連絡するか、V2H機器に
付属の取扱説明書を確認してください。

駆動用電池の温度が極端に高い、または極
端に低い

極端な高温、または極低温の環境下では、
急速充電またはV2H充電／V2H給電で
きない場合があります。気温が安定してか
ら急速充電・V2H充電／ V2H給電を実
施してください。

急速充電器（スタンド）・V2H機器または
車両のセルフチェック機能でエラーが検出
された

急速充電器（スタンド）・V2H機器、また
は充電システムに異常がある可能性があり
ます。

･ 急速充電器（スタンド）に問題がある場
合は、設備の管理者にご連絡ください。

･ V2H機器に問題がある場合は、V2H機
器に付属の取扱説明書を確認してくださ
い。

･ 急速充電器（スタンド）・V2H機器に問
題がない場合は、充電システムに異常が
あるおそれがあります。トヨタ販売店に
ご連絡ください。

･ EVシステムを始動できなくなった場合
は、トヨタ販売店にご連絡ください。

充電関連部品の温度が高い 充電関連部品の温度が高いと急速充電・
V2H充電／ V2H給電できない場合があ
ります。しばらく時間をあけてから再度急
速充電・V2H充電／ V2H給電をおこ
なってください。

満充電付近で車両のエアコンや電装品の使
用を停止した

車両のエアコンや電装品がOFF の状態で、
再度充電してください。
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■ 急速充電後・V2H充電／ V2H給電後に EVシステムが始動できなく
なった

次の記載を参照して、それぞれ必要な処置を行ってください。
■ 希望の時刻に充電が開始しない

考えられる原因 対処方法

充電後のシステムチェックが正常に終了し
なかった

P.84の手順でシステムチェックを実施し
てください。再試行してもシステムチェッ
クが正常に終了しない場合は、トヨタ販売
店にご連絡ください。

急速充電コネクターが接続されたままに
なっている

急速充電コネクターが接続されているとき
は、安全のため、EVシステムを始動する
ことができません。（P.72）急速充電・
V2H充電／ V2H給電終了後は、すみや
かに急速充電コネクターを取りはずしてく
ださい。

急速充電システムまたは V2H充電／
V2H給電システムが故障した

･ 故障の原因によっては、充電リッドを閉
めることで、EVシステムを始動できる
場合があります。

･ 始動できない場合は、トヨタ販売店にご
連絡ください。

タイマー充電機能が正常に作動しないとき

考えられる原因 対処方法

車両のカレンダー、時刻が正しく設定され
ていない

カレンダーの設定内容を確認し、正しい年
月日、時刻に設定してください。設定方法
は、別冊「マルチメディア取扱説明書」を
参照してください。

車両に普通充電コネクターが接続されてい
ない

タイマー充電を使用する際は、あらかじめ
普通充電コネクターを接続しておいてくだ
さい。

設定した開始時刻を過ぎてから普通充電コ
ネクターを接続した

充電モードが“開始”の場合は、設定し
た開始時刻よりも前に普通充電コネクター
を接続してください。

充電モードを“開始終了”に設定した場
合は、終了時刻よりも前に普通充電コネク
ターを接続すれば、開始時刻を過ぎていて
も充電します。
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■ 充電スケジュールを登録してあるのに充電が開始される

充電後にパワースイッチがOFF の状態でドアを開けると、マルチイン
フォメーションディスプレイにメッセージが表示されます。
その場合は、メッセージの指示に従って、それぞれ必要な処置を行ってください。

考えられる原因 対処方法

“今すぐ充電”がONになっている タイマー充電する際は、“今すぐ充電”
をOFF に設定してください。（P.94, 
93）

充電スケジュールがOFF になっている 充電スケジュールがOFF に設定されてい
ないか確認してください。（P.92）

普通充電ポートの充電インジケーターが通
常の速さで点滅しているときに普通充電コ
ネクターを抜き挿しした

普通充電インジケーターが通常の速さで点
滅しているときに普通充電コネクターを抜
き挿しすると、タイマー充電がキャンセル
されます（P.77）。いったん普通充電コ
ネクターを取りはずして、再度、接続し直
してください。

マイルームモードを作動させた マイルームモードを作動させると、充電ス
ケジュールが登録されていても、充電が開
始されます。タイマー充電を実施したい場
合は、マイルームモードを終了してから、
接続し直してください。

充電に関するメッセージが表示されたときは
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■ “充電コネクタ操作により充電停止しました”と表示されたとき

※マイルームモード（P.95）を使用すると、電力を消費します。

■ “充電完了しました（駆動用電池温度による制限）”と表示されたとき

考えられる原因 対処方法

普通充電中に普通充電コネクターを取りは
ずした

普通充電中に普通充電コネクターを取りは
ずすと、充電は中断されます。満充電にし
たい場合は再度、充電を行ってください。普通充電で満充電になったあと、電力を消

費する機能※が作動したことで低下した
駆動用電池残量を補うための再充電時に、
普通充電コネクターを取りはずした

普通充電コネクターが確実に接続されてい
ない

普通充電コネクターの接続状態を確認して
ください。

･ 普通充電コネクターを接続するときは、
ロック解除ボタンにふれないように注意
し、“カチッ”と音がするまで挿し込
んでください。ロック解除ボタンを押し
ながら挿し込むと、正しく接続されない
おそれがあります。

･ 普通充電コネクターの接続後は、ロック
解除ボタンが押し込まれておらず、普通
充電ポートの充電インジケーターが点灯
していることを確認してください。

正しい作業手順に従っても充電できない場
合は、トヨタ販売店で点検を受けてくださ
い。

普通充電中に普通充電コネクターのロック
解除ボタンを押した

普通充電中にロック解除ボタンを押し続け
ると、充電が停止します。充電を続ける場
合は、普通充電コネクターを接続し直して
ください。

考えられる原因 対処方法

駆動用電池が高温の状態が続いたため、駆
動用電池の保護のために充電が終了した

ご希望の充電量に到達していないときは、
駆動用電池が冷えてから再度、充電を行っ
てください。
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■ “停電または電源プラグ抜けにより充電停止しました”と表示されたと
き

考えられる原因 対処方法

外部電源からの電源供給に
問題がある

次の点をご確認ください。

･ 電源プラグが抜けていないか

･ 手元スイッチがOFF になっていないか

･ コントロールユニット上の電源インジケーターが点灯
しているか

･ ブレーカーが落ちていないか

以上の点に問題がない場合は、建物のコンセントなどに
問題がある可能性があります。電気工事業者に点検を依
頼してください。（充電設備のご利用時に問題が生じた場
合は、設備の管理者にご連絡ください）

電源経路に問題がないのに充電できない場合は、システ
ムの異常が考えられます。トヨタ販売店で点検を受けて
ください。

なお、コントロールユニット上のエラーインジケーター
が点滅している場合は、漏電の可能性があります。トヨ
タ販売店にご相談ください。

普通充電器（スタンド）が
充電を停止した

●普通充電器（スタンド）の仕様により、電源供給が停
止されることで充電中止となることがあります。例え
ば、次のような場合があります。普通充電器（スタン
ド）の取り扱い説明をご確認ください。

･ 普通充電器（スタンド）の停止ボタンを押した

･ 普通充電器（スタンド）にタイマー充電機能がある

･ 普通充電器（スタンド）が車両のタイマー充電機能に
対応していない

●この車両に装備されている普通充電ケーブルでの充電
が可能かご確認ください。トヨタ純正の普通充電ケー
ブルを使用しても充電できない場合は、トヨタ販売店
にご相談ください。
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■ “充電設備の要因により充電停止しました”と表示されたとき

考えられる原因 対処方法

普通充電器（スタンド）が車両に適合して
いない

この車両に装備されている普通充電ケーブ
ルでの充電が可能かご確認ください。

トヨタ純正の普通充電ケーブルを使用して
も充電できない場合は、トヨタ販売店にご
相談ください。

普通充電器（スタンド）が充電を停止した

急速充電器（スタンド）が故障している 本メッセージが表示された場合は、急速充
電器（スタンド）が故障しているおそれが
あるため、その急速充電器（スタンド）は
使用しないでください。他の急速充電器
（スタンド）での充電が可能かご確認くだ
さい。

他の急速充電器（スタンド）で充電しても
本メッセージが表示されて充電ができない
場合は、数 km走行してから別の急速充電
器（スタンド）で充電してください。

急速充電器（スタンド）が車両に適合して
いない
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■ “AC供給電源の要因により充電停止しました”と表示されたとき

■ “電装品の電力消費大のため充電停止しました”と表示されたとき

考えられる原因 対処方法

外部電源からの電源供給に問題がある 次の点をご確認ください。

･ 電源プラグがしっかりと挿し込まれてい
るか

･ 延長コードを使用したり、分岐用コンセ
ントに接続したりしていないか

･ 専用回線に接続されているか

･ 停電が発生していないか

･ 外部電源の供給電圧が低下していないか

以上の点に問題がない場合は、建物のコン
セントなどに問題がある可能性がありま
す。電気工事業者に点検を依頼してくださ
い。（充電設備のご利用時に問題が生じた
場合は、設備の管理者にご連絡ください）

電源経路に問題がないのに充電できない場
合は、システムの異常が考えられます。ト
ヨタ販売店で点検を受けてください。

普通充電器（スタンド）が充電を停止した この車両に装備されている普通充電ケーブ
ルでの充電が可能かご確認ください。トヨ
タ純正の普通充電ケーブルを使用しても充
電できない場合は、トヨタ販売店にご相談
ください。

考えられる原因 対処方法

車両の電装品によって電力が消費されてい
る

次の点をご確認の上、再度充電してくださ
い。

･ ヘッドランプやオーディオなどがONに
なっている場合は、OFF にしてくださ
い。

･ パワースイッチをOFF にしてください。

以上を実施しても充電できない場合は、補
機バッテリーの充電不足が考えられます。
EVシステムを約15分以上作動させて、
補機バッテリーを充電してください。
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■ “システムの要因により充電停止しました”と表示されたとき

■ “充電システム確認のため充電リッドを閉めてください 取扱書を確認
”と表示されたとき

■ “充電終了時間に達したため充電停止しました”と表示されたとき

■ “充電設備または車両要因により充電停止しました”と表示されたとき

考えられる原因 対処方法

充電システムに異常が発生した トヨタ販売店で点検を受けてください。

考えられる原因 対処方法

急速充電時・V2H充電／V2H給電時の
システムチェックが正常に終了しなかった

この場合は、システムチェックが正常に終
了するまで、システムを始動できなくなり
ます。P.84の記載に従って、充電システ
ムのチェックを実施してください。

考えられる原因 対処方法

急速充電器（スタンド）の制限時間内に急
速充電が完了しなかった

･ 急速充電器（スタンド）によっては、一
定時間で充電が停止するように、タイ
マーが設定されている場合があります。
急速充電器（スタンド）の管理者に確認
してください。

車両の状態によっては、充電時間が長くな
り、制限時間内に急速充電が完了しない場
合があります。

･ エアコンやヘッドランプ、オーディオな
どの電源がONのため、消費電力が大き
い可能性があります。電装品の電源を
OFF にしてから、急速充電を行ってく
ださい。

･ 駆動用電池の温度が低い可能性がありま
す。駆動用電池が温まってから急速充電
を行ってください。

考えられる原因 対処方法

コネクターロックシステムが故障した トヨタ販売店にご連絡ください
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2-3.DC外部給電システムについて

※1車両から電気製品へ電力を供給するた
めに、車両から取り出したDC（直
流）電力を AC（交流）電力に変換す
る機器。一般社団法人電動車両用電力
供給システム協議会が発行する電動自
動車用充放電システムガイドライン
V2L DC 版に準拠したもの。

※2車両側の出力定格はDC9kWです。
ただし、接続する外部給電器の出力上
限以上は出力されません。

このシステムを使用するには、外
部給電器※が必要です。（車両に
は付属していません）
※車両から電気製品へ電力を供給するた
めに、車両から取り出したDC（直流）
電力をAC（交流）電力に変換する機
器。一般社団法人電動車両用電力供給
システム協議会が発行する電動自動車
用充放電システムガイドライン V2L 
DC版に準拠したもの。

必ず、次の点をご確認ください。
● パーキングブレーキがかかって
いること（P.214）

● パワースイッチがOFF になって
いること（P.204）

● 地面が固く平らな場所に駐車す
ること

輪止めの使用をおすすめします。輪止め
はトヨタ販売店で購入することができま
す。

● 運転席足元のサービスホールが
閉まっていること

● シフトポジションがPになって
いること

DC外部給電システム

車両に外部給電器※1を接続す
ることで、車両から外部へ電源
供給※2を行います。車両の補
機バッテリーから機器起動のた
めの電力を供給することで、停
電時にも電源供給を行うことが
できます。

DC外部給電システム

DC外部給電システムの使
い方

DC外部給電作業は、ここで説
明している内容をよくお読みい
ただいた上で、正しい手順に
沿って行ってください。

DC外部給電作業前の重要確認事
項
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1 急速充電リッドを開ける
（P.52）

急速充電リッド（車両の左側）を開ける
と、急速充電インレット照明が点灯しま
す。

2 急速充電インレットキャップを
開ける

3 外部給電コネクターを急速充電
インレットに奥まで正しく挿し
込む

外部給電コネクターの形状や取り扱い方
法などは、外部給電器により異なります。
外部給電器の取扱説明書に従って、作業

を行ってください。

4 ブレーキペダルを踏まずに、パ
ワースイッチを押してONにす
る

マルチインフォメーションディスプレイ
に“パワーON”と表示されているこ
とを確認してください。ブレーキペダル
を踏んだままパワースイッチを押すと、
EVシステムが始動してしまい、DC外
部給電システムが使用できません。

5 マルチメディア画面の を押

す

DC外部給電を開始するときは
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6 “外部給電”を押す
外部給電モードの選択画面が表示されま
す。

7 “EV給電モード”を押す
外部給電モードの選択画面上に、給電時
間の目安が表示されます。※

駆動用電池の残量が低下しているときは、
EV給電を選択できません。

※使用する電気製品や使用環境などによ
り、表示されている時間と実際の給電
時間が異なる場合があります。

8 操作ガイド画面の表示に従う
9 外部給電器で開始操作をする
外部給電器に付属の取扱説明書に従い、
操作してください。

外部給電器によっては、パワースイッチ
がOFF になり、給電が停止することが
あります。その場合は、再度手順 4から
開始操作を行ってください。

10接続した電気製品の電源をON
にする

DC外部給電中は、マルチメディア画面
で、現在の給電状況をお知らせします。

知識
■DC外部給電システムの使用中は

●シフトポジションをPからほかのシフト
ポジションに切りかえることはできま
せん。

●外部給電器の定格出力上限以上の電力
を使用した場合、外部給電器が出力を
制限したり、給電を停止したりするこ
とがあります。

●車両側の定格出力以上の電力を使用し
た場合、車両が給電を停止することが
あります。

●スマートエントリー＆スタートシステ
ムでドアを解錠・施錠することはでき
ません。

●ワイヤレスリモコンでドアの解錠・施
錠をすることができます。使用する電
気製品から発生するノイズにより、正
常に作動しない場合があります。

●ドアの開閉などにより、ブザーが鳴っ
たり、マルチインフォメーションディ
スプレイに“キーが見つかりません　
キーの所在を確認してください”と表
示されたりすることがあります。

●気温が低いときまたは高いときは、出
力を制限または停止することがありま
すが、異常ではありません。その場合、
使用する電気製品を減らしてください。

●走行中はDC外部給電システムを使用で
きません。

●使用する電気製品によっては、周囲の
テレビやラジオに雑音が入ることがあ
ります。
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●炎天下など、車内が高温になる状態で
使用すると、システムを保護するため
にDC外部給電システムが自動で停止
することがあります。
その場合は、いったん外部給電コネク
ターを取りはずしてから、車両を日陰
に移動するなどして車内の温度を下げ、
再度、DC外部給電システムを開始して
ください。

●特に外気温が低いときは、駆動用電池
を保護するため、DC外部給電システム
を使用できないことがあります。
その場合は、いったん外部給電コネク
ターを取りはずしてからしばらく走行
するなどして、駆動用電池を暖めてか
ら使用してください。

●DC外部給電システム使用中はエアコ
ン・アクセサリーコンセントを使用す
ることができます。

●DC外部給電システムを開始した時点
で、いったんエアコンがOFF になりま
す。DC外部給電中にエアコンを使用し
たい場合は、エアコンの操作スイッチ
を操作してエアコンを作動させてくだ
さい。※

※DC外部給電システムの使用中は、マル
チインフォメーションディスプレイに
表示される外部給電可能時間と実際の
給電時間が異なる場合があります。

●外部給電機に、車両に異常があるよう
なメッセージ（例えば、“車両に異常
がみつかりました”、“車両故障発生
”など）が表示されても、車両そのも
のの異常ではなく、外部給電機と車両
間の通信異常である可能性があります。
この場合、外部給電コネクターの端子
故障（接点不良）などが考えられます。
外部給電に付属の取扱説明書を確認し
てください。

■アクセサリーコンセントの使用につい
て

DC外部給電システムを使用しているとき
は、車内にあるアクセサリーコンセント
からも電源を取り出すことができます。
ただし、DC外部給電システムを車両側定
格出力未満で使用している場合でも、DC
外部給電システムの出力を優先させるた
め、アクセサリーコンセントの出力を停
止する場合があります。アクセサリーコ
ンセントを使用したい場合には、DC外部
給電システムで使用している電気製品を
減らし、もう一度AC100V 電源をON
してください。（P.318）使用している
電気製品を減らしても、アクセサリーコ
ンセントは自動で復帰しません。

警告
次のことを必ずお守りください。

お守りいただかないと、給電時に車両
火災や感電事故などが発生し、重大な
傷害におよぶか、最悪の場合死亡につ
ながるおそれがあります。

■DC外部給電システムを使用するとき
の警告

●傾いた場所や坂道などに停めて使用
しない

使用中に車両を移動させたり、傾けた
りしないでください。

●サービスホールが閉まっていること
を確認する

●モータールーム内に顔や手を近付け
ないでください。ラジエーター冷却
用のファンが急にまわりだすことが
あります。ファンの回転部分にふれ
たり、近付いたりすると、手や着衣
（特にネクタイ・スカーフ・マフラー
など）が巻き込まれるおそれがあり
ます。

●可燃物や危険物を車両の近くに置か
ない
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警告
●給電を開始する前に、接続した電気
製品の電源がOFF になっていること
を確認する

電源がONになっていると、電気製品
が突然作動するおそれがあります。

●車両をカーカバーなどで覆った状態
で使用しない

●お子さまなど、不慣れな方だけで作
業を行わない

●外部給電コネクターと急速充電イン
レットは、必ず直接接続する

外部給電コネクターと急速充電イン
レットとのあいだに、変換アダプター
や延長コードなどを接続しないでくだ
さい。

●落雷の可能性がある天候のときはDC
外部給電システムを使用しない

使用中、雷に気付いたときにはDC外
部給電システムを停止してください。

●急速充電インレットに急速充電コネ
クター・外部給電コネクター以外の
ものを挿し込まない

●外部給電コネクター・急速充電イン
レットに異物がないか、または、
雪・氷が付着していないか確認する

付着している場合は、外部給電コネク
ターを接続する前にしっかりと取り除
いてください。

●急速充電インレットの端子がぬれな
いようにする

●外部給電コネクター、急速充電イン
レットの端子に金属製の鋭利なもの
（ピンや針金など）を挿し込まない

■車両に給電ケーブルが接続されてい
るとき

●シフトレバーを操作しない

万一、給電ケーブルが故障していた場
合、シフトポジションが Pからほかの
シフトポジションに切りかわることが
あり、車両が動いて思わぬ事故につな
がり、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

■DC外部給電システムがおよぼす影響
について

ペースメーカー（植込み型心臓ペース
メーカー／植込み型両心室ペーシング
パルスジェネレータ）装着のお客様は、
給電の操作はご自身ではなさらず、ほ
かの方にお願いしてください。

●給電時は、外部給電器、給電ケーブ
ルに近付かないでください。給電に
より、ペースメーカーの動作に影響
を与えるおそれがあります。

●給電中は車内にとどまらないでくだ
さい。給電により、ペースメーカー
の動作に影響を与えるおそれがあり
ます。

●ものを取るときなどに、車内に入り
込まないでください。給電により、
ペースメーカーの動作に影響を与え
るおそれがあります。

■接続する電気製品について

給電を行うときは、必ず本書および接
続する外部給電器や使用する電気製品
に付属の取扱説明書に記載されている
注意事項をお守りください。

記載されている禁止事項を守らずに給
電すると思わぬ事故につながり、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。
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DC 外部給電システムの使用中は、
マルチインフォメーションディス
プレイまたはマルチメディア画面
に外部給電中画面が表示され、外
部給電可能時間※などの情報を確
認することができます。
※表示される時間は400W（急速充電イ
ンレットにおける電力）消費時の目安
であり、電気製品の使用状況や、使用
環境などにより実際の給電時間と異な
る場合があります。

1 使用している電気製品の電源を
OFF にする

2 外部給電器を停止させる
外部給電器の取り扱い手順に従って操作
してください。

パワースイッチをOFF にしても給電を
停止できます。

3 外部給電コネクターを取りはず
す

外部給電コネクターの形状や取り扱い方
法などは、外部給電器により異なります。
外部給電器に付属の取扱説明書に従って、
作業を行ってください。

警告
■接続する外部給電器について

必ず電動自動車用充放電システムガイ
ドライン V2L DC 版（P.110）に
準拠した外部給電器を接続してくださ
い。

ガイドラインに準拠していない外部給
電器を使用すると火災や感電事故が発
生し、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

注意
■DC外部給電システムの故障を防ぐた
めに

●急速充電インレットキャップに強い
衝撃を与えないでください。

●ケーブルを損傷するおそれがあるの
で、使用中は急速充電リッドでケー
ブルを挟まないでください。

●外部給電コネクターを急速充電イン
レットに挿し込むときは、過度の負
荷をかけないでください。挿し込み
不足の原因になります。

●給電中に外部給電コネクター・ケー
ブルにものをのせたり、引っかけた
りしないでください。

●給電中に外部給電コネクター・ケー
ブルを引っ張ったり、過度の負荷を
かけないでください。

●給電中に外部給電コネクター・ケー
ブルに異常な発熱を感じたらすぐに
使用を中止してください。

■車から離れるとき

盗難を防止するため、ドアが確実に施
錠されたことを確認してください。

DC外部給電に関する情報の表示

DC外部給電を停止するときは
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4 急速充電インレットキャップを
閉め、急速充電リッドを閉める

キャップはカチッと音がするまで確実に
閉め、ロックされたことを確認してくだ
さい。

知識
■DC外部給電後、マルチインフォメー
ションディスプレイに“充電システム
確認のため充電リッドを閉めてくださ
い取扱書を確認”が表示されたとき

「急速充電後・V2H充電／ V2H給電後、
マルチインフォメーションディスプレイ
に“充電システム 確認のため 充電リッ
ドを閉めてください取扱書を確認”が表
示されたとき」の手順に従い、処置して
ください。（P.84）

■外部給電コネクターをアンロックでき
ないとき

「急速充電コネクターをアンロックできな
いとき」の手順に従い、処置してくださ
い。（P.86）

注意
■DC外部給電システムの故障を防ぐた
めに

●急速充電インレットキャップに強い
衝撃を与えないでください。

●外部給電コネクターを急速充電イン
レットから取りはずすときは、過度
の負荷をかけないでください。

●給電を停止するときは、使用してい
る電気製品の電源を切ってから停止
してください。

■DC外部給電システムを使用したあと
は

急速充電インレットから外部給電コネ
クターを取りはずしたあとは、必ず急
速充電インレットの急速充電インレッ
トキャップを閉じてから、急速充電
リッドを閉めてください。

急速充電インレットを開けたままにす
ると、急速充電インレットに水や異物
が入り、故障につながるおそれがあり
ます。
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次の記載を参照してそれぞれ必要な処置を行ってください。
■ 給電が開始されない

DC外部給電システムが正常に作動しないときは

正しい手順に従って作業しても給電が開始されない場合や、給電作業後
にエラーを伝えるメッセージが表示された場合は、次の事項をご確認く
ださい。

DC外部給電システムが正常に作動しないとき

考えられる原因 対処方法

外部給電コネクターがしっかりと
接続されていない

外部給電コネクターが急速充電インレットに確実
に接続されているか確認してください。

ブレーキペダルを踏みながらパ
ワースイッチを操作している

ブレーキペダルから足を離してパワースイッチを
操作してください。

READY インジケータが点灯して
いる

パワースイッチがOFF 状態で、ブレーキを踏まず
にパワースイッチを押し、メータに“パワー
ON”と表示されていることを確認してください。

シフトポジションが P以外にある
シフトポジション表示灯（P.123）でシフトポ
ジションが Pになっていることを確認してくださ
い。

駆動用電池の残量が不足している
駆動用電池の残量を確認し（P.123）、残量が少
なくなっているときは、駆動用電池を充電してく
ださい。（P.69）

開始操作が適切でない
外部給電器によっては、開始操作が通常の手順と
異なるものがあります。外部給電器の製造業者ま
たは販売業者にご確認ください。

外部給電器に異常が発生している
外部給電器の取扱説明書に従って、適切に処置し
てください。外部給電器の電源がOFF になっ

ている

前回使用時に正常終了していない

「急速充電後・V2H充電／ V2H給電後、マルチイ
ンフォメーションディスプレイに“充電システム 
確認のため 充電リッドを閉めてください取扱書を
確認”が表示されたとき」の手順に従い、処置し
てください。（P.84）その後、再度開始操作を
行ってください。
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2-3. DC 外部給電システムについて

■ 給電が途中で停止する

■ 使用後、EVシステムが始動しない

■ 給電終了後、外部給電コネクターがはずれない

普通充電または急速充電を使用し
ている

普通充電・急速充電を終了してからDC外部給電
システムの開始操作を行ってください。

その他
「DC外部給電作業前の重要確認事項」（P.110）
を確認し、再度開始操作を行ってください。

考えられる原因 対処方法

外部給電器の電源が何らかの理由
でOFF になっている

外部給電器の取扱説明書に従って、適切に処置し
てください。

車両の出力を超過する電気製品を
使用している

使用する電気製品を減らして、再度開始操作を
行ってください。

外部給電器に異常が発生している
外部給電器の取扱説明書に従って、適切に処置し
てください。

考えられる原因 対処方法

車両に外部給電器が接続されてい
る

外部給電器の取扱説明書に従って、外部給電コネ
クターを取りはずしてください。

前回使用時に正常終了していない

「急速充電後・V2H充電／ V2H給電後、マルチイ
ンフォメーションディスプレイに“充電システム 
確認のため 充電リッドを閉めてください取扱書を
確認”が表示されたとき」の手順に従い、処置し
てください。（P.84）

考えられる原因 対処方法

外部給電コネクターが何らかの理
由でロックされている

外部給電器の取扱説明書に従って、適切に処置し
てください。

考えられる原因 対処方法
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マルチインフォメーションディスプ
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3-1. 計器の見方

3-1. 計器の見方

次のイラストは、説明のためすべての警告灯／表示灯を示しています。

システム異常などを警告します。

警告灯／表示灯

メーター・アウターミラーの警告灯／表示灯でお車の状況をお知らせし
ます。

メーターの警告灯／表示灯

警告灯一覧

（赤色）

ブレーキ警告灯※1

（P.382）

（黄色）

ブレーキ警告灯※1

（P.382）

充電警告灯※2（P.382）

SRSエアバッグ／プリテン
ショナー警告灯※1

（P.382）
ABS＆ブレーキアシスト警告
灯※1（P.383）
ペダル誤操作警告灯※2

（P.383）

（赤色）

パワーステアリング警告灯※1

（P.383）

（黄色）

パワーステアリング警告灯※1

（P.383）

（黄色）

駆動用電池充電警告灯
（P.383）

運転席シートベルト非着用警
告灯（P.384）

タイヤ空気圧警告灯※1

（P.384）

（黄色）

LDA表示灯（P.384）

（黄色）

運転支援情報表示灯※1

（P.385）
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※1作動確認のためにパワースイッチを
ONにすると点灯し、数秒後または
EVシステムを始動すると消灯しま
す。点灯しない場合や点灯したままの
ときはシステム異常のおそれがありま
す。トヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。

※2メッセージと一緒にマルチインフォ
メーションディスプレイに表示されま
す。

システムの作動状況を表示します。

クリアランスソナーOFF 表示
灯※1（P.385）

PCS警告灯※1（P.385）

スリップ表示灯※1

（P.386）

（点滅）

ブレーキホールド作動表示灯
※1（P.386）

（点滅）

パーキングブレーキ表示灯
（P.386）

（車高表示消
灯）

AHC表示灯※1★

（P.386）

警告
■安全装置の警告灯が点灯しないとき

ABS や SRSエアバッグなど安全装置
の警告灯がパワースイッチをONにし
ても点灯しない場合や点灯したままの
場合は、事故にあったときに正しく作
動せず、重大な傷害を受けたり、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。ただちにトヨタ販売店で点検を受
けてください。

表示灯一覧

方向指示表示灯（P.213）

尾灯表示灯（P.220）

ハイビーム表示灯（P.222）

AHB表示灯（P.223）

PCS警告灯※1, 2

（P.245）
BSMアウターミラーインジ
ケーター※1, 3（P.257）

（緑色）

LDA表示灯（P.249）

（白色）

LDA表示灯（P.249）

（黄色）

LDA OFF 表示灯※2

（P.249）

運転支援情報表示灯※1, 2

（P.256, 261, 272, 277, 
281）
クリアランスソナーOFF表示
灯※1, 2（P.266）

（点滅）

スリップ表示灯※1

（P.296）

VSC OFF 表示灯※1, 2

（P.296）
ブレーキホールドスタンバイ
表示※1（P.217）
ブレーキホールド作動表示灯
※1（P.217）
スマートエントリー＆スター
トシステム表示灯※4

（P.204）
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3-1. 計器の見方

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※1作動確認のためにパワースイッチを
ONにすると点灯し、数秒後または
EVシステムを始動すると消灯しま
す。点灯しない場合や点灯したままの
ときはシステム異常のおそれがありま
す。トヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。

※2システムが OFF のときに点灯します。
※3アウターミラーに表示されます。
※4メッセージと一緒にマルチインフォ
メーションディスプレイに表示されま
す。

※5外気温が約 3℃以下のとき、約10秒
間点滅後に点灯します。

充電コネクター接続表示灯
（P.77）
READYインジケーター
（P.204）
パーキングブレーキ表示灯
（P.214）

AHC表示灯★（P.291）

AHC OFF表示灯※2★

（P.292）

低温表示灯※5（P.124）

セキュリティ表示灯
（P.37）
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■ 計器類の位置

マルチインフォメーションディスプレイ
車両に関するさまざまな情報を表示します。（P.126）
車両に異常が発生したときは警告メッセージを表示します。（P.382）
マルチインフォーメーションディスプレイの表示 /非表示を変更することができます。
（P.125）

外気温
外気温度を－ 40℃～ 60℃のあいだで表示します。

パワーメーター（P.124）
EVシステムの出力や回生レベルを示します。

スピードメーター
車両の走行速度を示します。

時計（P.126）

シフトポジション表示灯
選択されているシフトポジションを表示します。（P.209）

駆動用電池残量計
駆動用電池の残量を示します。

計器類

メーターの表示について
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EVエネルギー残量表示
駆動用電池の残量を示します。

走行可能距離

駆動用電池残量による走行可能な距離を示します。エアコンの作動中は、 アイコ

ンとエアコンを使用した場合の走行可能距離が表示されます。

オドメーター／トリップメーターディスプレイ（P.125）

知識
■パワーメーターについて

チャージエリア

回生※1ブレーキ機能により、エネル
ギーを回収している状態を示します。

回生した電力は、駆動用電池を充電しま
す。

パワーエリア

走行中の出力（加速力）を表示します。

回生※1制限表示※2

次のような状況では、回生ブレーキが制
限されるため、その制限の目安を、
チャージエリア内に表示します。

･ 駆動用電池の充電量が多く、これ以上
回生ができないとき

･ 駆動用電池の温度が極端に高いとき、
または極端に低いとき

出力制限表示※2

次のような状況では、出力が制限される
ため、その制限の目安を、パワーエリア
内に表示します。
･ 駆動用電池の充電量が少なく、これ以
上出力ができないとき

･ 駆動用電池の温度が極端に高いとき、
または極端に低いとき

※1ここでの「回生」の意味は、運動エネ
ルギーを電気エネルギーに変換するこ
とです。

※2車両状態によって実際の制限と異なる
場合があります。

■外気温表示について

●次の場合は、正しい外気温が表示され
なかったり、温度表示の更新が遅く
なったりすることがありますが、故障
ではありません。

･ 停車しているときや、低速走行（約
25km/h 以下）のとき

･ 外気温が急激に変化したとき（車庫・
トンネルの出入り口付近など）

●“--” が表示されたときは、システム故
障のおそれがあります。トヨタ販売店
で点検を受けてください。
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●外気温度が約 3℃以下のときは、外気温

表示の横に が点滅し、そのあと点

灯します。

■液晶ディスプレイについて

P.127

スイッチを長押しすると、マルチ
インフォメーションディスプレイ
の表示／非表示を切り替えること
ができます。

■ 表示項目
● オドメーター
走行した総距離を表示します。

● トリップメーターA／トリップ
メーターB

リセットしてからの走行距離を表示しま
す。トリップ A・トリップBの 2種類
で使い分けることができます。

■ 表示の切りかえ
スイッチを押すごとに表示が切り
かわります。また、トリップメー
ター表示中にスイッチを押し続け
ると、走行距離を 0にすることが
できます。

マルチメディア画面より時計の設
定を変更できます。
設定方法は、別冊「マルチメディ
ア取扱説明書」を参照してくださ
い。

警告
■低温時の画面表示について

画面の温度が極めて低いときは、画面
表示の切りかえが遅れる場合がありま
すので、車内を暖めてからご使用くだ
さい。

メーター表示の切りかえ

オドメーター／トリップメー
ターディスプレイ

時計の調整をするには
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インストルメントパネル照明の明
るさを調整できます。

1 暗くする
2 明るくする

知識
■インストルメントパネルの照度調整に
ついて

周囲が明るいとき（昼間など）と暗いと
き（夜間など）それぞれの明るさのレベ
ルを調節することができます。

■ ディスプレイの表示

走行支援システム表示エリア
LDA（レーンディパーチャーアラート）
が作動していると、システムの作動状況
を表示します。

コンテンツ表示エリア
走行に関するさまざまな情報を表示させ
ることができます。
また、状況に応じて注意喚起やアドバイ
スなどを割り込み表示します。

■ コンテンツ表示エリアの表示項
目

● エコインジケーター
（P.128）

● 平均車速／走行時間
（P.128）

● オーディオ（P.128）
● ナビゲーション（P.128）
● 走行支援（P.128）
● 警告メッセージ（P.128）

メーターの明るさを調整するに
は

マルチインフォメーション
ディスプレイ

ディスプレイの表示／表示項目
一覧
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知識
■液晶ディスプレイについて

ディスプレイに小さな斑点や光点が表示
されることがあります。これは液晶ディ
スプレイ特有の現象でそのまま使用して
も問題ありません。

メーター操作スイッチを使って次のように操作します。

状況や設定によって、スイッチの機能がかわります。
スイッチに触れると、各スイッチの機能がマルチインフォメーションディスプレイに表
示されます。
また、マルチメディア画面でお好みの機能をスイッチに設定することができます。

スイッチを押すごとに、スイッチの機能が切りかわります。

スイッチアイコン表示

各スイッチのアイコンを表示します。触れているスイッチは強調表示されます。（ ）

スイッチ機能ガイド表示

警告
■運転中の使用について

●マルチインフォメーションディスプ
レイを操作する時は、周囲の安全に
十分注意してください。

●マルチインフォメーションディスプ
レイを見続けないでください。前方
の歩行者、障害物などを見落とすお
それがあり危険です。

■低温時の画面表示について

P.125

表示を切りかえるには
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触れているスイッチの機能ガイドを表示します。

知識
■ステアリングスイッチに触れても反応
しないとき

●スイッチに触れたまま指を動かすと、
反応しやすくなります。

●スイッチの表面が汚れている場合は、
パワースイッチをOFFにしてスイッチ
を清掃してください。

●防寒手袋モードをONにすることで、ス
イッチセンサーの感度を高くすること
ができます。（P.417）

表示される数値は参考として利用してく
ださい。

瞬間電費
現在の瞬間電費を表示します。

通算平均電費

知識
■電費について

電力消費率を表す数値で、ガソリンエン
ジン車の燃料消費率に相当します。この
車では、電力1キロワット時（1kWh）
あたりの走行キロ数（km/kWh）が、「電
費」として各画面上に表示されます。

■ 平均車速
充電後の平均車速を表示します。
■ 走行時間
充電後の走行時間を表示します。

オーディオソースの選択、選曲な
どを操作することができます。

ナビゲーションシステムと連携し
て次の情報を表示します。
● ルート案内表示
● コンパス（ヘッディングアップ
表示）

LDA（レーンディパーチャーア
ラート）の作動状況を表示します。
（P.245）

状況に応じて、次のメッセージを
表示します。
● 警告メッセージ

エコインジケーター表示

平均車速／走行時間表示

オーディオシステム連携表示

ナビゲーションシステム連携表
示

走行支援表示

メッセージ表示
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状況に応じて運転者に提案メッ
セージを表示する機能です。提案
メッセージが表示されたときに
メーター操作スイッチを操作する
ことで、提案された内容を直接操
作することができます。
■ ヘッドランプ点灯提案

周囲が暗いとき、車速5km/h 以
上でランプスイッチが消灯または
のまましばらく走行すると、

ヘッドランプの点灯を提案する
メッセージを表示します。

知識
■カスタマイズ機能

提案サービス機能の作動／非作動を変更
できます。（カスタマイズ一
覧：P.415）

提案サービス機能
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4-1. キー

お客様へ次のキーをお渡しします。

電子キー
･ スマートエントリー＆スタートシステ
ム★の作動（P.157）

･ プッシュボタンスタートシステム★の
作動（P.198）

･ ワイヤレス機能の作動

メカニカルキー

キーナンバープレート
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識
■航空機に乗るとき

航空機に電子キーを持ち込む場合は、航
空機内で電子キーのスイッチを押さない
でください。また、かばんなどに保管す
る場合でも、簡単にスイッチが押されな
いように保管してください。スイッチが
押されると電波が発信され、航空機の運
行に支障をおよぼすおそれがあります。

■電池の消耗について

●電池の標準的な寿命は 1～ 2年です。

●電池残量が少なくなると、EVシステム
を停止した際に車内から警告音が鳴り
ます。

●長期間使用しない電子キーは、節電
モードにすることで電池の消耗を抑え
ることができます。（P.158, 200）

●電子キーは常に電波を受信しているた
め、使用していないあいだでも電池が
消耗します。次のような状態になった
ときは、電池が消耗している可能性が
あります。新しい電池に交換してくだ
さい。（P.366）

･ スマートエントリー＆スタートシステ
ム★やプッシュボタンスタートシステム
★、またはワイヤレスリモコンが作動し
ない

･ 作動範囲が狭くなった
･ 電子キーの LEDが点灯しない

●電池はお客様自身で交換することがで
きます（P.366）が、交換の際に
キーが破損するおそれがあるため、ト
ヨタ販売店での交換をおすすめします。

●電池の著しい消耗を防ぐため、次のよ
うな磁気を発生する電化製品の1m以
内に電子キーを保管しないでください。

･ TV
･ パソコン
･ 携帯電話やコードレス電話機、および
充電器

･ 電気スタンド
･ 電磁調理器

■電池の交換方法

P.366

■キー登録本数の確認について

車両に登録されたキーの本数を確認する
ことができます。詳しくはトヨタ販売店
へご相談ください。

キー

キーの種類
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■マルチインフォメーションディスプレ
イに“新しいキーが登録されました　
詳しくは販売店に問い合わせください
”と表示されたときは

追加で新しく電子キーが登録された場合、
車外から解錠してドアを開けたときに

メッセージが表示されることが10日ほ
ど続きます。電子キーの登録をした覚え
がないにも関わらずメッセージが表示さ
れたときは、お持ちの電子キー以外に登
録されている電子キーがないかをトヨタ
販売店で確認してください。

■電子キーの取り扱いについて

注意
■キーの故障を防ぐために

●落としたり、強い衝撃を与えたり、
曲げたりしない

●湿度の高いところに長時間放置しな
い

●ぬらしたり超音波洗浄器などで洗っ
たりしない

●キーに金属製または磁気を帯びた製
品を取り付けたり、近付けたりしな
い

●分解しない

●電子キー表面にシールなどを貼らな
い

●テレビやオーディオ、電磁調理器な
どの磁気を帯びた製品や、低周波治
療器などの電気医療機器の近くに置
かない

■キーを携帯するとき

電源を入れた状態の電化製品とは
10cm以上離して携帯してください。
10cm以内にあると電化製品の電波と
干渉し正常に機能しない場合がありま
す。

■スマートエントリー＆スタートシス
テム★やプッシュボタンスタートシ
ステム★の故障などで販売店に車両
を持っていくとき

P.396
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■電子キーを紛失したときは

P.396
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キーには次のワイヤレス機能が装
備されています。

ドアを施錠する（P.136）

ドアを解錠する（P.136）

パワースライドドアを開閉する

（P.138）

メカニカルキーを取り出すには、
解除ボタン を押してキーを取り

出してください。
メカニカルキーは挿し込み方向に指定の
ある片溝キーです。キーシリンダーに挿
し込めないときは、キー溝面の向きをか
えて挿し込んでください。

使用後はもとにもどし、電子キーと一緒
に携帯してください。電子キーの電池が
切れたときやスマートエントリー＆ス
タートシステム★が正常に作動しないと
き、メカニカルキーが必要になります。
（P.396）
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識
■メカニカルキーを紛失したとき

P.396

ワイヤレス機能について

メカニカルキーを使うには
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4-2. ドアの開閉、ロックのしかた

スライドドア

スライドドアは次の方法で解
錠・施錠および開閉することが
できます。

警告
■走行中の留意事項

走行中は次のことをお守りください。

お守りいただかないと思いもよらずド
アが開き、外に投げ出されるなどして、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

●ドアを確実に閉める

●ドアを施錠する

●走行中はドアハンドルを操作しない

●走行中はパワースライドドア開閉ス
イッチやドア・スロープスイッチを
押さない

■お子さまを乗せているときは

次のことをお守りください。

お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●お子さまを車内に残さないでくださ
い。

誤って閉じ込められた場合、熱射病な
どを引き起こすおそれがあります。

●お子さまにはスライドドアの開閉操
作をさせないでください。

不意にスライドドアが動いたり、閉め
るときに体などを挟んだりするおそれ
があります。

■スライドドアの操作にあたって

次のことを必ずお守りください。

お守りいただかないと、体を挟むなど
して重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

●乗り降りするときは、スライドドア
が全開位置であることを確認してく
ださい。

●スライドドアを開閉するときは、十
分に周囲の安全を確かめてください。

●周囲に人がいるときは安全を確認し、
動かすことを知らせる「声かけ」を
してください。

●スライドドアを開けるときは、必ず
全開位置まで開き固定してください。
（全開にするとスライドドアがストッ
パーで固定されます）半開状態では
スライドドアが確実に固定されない
ため、傾斜地などで不意に動き出す
おそれがあります。

●車内からスライドドアにもたれかか
らないでください。スライドドアが
開いたとき、車外へ落ちるなど思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。

●傾斜した場所ではスライドドアの開
閉スピードが速くなります。スライ
ドドアにあたったり体などを挟んだ
りしないように注意してください。

●上り坂や下り坂で乗り降りするとき
は、スライドドアを全開にしておい
てください。また、途中でドアハン
ドルを操作しないでください。スラ
イドドアが突然動き出すおそれがあ
ります。
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■ ワイヤレス機能を使用する

1 ドアを施錠する
必ず施錠されたことを確認してください。

2 ドアを解錠する

知識

■接近時オートアンロック機能※（スマー
トエントリー＆スタートシステム装着
車）

1 電子キーを携帯し、電子キー作動範囲
（P.157）に入るとドアが解錠され
ます。

2 ブザーと非常点滅灯の点滅が 2回作
動します。

※トヨタ販売店での設定変更が必要です。

■降車オートロック機能※（スマートエン
トリー＆スタートシステム装着車）

次の手順で車から離れることで、自動で
施錠することができます。
1 電子キーを携帯して降車し、ドアを閉
める

2 ブザーが“ピピッ”と鳴り、降車
オートロック待機状態になったことを
確認する。

3 降車オートロック待機状態で電子キー
作動範囲（P.157）から離れる。

警告
●スライドドアを開閉するときは、指
などを挟まないよう十分注意してく
ださい。

●スライドドアのアーム、レール、ピ
ラー部および配線部には、手足をか
けないでください。

不意にスライドドアが動いたり、閉め
るときに体などを挟んだりするおそれ
があります。

車外から解錠／施錠するには
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ドアが施錠され、作動の合図（P.137）
でお知らせします。

車内に電子キーがあると施錠できません。
車内にあるすべての電子キーを携帯して
ください。

ドアが閉じられ、電子キーが作動範囲内
にあると、降車オートロック待機状態に
なります。

約 1分間電子キーの作動範囲から離れな
かったときは、警告ブザーが鳴り、降車
オートロック待機状態が解除されます。
この場合は、ドアを開閉することで降車
オートロック待機状態にもどります。
※トヨタ販売店での設定変更が必要です。

■衝撃感知ドアロック解除システム

車両が前後から強い衝撃を受けると、ド
アが解錠されます。衝撃の度合いや事故
の状況によっては作動しないことがあり
ます。

■作動の合図

プッシュボタンスタートシステム装着
車

ワイヤレスリモコンによるドアの施錠・
解錠を、ブザーと非常点滅灯の点滅で知
らせます。（施錠は 1回、解錠は2回）

スマートエントリー＆スタートシステ
ム装着車

スマートエントリー＆スタートシステム・
ワイヤレスリモコンによるドアの施錠・
解錠を、ブザーと非常点滅灯の点滅で知
らせます。（施錠は 1回、解錠は2回）

■解錠操作のセキュリティ機能

プッシュボタンスタートシステム装着
車

ワイヤレスリモコンによる解錠操作後、
約 30秒以内にドアを開けなかったとき
は、盗難防止のため自動的に施錠されま
す。

スマートエントリー＆スタートシステ
ム装着車

スマートエントリー＆スタートシステム・
ワイヤレスリモコンによる解錠操作後、
約 30秒以内にドアを開けなかったとき
は、盗難防止のため自動的に施錠されま
す。

■半ドア警告ブザー

ドアが完全に閉まっていない状態で、ワ
イヤレスリモコンを使ってドアを施錠し
ようとすると、ブザーが鳴ります。ドア
を完全に閉めてから、もう一度施錠して
ください。

■半ドア走行時警告ブザー

ドアが確実に閉まっていない状態のまま、
車速が約 5km/h をこえると警告ブザー
が鳴ります。
ドアを確実に閉めてください。

■スマートエントリー＆スタートシステ
ム★やプッシュボタンスタートシステム
★、またはワイヤレスリモコンが正常に
働かないおそれのあるとき

P.158, 200
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■スマートエントリー＆スタートシステ
ム★やプッシュボタンスタートシステム
★、またはワイヤレスリモコンが正常に
作動しないとき

●メカニカルキーを使ってドアの施錠・
解錠ができます。（P.397）

●電子キーの電池が消耗しているときは、
電池を交換してください。（P.366）

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。
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■補機バッテリーがあがったときは

スマートエントリー＆スタートシステム★

やワイヤレスリモコンでドアを施錠・解
錠することはできません。

メカニカルキーを使ってドアの施錠・解
錠をしてください。（P.397）
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。
（カスタマイズ一覧：P.415）

■ ドアロックスイッチを使用する

1 ドアを施錠する
2 ドアを解錠する

■ ワイヤレス機能を使用する

パワースライドドアを開閉する

（約1秒押す）
ドア施錠状態からでもドアロックが解錠
されパワースライドドアを開けることが
できます。

■ パワースライドドア開閉スイッ
チを使用する

 運転席からの操作
運転席パワースライドドアスイッ
チを約1秒押す
スライドドアを解錠してから操作してく
ださい。

1 パワースライドドアを閉じる

車内から解錠／施錠するには

スライドドアの自動開閉（パ
ワースライドドア）
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2 パワースライドドアを開ける
開閉作動中に再度スイッチを押すと、作
動が停止します。

車高・ドア開閉連動OFF スイッチが
OFF の場合は、車高調整も動きます。
（P.291）

 車内からの操作★

車内パワースライドドアスイッチ
を約 1秒押す
スライドドアを解錠してから操作してく
ださい。

開閉作動中に再度スイッチを押すと、作
動が停止します。

作動停止後は運転席パワースライドドア
スイッチのみスロープが作動します。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

 車外からの操作★

車外パワースライドドアスイッチ
を約 1秒押す
スライドドアを解錠してから操作してく
ださい。

開閉作動中に再度スイッチを押すと、作
動が停止します。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識
■スライドドアイージークローザー

スライドドアが半ドア状態になったとき、
スライドドアイージークローザーが作動
し、スライドドアが自動で完全に閉まり
ます。

●パワースイッチのモードに関係なく、
スライドドアイージークローザーは作
動します。

●ドアハンドルを操作したままドアを閉
めたときは、スライドドアイージーク
ローザーが作動しないことがあります。

●スライドドアイージークローザーが作
動中でもドアハンドルを操作してドア
を開けることができます。

■作動の合図（パワースライドドア使用
時）

ブザーで知らせます。（スイッチを押した
ときに1回、スイッチを押し続けている
間は継続）

■パワースライドドアの作動可能条件

次の作動条件をすべて満たしているとき
に、自動で開閉できます。

●電動スロープ装着車は、スロープが完
全に格納されているとき（P.146）
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●車内モニターシステム装着車は、ドア
付近の侵入検知エリアに乗客などがい
ないとき（開作動を除く）（P.154）

●パワースライドドアOFF スイッチが
OFF のとき

●スライドドアのドアロックが解錠され
ている（閉作動を除く）

●安心降車アシストが作動していないと
き（P.261）

パワースイッチがONのときは上記に加
え、車速が 3km/h 以下かつ次のいずれ
かの条件を満たしていることが必要です。
ただし、ワイヤレスリモコンによる開閉
はできません。

●シフトポジションがPのとき

■パワースライドドアの作動について

●パワースライドドアOFFスイッチがON
のときは、手動でのみ開閉できます。

●AHC（アクティブハイトコントロール）
装着車は、車高調整連動機能がONの
場合、ドア作動に連動して車高が昇降
します。（P.291）

●パワースライドドアの自動開閉中に、
人や異物などにより挟み込みを感知す
ると、ブザーが鳴り、10cm位反転作
動したあとに作動を停止します。停止
後にパワースライドドアを操作すると、
以下のように作動します

　逆方向に動く：
･ 運転席パワースライドドアスイッチ
（OPEN側）を押す
閉方向に動く：

･ 運転席パワースライドドアスイッチ
（CLOSE側）を押す

挟み込み防止機構作動後、運転席パワー
スライドドアスイッチ以外のスイッチを
押しても、パワースライドドアは作動し
ません。

■補機バッテリー端子を脱着したとき

パワースライドドアを適切に作動させる
ために、初期設定が必要です。ドアハン
ドルを使用（P.144）して、スライド
ドアを手動で一度全閉にしてください。

電動スロープ装着車は、手動でスロープ
も格納状態にしてください。（P.146）

■挟み込み防止機構（パワースライドド
ア）

パワースライドドアには、センサー が

付いています。ドアを自動で閉めている

ときに、挟み込みなどによりセンサーが

押されると挟み込み防止機構が作動し、

ドアは10cm位反転作動したあとに停止

します。

■予約ロック機能について（パワースラ
イドドア）

パワースライドドアの自動閉作動中に、
あらかじめドアの施錠を予約する機能で
す。

次の操作をすると、パワースライドドア
が閉まると同時に施錠されます。
1 パワースライドドアの自動閉作動中に
ワイヤレスリモコンによる施錠操作を
行う（P.136）

ドアが閉まり施錠されると、ブザーと非
常点滅灯の点滅で知らせます。

●予約ドアロック機能使用時、施錠操作
をしたあとに、キーを車内にもどすと、
車内にキーが閉じ込められることがあ
ります。
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予約ドアロック機能は、必ずキーを携
帯した状態で使用してください。

●予約ドアロック操作をしてパワースラ
イドドアが自動閉作動中に、挟み込み
防止機能が作動するなど停止操作が行
われると、予約ドアロック機能が解除
されドアが解錠されます。

●車から離れるときは、ドアが閉まり施
錠されたことを確認してください。

警告
■スライドドアイージークローザーに
ついて

●スライドドアが半ドア状態になった
とき、スライドドアイージークロー
ザーが動き自動で完全に閉まります。
また、作動し始めるまでに数秒かか
ります。指などを挟まないように注
意してください。骨折など重大な傷
害を受けるおそれがあります。
（P.139）

●スライドドアイージークローザーは、
パワースライドドアOFF スイッチが
ONであっても作動するため、指な
どの挟み込みには十分注意してくだ
さい。

●ロックレバーが施錠側のとき、スラ
イドドアイージークローザー作動中
にドアハンドルを操作しても作動は
停止しません。指などを挟まれない
ように注意してください。骨折など
重大な傷害を受けるおそれがあり危
険です。

■パワースライドドアについて

パワースライドドアの操作時は、次の
ことを必ずお守りください。お守りい
ただかないと、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

●パワースライドドア作動中に乗り降
りしないでください。

●パワースライドドアを操作する際は、
ドアにふれたり、寄りかからないで
ください。

●周辺の安全を確かめ、障害物がない
か、身のまわりの品が挟み込まれる
危険がないか確認してください。

●人がいるときは、作動させる前に安
全を確認し、動かすことを知らせる
「声かけ」をしてください。また、車
外および車内のスライドドア付近に
もたれている人がいるときは、パ
ワースライドドアを作動させないで
ください。
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警告
●自動開閉中にパワースライドドア
OFF スイッチをONにすると、作動
が停止し手動操作に切りかわります。
この場合、傾斜した場所では、スラ
イドドアが急に開いたり閉じたりす
るおそれがあるので、十分注意して
ください。

●自動開閉中、または全開以外のとき
は、ドアが急に反転作動したり、動
きだすおそれがあります。必ず全開
で静止していることを確認してくだ
さい。

●傾斜した場所では、開いたあとにド
アが閉まる場合があります。ドアは
必ず全開で静止していることを確認
してください。

●自動開閉中に作動可能条件を満たさ
なくなったときは、ブザーが鳴り、
作動が停止し、手動操作に切りかわ
る場合があります。
この場合、傾斜した場所では、スラ
イドドアが急に開いたり閉じたりす
るおそれがあるので、十分注意して
ください。

●AHC（アクティブハイトコントロー
ル）装着車は、車高調整連動機能が
ONの場合、ドアの開閉と連動して
車高が変わるため、十分に周囲の安
全を確かめてください。車高が変
わった時に、車体に体が挟まれたり
して思わぬ事故につながるおそれが
あり、危険です。また不整地などで
は車高の変化により、車両と路面が
干渉するおそれがあるため、車高調
整連動機能をOFF してください。

●次のような場合、システムが異常と
判断し自動作動が停止することがあ
ります。手動作動に切り替わり、急
にスライドドアが閉まるなどして思
わぬ事故につながるおそれがあるた
め、十分に注意してください。

･ 自動作動中、障害物に干渉したとき

･ EVシステム停止時でパワースライド
ドアが自動作動しているときに、パ
ワースイッチをONにしたり EVシ
ステムを始動したりして、補機バッ
テリー電圧が急に低下したとき

●タイヤ交換時や洗浄機を使用する際
は、パワースライドドアOFF スイッ
チをONにしてください。ONにし
ないと誤ってスイッチにふれたとき
にスライドドアが動き、手・頭・首
などを挟んだりするおそれがありま
す。

■挟み込み防止機能（パワースライド
ドアOFF スイッチがOFF 時）

次のことを必ずお守りください。

お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●挟み込み防止機構を故意に作動させ
ようとして、体の一部を挟んだりし
ないでください。

●挟み込み防止機能は、スライドドア
が完全に閉まる直前に異物を挟むと
作動しない場合があります。指など
を挟まないように注意してください。

●挟み込み防止機能は、挟まれるもの
の形状や挟まれ方によっては作動し
ない場合があります。指などを挟ま
ないように注意してください。
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注意
■スライドドアについて

●スライドドアを開閉する前に、運転
者はスライドドアが安全に開閉でき
るように車外および車内のスライド
ドア付近の状態を必ず確認してくだ
さい。

●スライドドアの上部と中央のヒンジ
のローラー滑走面には異物が入り込
まないように注意してください。異
物が入り込んだままスライドドアを
開閉すると、スライドドアの故障の
原因になります。

●ドア付近にフロアマットを設置しな
いでください。フロアマットが入り
込んだままスライドドアを開閉する
と、スライドドアの故障の原因にな
ります。

●スライドドアを開けるときは縁石や
壁などにあたらないように注意して
ください。スライドドアを損傷する
おそれがあります。

■スライドドアイージークローザーに
ついて

●スライドドアイージークローザーの
作動中は無理な力をかけないでくだ
さい。

●ドアの開け閉めを短時間にくり返す
とスライドドアイージークローザー
が作動しないことがあります。この
場合、一度ドアを開け、少し時間を
おいてから閉め直すと作動します。

■パワースライドドアについて

パワースライドドアセンサー を刃物

などの鋭利なもので傷付けないよう注

意してください。

センサーが切断されると自動で閉める
ことができなくなります。また、自動
で閉めているときにセンサーが切断さ
れると、スライドドアはただちに停止
します。
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パワースライドドアOFF スイッチ
（P.145）がONのとき、スラ
イドドアのドアハンドルを操作し
ます。
 車外からの操作
1 カバーを開ける

2 ハンドルを操作して後側のスラ
イドドアを開ける

3 ハンドルを操作して前側のスラ
イドドアを開ける

 車内からの操作
1 カバーを開ける

2 ハンドルを操作して後側のスラ
イドドアを開ける

1 ロックを解除する
2 ドアハンドルを操作する
3 ハンドルを操作して前側のスラ
イドドアを開ける

知識
■作動の合図（手動操作時）

スライドドアを操作した場合、ブザー音
が吹鳴します。

スライドドアの手動開閉
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■手動でスライドドアを開閉したあとは

自動開閉機能を復帰する場合は、必ずス
ライドドアを 1度全閉にしてください。

パワースライドドアOFF スイッチ
をONにしてパワースライドドア
の機能を停止します。

1 ON
スライドドアを手動でのみ開閉できます。
電動スロープ装着車は、スロープも手動
での展開・格納になります。

2 OFF※

パワースライドドアをワイヤレスリモコ
ン／パワースライドドア開閉スイッチの
操作により、自動で開閉できます。
※OFF にすると、スイッチ上部にオレン
ジ色のマークが表れます。

次の機能を設定・解除することが
できます。
設定変更のしかたについては、P.417
を参照してください。

注意
■スライドドアを手動操作するときは

補機バッテリーあがり時や取りはずし
時などは、ゆっくりドアを開閉をして
ください。パワースライドドアのモー
ターが回転することにより発電され、
コンピューターが破損するおそれがあ
ります。

パワースライドドアの機能を停
止するには

オートドアロック・アンロック
機能

機能 作動内容

車速感応オートド
アロック

速度が約20km/h
以上になるとドア
が施錠されます。

シフト操作連動ド
アロック

EVシステムが作動
中にシフトポジ
ションをP以外に
したときドアが施
錠されます。

シフト操作連動ア
ンロック

シフトポジション
を Pにしたときド
アが解錠されます。
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

 運転席

運転席ドア・スロープスイッチ

運転席パワースライドドアスイッチ（P.138）

客室操作OFFスイッチ（DOOR SWITCH OFF）

パワースライドドアOFF スイッチ（PWR DOOR OFF）（P.145）

電動スロープ★

スイッチ操作により、スロープを電動で展開・格納することで車いすで
の乗り降りを容易にすることができます。

操作スイッチについて
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 車内

車内ドア・スロープスイッチ★

車内パワースライドドアスイッチ★

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

運転席、または車内のドア・ス
ロープスイッチを押す
 運転席スイッチ

1 パワースライドドアを閉じ、ス
ロープを格納する

パワースライドドアが一旦中間停止位置
まで閉じたあと、スロープを格納し、再
度パワースライドドアが閉じます。

パワースライドドアスイッチでも閉じる
ことが可能です。

2 パワースライドドアを開き、ス
ロープを展開する

パワースライドドアが一旦中間停止位置
まで開いたあと、スロープを展開し、再
度パワースライドドアが開きます。
すでにパワースライドドアが開いている
状態からでも、同様の作動をします。

 車内スイッチ

スライドドアが開いていて、スロープが
格納された状態からではスイッチを押し

スロープを展開・格納するには
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ても作動しません。

知識
■作動の合図

ブザーと音声でお知らせします。

■スロープの作動可能条件

次の作動条件をすべて満たしているとき
に、スロープの展開・格納することでき
ます。

●パワースライドドアOFF スイッチ
（PWR DOOR OFF）がOFF のとき
（P.145）

●パワースイッチがONかつシフトポジ
ションが Pのとき

●車速3㎞ /h以下のとき

●ドアロックが解錠されている

●ブレーキを踏んでいないとき

●スライドドアシステムに異常が無いと
き

●スロープシステムに異常が無いとき

●車高制御が作動可能なとき（P.291）

■スロープの作動について

●スロープ展開作動中はブレーキペダル
を踏まないでください。ドアおよびス
ロープの作動が停止します。
もしブレーキペダルを踏んでしまった
場合は、ブレーキペダルから足を離し、
周囲の安全を確認してから運転席ドア・
スロープスイッチを操作して作動を再
開してください。

●スロープ作動中はスライドドアが半開
状態で停止し、スロープが作動します。
また、スロープの作動に連動して車高
が昇降します。車高調整連動機能が
OFF の場合でもスロープ展開時は車高
が下がります。（P.291）スロープの
展開・格納作動が完了すると、再度ス
ライドドアが全開／全閉します。

スロープ展開状態で、スライドドアのド
アハンドルを操作し手動にて開閉した場
合、ドアスロープスイッチでは電動ス
ロープを格納できず、手動で格納する必
要があります。（P.406）

●スロープが作動中には、次の操作によ
り停止することができます。

･ 運転席パワースライドドアスイッチを
押す

･ 運転席ドア・スロープスイッチを押す
･ 車内パワースライドドアスイッチを押
す

･ 車内ドア・スロープスイッチを押す
･ 前側のスライドドアハンドルを操作す
る

作動を再開する場合は、再度運転席ドア・
スロープスイッチを押してください。そ
の場合、運転席ドア・スロープスイッチ
以外のスイッチでは作動を再開できませ
ん。

また、上記以外にパワースライドドア
OFF スイッチ（P.145）を ONにした
場合や、後側のスライドドアハンドルを
操作する場合でも作動が停止しますが、
復旧するためには手動でスロープを格納
し、スライドドアを閉める必要がありま
す。

■挟み込み防止機構

電動スロープには、駆動モーターにセン
サーが付いています。スロープ作動中に
障害物などがスロープ先端に接触したと
きやスロープの板に負荷がかかると挟み
込み防止機構が作動し、停止します。

作動を再開する場合は、周囲の安全を確
認して再度運転席ドア・スロープスイッ
チを押してください。その場合は、運転
席ドア・スロープスイッチ以外のスイッ
チでは作動を再開できません。

自動開閉機能での作動が危険な場合は、
パワースライドドアOFF スイッチ
（P.145）を押すことで手動操作に切り
かえることが可能です。
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■作動中に補機バッテリーあがりなどが
発生とき

電動スロープを適切に作動させるために、
初期設定が必要です。スロープを手動で
格納状態まで押し込んでください。

■電動スロープが正常に格納できないと
きは

P.405

客室操作OFFスイッチ（DOOR 
SWITCH OFF）を ONにして、
各車内スイッチの機能を停止しま
す。

1 ON
各車内スイッチでの操作ができなくなり
ます。

2 OFF※

各車内スイッチでの操作が可能になりま
す。
※OFF にすると、スイッチ上部にオレン
ジ色のマークが隠れます。

客室での操作を停止するには

警告
■電動スロープの操作にあたって

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、体を挟むなどして
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

●乗り降りするときは、スロープが完
全に展開、スライドドアが全開で停
止していること確認してください。

●スロープを展開・格納するときは、
十分に周囲の安全を確かめてくださ
い。

●人がいるときは安全を確認し、動か
すことを知らせる「声かけ」をして
ください。

●脱落防止壁とスロープ板のあいだに
指や物などを挟まないようにしてく
ださい。

●ドアの開閉と連動して車高が変わる
ため、十分に周囲の安全を確かめて
ください。車高が変わった時に、車
体に体が挟まれたりして思わぬ事故
につながる恐れがあり危険です。
また不整地などでは車高の変化によ
り、車両と路面が干渉する恐れがあ
るため、出来るだけ凹凸の少ない場
所で操作してください。

■挟み込み防止機能

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

●挟み込み防止機構を故意に作動させ
ようとして、作動中のスロープには
さわらないでください。
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警告
●挟み込み防止機能は、スロープが完
全に展開する直前に異物を挟むと作
動しない場合があります。指などを
挟まないように注意してください。

●挟み込み防止機能は、挟まれるもの
の形状や挟まれ方によっては作動し
ない場合があります。指などの挟ま
れ、巻きこみに注意してください。

●凹凸が極端に大きい路面にスロープ
展開する場合、挟み込み防止機構が
働き、途中で停止する可能性があり
ます。その場合は、安全を確認した
上で、運転席ドア・スロープスイッ
チで操作してください。

■車いすの操作をするときは

●操作はすべて乗務員または介助者が
行い、車いすの乗客に合図し、安全
に十分注意しながら行ってください。

●車いすの乗客が操作すると、手足を
挟まれたり、車いすがスロープから
転落したりするなど重大な傷害を受
けるおそれがあり危険です。

●急に車いすの乗降を行うと、車いす
が転倒するおそれがあり危険です。
（車いすを車外に降ろすときは特に注
意してください）

●車内を移動するときは、車いすの乗
客の手足や腕が挟まれないように注
意してください。

■操作および車いすを乗降するときは

安全で平坦な場所に駐車してください。
交通量の多い道路や狭いところ、不整
地や傾斜地でスロープを使用すると、
思わぬ事故や車両の損傷につながるお
それがあり危険です。

●平坦な場所で操作

●パーキングブレーキを確実にかける
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警告
●Pポジションスイッチを押す

Pポジションスイッチを押すと自動で
パーキングブレーキがかかります。
（P.214）

●階段やバス停留所（バスベイ）以外
の段差を利用して車いすの乗り入れ
をしないでください。
階段やバス停留所（バスベイ）以外
の段差を利用すると車いすがスロー
プから転落したり、スロープが段差
からはずれたりして破損するなどの
重大な事故につながるおそれがあり
危険です。

●悪天候時、スロープを使用するとき
は、すべりやすくなりますので注意
してください。
風の強い場所や風雨の強い日、降雨
時や降雪時などは特に注意してくだ
さい。

●スロープに乗降するときは、車いす
周辺を確認しながらゆっくり乗降し
てください。車いすのフットサポー
トがスロープ板にあたり転倒するお
それがあり危険です。

■電動スロープを使用するときは

●スロープに乗降するときは、足元お
よび車いすの車輪がスロープ端部よ
り出ないように注意してください。
スロープ端部より出ると、スロープ
から転落するなど重大な傷害を受け
るおそれがあり危険です。
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警告
●スロープ展開完了後、スロープ先端
が完全に接地していることを確認し
てください。
段差やスロープ下部にものがあたる
などにより、スロープ先端の接地が
不十分な状態で乗降すると、介助者
が足を踏みはずして転倒したり、ス
ロープから車いすが転落したりする
など重大な傷害を受けるおそれがあ
り危険です。また、スロープが破損
するおそれもあります。

●不要なスイッチ類の操作およびシフ
トレバーを操作しないでください。
装置の不意な作動により、スロープ
から車いすが転落するなど重大な傷
害を受けるおそれがあり危険です。
車高切りかえスイッチの上昇側を押
すと、車高が復帰するため、スロー
プの角度がかわります。

●乗降は、必ず乗務員または介助者が
安全に十分注意しながら行ってくだ
さい。

●車いすを車両に乗せるときは、必ず
車いすが前向きの状態で乗せてくだ
さい。

●乗降中はハンドルをしっかり持ち、
スロープの途中で手を離したり、車
いすを放置したりしないでください。

●スロープ表面が濡れている状態で車
いすをスロープに乗り入れないでく
ださい。スロープ表面がぬれている
とすべりやすくなります。スロープ
表面の水分をふき取ってから使用し
てください。
雨天時など、完全に水分をふき取れ
ない場合は、足元に十分注意してく
ださい。風の強い場所や風雨の強い
日、降雨時や降雪時などは特に注意
してください。スロープが風にあお
られてけがをするおそれがあり危険
です。

●スロープに乗降するときは足元に注
意し、スロープ中央を通ってくださ
い。
中央以外を通ると足を踏みはずし、
スロープから転落するなど重大な傷
害を受けるおそれがあり危険です。
傾斜したスロープは車いすがバラン
スをくずしやすく、脱輪や転倒のお
それがあります。車いすの動きに注
意し、ゆっくり乗降してください。

■走行するときは

スロープを展開したまま車を移動させ
ないでください。
スロープを展開したまま車を移動させ
ると、スロープの損傷やスロープおよ
びドアが車外の人やものにあたるなど
思わぬ事故につながるおそれがあり危
険です。
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注意
■電動スロープについて

●バス停留所（バスベイ）の 部で示

す高さが 0～ 200 ㎜以外の場所で

展開するとスロープもしくはスライ

ドドアが破損するおそれがあるため

使用しないでください。

●スロープを作動する前に、運転者は
スロープが安全に作動できるように
ドア付近の安全を必ず確認してくだ
さい。

●スロープの耐荷重は 300kg です。
スロープ先端接地時、スロープに乗
り入れる合計重量（車いす＋車いす
利用乗客＋手荷物＋介助者）が
300kg 以下であることを確認して
ください。

●スロープは車いすの乗り降り専用で
す。
荷物を載せたり耐荷重をこえるとス
ロープが損傷するおそれがあります。

■スロープを手動操作するときは

補機バッテリーあがり時や取りはずし
時などは、ゆっくり操作してください。
電動スロープのモーターが回転するこ
とにより発電され、コンピューターが
破損するおそれがあります。
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

 運転席

車内モニター用ディスプレイ

ドア付近侵入検知OFF スイッ

チ（DOOR SENSOR OFF）
 客室

カメラ

■ ドア付近の侵入検知機能
ドア開閉時に乗客の安全を確保す
るためにドア付近の侵入検知エリ
アに乗客などが検知されたときに
ドアの閉作動を制限します。
車内モニター用ディスプレイの検知結果
の表示内容で、ドア閉作動の制限が異な
ります。
･ 黄色枠表示：ドアの閉作動が不
可能（制限あり）

･ 白色枠表示：ドアの閉作動が可
能（制限なし）

● 停車中、ドア付近の侵入検知エ
リア内（車内、または車外）に
乗客などの有無をカメラが検知
する

車内

車外

車内モニターシステム★

ドア開閉時に乗客の安全を確保
するため、カメラで客室内の確
認をすることできます。

システムの構成部品

システムの概要
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● ドア付近の侵入検知エリア内に
乗客などが検知されている場合
は、運転席パワースライドドア
スイッチでドアを閉じる操作を
行っても、ドアが閉じないよう
制御をする

ドアを開く操作時は、ドア付近の侵入検
知エリア内に乗客などの有無にかかわら
ず、ドアを開くことが可能です。

● ドア付近の侵入検知エリア内で
乗客などが検知されているとき
に運転席パワースライドドアス
イッチでドアを閉じる操作を
行った場合、乗客へ注意喚起す
るため、車内行先表示器
（P.179）に表示し、音声案
内を行う

● ドアの自動閉作動中にドア付近
の侵入検知エリア内に乗客など
が侵入した場合は、ドアが反転
作動し、停止する

● ドア付近の侵入検知エリア内に
乗客などを検知した場合は、車
内モニター用ディスプレイに検
知結果を表示する

この場合、検知結果は黄色枠にて表示さ
れ、ドアの閉作動は不可能（制限あり）
です。

● ドア付近の侵入検知エリアはパ
ワースイッチをONにしたあ
と、約 10秒間ディスプレイで
確認することができます。

● ドア付近の侵入検知エリア外
（車外）に乗客などを検知した場
合は、車内モニター用ディスプ
レイに検知結果を表示する

この場合、検知結果は白色枠にて表示さ
れ、ドアの閉作動は可能（制限なし）で
す。

■ 乗客人数カウント機能
出入口での乗降者をカメラで認識
することができ、乗降した乗客の
人数をカウントすることにより、
現在の車内乗客数を算出します。
算出した乗客数を車内モニター用
ディスプレイに表示します。
■ 乗客移動検知機能
走行中に車内の乗客が移動してい
ないかをカメラで認識し、移動し
ている乗客を検知した場合、車内
行先表示器（P.179）に表示
し、音声案内を行うことにより、
乗客へ注意喚起します。

知識
■機能の作動について

ドア付近侵入検知OFF スイッチ（DOOR 
SENSOR OFF）を約 1秒押すことによ
り、機能のON/OFF することができま
す。機能を停止した場合でも、車内モニ
ター用ディスプレイによる確認は可能で
す。

■車内カメラについて

●本システムはカメラ画像による自動認
識を行っているため、次のような状況
ではシステムが正常に作動しないおそ
れがあります。

･ 逆光による映像の白飛びや室内の明る
さ不足（夜間に室内灯消灯など）

･ カメラレンズ部分の曇りや汚れの付着
など

･ カメラレンズが人の手や頭部、物など
によってふさがれている場合など

･ フロアなどの内装や車外背景の色と検
知対象物が同色の場合など

･ カメラが認識できない速さで乗客が動
いた場合など

･ ドアの入り口付近にフロアマットを設
置した場合など
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●カメラの搭載位置がずれた場合は、再
調整が必要です。詳しくはトヨタ販売
店にご相談ください。

●カメラに曇りや汚れなどの付着があっ
た際は、レンズを傷つけないよう、や
わらかい布などでふき取ってください。

■車内モニター用ディスプレイについて

●ドア付近侵入検知OFFスイッチ
（DOOR DENSOR OFF）を 3秒以上
押し続けることで、ディスプレイ画面
をOFF にすることができます。

●ディスプレイに小さな斑点や光点が表
示されることがあります。これは液晶
ディスプレイ特有の現象でそのまま使
用しても問題ありません。

･ 液晶画面は、周囲環境や見る方向によ
り画面が白っぽく見えたり、黒っぽく
見えたりします。

･ 太陽の光などの外光が画面にあたると
画面が見えにくくなります。

･ 偏光レンズを使用したサングラスなど
を装着すると、画面が見えにくくなっ
たりします。

■販売店での点検をうながすメッセージ
が表示されたときは

警告メッセージが表示された場合、シス
テムに問題が発生しています。
すみやかにトヨタ販売店で点検を受けて
ください。

警告
■走行中の警告

安全のため、走行中に画面を見るとき
は、必要最小限の時間にしてください。
前方の歩行者、障害物などを見落とす
おそれがあり危険です。

■安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にありま
す。常に周囲の状況を把握し、安全運
転に努めてください。

車内モニターシステムは、ドア付近の
車内乗客の存在を運転者に提供し、ド
ア開閉時の乗客の安全性確保に貢献す
る補助的なシステムです。システムを
過信すると、ドアに挟まれるなど思わ
ぬ事故につながり、けがなど重大な傷
害につながるおそれがあります。

車内モニターシステムの機能を使用し
ていても、状況によっては本システム
が有効に機能しないことがあるため、
運転者は自らの目視により安全確認を
したうえ、ドア開閉操作をおこなう必
要があります。
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識
■アンテナの位置

車室内アンテナ

車外アンテナ

■作動範囲（電子キーの検知エリア）

EVシステム始動時またはパワース

イッチ切りかえ時

車内で電子キーを携帯している場合に作
動します。

ドアの施錠・解錠時

車外パワースライドドアスイッチから周
囲約70cm以内で電子キーを携帯してい
る場合に作動します。

■警告音が鳴ったり警告表示が出たりし
たとき

誤操作などによる予期せぬ事故や盗難を
防ぐため、警告音が鳴ったり、マルチイ
ンフォメーションディスプレイに警告が
表示されることがあります。警告が表示
されたときは、ディスプレイの表示をも
とに適切に対処してください。
（P.388）

警告音のみが鳴る場合の状況と対処方法
は次のようになります。

●車内から“ポーン、ポーン”と鳴り続
ける

■節電機能

長期駐車時に電子キーの電池と車両の補
機バッテリーあがりを防止するため、節
電機能が働きます。

●次の状況では、スマートエントリー＆
スタートシステムによる解錠に時間が
かかる場合があります。

･ 車の外約 2m以内に電子キーを 10分
以上放置した

･ 5日間以上スマートエントリー＆ス
タートシステムを使用しなかった

スマートエントリー＆ス
タートシステム★

電子キーをポケットなどに携帯
していると、次の操作が行えま
す。必ず運転者が携帯してくだ
さい。
● EVシステムを始動する
（P.204）

状況 対処方法

ドアが開いている状態で
パワースイッチをACC
にした（ACCのときド
アを開いた）

パワースイッ
チをOFF にし
たあと、ドア
を閉めてくだ
さい。
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●14日間以上スマートエントリー＆ス
タートシステムを使用しなかった場合、
解錠ができなくなります。この場合は、
ワイヤレス機能もしくは、メカニカル
キーで解錠してください。

■電子キーを節電モードにするには

●節電モードに設定すると、電子キーに
よる電波の受信待機を停止し、電子
キーの電池の消耗を抑えることができ
ます。

電子キーの を押しながら、 を 2回

押し、電子キーのインジケーターが4回

光ることを確認してください。

節電モード中は、スマートエントリー&
スタートシステムを使用できません。節
電モードを解除するには、電子キーのい
ずれかのスイッチを押してください。

●長期間使用しない電子キーは、節電
モードにしておくことをおすすめしま
す。

■機能が正常に働かないおそれのある状
況

スマートエントリー＆スタートシステム
は微弱な電波を使用しています。次のよ
うな場合は電子キーと車両間の通信をさ
またげ、スマートエントリー＆スタート
システムやワイヤレスリモコン、イモビ
ライザーシステムが正常に作動しない場
合があります。（対処方法：P.396）

●電子キーの電池が消耗しているとき

●近くにテレビ塔や発電所・ガソリンス
タンド・放送局・大型ディスプレイ・

空港があるなど、強い電波やノイズの
発生する場所にいるとき

●無線機や携帯電話・コードレス式電話
などの無線通信機器を携帯していると
き

●電子キーが、次のような金属製のもの
に接していたり、覆われたりしている
とき

･ アルミ箔などの金属の貼られたカード
･ アルミ箔を使用したタバコの箱
･ 金属製の財布やかばん
･ 小銭
･ カイロ
･ CDや DVDなどのメディア

●近くで他の電波式ワイヤレスリモコン
を使用しているとき

●電子キーを、次のような電波を発信す
る製品と同時に携帯しているとき

･ 他の車の電子キーや電波式ワイヤレス
リモコン

･ パソコンや携帯情報端末（PDAなど）
･ デジタルオーディオプレーヤー
･ ポータブルゲーム機器

●リヤウインドウガラスに金属を含む
フィルムなどが貼ってあるとき

●充電器など電子機器の近くに電子キー
を置いた場合

●コインパーキングなど通信をさまたげ
る電波がある場所に駐車したとき

■ご留意いただきたいこと

●電子キーが作動範囲内（検知エリア内）
にあっても、次のような場合は正しく
作動しないことがあります。

･ ドアの施錠・解錠時に電子キーがドア
ガラスに近付きすぎている、または地
面の近くや高い場所にある

･ EV システム始動時またはパワースイッ
チの切りかえ時に、電子キーがインス
トルメントパネルやフロア上・コン
ソールの上などに置かれていた

●インストルメントパネル上面に電子
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キーを置いたまま車外に出ると、電波
の状況によっては車外アンテナに検知
され車外から施錠でき、電子キーが車
内に閉じ込められるおそれがあります。

●電子キーが作動範囲内にあれば、電子
キーを携帯している人以外でも施錠・
解錠できます。

●車外でも電子キーがドアガラスに近付
いていると、EVシステムを始動できる
ことがあります。

●ワイヤレスリモコンなどでの施錠時に
キーが車両の近くにあると、スマート
エントリー＆スタートシステムでの解
錠ができないことがあります。（ワイヤ
レスリモコンを使用すると解錠できま
す）

●作動範囲内に他の電子キーがあると、
解錠に時間がかかることがあります。

■降車オートロック機能※についてこ留意
いただきたいこと

●洗車機などの大きな金属物が動くよう
な場所では、電子キーの位置が正しく
検知されないおそれがあります。降車
オートロック機能の誤作動を防ぐため
に、車から離れるときは車内に電子
キーを残さないでください。

●ドアを閉めたあとに次の操作をすると、
降車オートロック機能が解除されます。

･ ブレーキペダルを踏む
･ パワースイッチを押す
･ 降車オートロック機能以外で施錠・解
錠する

降車オートロック機能を作動させるには、
ドアを開閉してください。

●電子キーのスイッチを押し続けている
場合、降車オートロック機能が正常に
作動しないおそれがあります。

●降車オートロック待機状態のときにド
アを開けると、降車オートロック機能
が解除されます。

●ドアが閉じたときに電子キーが作動範
囲内にない場合でも、一定時間内に電
子キーが作動範囲内に入ると降車オー
トロック機能が作動します。

●電池残量が少ないときは、降車オート
ロック機能が正常に作動しないおそれ
があります。

※トヨタ販売店での設定変更が必要です。

■長期間運転しないとき

●盗難防止のため、電子キーを車両から
2m以上離しておいてください。

●あらかじめスマートエントリー＆ス
タートシステムを非作動にすることが
できます。

●電子キーを節電モードに設定すると、
電池の消耗を抑えることができます。
（P.158）

■システムを正しく作動させるために

電子キーを必ず携帯した上で作動させて
ください。また、車外から操作する場合
は電子キーを車両に近付けすぎないよう
にしてください。
作動時の電子キーの位置や持ち方によっ
ては、電子キーが正しく検知されず、シ
ステムが正しく作動しないことがありま
す。（誤って警報が鳴ったり、キー閉じ込
み防止機能が働かないこともあります）

■スマートエントリー＆スタートシステ
ムが正常に作動しないとき

●ドアの施錠・解錠ができないときは、
次の方法を行ってください。

･ 電子キーをスライドドア開閉スイッチ
に近づけて施錠・解錠の操作をする

･ ワイヤレスリモコンを使用する

上記の方法で施錠・解錠できないときは、
メカニカルキーを使って操作してくださ
い。（P.397）

■カスタマイズ機能

スマートエントリー＆スタートシステム
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を非作動にするなどの変更ができます。
（カスタマイズ一覧：P.418）

カスタマイズ機能でスマートエントリー
＆スタートシステムを非作動にしたとき
は、次の操作の説明を参照してください。

●ドアの施錠・解錠：ワイヤレス機能、
またはメカニカルキーを使ってドアの
施錠・解錠ができます。（P.136, 
397）

●EV システムの始動・パワースイッチの
モード切りかえ：P.397

●EV システムの停止：P.207

警告
■電波がおよぼす影響について（ス
マートエントリー＆スタートシステ
ムアンテナ）

●植込み型心臓ペースメーカー、植込
み型両心室ペーシングパルスジェネ
レータおよび植込み型除細動器を装
着されている方は、アンテナ
（P.157）から約22cm以内に近
付かないようにしてください。電波
により植込み型心臓ペースメーカー、
植込み型両心室ペーシングパルス
ジェネレータおよび植込み型除細動
器の作動に影響を与えるおそれがあ
ります。

●植込み型心臓ペースメーカー、植込
み型両心室ペーシングパルスジェネ
レータおよび植込み型除細動器以外
の医療用電気機器を使用される場合
は、電波による影響について医療用
電気機器製造業者などに事前に確認
してください。電波により医療用電
気機器の動作に影響を与えるおそれ
があります。

スマートエントリー＆スタートシステ
ムを非作動にすることもできます。詳
しくはトヨタ販売店にお問い合わせく
ださい。
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4-3. シートの調整

前後位置調整

リクライニング調整

知識
■シートを調整するときは

周囲の人やものがシートに挟まれないよ
う注意してください。

運転席シート

シートの前後位置などの調整が
できます。正しい運転姿勢がと
れるよう調整してください。
（P.27）

調整するには

警告
■シートを調整するとき

●同乗者がシートにあたってけがをし
ないように注意してください。

●シートの下や動いている部分に手を
近付けないでください。
指や手を挟み、重大な傷害を受ける
おそれがあり危険です。

●足元のスペースを確保し足を挟まな
いように注意してください。

■リクライニング調整について

●背もたれは必要以上に倒さないでく
ださい。
必要以上に倒しすぎると、事故のと
きに体がシートベルトの下にもぐり、
腹部などに強い圧迫を受けたり肩部
ベルトが首にかかるなどして、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

●シート調整後はシートがきちんと固
定されていることを確認してくださ
い。
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■ シートの開き方

格納されているシートを押し下げ
てください。
■ シートの折りたたみ方

はね上げシートは座席から立ち上
がると自動的に格納されます。

知識
■クッションパッド★について
★：グレード、オプションなどにより装備
の有無があります。

清掃のため取りはずすことができます。

クッションパッド

面ファスナー

客席シート★

はね上げシート

警告
■シートを開くときや折りたたむとき、
またはシートから落ちたものを拾う
ときや探すとき

動いている部分に手を近付けないでく
ださい。指や手を挟み、重大な傷害を
受けるおそれがあり危険です。
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

車いす固定用ベルト

車いす背もたれパッド

乗車姿勢保持ベルト

次の寸法を満たしていることを確
認してください。
● スロープを使用する際は、車い
す＋車いすの乗客＋介助の方＋
荷物の合計が300kg 以下であ
ることをご確認ください（ス
ロープの許容重量は300kg で
す）。

● 車いすのアームレスト下側にカ
バーなどがある場合、車いす固
定用ベルトを正しく着用できな
いときがあります（P.164）。
その際はトヨタ販売店にこ相談
ください。

車いす固定用装置★

必要に応じて車いす固定用装置
を使用してください

警告
■車いすの乗客について

●車いすの乗客の乗降を行うときは、
安全で平坦な場所に駐車してパーキ
ングブレーキをかけて、シフトポジ
ションを Pにしてください。

●車いすの乗客を走行中の安全のため
に固定するときは車いす本体のブ
レーキおよび車いす固定用装置（車
いす背もたれパッド、車いす固定用
ベルト 2本）を使用して車いすを固
定してください。必要に応じて、車
いす本体と乗員を固定するために、
乗車姿勢保持ベルトをご使用くださ
い。

●車いすのロック（固定）の方法およ
び車いす背もたれパッドなどの取り
扱いについてお車に取り付けられて
いる、取り扱い説明ラベルを参照し、
安全に使用してください。

レイアウト

乗車可能な車いすについて
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車いす全幅：650mm以下

車いすのフットレスト先端から

後端までの距離：1200mm以
下

地面からフットレストの最下端

までの距離：50mm以上
フットレスト自体よりフレームの方が低
い場合は、フレーム下端まで

乗車可能な座高と着座面の高さ

の合計：1800mm以下

フレーム（地上）高さ：

90mm以上

1 スロープを使って車いすを車内
に乗せる。（P.146）

2 運転席シートの背もたれを前方
に倒す。

3 収納ポケットから車いす固定用
ベルト2個を取り出す。

4 車いす背もたれパッドから乗車
姿勢保持ベルトを取り出す。

5 車いす背もたれパッドを図に示
す推奨位置に固定する。

車いすを固定する
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6 車いすの乗客を車いす専用席に
誘導し車いすのブレーキをかけ
る。

7 車いす固定用ベルトを手すりの
支柱部または手すりと車いすの
アームレストに通す。

 手すり支柱部の場合

 手すりの場合

8 車いす固定用ベルトをバックル
で固定する。

9 車いす固定用ベルトを手すりの
支柱部または手すりと車いすの
アームレストに通す。

 手すり支柱部の場合

 手すりの場合
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10車いす固定用ベルトをバックル
で固定する。

11車いすの乗客ご自身と車いす背
もたれを乗車姿勢保持ベルトで
固定する。

1 乗車姿勢保持ベルトを取りはず
す。

2 車いす固定用ベルトを取りはず
す。

3 スロープ板のセットを確認して
から車いす自体のブレーキを解
除します。

4 スロープを使用して、車いすの
乗客を安全に降車させる
（P.146）
5 乗車姿勢保持ベルトを車いす背
もたれパッドに収納する。

6 車いす固定用ベルトを運転席
シート裏の収納ポケットに収納
する。

車いすの固定を解除する

注意
■車いす背もたれパッドについて

車いす背もたれパッドをコーナー部に
置くと、車載電子部品の冷却口をふさ
ぐ可能性があり、最悪の場合、車両の
走行に制限がかかる場合があります。

●炎天下に誤った場所に放置すると変
形が残る可能性があります。変形し
てもクッション性能には影響ありま
せん。
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

メインスイッチ

操作スイッチ

車いすワンタッチ固定装置

車いすワンタッチ固定装置★

必要に応じて車いすワンタッチ固定用装置を使用してください

警告
■車いすの乗客について

●車いすの乗客の乗降を行うときは、安全で平坦な場所に駐車してパーキングブレー
キをかけて、シフトポジションを Pにしてください。

レイアウト



168

Owner’s Manual_Japan_M57001_ja

4-3. シートの調整

次の寸法を満たしていることを確
認してください。
● スロープを使用する際は、車い
す＋車いすの乗客＋介助の方＋
荷物の合計が 300kg以下であ
ることをご確認ください（ス
ロープの許容重量は 300kgで
す）。

車いす全幅：650mm以下

車いすのフットレスト先端から

後端までの距離：1200mm以
下

地面からフットレストの最下端

までの距離：50mm以上
フットレスト自体よりフレームの方が低
い場合は、フレーム下端まで

乗車可能な座高と着座面の高さ

の合計：1800mm以下

フレーム（地上）高さ：

90mm以上

アンカーバーから後輪後端もし

くは手押しハンドル後端までの
距離：540mm以下

1 メインスイッチを押して、車い
すワンタッチ固定装置をONに
する。

スイッチを離した後に作動表示灯が点灯
します。

2 スロープを使って車いすを車内
に乗せる。（P.147）

3 操作スイッチの上昇ボタンを押
して、固定用アームを上昇させ
待ち受け状態にする。

固定アーム上昇中はブザーが“ピッ…
ピッ…”と断続的に吹鳴します。

乗車可能な車いすについて 車いすを固定する
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4 車いすの乗客を車いす専用席へ
後ろ向きに誘導する。

車いすのセットを検知して自動で固定用
アームが下がり車いすを固定します。

車いすの固定が完了するとブザーが“ピ
ピッ”と鳴って吹鳴が止まります。ま
た、車いすワンタッチ固定装置のメイン
スイッチが自動的にOFF になり作動表
示灯が消灯します。

5 車いすのブレーキをかけ、車い
すを前後にゆすり確実に固定さ
れていることを確認する。

1 メインスイッチを押して、車い
すワンタッチ固定装置をONに
する。

スイッチを離した後に作動表示灯が点灯
します。

2 操作スイッチの上昇ボタンを押
して、車いすの固定を解除す
る。

スロープ板のセットを確認してから車い
す自体のブレーキを解除します。

固定アーム上昇中はブザーが“ピッ…
ピッ…”と断続的に吹鳴します。

3 車いすのブレーキを解除する。
4 車いすを車両前方に押し、アー
ムを跳ね上げる。

アームの固定を解除したあとに車いすを
車両前方に押すと、アームが上がり車い
すが移動できるようになります。

5 車いすを固定位置から移動す
る。

車いすの固定を解除する
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6 操作スイッチの下降ボタンを押
し続けて、固定用アームを下降
させ格納する。

固定アームが完全に格納されるとブザー
が“ピピッ”と鳴って吹鳴が止まりま
す。

7 スロープを使用して、車いすの
乗客を安全に降車させる。
（P.147）
8 メインスイッチの作動表示灯が
消灯していることを確認してく
ださい。

消灯していないときはメインスイッチを
押して、消灯したことを確認してくださ
い。

警告
■車いすワンタッチ固定装置について

次のことを必ずお守りください。

お守りいただかないと、体を挟むなど
して重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

車いすワンタッチ固定装置を使用する
ときは、指などを挟まないよう十分注
意してください。

■車いすを固定するときは

●車いすの固定は必ず介助の方が行っ
てください。
手足を挟まれたり、車いすからの転
落など重大な傷害を受けるおそれが
あり危険です。

●車いすワンタッチ固定装置に固定す
るときは、車いすの車輪をすべて接
地させて進みます。
前輪を浮かせて後輪のみ接地した状
態で車いすを進めると、車いすのア
ンカーバーが固定用アームの上側を
通り越し、車いすと車いす乗車の方
の手足が車両やシートにあたるなど、
思わぬ事故につながるおそれがあり
危険です。

●車いすワンタッチ固定装置の操作ス
イッチを操作するときは、介助の方
は車いすから手を離さないでくださ
い。
車いすが不意に動き出し、思わぬ事
故の原因になり危険です。

■車いすを固定したときは

車いすを前後左右にゆすり、確実に固
定されていることを確認してください。
確実に固定されていないと車いすが転
倒したり、走行中に車いすが動き出し、
思わぬ事故の原因になって、重大な傷
害を受けるおそれがあり危険です。
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知識
■ブザーについて

固定用アームが上昇し車いすがセットさ
れ固定できていない状態のときブザーが
吹鳴します。

●車いすがセットされたが、しっかりと
固定できていないあいだ。

●車いす固定を解除後、車いすが固定装
置からはずして、格納するまでのあい
だ。

ブザーが鳴りやまないときは、操作ス
イッチの上昇ボタンを押してから車いす
の固定をやり直すか、固定用アームを格
納してください。

●“ピッ…ピッ…”とブザーが鳴り始め
てから 70秒以上経過すると、“ピッ
ピッ…”というブザーにかわります。

■車いす専用の背もたれパッドとワン
タッチ固定装置を一緒に使用するとき
は

●クッション位置と車いすのハンドルの
位置を確認して操作してください。
クッションと車いすハンドルがぶつか
り、車いすが固定できないことがあり
ます。

●車いすを固定するときに、クッション
と車いすハンドル等の間で、手や指を
挟まないように注意してください。

警告
■車いすワンタッチ固定装置使用後は

車いすをワンタッチ固定装置からはず
したときは、固定用アームを格納して
ください。

固定用アームを放置（待機状態）した
ままにしておくと、つまずいてけがを
するおそれがあります。

■固定用アームを格納するときは

アームの近くに手や物を近づけたり置
いたりしないでください。

けがのおそれや、アームで物を挟み込
むと故障の原因になります。

■車内で車いすを移動させるときは

周囲をよく確認して、注意しながら車
いす操作を行ってください。

注意
■車いすワンタッチ固定装置について

予期せぬ動作を防止するために車いす
ワンタッチ固定装置を使用しないとき
はメインスイッチをOFF にしてくださ
い。
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■車いすを固定するときは

●車いすと車いすワンタッチ固定装置の
中央付近をあわせて、ゆっくりとまっ
すぐ進入してください。

●車いすを固定しても、ブザーが鳴りや
まないときは、もう一度、車いすを車
両前側に押して固定してください。
それでもブザーが鳴りやまないときは、
一度、操作スイッチの上昇ボタンを押
して、もう一度、車いすを車両前側に
押して、固定してください。

●車いすの車輪をすべて接地させて固定
してください。

●車いすの後付けヘッドレストや車いす
のバックサポート裏に酸素ボンベ等の
搭載物があると車両の手すりと当たっ
て固定できないことがあります。

■車いすがはずれないときは

●操作スイッチの上昇ボタンを押して、
車いすを車両前方方向に押してから車
両後方にゆっくり動かしてください。

●車いすのみの場合、車いすの前輪が浮
くなどして、車いすがワンタッチ固定
装置からはずしづらいことがあります。
車いす車輪をすべて接地させて、車い
すを車両後方へ動かしてください。

■車いすワンタッチ固定装置が正常に車
いすの固定を解除できないときは

P.408
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4-4. ハンドル位置・ミラー

スイッチを操作すると、ハンドル
を次の方向に動かします。

1 上方へ
2 下方へ
3 手前へ
4 前方へ

知識
■ハンドル位置調整の作動条件

パワースイッチがONのとき

ハンドルの 周辺部を押すと

ホーンが鳴ります。

ハンドル

調整のしかた

警告
■走行中の警告

走行中はハンドル位置の調整をしない
でください。
運転を誤って、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

■ハンドル位置を調整したあとは

走行中はハンドル位置の調整をしない
でください。

運転を誤って、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

ホーン（警音器）を使うには
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知識
■寒冷時にアウターミラーを使用すると
き

寒冷時にアウターミラーが凍結している
と、アウターミラーの格納・復帰や鏡面
の調整ができない場合があります。アウ
ターミラーに付着している氷や雪などを
取り除いてください。

 上段ミラー
1 スイッチを押して、調整するミ
ラーを選ぶ

左

右

2 ミラーの鏡面を調整するにはス
イッチを操作する

上

右

下

左

アウターミラー

安全に運転していただくために
は、運転する前に視界が確保で
きるようミラーの角度を調整し
てください。

警告
■走行中の留意事項

走行中は次のことを必ずお守りくださ
い。
お守りいただかないと、運転を誤って
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

●ミラーの調整をしない

●アウターミラーを格納したまま走行
しない

●走行前に必ず、ミラーをもとの位置
にもどして、正しく調整する

調整するには
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 下段ミラー
1 スイッチを押して、調整するミ
ラーを選ぶ

左

右

2 ミラーの鏡面を調整するにはス
イッチを操作する

上

右

下

左

知識
■鏡面調整の作動条件

パワースイッチが ACCまたは ONのと
き

手で後方に押して格納する

格納するには
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ミラー全体を手で動かして調整す
る

知識
補助ミラーのピボット部にゆるみが発生
したときは、鏡面裏のスクリューを締め
て調整してください。

補助ミラー★

発進時またはごく低速時に、左
側車両側面を確認するときに役
立ちます。

調整するには

注意
■補助ミラーについて

●補助ミラーの鏡面部に汚れが付着し
ているときは、やわらかい布などを
使用して汚れをふき取ってください。

●車両直前・直左部や後方の確認は、
直接確認するかアウターミラーなど
も併用し十分注意して行ってくださ
い。
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4-5. 窓の開閉

ロックハンドルを操作して窓を開
閉する

1 窓を解錠する
2 窓を施錠する

開閉窓

窓を開閉するには

警告
■走行中の留意事項

走行中は次のことをお守りください。

お守りいただかないと思いもよらず窓
が開き、重大な障害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

●窓を確実に閉める

●窓を施錠する

■窓を操作するときは

次のことをお守りください。

お守りいただかないと、重大な障害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●窓を操作するときは、乗員の手・
腕・頭・首などを挟まないようにし
てください。

●傾斜した場所では窓の開閉スピード
が速くなります。窓にあたったり、
挟んだりしないように注意してくだ
さい。

注意
■窓を開閉するときは

●風雨の強い日は窓の開閉は十分注意
しながら行ってください。強風で窓
が急に開いたり、雨や風が窓から
入ってくることがあります。

●雨天後や洗車後は、窓に付着した水
滴やモール内に残った水が室内に落
ちることがあります。外側の水滴を
ふいてから開閉してください。
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4-6. お好み設定

次の認証デバイスから個人を特定
します。

● Bluetooth® デバイス

Bluetooth® 機器をマルチメディアシス
テムに接続することで個人を特定します。

Bluetooth® 機器の接続方法については、
別冊「マルチメディア取扱説明書」を参
照してください。

Bluetooth® ワードマークおよびロゴは
登録商標であり、Bluetooth SIG, Inc.
が所有権を有します。

認証デバイスから個人が特定され
たとき、次の機能の設定を再生し
ます。
● マルチメディアディスプレイで
設定可能な車両設定※

個人が特定されると、前回パワースイッ
チをOFF にしたときの車両設定を再生
します。
※一部の設定項目を除く

マイセッティング

Bluetooth® デバイスから個人
を特定し、運転者ごとの車両設
定を記憶しておくことで、次回
乗車時に再生します。あらかじ
め認証デバイスを割り当ててお
くことで、運転者に合わせたお
好みの設定で乗車することがで
きます。マイセッティングには、
運転者3名分の設定を記憶する
ことができます。Bluetooth®
の割り当て／削除、ドライバー
名の設定、初期化方法、運転者
の手動きりかえ、記憶してある
ドライバーの削除については別
冊「マルチメディア取扱説明書」
を参照してください。

割り当てる認証デバイスの種類

再生される機能
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車内行先表示器★（P.181）

車外（前）行先表示器

インターホンマイク★

車外（横）行先表示器★

車外（後）行先表示器
★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

知識
■サイネージの作動条件

パワースイッチが ACCまたは ONのと
き

■画面操作について

車内の温度が極めて低いまたは極めて高
い場合は、操作パネルや車内行先表示器
に表示異常（黒画面になる、画面が乱れ
るなど）や画面タッチの反応が鈍くなる
場合があります。
車内を常温にしてからご使用ください。

行先表示器（サイネージ）

運行経路などを表示することができます。

システムの構成部品
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設定（P.181）
次の内容が変更できます。
･ 音量の変更
･ 明るさの変更
･ 操作パネル表示の消灯／点灯
･ 初期設定

運用モード（P.183）
次の内容が表示されます。
･ 運行設定画面

テストモード（P.186）
次の内容が表示されます。
･ 検査
･ エラーログ

知識
■操作について

●操作パネルが反応しないときは、一度
画面から手を離して再度操作をしてく
ださい。

●次の場合、操作パネルが反応しなかっ
たり、誤作動することがあります。

･ 手袋などを装着しているとき
･ 爪で操作したとき

･ 他の指や手のひらが画面にふれている
とき

･ 画面に汚れや水分が付着しているとき
･ 操作パネルの表面にフィルムなどを
貼ったとき

･ 近くにテレビ塔や発電所、ガソリンス
タンド、放送局、空港があるなど、強
い電波やノイズの発生する場所にいる
とき

･ 無線機や携帯電話などの無線通信機器
を携帯しているとき、または車内で充
電しているとき

操作パネルについて



181

4

Owner’s Manual_Japan_M57001_ja

4-6. お好み設定
運
転
す
る
前
に

●清掃のとき、操作パネルを拭くことで
反応することがあります。 知識

■車内行先表示器について

●偏光レンズを使用したサングラスなど
を装着すると、画面が見えにくくなっ
たりします。

●液晶画面は、周囲環境や見る方向によ
り画面が白っぽく見えたり、黒っぽく
見えたりします。

●太陽の光などの外光が画面にあたると
画面が見えにくくなります。

車内放送の音量調節

車外放送とヘッドフォンの音量

調節

車内行先表示器と操作パネルの

明るさ調節

注意
■操作について

画面保護のため、指で軽く画面にふれ
て操作パネルを操作してください。

■操作パネルのお手入れについて

●変色、しみの原因になるため次の溶
剤は使用しないでください。

ベンジン・ガソリンなどの有機溶剤や
アルカリ性の溶剤・アルコール

●画面の汚れは、メガネ用クリーニン
グクロスなどのやわらかく乾いた布
で軽くふき取ってください。手で強
く押したり、かたい布などでこすっ
たりすると表面に傷がつくことがあ
ります。

車内行先表示器

注意
■乗車するとき

乗降時に車内行先表示器にぶつからな
いよう頭上にご注意ください。

■変色や破損を防ぐために

●表示部に荷重をかけると表示の変色、
破損するおそれがあります。

●水などの液体をかけたり、濡らした
りすると破損するおそれがあります。

■車内行先表示器のお手入れについて

●変色、しみの原因になるため次の溶
剤は使用しないでください。

ベンジン・ガソリンなどの有機溶剤や
アルカリ性の溶剤・アルコール

設定について
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知識
■放送音量の調節

放送音量は、０～７のあいだで調節する
ことができます。

車内放送、車外放送の音量調節中は各放
送機能がONになります。

●車内放送

を選択し、“+”または“-”を

タッチします。

●車外放送

を選択し、“+”または“-”を

タッチします。

■明るさの調節

明るさは、次の範囲で調節することがで
きます。

･ 車内サイネージ：0～ 7

･ 操作パネル：1～ 7

■操作パネル表示の消灯／点灯

操作パネルの をタッチすると画面を

非表示にすることができます。

画面が非表示の状態で操作パネルをタッ
チすると、画面を表示させることができ
ます。

■表示言語や接続機器の設定について

次の手順で設定をすることができます。
1 設定画面から“初期設定”を選択す
る

2 初期設定画面で表示言語や接続機器の
有無を設定後、“決定”を選択する

■スピーカ設定について

車内スピーカと車外スピーカの音声出力
が両方聞こえないときに“スピーカ設定
”をタッチすることで音声が聞こえるよ
うになることがあります。
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■初期化について

次の手順で初期化をすることができます。
1 設定画面から“初期設定”を選択す
る

2 初期設定画面で“初期化”を選択す
る

3 “はい”を選択して再起動する

初期化後は、次のように設定が変更され
ます。

●操作パネルの表示言語が英語になりま
す。

●接続機器設定がすべて接続あり（ON）
になります。

●音量、明るさの設定値がすべて 4になり
ます。

●書き込んだコンテンツ※がすべて消去さ
れます。

※画像、動画、音声、運行データが含ま
れます。

ホーム画面から“運用”をタッ
チすることで、運行設定に移行し
ます。
運用モードでは、系統ー便などの
運行情報※を設定し、バスの運行
に合わせて車内行先表示器の表示
や放送を進めることができます。
※シナリオエディターを使用して作成す
る必要があります。

運用モード
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■ 運行操作
運転者の操作により、手動で停留
所の案内表示や放送を進めること
ができます。
■ 運行設定
1 “系統”を選択する

2 系統ー便を選択し、“決定”
を選択する

3 表示情報を確認し、“決定”
を選択する

4 “運行開始”を選択する

知識
■系統ー便の並び替え

次のボタンを選択すると、表示の並べ替
えを行うことができます。

● ：出発時刻

● ：系統ー便
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■運用モードについて

本システムは、車両の使い方に合わせて、
一部の表示と放送のコンテンツをシナリ
オエディター※で自由に割り当てること
ができます。
シナリオエディター※で割り当てたコン
テンツは、USBメモリを使って本システ
ムに書き込むことができます。
※シナリオエディターソフトは別途購入
が必要です。

車内行先表示器装着車

USB端子（シナリオエディター、

ヘッドフォン兼用）

車内行先表示器非装着車

カバーを外したところにUSB 挿し込み口
があります。
1 ボルト２本を取りはずす

2 ツメ（６ヶ所）をはずす

■案内放送や行先表示について

●スロープ展開／格納時の表示や放送

スロープの展開や格納動作に合わせて、
車内に表示や放送を行うことができます。

●ドア開閉中の表示や放送
･ ドアの開閉動作に合わせて、車内に表
示や放送を行うことができます。

･ 車内モニターシステム装着車：ドアを
閉じるとき、ドアの近くに人がいる場
合は、車内に注意喚起の表示や放送を
することができます。（P.154）

●乗降中の表示

ドアを開ける、またはスロープ展開時は、
車外（後）行先表示器に表示させること
ができます。

（例：ドアが開いているときは“乗降中

”、スロープ展開中は“乗降中 ”

など）
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テストモードでは、検査とエラー
ログを表示させることができます。
■ 検査
0～ 6のテストパターンの表示・
放送と、接続機器の現在の接続状
況（接続、未接続、NG）が確認で
きます。
“7”は使用できません。
（P.187）

■ エラーログ表示
接続機器の接続履歴が確認できま
す。
･ 日時
･ 接続機器名
･ 接続状況（接続、NG）

本製品はフリー／オープンソース
ソフトウェアを含んでいます。
このようなフリー／オープンソースソフ
トウェアのライセンス情報やソースコー
ドの両方またはどちらか片方は以下の
URL から入手することができます。

https://www.denso.com/global/en/
opensource/ivi/toyota/
signage_2023model/

テストモード

警告
■走行中の警告

●操作パネルは、安全な場所に停車し
て操作してください。

●走行中は運行に必要な操作以外は、
行わないでください。

●安全のため、走行中に画面を見る時
間や運行に必要な操作を行う時間は
最小限にしてください。

前方の歩行者、障害物などを見落とす
おそれがあり危険です。

フリー／オープンソースソフト
ウェア情報について
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本製品は、VC-1 Patent 
Portfolio License に基づき、お
客様が個人的に、且つ非商業的な
使用のために（ⅰ）VC-1 規格準
拠のビデオ（以下「VC-1 ビデオ」
と記載します）を符号化するライ
センス、および／または（ⅱ）
VC-1 ビデオ（個人的で、且つ商
業的活動に従事していないお客様
により符号化されたVC-1 ビデオ、
および／またはVC-1 ビデオを提
供することについてライセンス許
諾されているビデオプロバイダー
から入手したVC-1 ビデオに限り
ます）を復号するライセンスが許

諾されております。
商業的活動の際には、VC-1 ビデオを提
供することについてライセンス許諾され
ているビデオプロバイダーから入手した
VC-1 ビデオをご使用ください。さらに
詳しい情報については、Via Licensing 
Alliance から入手できる可能性がありま
す。https://www.via-la.com/
licensing-2/vc-1/ を参照してくださ
い。

シナリオエディターアプリやマ
ニュアルは以下のURLを参照して
ください。
https://global.toyota/info/
epalette-signage

VC-1 ビデオ規格ライセンスにつ
いて

シナリオエディターついて

テストモードコンテンツ
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5-1. 運転にあたって

■ 乗車前の確認事項
充電ケーブルが車両に接続されて
いないことを確認する（P.75, 
82）
■ EVシステムを始動する
P.204
■ 発進する
1 ブレーキペダルを踏んだまま、
シフトポジションをDにする

シフトポジション表示灯がDであること
をメーターで確認します。

2 パーキングブレーキがかかって
いるときは、パーキングブレー
キを解除する（P.214）

3 ブレーキペダルから徐々に足を
離し、アクセルペダルをゆっく
り踏み発進する

■ 停車する
1 ブレーキペダルを踏む
2 必要に応じて、パーキングブ
レーキをかける

長時間停車する場合は、シフトポジショ
ンを Pにします。（P.209）

■ 駐車する
1 ブレーキペダルを踏み、車を完
全に停止させる

2 パーキングブレーキが解除され
ているときは、パーキングブ
レーキをかける（P.214）

3 シフトポジションをPにする
（P.209）

シフトポジション表示灯が Pであること
と、パーキングブレーキ表示灯が点灯し
ていることを確認します。

4 パワースイッチを押して EVシ
ステムを停止する

5 ブレーキペダルからゆっくり足
を離す

6 電子キーを携帯していることを
確認し、ドアを施錠する

坂道の途中で駐車する場合は、必要に応
じて輪止め※を使用してください。
※輪止めはトヨタ販売店で購入すること
ができます。

■ 上り坂で発進する
1 ブレーキペダルをしっかり踏
み、シフトポジションをDにす
る

ヒルスタートアシストコントロールが作
動します。

2 パーキングブレーキをかける
（P.214）
3 ブレーキペダルから足を離し、
アクセルペダルをゆっくり踏み
車を発進する

4 車が動き出す感触を確認した
ら、パーキングブレーキを解除
する（P.214）

知識
■上り坂発進について

ヒルスタートアシストコントロールを使
用することができます。（P.295）

■雨の日の運転について

●雨の日は視界が悪くなり、またガラス
が曇ったり、路面がすべりやすくなっ

運転にあたって

安全運転を心がけて、手順に
従って走行してください。

安全に走行するには
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たりするので、慎重に走行してくださ
い。

●雨の降りはじめは路面がよりすべりや
すいため、慎重に走行してください。

●雨の日の高速走行などでは、タイヤと
路面のあいだに水膜が発生し、ハンド
ルやブレーキが効かなくなるおそれが
あるので、スピードは控えめにしてく
ださい。

■EV システム出力の抑制について（ブ
レーキオーバーライドシステム）

●アクセルペダルとブレーキペダルが同
時に踏まれたとき、EVシステム出力を
抑制する場合があります。

●ブレーキオーバーライドシステム作動
中は、マルチインフォメーションディ
スプレイにメッセージが表示されます。

■運転標識の取り付けについて

磁石式の初心運転者標識や高齢運転者標
識などを樹脂バンパーやアルミボデー部
に取り付けることはできません。

■カスタマイズ機能

後退速度の抑制制御の設定を変更するこ
とができます。（カスタマイズ一覧： 
P.420）

警告
次の警告をお守りください。お守りい
ただかないと重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

■発進するとき

READY インジケーターが点灯してい
る状態で停車しているときは、常にブ
レーキペダルを踏んでください。ク
リープ現象で車が動き出すのを防ぎま
す。

■運転するとき

●踏み間違いを避けるため、ブレーキ
ペダルとアクセルペダルの位置を十
分把握した上で運転してください。

･ アクセルペダルをブレーキペダルと
間違えて踏むと、車が急発進して思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。

･ 後退するときは体をひねった姿勢と
なるため、ペダルの操作がしにくく
なります。ペダル操作が確実にでき
るよう注意してください。

･ 車を少し移動させるときも正しい運
転姿勢をとり、ブレーキペダルとア
クセルペダルが確実に踏めるように
してください。

･ ブレーキペダルは右足で操作してく
ださい。左足でのブレーキ操作は緊
急時の反応が遅れるなど、思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

●電気自動車は電気モーターで走行す
るためエンジン音がありません。そ
のため、周囲の人が車両の接近に気
が付かない場合があります。車両接
近通報装置が装備されていても、周
囲の騒音などが大きい場合は、車両
の接近に気が付かないことがありま
すので、十分注意して運転してくだ
さい。

●通常走行時は、走行中に EVシステム
を停止しないでください。走行中に
EVシステムを停止してもハンドルや
ブレーキの操作は可能です。安全を
確認した上で、すみやかに道路脇に
停車してください。
なお、通常の方法で車両を停止する
ことができないような緊急時は、
P.375を参照してください。
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警告
●急な下り坂では、回生ブレーキを使
用してスピードを下げてください。
フットブレーキを連続して使いすぎ
ると、ブレーキが過熱して正常に機
能しなくなります。（P.209）

●マルチインフォメーションディスプ
レイに“回生ブレーキ制限中 減速
時は ブレーキを踏んでください”
が表示されたときは、ブレーキペダ
ルをしっかり踏んで減速してくださ
い。（P.389）

●走行中はハンドル・シート・アウ
ターミラーの調整をしないでくださ
い。運転を誤るおそれがあります。

●すべての乗員は頭や手、その他の体
の一部を車から出さないようにして
ください。

●渡河などの水中走行はしないでくだ
さい。
電装品のショートや EVシステムの
破損など、重大な車両故障の原因に
なるおそれがあります。

■すべりやすい路面を運転するとき

●急ブレーキ・急加速・急ハンドルは
タイヤがスリップし、車両の制御が
できなくなるおそれがあります。

●急激なアクセル操作、シフト操作に
よる回生ブレーキで車が横すべりす
るなどのおそれがあります。

●水たまり走行後はブレーキペダルを
軽く踏んでブレーキが正常に働くこ
とを確認してください。ブレーキ
パッドがぬれるとブレーキの効きが
悪くなったり、ぬれていない片方だ
けが効いたりしてハンドルをとられ
るおそれがあります。

■シフトポジションを変更するとき

●前進側のシフトポジションのまま惰
性で後退したり、Rのまま惰性で前
進することは絶対にやめてください。
思わぬ事故や故障の原因になるおそ
れがあります。

●車両が動いているあいだは、Pポジ
ションスイッチを押さないでくださ
い。トランスミッションにダメージ
を与えたり、車両のコントロールが
できなくなるおそれがあります。

●車両が前進しているあいだは、シフ
トポジションをRにしないでくださ
い。トランスミッションにダメージ
を与えたり、車両のコントロールが
できなくなるおそれがあります。

●車両が後退しているあいだは、シフ
トポジションを前進側のシフトポジ
ションにしないでください。
トランスミッションにダメージを与
えたり、車両のコントロールができ
なくなるおそれがあります。

●走行中にシフトポジションをNにす
ると、EVシステムの動力伝達が解除
され、回生ブレーキが効かなくなり
ます。

●アクセルペダルを踏み込んだままシ
フト操作をしないでください。シフ
トポジションがPまたは N以外にあ
ると、車が急発進して思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。シ
フトポジションの変更後は、メー
ター内のシフトポジション表示灯で
現在のシフトポジションを必ず確認
してください。
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警告
■継続的にブレーキ付近から警告音
（キーキー音）が発生したとき

できるだけ早くトヨタ販売店で点検を
受け、ブレーキパッドを交換してくだ
さい。必要なときにパッドの交換が行
われないと、ディスクローターの損傷
につながる場合があります。

パッドやローターなどの部品は、役割
を果たすと共に摩耗していきます。摩
耗の限界をこえて走行すると故障を引
き起こすばかりでなく、事故につなが
るおそれがあります。

■停車するとき

●不必要にアクセルペダルを踏み込ま
ないでください。
シフトポジションが Pまたは N以外
にあると、車が急発進して思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

●車が動き出すことによる事故を防ぐ
ため、READYインジケーターが点
灯しているときは常にブレーキペダ
ルを踏み、必要に応じてパーキング
ブレーキをかけてください。

●坂道で停車するときは、前後に動き
出して事故につながることを防ぐた
め、常にブレーキペダルを踏み、必
要に応じてパーキングブレーキをか
けてください。

■駐車するとき

●炎天下では、メガネ・ライター・ス
プレー缶・炭酸飲料の缶などを車内
に放置しないでください。
放置したままでいると、次のような
ことが起こるおそれがあり危険です。

･ ライターやスプレー缶からガスがも
れたり、出火する

･ プラスチックレンズ・プラスチック
素材のメガネが、変形またはひび割
れを起こす

･ 炭酸飲料の缶が破裂して車内を汚し
たり、電気部品がショートする原因
になる

●ライターを車内に放置したままにし
ないでください。ライターを収納ポ
ケットなどに入れておいたり、車内
に落としたままにしておくと、荷物
を押し込んだりシートを動かしたと
きにライターの操作部が誤作動し、
火災につながるおそれがあり危険で
す。

●フロントウインドウガラスなどには
吸盤を取り付けないでください。ま
た、インストルメントパネルやダッ
シュボードの上に芳香剤などの容器
を置かないでください。
吸盤や容器がレンズの働きをして、
車両火災につながるおそれがあり危
険です。

●シルバー色などの金属蒸着フィルム
を曲面ガラスに貼った場合は、ドア
を開けたまま放置しないでください。
直射日光が曲面ガラスの内側に反射
し、レンズの働きをして火災につな
がるおそれがあり危険です。
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警告
●車から離れるときは、必ずパーキン
グブレーキをかけ、シフトポジショ
ンを Pにし、EV システムを停止し、
施錠してください。
READY インジケーターが点灯して
いるあいだは、車から離れないでく
ださい。
パーキングブレーキをかけずにシフ
トポジションをPにした状態では、
車が動き思わぬ事故につながるおそ
れがあり危険です。

■仮眠するとき

必ず EVシステムを停止してください。
READY インジケーターが点灯した状
態のまま仮眠すると、無意識にシフト
ポジションを切りかえたり、アクセル
ペダルを踏み込んだりして、車が発進
して事故につながり、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

■ブレーキをかけるとき

●ブレーキがぬれているときは、普段
よりも注意して走行してください。
ブレーキがぬれていると、制動距離
が長くなり、ブレーキのかかりに、
左右の違いが出るおそれがあります。
また、パーキングブレーキがしっか
りとかからないおそれもあります。

●電子制御ブレーキシステムが機能し
ないときは、他の車に近付いたりし
ないでください。また、下り坂や急
カーブを避けてください。
この場合ブレーキは作動しますが、
通常よりもブレーキペダルを強く踏
む必要があります。また制動距離も
長くなります。ただちにブレーキの
修理を受けてください。

●ブレーキシステムは2つ以上の独立
したシステムで構成されており、1
つの油圧システムが故障しても、残
りは作動します。この場合、ブレー
キペダルを通常より強く踏む必要が
あり、制動距離が長くなります。た
だちにブレーキの修理を受けてくだ
さい。

注意
■運転しているとき

●運転中にアクセルペダルとブレーキ
ペダルを同時に踏まないでください。
アクセルペダルとブレーキペダルを
同時に踏むと、EVシステム出力を抑
制する場合があります。

●坂道で停車するために、アクセルペ
ダルを使ったり、アクセルペダルと
ブレーキペダルを同時に踏んだりし
ないでください。

■部品の損傷を防ぐために

●パワーステアリングモーターの損傷
を防ぐため、ハンドルをいっぱいに
まわした状態を長く続けないでくだ
さい。

●ディスクホイールなどの損傷を防ぐ
ため、段差などを通過するときは、
できるだけゆっくり走行してくださ
い。

●発進前にAHC表示灯のNモード表示
が点灯していることを確認してくだ
さい。路面と干渉して車体を損傷す
る恐れがあります。

■走行中にタイヤがパンクしたら

次のようなときはタイヤのパンクや損
傷が考えられます。ハンドルをしっか
り持って徐々にブレーキをかけ、ス
ピードを落としてください。

●ハンドルがとられる
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■ 急発進の抑制制御
アクセルペダルを踏み込んだまま、
次のようにシフトポジションを切
りかえたとき、EVシステム出力を
抑制することがあります。
･ Rに切りかえたとき※
･ PまたはRから、Dなどの前進
シフトポジションに切りかえた
とき※

この場合、マルチインフォメーション
ディスプレイにメッセ―ジが表示されま
す。表示された画面の指示に従ってくだ
さい。
※状況によっては操作できない場合があ
ります。

■ 後退速度の抑制制御
後退時の速度が所定以下となるよ
うに EVシステム出力を抑制※し
ます。
後退速度の抑制制御が作動してい
るときは、マルチインフォメー
ションディスプレイに“速度抑制
中”が表示されます。
※状況によっては所定の速度以下に抑制
できない場合があります。

注意
●異常な音や振動がある

●車両が異常に傾く

タイヤがパンクした場合の対処法は
P.394 をご覧ください。

■冠水路走行に関する注意

大雨などで冠水した道路では、次のよ
うな重大な損傷を与えるおそれがある
ため、走行しないでください。

●電装品がショートする

●水の侵入による駆動用電池の破損

万一、冠水した道路を走行し、水中に
浸かってしまったときは必ずトヨタ販
売店で次の点検をしてください。

●ブレーキの効き具合

●トランスミッションフルードなどの
量および質の変化

●各ベアリング・各ジョイント部など
の潤滑不良

●駆動用電池に接続されている構成部
品

冠水によりシフト制御システムが損傷
すると、シフトポジションがPに切り
かえられない、または Pから他のシフ
トポジションに切りかえられなくなる
可能性があります。その場合はトヨタ
販売店へご連絡ください。

■駐車するとき

必ずパーキングブレーキをかけ、シフ
トポジションをPにしてください。
パーキングブレーキをかけ、シフトポ
ジションを Pにしておかないと、車が
動き出したり、誤ってアクセルペダル
を踏み込んだときに急発進するおそれ
があります。

■事故にあったとき

駆動用電池や周辺部品が損傷すると、
誤作動の原因になる可能性があります。
軽度の事故であっても、トヨタ販売店
で点検を受けてください。

急発進および後退速度の抑制
（ドライブスタートコントロー
ル）
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知識
■ドライブスタートコントロールについ
て

●TRC の作動を停止（P.296）する
と、急発進の抑制制御も停止します。
急発進の抑制制御により、ぬかるみや
新雪などからの脱出が困難な場合は、
TRC の作動を停止してください。
（P.296）

●タイヤがスリップ（空転）していると、
後退速度の抑制制御が作動することが
あります。

●後退速度の抑制制御のON（作動）／
OFF（非作動）を切りかえることがで
きます。（P.420）

･ パワースイッチをONにしたときは、
後退速度の抑制制御は常にON（作動）
になっています。

･ 後退速度の抑制制御をOFF（非作動）
にしても、急発進の抑制制御は作動し
ます。

荷物を積むときの注意

安全で快適なドライブをするた
めに、荷物を積むときは次のこ
とをお守りください。

警告
■積んではいけないもの

次のようなものを積むと引火するおそ
れがあり危険です。

●燃料が入った容器

●スプレー缶

■荷物を積むとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、ブレーキペダ
ル・アクセルペダルを正しく操作でき
なかったり、荷物が視界をさえぎった
り、荷物が乗員に衝突したりして、思
わぬ事故につながるおそれがあり危険
です。

●次の場所には荷物を積まないでくだ
さい。

･ 運転席足元

･ インストルメントパネル

･ ダッシュボード

･ メーターの前

･ 客席（荷物を積み重ねる場合）★

･ 小物入れの上

･ 運転席への昇降用階段

･ 左右のサイドパネルの上
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

●室内に積んだ荷物はすべてしっかり
と安定させてください。
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警告
●シートおよび図に示す位置には、絶
対に人を立たせて走行しないでくだ
さい。
お守りいただかないと、急ブレーキ
や衝突の際に、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

■荷物の重量・荷重のかけ方について

●荷物を積み過ぎないでください。

●荷重を不均等にかけないようにして
ください。

これはタイヤに負担をかけるだけでな
く、ハンドル操作性やブレーキ制御の
低下により思わぬ事故につながり、重
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。
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5-2. 運転のしかた

1 充電ケーブルが車両に接続され
ていないことを確認する
（P.75, 82）
2 パーキングブレーキがかかって
いることを確認するため、パー
キングブレーキスイッチを押す
（P.214）

メーター内のパーキングブレーキ表示灯
が点灯します。

3 ブレーキペダルをしっかり踏む

マルチインフォメーションディスプレイ

に とメッセージが表示されます。

表示されないと、EVシステムは始動し
ません。

シフトポジションがNと表示されている
ときは、EVシステムを始動できません。
EVシステムの始動時は、シフトポジ
ションをPにしてください。
（P.209）

4 パワースイッチを短く確実に押
す

短く確実に押せば、押し続ける必要はあ
りません。

READYインジケーターが点灯すれば、
EVシステムは正常に始動しています。

READYインジケーターが点灯するまで

ブレーキペダルを踏み続けてください。

パワースイッチのどのモードからでも
EVシステムを始動できます。

ステアリング調整機能が働き、ハンドル
が動く場合があります。マルチインフォ
メーションディスプレイに表示される
メッセージに従い、手を放してお待ちく
ださい。

5 READYインジケーターが点灯
したことを確認する

READYインジケーターが消灯している
状態では走行できません。

知識
■アンテナの位置

車室内アンテナ

パワー（イグニッション）
スイッチ（プッシュボタン
スタートシステム装着車）

電子キーを携帯して次の操作を
行うことで、EVシステムの始動
またはパワースイッチのモード
を切りかえることができます。

EVシステムを始動するには
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■作動範囲（電子キーの検知エリア）

EVシステム始動時またはパワース

イッチ切りかえ時

車内で電子キーを携帯している場合に作
動します。

■警告音が鳴ったり警告表示が出たりし
たとき

誤操作などによる予期せぬ事故や盗難を
防ぐため、警告音が鳴ったり、マルチイ
ンフォメーションディスプレイに警告が
表示されることがあります。警告が表示
されたときは、ディスプレイの表示をも
とに適切に対処してください。
（P.388）

警告音のみが鳴る場合の状況と対処方法
は次のようになります。

●車内から“ポーン、ポーン”と鳴り続
ける

■パワースイッチ照明

次のとき、パワースイッチ照明が点灯し
ます。

●ドアが開いているとき

●パワースイッチがACCまたはONのと
き

●パワースイッチをACCまたはONから
OFF にしたとき

また、次のときはパワースイッチ照明が
点滅します。

●電子キーを携帯したままブレーキペダ
ルを踏んだとき

■EV システムが始動しないときは

●イモビライザーシステムが解除されて
いない可能性があります。（P.37）
トヨタ販売店へご連絡ください。

●車両に充電ケーブルが接続されている
ときは、EVシステムを始動することは
できません。（P.72）

●始動操作に関するメッセージがマルチ
インフォメーションディスプレイに表
示されている場合は、画面の指示に
従ってください。

■外気温が低いときは

●EV システム始動時にREADY インジ
ケーターの点滅時間が長くなることが
あります。READYインジケーターが
点灯すれば走行可能になりますので点
灯するまでそのままお待ちください。

●極寒の環境などで駆動用電池の温度が
著しく低くなっている場合（およそ－
30℃以下）、EVシステムが始動でき
なくなることがあります。その場合は
気温の上昇を待つなど、駆動用電池の
温度が上がってから再度始動操作をし
てください。

■電気自動車特有の音と振動について

P.42

■補機バッテリーがあがったときは

プッシュボタンスタートシステムで EV
システムを始動することができません。
EVシステムを始動するには、P.398を
参照してください。

状況 対処方法

ドアが開いている状態で
パワースイッチを ACC
にした（ACCのときド
アを開いた）

パワースイッ
チをOFF にし
たあと、ドア
を閉めてくだ
さい。
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■電子キーを節電モードにするには

●節電モードに設定すると、電子キーに
よる電波の受信待機を停止し、電子
キーの電池の消耗を抑えることができ
ます。

電子キーの を押しながら、 を 2回

押し、電子キーのインジケーターが4回

光ることを確認してください。

節電モード中は、プッシュボタンスター
トシステムを使用できません。節電モー
ドを解除するには、電子キーのいずれか
のスイッチを押してください。

●長期間使用しない電子キーは、節電
モードにしておくことをおすすめしま
す。

■機能が正常に働かないおそれのある状
況

プッシュボタンスタートシステムは微弱
な電波を使用しています。次のような場
合は電子キーと車両間の通信をさまたげ、
プッシュボタンスタートシステムやワイ
ヤレスリモコン、イモビライザーシステ
ムが正常に作動しない場合があります。
（対処方法：P.396）

●電子キーの電池が消耗しているとき

●近くにテレビ塔や発電所・ガソリンス
タンド・放送局・大型ディスプレイ・
空港があるなど、強い電波やノイズの
発生する場所にいるとき

●無線機や携帯電話・コードレス式電話
などの無線通信機器を携帯していると
き

●電子キーが、次のような金属製のもの
に接していたり、覆われたりしている
とき

･ アルミ箔などの金属の貼られたカード
･ アルミ箔を使用したタバコの箱
･ 金属製の財布やかばん
･ 小銭
･ カイロ
･ CDや DVDなどのメディア

●近くで他の電波式ワイヤレスリモコン
を使用しているとき

●電子キーを、次のような電波を発信す
る製品と同時に携帯しているとき

･ 他の車の電子キーや電波式ワイヤレス
リモコン

･ パソコンや携帯情報端末（PDAなど）
･ デジタルオーディオプレーヤー
･ ポータブルゲーム機器

●リヤウインドウガラスに金属を含む
フィルムなどが貼ってあるとき

●充電器など電子機器の近くに電子キー
を置いた場合

●コインパーキングなど通信をさまたげ
る電波がある場所に駐車したとき

また、プッシュボタンスタートシステム
で EVシステムが始動できない場合は、
P.396を参照してください。

■ご留意いただきたいこと

●電子キーが作動範囲内（検知エリア内）
にあっても、次のような場合は正しく
作動しないことがあります。

･ EV システム始動時またはパワースイッ
チの切りかえ時に、電子キーがインス
トルメントパネルやフロア上などに置
かれていた

●車外でも電子キーがドアガラスに近付
いていると、EVシステムを始動できる
ことがあります。

■ステアリングロック機能

●パワースイッチをOFF にしたあとにド



201

5

Owner’s Manual_Japan_M57001_ja

5-2. 運転のしかた
運
転

アを開閉すると、ステアリングロック
機能によりハンドルが固定されます。
パワースイッチを操作すると、ステア
リングロックは自動で解除されます。

●ステアリングロックが解除できないと
きは、マルチインフォメーションディ
スプレイに“ハンドルを左右に回しな
がらパワースイッチを押してください
”が表示されます。ハンドルを左右に
まわしながらパワースイッチを短く確
実に押してください。

■万一、READY インジケーターが点灯し
ないときは

正しい手順で始動操作を行っても
READYインジケーターが点灯しない場
合は、ただちにトヨタ販売店へご連絡く
ださい。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“スマートエントリー＆スタート
システム※ 故障　取扱書”を確認が
表示されたときは

システムに異常があるおそれがあります。
ただちにトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。
※この車両には、スマートエントリーシ
ステムは搭載されておりません。この
メッセージが表示されたときは、プッ
シュボタンスタートシステム、または
ステアリングロックシステムの異常を
お知らせしています。

■EV システムに異常があるときは

P.47

■電子キーの電池交換

P.366

■パワースイッチの操作について

●スイッチを短く確実に押せてない場合
は、モードの切りかえや EVシステム
の始動ができない場合があります。

●パワースイッチOFF 後、すぐに再始動
した場合は、EVシステムが始動しない
場合があります。パワースイッチOFF
後の再始動は、数秒待ってから操作し
てください。

■長期間運転しないとき

●盗難防止のため、電子キーを車両から
2m以上離しておいてください。

●電子キーを節電モードに設定すると、
電池の消耗を抑えることができます。
（P.200）

■システムを正しく作動させるために

電子キーを必ず携帯した上で作動させて
ください。また、車外から操作する場合
は電子キーを車両に近付けすぎないよう
にしてください。
作動時の電子キーの位置や持ち方によっ
ては、電子キーが正しく検知されず、シ
ステムが正しく作動しないことがありま
す。（誤って警報が鳴ったり、キー閉じ込
み防止機能が働かないこともあります）

■プッシュボタンスタートシステムが正
常に働かないとき

P.397

警告
■EVシステムを始動するとき

必ず運転席に座って行ってください。
このとき決してアクセルペダルは踏ま
ないでください。

思わぬ事故につながり、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。
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1 車両を完全に停止させる
2 パーキングブレーキをかける
（P.214）
3 Pポジションスイッチを押す
（P.209）

シフトポジション表示灯が Pであること
と、パーキングブレーキ表示灯が点灯し
ていることを確認します。

4 パワースイッチを押す
EVシステムが停止し、メーター表示が
消えます。（シフトポジション表示灯は、
メーター表示が消えたあとも数秒間表示
されています）

5 ブレーキペダルから足を離して
メーターの“アクセサリー”
や“パワーON”の表示が消
灯していることを確認する

知識
■シフト制御システムについて

シフト制御システムが故障すると、パ
ワースイッチを操作してOFF にしようと
してもOFF にならないことがあります。
その場合は、パーキングブレーキをかけ
てからパワースイッチを操作するとOFF
にすることができる場合があります。シ
ステムが故障した場合は、すみやかにお
近くのトヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。

■自動Pポジション切りかえ機能について

P.211

警告
■走行中の警告

EV システムの停止などで車両滑走状態
になったときは、車両が安全な状態で
停止するまでドアを開けたり、ロック
操作をしたりしないでください。ステ
アリングロック機能が作動し、思わぬ
事故につながり、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。

■電波がおよぼす影響について（プッ
シュボタンスタートシステムアンテ
ナ）

●植込み型心臓ペースメーカー、植込
み型両心室ペーシングパルスジェネ
レータおよび植込み型除細動器を装
着されている方は、アンテナ
（P.198）から約22cm以内に近
付かないようにしてください。電波
により植込み型心臓ペースメーカー、
植込み型両心室ペーシングパルス
ジェネレータおよび植込み型除細動
器の作動に影響を与えるおそれがあ
ります。

●植込み型心臓ペースメーカー、植込
み型両心室ペーシングパルスジェネ
レータおよび植込み型除細動器以外
の医療用電気機器を使用される場合
は、電波による影響について医療用
電気機器製造業者などに事前に確認
してください。電波により医療用電
気機器の動作に影響を与えるおそれ
があります。

注意
■EV システムを始動するとき

もし EVシステムが始動しにくい場合
は、ただちにトヨタ販売店で点検を受
けてください。

■パワースイッチの操作について

パワースイッチ操作時に引っかかりな
どの違和感があるときは、故障のおそ
れがあります。すみやかにトヨタ販売
店にご連絡ください。

EVシステムを停止するには
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ブレーキペダルを踏まずにパワー
スイッチを押すと、モードを切り
かえることができます。（スイッチ
を押すごとにモードが切りかわり
ます）

“アクセサリー”

“パワーON”

1 OFF
非常点滅灯が使用できます。

2 ACC※

オーディオなどの電装品が使用できます。
メーターに“アクセサリー”が表示さ
れます。

3 ON
すべての電装品が使用できます。
メーターに“パワーON”が表示され
ます。
※カスタマイズメニューでON/OFF を
切りかえることができます。
（P.415）

知識
■ACCカスタマイズが“OFF”のとき

●パワースイッチOFF の状態でも、節電
機能が働くまでの一定時間はマルチメ
ディアシステムが使用できます。

●安心降車アシスト作動時、ブザー吹鳴
に加え音声でも案内します。
（P.263）

警告
■緊急時の EVシステム停止方法

●走行中にEVシステムを緊急停止した
い場合には、パワースイッチを 2秒
以上押し続けるか、素早く3回以上
連続で押してください。（P.375）
ただし、緊急時以外は走行中にパ
ワースイッチにふれないでください。
走行中に EVシステムを停止しても
ハンドルやブレーキの操作は可能で
す。安全を確認した上で、すみやか
に道路脇に停車してください。

●走行中にパワースイッチを操作する
と、マルチインフォメーションディ
スプレイに警告メッセージが表示さ
れ、警告ブザーが鳴ります。

●走行中にEVシステムの緊急停止した
あと、走行中に EVシステムを再始
動させる場合は、パワースイッチを
押してください。

パワースイッチを切りかえるに
は
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■自動電源OFF 機能

シフトポジションがPにあるとき、20
分以上ACCまたは ON（EV システムが
作動していない状態）にしたままにして
おくと、パワースイッチが自動でOFF に
なります。ただし、自動電源OFF 機能
は、補機バッテリーあがりを完全に防ぐ
ものではありません。EVシステムが作動
していないときは、パワースイッチを
ACCまたはONにしたまま長時間放置し
ないでください。

1 充電ケーブルが車両に接続され
ていないことを確認する
（P.75, 82）
2 パーキングブレーキがかかって
いることを確認するため、パー
キングブレーキスイッチを押す
（P.214）

メーター内のパーキングブレーキ表示灯
が点灯します。

3 ブレーキペダルをしっかり踏む

マルチインフォメーションディスプレイ

に とメッセージが表示されます。

表示されないと、EVシステムは始動し
ません。

シフトポジションがNと表示されている
ときは、EVシステムを始動できません。
EVシステムの始動時は、シフトポジ
ションを Pにしてください。
（P.209）

4 パワースイッチを短く確実に押
す

短く確実に押せば、押し続ける必要はあ
りません。

READYインジケーターが点灯すれば、
EVシステムは正常に始動しています。

注意
■補機バッテリーあがりを防止するた
めに

●EV システム停止中は、パワースイッ
チを ACC またはONにしたまま長
時間放置しないでください。

●EV システム停止中に、マルチイン
フォメーションディスプレイの“ア
クセサリー”または“パワー
ON”の表示が消灯していない場合、
パワースイッチがOFF になっていま
せん。パワースイッチをOFFにして
から車両を離れてください。

パワー（イグニッション）
スイッチ（スマートエント
リー＆スタートシステム装
着車）

電子キーを携帯して次の操作を
行うことで、EVシステムの始動
またはパワースイッチのモード
を切りかえることができます。

EVシステムを始動するには
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READYインジケーターが点灯するまで
ブレーキペダルを踏み続けてください。

パワースイッチのどのモードからでも
EVシステムを始動できます。

ステアリング調整機能が働き、ハンドル
が動く場合があります。マルチインフォ
メーションディスプレイに表示される
メッセージに従い、手を放してお待ちく
ださい。

5 READYインジケーターが点灯
したことを確認する

READYインジケーターが消灯している
状態では走行できません。

知識
■パワースイッチ照明

次のとき、パワースイッチ照明が点灯し
ます。

●ドアが開いているとき

●パワースイッチがACCまたはONのと
き

●パワースイッチをACCまたはONから
OFF にしたとき

また、次のときはパワースイッチ照明が
点滅します。

●電子キーを携帯したままブレーキペダ
ルを踏んだとき

■EV システムが始動しないときは

●イモビライザーシステムが解除されて
いない可能性があります。（P.37）

トヨタ販売店へご連絡ください。

●車両に充電ケーブルが接続されている
ときは、EVシステムを始動することは
できません。（P.72）

●始動操作に関するメッセージがマルチ
インフォメーションディスプレイに表
示されている場合は、画面の指示に
従ってください。

●スマートエントリ&スタートシステムが
正常に作動していない場合があります。
（P.158）

●メカニカルキーを使ってドアを解錠し
た場合は、スマートエントリー＆ス
タートシステムで EVシステムを始動
することができません。EVシステムを
始動するには、P.397 を参照してくだ
さい。または、乗車中に電子キーを携
帯し、施錠した場合（P.138）は
EV システムを始動できます。

■外気温が低いときは

●EV システム始動時にREADY インジ
ケーターの点滅時間が長くなることが
あります。READYインジケーターが
点灯すれば走行可能になりますので点
灯するまでそのままお待ちください。

●極寒の環境などで駆動用電池の温度が
著しく低くなっている場合（およそ－
30℃以下）、EVシステムが始動でき
なくなることがあります。その場合は
気温の上昇を待つなど、駆動用電池の
温度が上がってから再度始動操作をし
てください。

■電気自動車特有の音と振動について

P.42

■補機バッテリーがあがったときは

スマートエントリー＆スタートシステム
で EVシステムを始動することができま
せん。EVシステムを始動するには、
P.398を参照してください。
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■電子キーの電池の消耗について

P.132

■電子キーが正常に働かないとき

P.158

■ご留意いただきたいこと

P.158

■ステアリングロック機能

●パワースイッチをOFFにしたあとにド
アを開閉すると、ステアリングロック
機能によりハンドルが固定されます。
パワースイッチを操作すると、ステア
リングロックは自動で解除されます。

●ステアリングロックが解除できないと
きは、マルチインフォメーションディ
スプレイに“ハンドルを左右に回しな
がらパワースイッチを押してください
”が表示されます。ハンドルを左右に
まわしながらパワースイッチを短く確
実に押してください。

■万一、READY インジケーターが点灯し
ないときは

正しい手順で始動操作を行っても
READYインジケーターが点灯しない場
合は、ただちにトヨタ販売店へご連絡く
ださい。

■EV システムに異常があるときは

P.47

■電子キーの電池交換

P.366

■パワースイッチの操作について

●スイッチを短く確実に押せてない場合
は、モードの切りかえや EVシステム
の始動ができない場合があります。

●パワースイッチOFF 後、すぐに再始動
した場合は、EVシステムが始動しない
場合があります。パワースイッチOFF
後の再始動は、数秒待ってから操作し
てください。

■カスタマイズ機能

カスタマイズ機能でスマートエントリー
＆スタートシステムを非作動にしたとき
は、P.396 を参照してください

警告
■EVシステムを始動するとき

必ず運転席に座って行ってください。
このとき決してアクセルペダルは踏ま
ないでください。

思わぬ事故につながり、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

■走行中の警告

EV システムの停止などで車両滑走状態
になったときは、車両が安全な状態で
停止するまでドアを開けたり、ロック
操作をしたりしないでください。ステ
アリングロック機能が作動し、思わぬ
事故につながり、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。

注意
■EVシステムを始動するとき

もし EVシステムが始動しにくい場合
は、ただちにトヨタ販売店で点検を受
けてください。
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1 車両を完全に停止させる
2 パーキングブレーキをかける
（P.214）
3 Pポジションスイッチを押す
（P.209）

シフトポジション表示灯が Pであること
と、パーキングブレーキ表示灯が点灯し
ていることを確認します。

4 パワースイッチを押す
EVシステムが停止し、メーター表示が
消えます。（シフトポジション表示灯は、
メーター表示が消えたあとも数秒間表示
されています）

5 ブレーキペダルから足を離して
メーターの“アクセサリー”
や“パワーON”の表示が消
灯していることを確認する

知識
■シフト制御システムについて

シフト制御システムが故障すると、パ
ワースイッチを操作してOFF にしようと
してもOFF にならないことがあります。
その場合は、パーキングブレーキをかけ
てからパワースイッチを操作するとOFF
にすることができる場合があります。シ
ステムが故障した場合は、すみやかにお
近くのトヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。

■自動Pポジション切りかえ機能について

P.211

ブレーキペダルを踏まずにパワー
スイッチを押すと、モードを切り
かえることができます。（スイッチ
を押すごとにモードが切りかわり
ます）

注意
■パワースイッチの操作について

パワースイッチ操作時に引っかかりな
どの違和感があるときは、故障のおそ
れがあります。すみやかにトヨタ販売
店にご連絡ください。

EVシステムを停止するには

警告
■緊急時の EVシステム停止方法

●走行中にEVシステムを緊急停止した
い場合には、パワースイッチを2秒
以上押し続けるか、素早く3回以上
連続で押してください。（P.375）
ただし、緊急時以外は走行中にパ
ワースイッチにふれないでください。
走行中に EVシステムを停止しても
ハンドルやブレーキの操作は可能で
す。安全を確認した上で、すみやか
に道路脇に停車してください。

●走行中にパワースイッチを操作する
と、マルチインフォメーションディ
スプレイに警告メッセージが表示さ
れ、警告ブザーが鳴ります。

●走行中にEVシステムの緊急停止した
あと、走行中に EVシステムを再始
動させる場合は、パワースイッチを
押してください。

パワースイッチを切りかえるに
は
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“アクセサリー”

“パワーON”

1 OFF
非常点滅灯が使用できます。

2 ACC※

オーディオなどの電装品が使用できます。
メーターに“アクセサリー”が表示さ
れます。

3 ON
すべての電装品が使用できます。
メーターに“パワーON”が表示され
ます。
※カスタマイズメニューでON/OFF を
切りかえることができます。
（P.415）

知識
■ACCカスタマイズが“OFF”のとき

●パワースイッチOFF の状態でも、節電
機能が働くまでの一定時間はマルチメ
ディアシステムが使用できます。

●安心降車アシスト作動時、ブザー吹鳴
に加え音声でも案内します。
（P.263）

■自動電源OFF 機能

シフトポジションがPにあるとき、20
分以上ACCまたはON（EV システムが
作動していない状態）にしたままにして
おくと、パワースイッチが自動でOFF に
なります。ただし、自動電源OFF機能
は、補機バッテリーあがりを完全に防ぐ
ものではありません。EVシステムが作動
していないときは、パワースイッチを
ACC またはONにしたまま長時間放置し
ないでください。

注意
■補機バッテリーあがりを防止するた
めに

●EVシステム停止中は、パワースイッ
チをACC または ONにしたまま長
時間放置しないでください。

●EVシステム停止中に、マルチイン
フォメーションディスプレイの“ア
クセサリー”または“パワー
ON”の表示が消灯していない場合、
パワースイッチがOFF になっていま
せん。パワースイッチをOFF にして
から車両を離れてください。
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知識
■シフト操作に関するメッセージがマル
チインフォメーションディスプレイに
表示されたとき

誤操作やシステムの状況等によりシフト
ポジションが切りかわらない、またはシ
フト操作が無効にされたときには、切り
かえができない原因や、正しい操作方法
などに関するメッセージが、マルチイン
フォメーションディスプレイに表示され
ます。その場合は、メッセージに従って
操作し直してください。

■補機バッテリーを脱着したとき

P.400

シフトレバー
シフトレバーは、シフトポジション表示
灯の矢印に従って、ゆっくり確実に操作
してください。

シフトポジション

目的や状況に応じてシフトポジ
ションを選択してください。

シフトポジションの使用目的に
ついて

シフトポジ
ション

目的および状態

P
駐車または EVシステムの

始動

R 後退

N 動力が伝わらない状態

D 通常走行

B
回生ブレーキ力選択モード

走行

警告
■すべりやすい路面を走行するとき

急なアクセル操作を行わないでくださ
い。横すべりやスピンの原因になりま
すので注意してください。

注意
■シフト制御システムの異常が考えら
れるとき

次のような状態になったときは、シフ
ト制御システムの異常が考えられます。
安全で平坦な場所に停車し、パーキン
グブレーキをかけて、トヨタ販売店に
ご連絡ください。

●マルチインフォメーションディスプ
レイにシフト制御システムに関する
警告メッセージが表示されたとき
（P.388）

●シフトポジションが選択されていな
い表示状態が、数秒以上続いている
とき

シフトポジションの切りかえ方
法と表示について
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Nに切りかえるときは、矢印に沿って操
作したあと、しばらく保持します。
シフトレバーを操作したあとは、シフト
レバーから手を離してください。シフト
レバーが定位置（●）にもどります。
Bへの切りかえは、シフトポジションが
Dのときのみ可能です。
PからN・D・R、および N・D・B・R
から Pへ、またはD・BからR、および
RからDへ切りかえるときは、ブレーキ
ペダルを踏み、車が完全に停止している
状態で行ってください。

シフトポジション表示灯
メーター表示：
現在のシフトポジションが表示されます。
シフトレバー表示：
現在のシフトポジションが点灯表示され
ます。
シフトレバーを操作したあとは、シフト
ポジション表示灯で、目的のシフトポジ
ションに切りかわったことを必ず確認し
てください。

Pポジションスイッチ
Pポジションに切りかえるには、車を完
全に停止させ、パーキングブレーキをか
け、Pポジションスイッチを押してくだ
さい。
シフトポジションをPにすると、スイッ
チが点灯します。
シフトポジション表示灯が Pであること
を必ず確認してください。

知識
■パワースイッチの各モードにおけるシ
フトポジション切りかえ

●パワースイッチがOFFまたはACCのと
きはシフトポジションの切りかえはで
きません。

●パワースイッチがONで、READY イン
ジケーターが消灯しているときは、Ｎ
のみに切りかえが可能です。

●READYインジケーターが点灯中は、P
から、D・N・Rを選択できます。

●READYインジケーターが点滅している
ときは、シフトレバーを操作しても、P
から他のシフトポジションへ切りかえ
ることはできません。READY インジ
ケーターが点滅から点灯にかわってか
ら、再度シフトレバーを操作してくだ
さい。

■Pから他のシフトポジションに切りかえ
る

●スライドドアを閉めた後、ブレーキペ
ダルをしっかり踏みながら、シフトレ
バーを操作します。（ブレーキペダルを
踏まずにシフトレバーを操作すると、
ブザーが鳴りシフトポジションの切り
かえができません）

●操作後は、シフトポジション表示灯で、
目的のシフトポジションに切りかわっ
たことを必ず確認してください。

●Pから直接、シフトポジションを Bに切
りかえることはできません

■シフトポジションを切りかえられな
かった場合

次の操作を行うとブザーが鳴り、シフト
ポジションが切りかえられなかったこと
をお知らせします。適切な操作で、再度
シフトポジションを切りかえてください。

●ブレーキペダルを踏まずに、Pからシフ
トレバーを操作したとき

●アクセルペダルを踏んだまま、Pからシ
フトレバーを操作したとき

●ブレーキペダルを踏まずに、停車中ま
たは極低速走行中にNからシフトレ
バーを操作したとき
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●アクセルペダルを踏んだまま、停車中
または極低速走行中にNからシフトレ
バーを操作したとき

●ドアが開いているまたはスロープが出
ている状態で Pからシフトレバーを操
作したとき

ドアが開いているまたはスロープが出て
いるかはメータ表示を確認してください。

●ブレーキを踏まずにPポジションスイッ
チを押したとき

●P または Nから、Bを選択した

●走行中に、Pポジションスイッチを押し
た

■シフトポジションが自動的にNに切りか
わった場合

次の操作を行うとブザーが鳴り、シフト
ポジションがNに切りかわったことをお
知らせします。適切な操作で、再度シフ
トポジションを切りかえてください。

●車両が前進しているときにRを選択した
低速走行時は Rに切りかわることがあ
ります。

●車両が後退しているときにDを選択した
低速走行時はDに切りかわることがあ
ります。

●R から Bを選択した

■走行中にNを選択した場合

一定以上の速度で走行中にNを選択した
場合、シフトレバーをNの位置で保持し
なくてもNに切りかわります。この場合
はブザーが鳴り、マルチインフォメー
ションディスプレイに確認メッセージが
表示され、Nにかわったことを運転者に
知らせます。

■リバース警告ブザー

シフトポジションをRにするとブザーが
鳴り、Rにあることを運転者に知らせま
す。

■自動Pポジション切りかえ機能について

次のときは、自動的にシフトポジション
が Pに切りかわります。

●パワースイッチがON、かつシフトポジ
ションが P以外の状態で、車両を停止
させパワースイッチを押したとき（シ
フトポジションがPに切りかわったあ
と、パワースイッチがOFF になりま
す）※

シフトポジションがPに切りかわったあ
と、車両を発進させるときは、シフトレ
バーを操作してください。

●走行中にEVシステムを緊急停止したあ
と、停車したとき

●シフトポジションが P以外の状態で、補
機バッテリーの電圧が低下したとき

※停車直前など、極低速走行時にパワー
スイッチを押すと、自動的にシフトポ
ジションが Pに切りかわる場合があり
ます。必ず車両が完全に停止している
状態でパワースイッチを押してくださ
い。

■シフトポジションがPから切りかわらな
い場合は

●補機バッテリーあがりの可能性があり
ます。補機バッテリーがあがってし
まった場合の対処法は、P.398を参照
してください。

●ドアまたはスロープの故障の可能性が
あります

ドアまたはスロープの故障時に復旧作業
（P.135, 146）してもメータ表示が変
わらない場合は、パワースライドドアの
機能を停止することで Pからシフトポジ
ションを切りかえることができます。
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警告
■パワースライドドアの機能を停止さ
せ、Pからシフトポジションを切り
かえたとき

ドアまたはスロープの故障時に車両を
安全な場所に移動させるため、パワー
スライドドアの機能を停止させた状態
で、Pからシフトポジションを切り替
えることができます。ただし、ドアが
閉まっていない状態、スロープが車両
外に出た状態でも走行できるため、思
わぬ事故に繋がるおそれがあります。
必ずドアが開いていないこと、スロー
プが車両外に出ていないことを確認し
たうえで走行し、車両を安全な場所に
移動させる以外の目的で走行しないで
ください。移動後はただちにトヨタ販
売店に連絡してください。

■シフトレバーについて

●シフトレバーのノブを取りはずした
り、純正品以外のノブを取り付けた
りしないでください。また、ものを
ぶら下げたりしないでください。シ
フトレバーが定位置にもどらなく
なって、思わぬ事故につながるおそ
れがあり危険です。

●意図せぬシフトポジションの切りか
わりを防止するため、操作時以外は
シフトレバーにふれないでください。

■Pポジションスイッチについて

●車が動いているときは、Pポジショ
ンスイッチにふれないでください。
停車直前など、極低速走行中に Pポ
ジションスイッチを押すと、シフト
ポジションがPに切りかわることが
あるため、車が急停止して思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

●意図せぬシフトポジションの切りか
わりを防止するため、操作時以外は
Pポジションスイッチにふれないで
ください。

注意
■車を降りるとき（運転席のみ）

シフトポジション表示灯がPであるこ
とと、パーキングブレーキ表示灯が点
灯していることを確認してから、ドア
を開け、降車してください。
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レバー操作により、次のように運
転者の意思を表示することができ
ます。

1 1の位置までレバーを傾けま
す。

左側方向指示灯が点滅します。

2 2の位置までレバーを傾け、離
します。

左側方向指示灯が 5回点滅します。

3 3の位置までレバーを傾け、離
します。

右側方向指示灯が 5回点滅します。

4 4の位置までレバーを傾けま
す。

右側方向指示灯が点滅します。

知識
■作動条件

パワースイッチがONのとき

■表示灯の点滅が異常に速くなったとき
は

方向指示灯が不灯になっていないか確認
してください。

方向指示レバー

操作のしかた
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パーキングブレーキをかける・解
除することができます。

パーキングブレーキランプ

1 スイッチを押し、パーキングブ
レーキをかける

パーキングブレーキ表示灯とパーキング
ブレーキランプが点灯します。
緊急時、走行中にパーキングブレーキを
かける必要があるとき、スイッチを押し
続けてください。

2 スイッチを引き、パーキングブ
レーキを解除する

･ ブレーキペダルを踏みながら操作して
ください。シフトポジションが P位置
ではパーキングブレーキは解除できま
せん。

･ パーキングブレーキ自動解除機能によ
り、アクセルペダルを踏むことでパー
キングブレーキを解除することができ
ます。アクセルペダルを踏むときは
ゆっくり踏んでください。（P.215）

解除後、パーキングブレーキ表示灯と
パーキングブレーキランプが消灯します。

パーキングブレーキ表示灯とパー
キングブレーキランプが点滅した
場合は、再度スイッチを操作して
ください。（P.382）
また、シフト操作と連動して、
パーキングブレーキが次のように
作動します。
シフトポジションをPからP以外
にすると、パーキングブレーキが
解除され、パーキングブレーキ表
示灯とパーキングブレーキランプ
が消灯します。
シフトポジションをP以外からP
にすると、パーキングブレーキが
かかり、パーキングブレーキ表示
灯とパーキングブレーキランプが
点灯します。
シフトレバーおよびPポジション
スイッチは、停車した状態でブ
レーキペダルを踏みながら操作し
てください。
急なシフト操作を行うと、パーキ
ングブレーキが作動しない場合が
あります。その場合は、手動で
パーキングブレーキを操作してく
ださい。（P.214）

知識
■パーキングブレーキの作動

パワースイッチがON以外では、パーキ
ングブレーキスイッチによる解除はでき
ません。

パーキングブレーキ

自動または手動でパーキングブ
レーキをかける・解除すること
ができます。
シフトの操作に応じてパーキン
グブレーキが自動で作動します。

操作のしかた



215

5

Owner’s Manual_Japan_M57001_ja

5-2. 運転のしかた
運
転

■パーキングブレーキ自動解除機能につ
いて

次の条件をすべて満たしたとき、アクセ
ルペダルを踏むことによりパーキングブ
レーキを解除することができます。

●運転席シートベルトを着用していると
き

●シフトポジションが前進もしくは後退
の位置にある

●EV システム警告灯やブレーキ警告灯が
消灯している

アクセルペダルを踏むときはゆっくり踏
んでください。

アクセルペダルを踏んでもパーキングブ
レーキが解除しない場合、手動で解除し
てください。

■パーキングブレーキ自動作動機能につ
いて

下記の条件をすべて満たしたとき、パー
キングブレーキが作動します。

●ブレーキを踏んでいない

●運転席のシートベルトを装着していな
い

●運転席に座っていない

●EV システム警告灯やブレーキ警告灯が
消灯している

■マルチインフォメーションディスプレ
イに「EPBが連続で操作されました　
しばらくお待ちください」と表示され
たときは

短時間に作動をくり返すと、システムの
過熱防止のために作動制限することがあ
ります。その場合は、操作を控えてくだ
さい。1分程度でもとの状態にもどりま
す。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに「EPB動作が途中で停止しまし
た」または「EPB 現在使用できませ
ん」と表示されたときは

パーキングブレーキスイッチを操作して
ください。何度か操作してもメッセージ
が消えない場合は、システムに異常があ
るおそれがあります。トヨタ販売店で点
検を受けてください。

■パーキングブレーキの作動音

パーキングブレーキが作動するとき、
モーターの音（“ウィーン”という音）
が聞こえることがありますが、異常では
ありません。

■パーキングブレーキ表示灯とパーキン
グブレーキランプについて

●パーキングブレーキをかけたとき、パ
ワースイッチのモードによって、次の
ようにパーキングブレーキ表示灯と
パーキングブレーキランプが点灯しま
す。
ON：パーキングブレーキを解除するま
で点灯します。
ON以外：約 15秒間点灯します。

●パーキングブレーキをかけた状態でパ
ワースイッチをOFF にしたとき、パー
キングブレーキ表示灯とパーキングブ
レーキランプが約15秒間点灯したま
まになりますが、異常ではありません。

■駐車するとき

P.215

■パーキングブレーキ未解除警告ブザー

パーキングブレーキをかけたまま走行す
ると、警告ブザーが鳴り、マルチイン
フォメーションディスプレイに「EPBが
ロックされています」が表示されます。
（車速が 5km/h をこえたとき）

■ブレーキ警告灯が点灯したときは

P.382
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警告
■駐車するとき

お子さまだけを車の中に残したままに
しないでください。お子さまが誤って
パーキングブレーキを解除し、車が動
き出して思わぬ事故につながり、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

■パーキングブレーキ自動作動機能に
ついて

パーキングブレーキ自動作動機能を日
常のパーキングブレーキ操作のかわり
には絶対に使用しないでください。本
機能は運転者のパーキングブレーキか
け忘れによって起こる事故を軽減する
ための機能です。機能に頼ったり、安
全を委ねて駐車をしたりすると、重大
な傷害に及ぶか、最悪の場合死亡につ
ながるおそれがあります。

注意
■駐車するとき

車から離れるときは、シフトポジショ
ンを Pにし、パーキングブレーキをか
けてください。

車が動かないことを確認してください。

■システムに異常が発生したら

安全な場所に車を停め、警告メッセー
ジを確認してください。

■補機バッテリーがあがったとき

パーキングブレーキシステムを作動さ
せることはできません。（P.398）

■故障などでかかったままになったと
き

パーキングブレーキがかかったまま走
行すると、ブレーキ部品が過熱し、ブ
レーキの効きが悪くなったり、早く摩
耗したりするおそれがあります。この
場合は、ただちにトヨタ販売店で点検
を受けてください。
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スイッチを押して、ブレーキホー
ルドシステムをONにする

ブレーキホールドスタンバイ表示灯（緑）

が点灯します。ブレーキ保持中はブ

レーキホールド作動表示灯（黄） が点

灯します。

知識
■システムの作動条件

次のときはブレーキホールドシステムを
ONにできません。

●ドアが閉まっていない

●運転席シートベルトを着用していない

●マルチインフォメーションディスプレ
イに、「EPB 動作が途中で停止しまし

た」や「EPB 故障　販売店で点検して
ください」が、表示されている

ブレーキホールドシステムがONのとき
に上記いずれかを検出したときは、シス
テムがOFF になり、ブレーキホールドス
タンバイ表示灯（緑）が消灯します。ブ
レーキ保持中に検出した場合は、さらに
警告音と共にマルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージが表示され、
自動的にパーキングブレーキがかかりま
す。

■ブレーキ保持について

●ブレーキ保持中にブレーキペダルが踏
まれていない状態が約 3分継続すると、
自動的にパーキングブレーキがかかり
ます。このときはブザーが鳴り、マル
チインフォメーションディスプレイに
メッセージが表示されます。

●坂路ではブレーキ保持できないことが
あり、その場合運転者が、ブレーキを
かける必要があります。このときはブ
ザーが鳴り、マルチインフォメーショ
ンディスプレイにメッセージが表示さ
れます。表示された画面の指示に従っ
てください。

●ブレーキ保持中にシステムをOFFにす
るときは、ブレーキペダルをしっかり
踏み、もう一度スイッチを押してくだ
さい。

■ブレーキ保持中にパーキングブレーキ
が自動的にかかったとき

発進時は次のいずれかの操作でパーキン
グブレーキを解除してください。

●運転席シートベルトを着用した状態で
アクセルペダルを踏む

●ブレーキペダルを踏みながら、パーキ
ングブレーキスイッチを操作して手動
で解除する

操作したあとパーキングブレーキ表示灯
が消灯したことを確認してください。

ブレーキホールド

シフトポジションがD・Bまた
はNでブレーキホールドシステ
ムがONのとき、ブレーキペダ
ルを踏んで停車するとブレーキ
がかかったまま保持されます。
シフトポジションがD・Bのと
き、アクセルペダルを踏むと同
時に解除され、スムーズに発進
できます。

システムを作動させるには



218

Owner’s Manual_Japan_M57001_ja

5-2. 運転のしかた

（P.214）

■トヨタ販売店で点検が必要なとき

ブレーキホールドシステムの作動条件を
満たしているときに、ブレーキホールド
スイッチを押してもブレーキホールドス
タンバイ表示灯（緑）が点灯しないとき
はシステムの異常が考えられます。ただ
ちにトヨタ販売店で点検を受けてくださ
い。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“BrakeHold 故障”が表示され
たときは

システムに異常があるおそれがあります。
ただちにトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

■警告メッセージ・警告ブザーについて

操作に関して注意が必要な場合や、シス
テムに異常が発生したときには、警告
メッセージ・警告ブザーで注意をうなが
します。マルチインフォメーションディ
スプレイに警告メッセージが表示された
ときは、表示された画面の指示に従って
ください。

■ブレーキホールド作動表示灯（黄）が
点滅したときは

P.386

警告
■急坂路では

急坂路でブレーキホールドシステムを
使用するときは注意してください。急
坂路ではブレーキホールドシステムに
てブレーキを保持できないことがあり
ます。

■すべりやすい路面では

タイヤのグリップ限界をこえて停車さ
せることはできません。すべりやすい
路面での使用は控えてください。

注意
■駐車するとき

ブレーキホールドは長時間駐車するた
めの機能ではありません。ブレーキ保
持中にパワースイッチをOFFにする
と、保持が解除されて車が動き出す場
合があります。パワースイッチを操作
するときは、ブレーキペダルを踏み、
シフトポジションを Pにして、パーキ
ングブレーキをかけてください。
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知識
■車を長期間使用しなかったとき

ステアバイワイヤ専用バッテリーの充電
量が低下している場合、EVシステムを始
動し READYインジケーターが点灯して
も充電が完了するまでは、シフトポジ
ションがPに固定されます。マルチイン
フォメーションディスプレイに表示され
るメッセージが消えるとシフト変更が可
能となります。

■パワースイッチをONにしたとき

ステアリング調整機能が働き、ハンドル
が動く場合があります。
マルチインフォメーションディスプレイ
に表示されるメッセージに従い、手を放
してお待ちください。

■補機バッテリーあがり時や取りはずし
時などは

P.400

■操舵力の効果が下がるとき

停車中か極低速走行中に長時間ハンドル
をまわし続けると、ステアリングシステ
ムのオーバーヒートを避けるため、操舵
力の効果が下がりハンドル操作が重く感
じられるようになります。その場合は、
ハンドル操作を控えるか、EVシステムを
停止してください。10分程度でもとの状
態にもどります。

ステアバイワイヤ

ステアバイワイヤは、車両の速
度とハンドルの操舵量に応じて、
車両の動きと操舵力を制御する
システムです。
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5-3. ランプのつけ方・ワイパーの使い方

次のように スイッチを操作すると、ランプが点灯します。

※スイッチを 3 の位置へ操作し手を離すと、自動的に 2 の位置へもどりま

す。

上記の表のスモールランプは、車幅灯・尾灯・番号灯・インストルメント
パネルランプを意味します。

※1操作するたびに、2 による点灯状態と 3 による点灯状態が切りかわりま

す。

※2停車中のみ点灯可能。車両を発進させると 2 による点灯状態に切りかわります。

ランプスイッチ

自動または手動でヘッドランプなどを点灯・消灯できます。

点灯のしかた

ポジション
点灯状態

周囲が明るいとき 周囲が暗いとき

1 ヘッドランプ・スモールランプが点灯

2 ※1 LED デイライト（P.221）が
点灯

ヘッドランプ・スモールランプ
が点灯

3 ※1 スモールランプが点灯 スモールランプが点灯※2
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スイッチを 3 の位置で1秒以上保持すると、次のように作動し

ます。

消灯中に 1 か 3 の位置へ操作すると消灯状態が解除されます。

※スイッチを 3 の位置へ操作し手を離すと、自動的に 2 の位置へもどりま

す。

※停車中のみ消灯可能。車両を発進させると消灯状態が解除されます。

知識
■AUTO モードの作動条件

パワースイッチがONのとき

■LED デイライト機能

日中での走行時、自車が他の運転者から
見やすくなるように、EVシステム始動
後、パーキングブレーキを解除して、ラ
ンプスイッチを AUTOにすると、LED
デイライトが自動で点灯します。（車幅灯
より明るく点灯します）
LED デイライトは夜間の使用を意図した
ものではありません。

■自動で点灯／消灯する明るさについて

周囲の明るさに応じて自動的にランプが
点灯／消灯します。日中走行中でも周囲
の環境や明るさによって、ヘッドランプ
が自動点灯する場合があります。

消灯のしかた

ポジション
点灯状態

周囲が明るいとき 周囲が暗いとき

3
ヘッドランプ・スモールラン
プ・LEDデイライト
（P.221）が消灯

ヘッドランプ・スモールランプ
が消灯※
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■ライトセンサーについて

センサーの上にものを置いたり、セン
サーをふさぐようなものをフロントウイ
ンドウガラスに貼らないでください。周
囲からの光がさえぎられると、自動点灯・
消灯機能が正常に働かなくなります。

■ランプ消し忘れ防止機能

パワースイッチを ACCまたは OFF にす
るとすべてのランプが自動的に消灯しま
す。

再びランプを点灯する場合は、パワース

イッチをONにするか、一度ランプス

イッチをAUTO にしてから また

は の位置にします。

■オートレベリングシステム

通行人や対向車がまぶしくないように、
乗車人数・荷物の量などによる車の姿勢
の変化に合わせて、ヘッドランプの光軸
を自動で調整します。

■節電機能

車両の補機バッテリーあがりを防止する
ため、パワースイッチがOFF の状態で
ヘッドランプまたは尾灯が点灯している
場合、節電機能が働き約 20分後すべて
のランプが自動消灯します。

パワースイッチをONにすると節電機能
は解除されます。

次のいずれかを行った場合、節電機能は
いったん解除され、再度節電機能が働き
約 20分後すべてのランプが自動消灯し
ます。

●ランプスイッチを操作したとき

●ドアを開閉したとき

■ワイパー連動ヘッドランプ点灯機能

日中での走行時、ランプスイッチが
AUTOでワイパーを作動してしばらくす
ると、自車が他車から見やすくなるよう
にヘッドランプが自動点灯します。

■カスタマイズ機能

ライトセンサーの感度の設定などを変更
できます。（カスタマイズ一
覧：P.419）

1 ランプが点灯した状態で、レ
バー前方に倒して、離す

ロービームにする場合は、2の位置まで
レバーを引いて、離します。

2 レバーを手前に引く
レバーを引いているあいだ、ハイビーム
が点灯します。
ランプが消灯していても、ハイビームが
点灯します。レバーを離すと、ロービー
ムにもどる、または消灯します。

注意
■補機バッテリーあがりを防止するた
めに

EV システムを停止した状態でランプ類
を長時間点灯しないでください。

ハイビームにするには
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1 オートマチックハイビームス
イッチを押す

2 ランプスイッチを または

にする

オートマチックハイビームシステムが作
動し、AHB表示灯が点灯します。

知識
■ハイビームとロービームの自動切りか
え条件

●次の条件をすべて満たすと、ハイビー
ムを点灯します。

･ 車速が約 30km/h 以上
･ 車両前方が暗い
･ 前方にランプを点灯した車両がいない
･ 前方の道路沿いの街路灯などの光が少
ない

●次の条件のいずれかのときはロービー
ムが点灯します。

･ 車速が約 25km/h 以下
･ 車両前方が明るい
･ 前方車両がランプを点灯している
･ 前方の道路沿いの街路灯などの光が多
い

■前方カメラの検知について

●次の状況では、ハイビームが自動で
ロービームに切りかわらない場合があ
ります。

･ 車両が割り込んできたとき
･ 他車が前方を横切ったとき
･ 連続するカーブや中央分離帯、街路樹
などで前方車両が見え隠れするとき

AHB（オートマチックハ
イビーム）

オートマチックハイビームは、
フロントウインドウガラス下部
に設置された前方カメラにより
前方車両のランプや街路灯など
の明るさを判定し、自動的にハ
イビームとロービームを切りか
えます。

警告
■安全にお使いいただくために

オートマチックハイビームを過信しな
いでください。運転者は常に自らの責
任で周囲の状況を把握し、安全運転を
心がけ、必要に応じて手動でハイビー
ムとロービームを切りかえてください。

■オートマチックハイビームの誤作動
を防ぐために

システムをOFF にする必要があると
き：P.230

オートマチックハイビームを使
うには
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･ 前方車両が離れた車線から接近してき
たとき

･ 前方車両が遠方を走行しているとき
･ 前方車両が無灯火のとき
･ 前方車両のランプ類の照度が低いとき
･ 前方車両が自車のヘッドランプなどの
強い光を反射しているとき

･ センサーが正しく作動しないおそれが
あるとき：P.234

●前方車両のフォグランプにより、ハイ
ビームがロービームに切りかわる場合
があります。

●街路灯や信号・広告などの照明、また
は標識・看板などの反射物によりハイ
ビームがロービームに切りかわる場合
や、ロービームが継続する場合があり
ます。

●次の原因により、ハイビームとロー
ビームの切りかえのタイミングが変化
する場合があります。

･ 前方車両のランプの明るさ
･ 前方車両の動きや向き
･ 前方車両との車間距離
･ 前方車両のランプが片側のみ点灯して
いるとき

･ 前方車両が二輪車のとき
･ 道路の状態（勾配やカーブ、路面状況
など）

･ 乗車人数や荷物の量

●ハイビームとロービームが運転者の感
覚に合わず切りかわる場合があります。

●自転車などの軽車両は検知しない場合
があります。

●次の状況では、周囲の明るさが正確に
検知されず、ハイビームが歩行者や前
方車両などの迷惑になる場合や、ロー
ビームが継続する場合があります。こ
のような場合は、手動でハイビームと
ロービームを切りかえてください。

･ 周囲にヘッドランプや尾灯などに似た
光があるとき

･ 前方車両のランプが無灯火のときや、

ランプに汚れや変色があったり光軸が
ずれているとき

･ ハイビームとロービームをひんぱんに
切りかえているとき

･ ハイビームの点灯が不適切と思われる
とき、またはほかの運転者・付近の歩
行者の迷惑になると思われるとき

･ システムを OFF にする必要があると
き：P.230

･ センサーが正しく作動しないおそれが
あるとき：P.234

■ ハイビームへの切りかえ
レバーを前方へ押す
AHB表示灯が消灯し、ハイビーム表示
灯が点灯します。

オートマチックハイビームにもどすには、
レバーを手前に引いて離します。

■ ロービームへの切りかえ
オートマチックハイビームスイッ
チを押す
AHB表示灯が消灯します。

オートマチックハイビームにもどすには、
再度オートマチックハイビームスイッチ
を押します。

手動制御に切りかえるには
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ハイビームの使用に問題がある、
または他の運転者・付近の歩行者
の迷惑になると思われるときに使
用します。
レバーを手前に引いて離す
レバーを引いているあいだはハイビーム
が点灯しますが、レバーを離すとしばら
くのあいだロービームが点灯します。そ
の後、再度オートマチックハイビームが
作動します。

次のように レバーを操作する

と、ワイパーまたはウォッシャー
が作動します。

を選択しているとき、雨滴量と車速

に応じてワイパーが作動します。

一時的なロービームへの切りか
え

ワイパー&ウォッシャー

レバー操作で、ワイパーの作動
を自動／手動に切りかえたり、
ウォッシャーを作動させたりす
ることができます。

注意
■フロントウインドウガラスが乾いて
いるときは

ワイパーを使わないでください。

ガラスを傷付けるおそれがあります。

操作のしかた
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1 停止

2 AUTOモード

3 低速作動

4 高速作動

5 一時作動

が選択されているときは、次の

ようにダイヤルをまわして、雨滴
センサーの感度を調整できます。

6 雨滴センサーの感度調整（高）
7 雨滴センサーの感度調整（低）

8 ウォッシャー液を出す

レバーを手前に引くとワイパーと連動し
てウォッシャーが作動します。
（数回作動したあと、液だれ防止としてさ
らに1回作動します。ただし、走行中は
液だれ防止作動は働きません。）

知識
■作動条件

パワースイッチがONのとき

■車速による作動への影響

車速によってワイパー作動の間欠時間へ
の影響があります。

■雨滴感知センサー

●雨滴感知センサーが雨滴量を判定しま
す。

光学センサーを使用しているため、フロ
ントウインドウガラスに朝日や夕日が断
続的にあたるときや、虫などで汚れたと
きに、正しく作動しないことがあります。

●パワースイッチがONのときにワイパー

スイッチを にすると、動作確認の

ためワイパーが1回作動します。

●雨滴感知センサーの温度が85℃以上ま

たは－ 15℃以下のときは、AUTO作

動しないことがあります。その場合は、

以外でワイパーを使用してくださ

い。
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■ウォッシャー液が出ないときは

ウォッシャー液量が不足していないのに
ウォッシャー液が出ないときは、ノズル
のつまりを点検してください。

■音声対話サービスでの操作

音声対話サービスを使用して、フロント
ワイパーを 1回のみ作動することができ
ます。

音声対話サービスについては、別冊「マ
ルチメディア取扱説明書」を参照してく
ださい。

警告
■AUTOモード時のワイパー作動につ
いて

AUTOモードでは、センサーにふれた
り、フロントウインドウガラスに振動
があるなどの要因で不意にワイパーが
作動するおそれがあります。ワイパー
で指などを挟まないように注意してく
ださい。

■ウォッシャーを使用するとき

寒冷時はフロントウインドウガラスが
暖まるまでウォッシャー液を使用しな
いでください。ウォッシャー液がフロ
ントウインドウガラスに凍りつき、視
界不良を起こして思わぬ事故につなが
り、重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

注意
■ウォッシャー液が出ないときは

ウォッシャースイッチを操作し続けな
いでください。

ポンプが故障するおそれがあります。

■ノズルがつまったときは

ノズルがつまったときはトヨタ販売店
へご連絡ください。

ピンなどで取り除かないでください。

ノズルが損傷するおそれがあります。

■補機バッテリーあがりを防止するた
めに

EV システムを停止した状態でワイパー
を長時間作動しないでください。
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5-4. 運転支援装置について

本取扱説明書では、Ver.3 までの
情報を記載しています。Toyota 
Safety Sense 各機能の制御内
容・取り扱い・警告／注意事項な
どの最新情報については、トヨタ
公式Web サイトにあるデジタル
取扱説明書で確認することができ
ます。
ご使用前に必ずシステムのソフト
ウェアバージョンに合った取扱説
明書をお読みください。

知識
■ご使用にあたっての留意事項

●お客様の安全に関わる問題や法規上の
問題が発生したときは、一時的に一部
の機能を作動不可にすることがありま
す。あらかじめご了承ください。

●T-Connect 利用契約が未契約／未更新
の場合、無線通信によるソフトウェア
アップデートは行われません。

システムのソフトウェアバージョ
ンを確認した上で、トヨタ公式
Webサイトにアクセスする必要が
あります。

■ マルチメディアディスプレイ※

／スマートフォンでバージョン
を確認する

運転支援機能の更新に関するお知
らせ、または運転支援アップデー
トアプリケーションから現在のソ
フトウェアバージョンを確認する
ことができます。

1 メインメニューの にタッチし

ます。
2 “運転支援アップデート”に
タッチします。

※マルチメディアのバージョンによって
は表示されない場合があります。

ソフトウェアアップデート
を確認する（Toyota 
Safety Sense 装着車）

T-Connect ご利用契約中のお客
様は通信モジュール（DCM）を
使ってソフトウェアアップデー
トを実施することで、システム
のアップデート・機能の変更／
追加ができます。

警告
■安全にお使いいただくために

●Toyota Safety Sense は、ソフト
ウェアを更新することで各機能の取
り扱い方法が変わることがあります。
正しい取り扱い方法を知らずにシス
テムを使用すると、思わぬ事故につ
ながり、重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

●トヨタ公式Webサイトにある、シス
テムのソフトウェアバージョンに
合ったデジタル取扱説明書をお読み
いただいた上でご使用ください。

Toyota Safety Sense の取扱
説明書での記載内容について

自車の Toyota Safety Sense
のバージョンに合った取扱方法
をお読みいただくには
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■ 自車のToyota Safety Senseのバージョンに合った取扱方法をお読み
いただくには

1 パソコンやスマートフォンから、以下URLにアクセスする

2 事前に確認したバージョンが含まれたファイルを選択する

知識
■デジタル取扱説明書について

ご希望の場合、印刷した冊子を購入する
こともできます。詳しくはトヨタ販売店
にお問い合わせください。

ソフトウェアアップデートがある
場合、マルチメディアディスプレ
イに通知画面が表示されます。画
面の指示に従ってください。
ソフトウェアを更新することで、
各機能の取り扱い方法が変わった
り、機能が追加されたりすること
があります。
変更・追加された内容は、トヨタ
公式Web サイトにあるデジタル
取扱説明書で確認することができ
ます。

知識
■ソフトウェアアップデートについて留
意事項

●一度ソフトウェアアップデートを実施
すると、前のバージョンにもどすこと
はできません。

●通信環境や更新内容によって、ソフト
ウェアアップデートに数時間かかるこ
とがあります。パワースイッチをOFF
にすると更新は中断されますが、再度
ONにすると前回の続きから再開しま
す。

●ソフトウェアアップデートの実施中で
も Toyota Safety Sense を使用する
ことができます。

●次のようなときは自動でソフトウェア
アップデートを実施することがありま
す。

･ システムの不具合など、お客様の安全
に関わる問題が発生したとき※

･ 法規上の問題が発生したとき※

･ 取り扱い方法や性能に影響がない、軽
微な修正を行うとき

※すべての更新内容がインストールされ、
ソフトウェアが最新の状態になること
があります。

■運転支援機能の更新通知で確認できる
こと

次の項目を確認、または実行できます。

●ソフトウェアのバージョン、更新内容、
注意事項、使い方などの表示

●ソフトウェアの更新履歴表示へのリン
ク

●ソフトウェアの更新

URL QR Code

https://manual.toyota.jp/safetysu/

ソフトウェアを更新する
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Toyota Safety Sense

Toyota Safety Sense は、運
転支援装置によって運転者を補
助し、安全で快適なドライブを
支援します。

警告
■Toyota Safety Sense について

Toyota Safety Sense は運転者の安
全運転を前提としたシステムであり、
事故被害や運転負荷の軽減に寄与する
ことを目的としています。
本システムは認識性能・制御性能に限
界があります。システムを過信せず、
運転者は常に自らの責任で周囲の状況
を把握し、安全運転を心がけてくださ
い。

■安全にお使いいただくために

●システムを過信しないでください。
運転者は常に自らの責任で周囲の状
況を把握し、安全運転を心がけてく
ださい。本システムはあらゆる状況
で動作するものではなく、支援には
限界があります。システムに頼った
り、安全を委ねる運転をしたりする
と思わぬ事故につながり、重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡につ
ながるおそれがあります。

●お客様ご自身で作動テストを行わな
いでください。
対象や状況によってはシステムが正
常に作動せず、思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

●走行操作に関して注意が必要な場合
や、システムに異常が発生したとき
には、警告メッセージ・警告ブザー
で注意をうながします。ディスプレ
イに警告メッセージが表示されたと
きは、表示された画面の指示に従っ
てください。

●外部の騒音やオーディオの音などに
より、警報ブザーが聞きとりにくい
場合があります。また、路面状況な
どにより、システムの作動を感じに
くい場合があります。

■システムをOFF にする必要があると
き

次のときは、システムをOFFにしてく
ださい。
システムが正常に作動せず、思わぬ事
故につながり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

●過積載やパンクで車両が傾いている
とき

●過度な高速走行をしているとき

●けん引時

●トラック・船舶・列車などに積載す
るとき

●車両をリフトで上げ、タイヤを空転
させるとき

●点検でシャシーダイナモやフリー
ローラーなどを使用するとき

●オフロード走行やスポーツ走行をす
るとき

●洗車機を使用するとき

●センサーやセンサー周辺への衝撃な
どによりセンサーの向きがずれてい
るとき、変形しているとき

●センサーやライトをさえぎるような
装備品を装着しているとき
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■ AHB（オートマチックハイビー
ム）

P.223
■ PCS（プリクラッシュセーフ
ティ）

P.236
■ LDA（レーンディパーチャーア
ラート）

P.245
■ ドライバー異常時対応システム
P.250

複数のセンサーにより、システム
の作動に必要な情報を認識します。
■ 周囲の状況を検出するセンサー
 フロント

前方レーダー

前方カメラ

 リヤ

後側方レーダー

警告
●応急用タイヤ・タイヤチェーンなど
を装着しているとき、タイヤパンク
応急修理キットで修理したとき

●タイヤの残り溝が十分にないとき、
または空気圧が不足しているとき

●メーカー指定のサイズ以外のタイヤ
を装着しているとき

●事故や故障などにより走行不安定な
とき

運転支援装置

Toyota Safety Sense で使用
するセンサー
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警告
■レーダーの故障や誤作動を防ぐため
に

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、レーダーが正
常に作動せず、思わぬ事故につながり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

●レーダーとレーダー専用カバーは常
にきれいにしておく

レーダー前面やレーダー専用カバー前
後面に汚れ・水滴・雪などが付着した
場合は、取り除いてください。

お手入れをする際は、レーダーやレー
ダー専用カバーを傷付けないよう、や
わらかい布で汚れをふき取ってくださ
い。

レーダー

レーダー専用カバー

●レーダーやレーダー専用カバー周辺
にアクセサリーを付けたり、ステッ
カー（透明なものを含む）などを
貼ったりしない

●レーダー周辺への衝撃を避ける
レーダー・フロントグリル・フロン
トバンパーに衝撃を受けた際は、必
ずトヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。

●レーダーを分解しない

●レーダーやレーダー専用カバーを改
造、塗装したりしない。純正部品以
外に交換しない。

●次のようなときは、レーダーの再調
整が必要です。詳しくはトヨタ販売
店にご相談ください。

･ レーダーを脱着や交換したとき

･ フロントバンパー・フロントグリル
を交換したとき

■前方カメラの故障や誤作動を防ぐた
めに

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、前方カメラが
正常に作動せず、思わぬ事故につなが
り、重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

●フロントウインドウガラスは常にき
れいにしておく

･ フロントウインドウガラス外側に汚
れ・油膜・水滴・雪などが付着した
場合は、取り除いてください。

･ フロントウインドウガラスにガラス
コーティング剤を使用していても、
前方カメラ前部に水滴などが付着し
た場合は、ワイパーでふき取ってく
ださい。

･ フロントウインドウガラス内側の前
方カメラ取り付け部が汚れた場合は、
トヨタ販売店にご相談ください。
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警告
●フロントウインドウガラスの前方カ
メラ前部（図に示す範囲内）にス
テッカー（透明なものを含む）など
を貼り付けない

約 4cm

約 4cm

●前方カメラ前部のフロントウインド
ウガラスが曇ったり、結露したり、
凍結したりした場合は、エアコンの
機能を使用する

●前方カメラ前部のフロントウインド
ウガラスの水滴をワイパーが正しく
ふき取れないときは、ワイパーゴム
またはワイパーブレードを交換する

●フロントウインドウガラスにフィル
ムを貼らない

●フロントウインドウガラスに傷・ひ
びなどが生じた場合は、そのまま放
置せずに交換する
フロントウインドウガラスの交換後
は、前方カメラの再調整が必要です。
詳しくはトヨタ販売店にご相談くだ
さい。

●前方カメラに液体をかけない

●前方カメラに強い光を照射しない

●前方カメラのレンズを汚したり、傷
を付けたりしない
フロントウインドウガラス内側を掃
除するときは、ガラスクリーナーが
レンズに付着しないようにしてくだ
さい。また、レンズにはふれないで
ください。
レンズに汚れ・傷がある場合は、
トヨタ販売店にご相談ください。

●前方カメラに強い衝撃を加えない

●前方カメラの取り付け位置や向きを
変更したり、取りはずしたりしない

●前方カメラを分解しない

●前方カメラ周辺部品を改造しない

●フロントグリル・フロントバンパー
に、前方カメラの視界をさえぎる可
能性のあるアクセサリーを取り付け
ない
詳しくはトヨタ販売店にご相談くだ
さい。

●ヘッドランプなどのランプ類を改造
しない

■フロントウィンドウガラスの前方カ
メラ取り付け部について

フロントウインドウガラスが曇る可能
性があるとシステムが判断した場合、
ヒーターにより前方カメラ周辺のフロ
ントウインドウガラスの曇り取りが自
動的に作動します。お手入れなどで前
方カメラ周辺にふれるときは、十分に
フロントガラスが冷めてからにしてく
ださい。やけどをするおそれがありま
す。
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知識
■センサーやシステムが正しく作動しな
いおそれがあるとき

●車両の高さや傾きが変わるような改造
をしているとき

●フロントウインドウガラスが汚れてい
るときや、曇っているとき、ひび割れ
や破損があるとき

●外気温が高温または低温のとき

●センサー前面に泥・雨滴・雪・虫・ゴ
ミなどが付着したとき

●悪天候時（雨・霧・雪・砂嵐など）

●前方に水・雪・土ぼこりなどの巻き上
げや水蒸気・煙があるとき

●夜間やトンネル内など暗い場所でヘッ
ドランプを点灯していないとき

●ヘッドランプのレンズが汚れて照射が
弱いとき

●ヘッドランプの光軸がずれているとき

●ヘッドランプが故障しているとき

●対向車のヘッドランプ光・太陽光・反
射光などが前方カメラに入射している
とき

●急激な明るさの変化があるとき

●テレビ塔・放送局・発電所・レーダー
搭載車両など、強い電波やノイズが発
生する場所の近くを走行するとき

●ワイパーブレードがセンサーの視界を
さえぎっているとき

●周囲に次のようなレーダーの電波を反
射するものがあるとき

･ トンネル
･ トラス橋
･ 砂利道
･ 轍のある雪道
･ 壁
･ 大型トラック
･ マンホール

･ ガードレール
･ 鉄板

●周囲に段差や突起物があるとき

●超小型モビリティなどのように対象車
両の全幅が狭いとき

●空荷のトラックなど対象車両の前端・
後端面積が小さいとき

●低床トレーラーなど対象車両の前端・
後端が低い位置にあるとき

●対象車両の最低地上高が極端に高いと
き

●対象車両の荷台から荷物がはみ出して
いるとき

●対象車両の一部が布で覆われているな
ど金属の露出が少ない車両のとき

●トラクター・サイドカーなど対象車両
が特殊な形状のとき

●対象車両との車間距離が極端に短く
なったとき

●対象車両の位置がずれているとき

●対象車両に雪や泥などが付着している
とき

●次のような道路を走行しているとき
･ 急なカーブや曲がりくねった道
･ 急な上り坂や下り坂など、路面勾配が
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変化する道
･ 左右に傾きのある道
･ 路面に深いわだちがある道
･ 整備されていない荒れた道
･ 起伏や段差が多い道路

●ハンドル操作が不安定なとき

●車線内での自車の位置が一定でないと
き

●本システム部品もしくはブレーキ等の
関連部品が冷えている・過熱している・
ぬれているなど

●ホイールアライメントがずれていると
き

●凍結路・積雪路・砂利道などのすべり
やすい路面を走行するとき

●カーブの形状とは異なる経路で走行す
るとき

●カーブに対して進入速度が過度に高い
とき

●駐車場や車庫、カーエレベータなどに
出入りするとき

●駐車場内を走行するとき

●生い茂った草・垂れ下がった枝・垂れ
幕など自車に覆い被さるような障害物
がある場所を走行するとき

●風が強いとき

■車線を検知できないおそれがあるとき

●車線の幅が極端に狭い、または広いと
き

●車線変更をした直後、または交差点を
通過した直後

●工事によって規制された車線、または
仮設の車線を走行しているとき

●周囲に車線もしくは類似の構造物、模
様、影があるとき

●同一車線上に複数の白線があるとき

●車線が明瞭でないとき、濡れた路面を
走行しているとき

●車線が縁石等の上に引かれているとき

●コンクリート路のような照り返しなど
で明るい路面を走行しているとき

■システムの一部もしくは全てが作動し
ないとき

●本システムもしくはブレーキ・ステア
リング等関連システムに異常を検出し
たとき

●VSC・TRC 等の安全システムが作動し
たとき

●VSC・TRC 等の安全システムがOFF の
とき

■ブレーキの作動音や踏み応えの変化に
ついて

●ブレーキが作動したときにブレーキの
作動音が聞こえたり、ブレーキペダル
の踏み応えがかわったりすることがあ
りますが異常ではありません。

●システムの制御によるブレーキ作動中
はブレーキペダルがお客様の想定より
も固く感じられたり、ブレーキペダル
が沈みこんだりすることがあります。
どちらの場合もブレーキの踏み増しは
可能です。必要に応じてブレーキを踏
み増ししてください。

■レーダーの取り扱い
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システムは次のものを作動対象と
して検出しています。（機能によっ
て、作動対象が異なります）
● 車両

● 自転車※

● 歩行者

● 自動二輪車※

● 壁
※人が乗車している場合のみを作動対象
としています。

PCS（プリクラッシュ
セーフティ）

進路上の作動対象（P.236）
をセンサーで検出し、衝突の可
能性が高いとシステムが判断し
たときに、警報やブレーキ力制
御（プリクラッシュブレーキ装
着車）により運転者の衝突回避
操作を補助します。また、衝突
の可能性がさらに高まったと判
断したときは、自動的にブレー
キを作動させることで、衝突回
避を支援、あるいは衝突被害の
軽減に寄与します。（プリクラッ
シュブレーキ装着車）

必要に応じて、プリクラッシュ
セーフティのON／OFFや、警
報タイミングを切りかえること
ができます。（P.245）

警告
■安全にお使いいただくために

●安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。
プリクラッシュセーフティを日常の
ブレーキ操作のかわりには絶対に使
用しないでください。本システムは
あらゆる状況で衝突を回避または衝
突の被害を軽減するものではありま
せん。システムに頼ったり、安全を
委ねる運転をしたりすると思わぬ事
故につながり、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

●プリクラッシュセーフティは衝突回
避を支援、あるいは衝突被害の軽減
に寄与することを目的としています
が、その効果はさまざまな条件によ
りかわります。そのため、常に同じ
性能を発揮できるものではありませ
ん。
次の項目をお読みいただき、システ
ムを過信せず安全運転に努めてくだ
さい。

･ 安全にお使いいただくために： 
P.230

■プリクラッシュセーフティをOFF に
するとき

システムをOFFにする必要があるとき
:P.230

システムの作動対象
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■ 衝突警報
衝突の可能性が高いとシステムが
判断したとき、“ピピピ・・・”
とブザー音が鳴り、マルチイン
フォメーションディスプレイにア
イコンとメッセージを表示し、回
避操作をうながします。
プリクラッシュブレーキ装着車：
作動対象が車両の場合、緩ブレー
キによる警告を行う場合もありま
す。

アクセルが強く踏み込まれている
とシステムが判断した場合は、図
で示すアイコンとメッセージがマ
ルチインフォメーションディスプ
レイに表示されます。

■ プリクラッシュブレーキアシス
ト（プリクラッシュブレーキ装
着車）

衝突の可能性が高いとシステムが
判断したとき、運転者のブレーキ
操作で不足しているブレーキ力を
増強します。
■ プリクラッシュブレーキ（プリ
クラッシュブレーキ装着車）

衝突の可能性が高いとシステムが
判断したときは、ブレーキが自動
でかかり、衝突回避を支援、ある
いは衝突被害の低減に寄与します。
■ 緊急時操舵支援
システムが次の条件を全て満たし
たと判断した場合、操舵支援を行
い、車両の安定性確保と車線逸脱
の抑制に寄与します。（プリクラッ
シュブレーキ装着車）作動時には
衝突警報に加え、図で示すシンボ
ルがマルチインフォメーション
ディスプレイに表示されます。
● 衝突する可能性が高い
● 自車線内に回避するための十分
なスペースがある

● 運転者の回避操舵があった
作動時には衝突警報とディスプレ
イ表示で注意喚起を行います。

機能一覧
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■ 交差点衝突回避支援（右左折）
次のような状況において衝突の可
能性が高いとシステムが判断した
とき、衝突警報およびプリクラッ
シュブレーキ（プリクラッシュブ
レーキ装着車）による支援を行い
ます。
交差点の形状によっては正しく支
援できない場合があります。
● 交差点で右折して対向車・対向
自動二輪車の進路を横切るとき

● 右左折中に、横断歩行者や、自
転車を検出したとき

■ 交差点衝突回避支援（出合頭車
両）

交差点など、側方から接近する車
両や自動二輪車との衝突の可能性
が高いとシステムが判断したとき、
衝突警報およびプリクラッシュブ
レーキ（プリクラッシュブレーキ
装着車）による支援を行います。

交差点の形状によっては正しく支
援できない場合があります。

■ 低速時加速抑制
低速走行時にアクセルペダルが強
く踏み込まれ、衝突の可能性があ
るとシステムが判断したとき、EV
システム出力を抑制または弱いブ
レーキをかけることで加速を抑制
します。（プリクラッシュブレーキ
装着車）作動時には、ブザー音が
鳴り、マルチインフォメーション
ディスプレイに警告灯とメッセー
ジを表示します。
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警告
■プリクラッシュブレーキについて
（プリクラッシュブレーキ装着車）

●プリクラッシュブレーキが作動した
ときは、強いブレーキがかかります。

●プリクラッシュブレーキは停止状態
を保持する機能ではありません。プ
リクラッシュブレーキの作動により
車両が停止したときは、必要に応じ
て速やかに運転者自らブレーキをか
けてください。

●プリクラッシュブレーキは運転者の
操作状態によっては作動しません。
運転者がアクセルペダルを強く踏ん
でいたり、ハンドルを操作したりし
ていると、運転者の回避操作とシス
テムが判断し、プリクラッシュブ
レーキが作動しない、または作動が
解除される場合があります。

●ブレーキペダルを踏んでいるときは、
運転者の回避操作とシステムが判断
し、プリクラッシュブレーキの作動
開始タイミングが遅れる場合があり
ます。

■低速時加速抑制について

運転者がハンドルを操作していると、
回避操作とシステムが判断し、低速時
加速抑制が作動しない、または作動が
解除される場合があります。

■緊急時操舵支援について

●緊急時操舵支援は車線逸脱抑制制御
が完了したとシステムが判断した段
階で作動を解除します。

●緊急時操舵支援は運転者の操作状態
によっては作動しない、または作動
中に解除される場合があります。

･ 運転者がアクセルペダルを強く踏ん
でいたり、ハンドルを大きく操作し
たり、ブレーキを踏んでいたり、方
向指示レバーを操作すると、運転者
の回避操作とシステムが判断し、緊
急時操舵支援が作動しない場合があ
ります。

･ 緊急時操舵支援作動中に、アクセル
ペダルを強く踏んだり、ハンドルを
大きく操作したり、ブレーキを踏ん
でいると、運転者の回避操作とシス
テムが判断し、緊急時操舵支援の作
動が解除される場合があります。

･ 緊急時操舵支援作動中に、ハンドル
を保持したりシステムと逆方向にハ
ンドル操作した場合には、緊急時操
舵支援の作動が解除されます。
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知識
■プリクラッシュセーフティ各機能の作動条件

プリクラッシュセーフティがONで、前方の作動対象と衝突の可能性が高いとシステム
が判断したときに作動します。

ただし、次のときシステムは作動しません。

●補機バッテリー端子を脱着したあと、しばらく走行するまでのあいだ

●シフトポジションがRのとき

●VSC OFF 表示灯が点灯しているとき（衝突警報のみ作動可能状態になります）

各機能の作動速度、作動解除は次のとおりです。

●衝突警報

衝突警報が作動中にハンドルを大きく操作するか、すばやく操作すると、衝突警報が解
除される場合があります。

●プリクラッシュブレーキアシスト（プリクラッシュブレーキ装着車）

作動対象 自車速度 相対速度

先行車両、静止車両 約５～１８ 0ｋｍ/ｈ 約５～１８０ｋｍ/ｈ

対向車両 約３０～１８０ｋｍ/ｈ 約８０～２２０ｋｍ/ｈ

自転車 約５～８０ｋｍ/ｈ 約５～８０ｋｍ/ｈ

歩行者 約５～８０ｋｍ/ｈ 約５～８０ｋｍ/ｈ

先行自動二輪車、静止自動
二輪車

約５～１８０ｋｍ/ｈ 約５～８０ｋｍ/ｈ

対向自動二輪車 約３０～１８０ｋｍ/ｈ 約３０～１８０ｋｍ/ｈ

作動対象 自車速度 相対速度

先行車両、静止車両 約30～１８ 0ｋｍ/ｈ 約 10～１８０ｋｍ/ｈ

自転車 約30～８０ｋｍ/ｈ 約 30～８０ｋｍ/ｈ

歩行者 約30～８０ｋｍ/ｈ 約 30～８０ｋｍ/ｈ

先行自動二輪車、静止自動
二輪車

約 30～１８０ｋｍ/ｈ 約 10～８０ｋｍ/ｈ
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●プリクラッシュブレーキ（プリクラッシュブレーキ装着車）

プリクラッシュブレーキ作動中に次の操作をすると、プリクラッシュブレーキの作動が
解除される場合があります。

･ アクセルペダルを強く踏み込む

･ ハンドルを大きく操作する、またはすばやく操作する

●緊急時操舵支援（プリクラッシュブレーキ装着車）

方向指示灯が点滅しているときは、緊急時操舵支援が作動しません。

緊急時操舵支援作動中に次の操作をすると、緊急時操舵支援の作動が解除される場合が
あります。

･ アクセルペダルを強く踏み込む

･ ハンドルを大きく操作する、またはすばやく操作する

･ ブレーキペダルを踏む

●交差点衝突回避支援（右左折）

方向指示灯が点滅していないときは、対向車に対する交差点右左折支援が作動しませ
ん。

作動対象 自車速度 相対速度

先行車両、静止車両 約５～１８ 0ｋｍ/ｈ 約５～１８０ｋｍ/ｈ

対向車両 約３０～１８０ｋｍ/ｈ 約８０～２２０ｋｍ/ｈ

自転車 約５～８０ｋｍ/ｈ 約５～８０ｋｍ/ｈ

歩行者 約５～８０ｋｍ/ｈ 約５～８０ｋｍ/ｈ

先行自動二輪車、静止自動
二輪車

約５～１８０ｋｍ/ｈ 約５～８０ｋｍ/ｈ

対向自動二輪車 約３０～１８０ｋｍ/ｈ 約３０～１８０ｋｍ/ｈ

作動対象 自車速度 相対速度

先行車両、静止車両、自転
車、歩行者、自動二輪車

約４０～８０ｋｍ/ｈ 約４０～８０ｋｍ/ｈ

作動対象 自車速度 対向車速度 相対速度

対向車両 約 5～ 40ｋｍ/ｈ 約 5～ 75ｋｍ/ｈ
約 10 ～
115ｋｍ/ｈ

歩行者 約 5～ 30ｋｍ/ｈ ― 約 5～ 40ｋｍ/ｈ

自転車 約 5～ 30ｋｍ/ｈ ― 約 5～ 50ｋｍ/ｈ

対向自動二輪車 約 5～ 40ｋｍ/ｈ 約 5～ 75ｋｍ/ｈ
約 10 ～
115ｋｍ/ｈ
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●交差点衝突回避支援（出合頭車両）

●低速時加速抑制

方向指示灯が点滅しているときは、低速時加速抑制が作動しません。

低速時加速抑制の作動中に次の動作をすると、低速時加速抑制の作動が解除されます。

･ アクセルペダルを離す

･ ハンドルを大きく操作する、またはすばやく操作する

■作動対象の検出

大きさ・輪郭・動きなどから検出します。
周囲の明るさや、作動対象の動き・姿勢・
角度などによっては、作動対象を検出で
きず、システムが正常に作動しないおそ
れがあります。
図は作動対象として検出する対象のイ
メージです。

■衝突の可能性が高くなくてもシステム
が作動するおそれがあるとき

●例えば次のような状況では、システム
が衝突の可能性が高いと判断し、作動
するおそれがあります。

･ 作動対象などのすぐそばを通過すると
き

･ 車線を変更して作動対象などを追いこ
すとき

･ 作動対象などに急接近したとき

･ 道路脇の作動対象や物体（ガードレー
ル・電柱・木・壁など）に近付いたと
き

･ カーブの道路脇に作動対象や物体など
が存在するとき

･ 自車の前方に作動対象との区別がつき
にくい模様・ペイントがあるとき

･ 車線変更や右左折している作動対象な
どを追い抜くとき

･ 右左折待ちの作動対象などとすれ違う
とき

作動対象 自車速度 相手車速度 相対速度

車両、自動二輪車
（側面）

約 5～ 60ｋｍ/ｈ
･自車速度以下

･約 40km/h 以下
約 5～ 60ｋｍ/ｈ

作動対象 自車速度 相対速度

先行車両、静止車両、自転
車、歩行者、壁

約0～ 15ｋｍ/ｈ 約 0～ 15ｋｍ/ｈ
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･ 作動対象などが自車進路内に入る手前
で停止または進路変更したとき

･ 道路上方に物体（道路標識や看板など）
がある場所を走行するとき

･ ETC ゲートや駐車場のゲートなどの開
閉バーに接近したとき

･ 右左折中に、対向車・対向自動二輪車・
横断歩行者・横断自転車が自車の前方
を通過したとき

･ 右左折中に、対向車・対向自動二輪車・
横断歩行者・横断自転車の手前を通過
しようとしたとき

･ 右左折中に、対向車・対向自動二輪車・
横断歩行者・横断自転車が自車進路に
入る手前で停止または進路変更したと
き

･ 交差点内で右折中、対向車・対向自動
二輪車が右折しているとき、または左
折しているとき

･ 対向車の進路に接近するようにハンド
ルを操作したとき

･ 道路上方・下方を移動するものがある
とき

■システムが正常に作動しないおそれが
あるとき

●例えば次のような状況では、前方セン
サーが作動対象を検出できず、システ
ムが正常に作動しないおそれがありま
す。

･ 自車に向かって作動対象が近付いてく
るとき

･ 自車や作動対象がふらついているとき
･ 作動対象が急な動きをしたとき（急ハ
ンドル・急加速・急減速など）

･ 作動対象に急接近したとき
･ 作動対象が壁やフェンス・ガードレー
ル・マンホール・路面の鉄板、他の車
両などのそばにいるとき

･ 上方に構造物がある場所の下に作動対
象がいるとき

･ 作動対象の一部が他のもので隠れてい
るとき（大きな荷物や傘、またはガー
ドレールなど）

･ 作動対象が複数重なっているとき
･ 作動対象が太陽光などの強い光を反射
しているとき

･ 作動対象の色合いが白系統で、極端に
明るく見えるとき

･ 作動対象の色合いや明るさが背景に溶
け込んでいるとき

･ 作動対象が割り込んできたり、飛び出
してきたりしたとき

･ 斜めを向いている前方車両に近付いた
とき
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･ 子供用自転車、大きい荷物を載せた自
転車、2人以上乗車している自転車、
前傾姿勢で乗車している自転車、また
は特殊な形状の自転車（チャイルド
シート装着車・タンデム自転車など）

･ 歩行者・自転車の大きさが約 1m以下、
または約 2m以上のとき

･ 歩行者・自転車の全身の輪郭があいま
いなとき（レインコート・ロングス
カートを着用している場合など）

･ 歩行者が前かがみになっている、また
はしゃがんでいるとき

･ 歩行者・自転車の移動速度が速いとき
･ 歩行者がベビーカー・車いす・自転車
などを押しているとき

･ 周囲が薄暗い（朝方・夕方など）、また
は周囲が暗い（夜間やトンネル内など）
など、作動対象が背景に溶け込んでい
るとき

･ EV システムを始動したあと、走行を開
始してしばらくのあいだ

･ 右左折中および右左折後の数秒間
･ カーブ走行中およびカーブを曲がり
きってからの数秒間

･ 右折中に、対向車・対向自動二輪車が
自車の走行する車線よりも 3つ以上離
れた車線を走行しているとき

･ 右折中に、自車の向きが対向車線に対
する正対方向から大きく外れていると
き

･ 右左折中に、歩行者や自転車が自車の
後方から追い抜くように前方にでてく
るとき

･ 交差点で出会い頭に大型トラック・牽
引トレーラーなど全長の長い車両が接
近してくるとき

●上記に加えて、例えば次のような状況
では緊急時操舵支援が作動しないおそ
れがあります。

･ 作動対象に近づきすぎたとき
･ 回避するための十分なスペースがない、
または回避先に物があるとき

･ 対向車がいるとき

●上記に加えて、例えば次のような状況
では壁を作動対象として検知できず、
低速時加速抑制が作動しないおそれが
あります。

･ ガラス扉や網目状のフェンスなど壁の
背面が透けているとき

･ 壁が傾いていたり、高さが低いとき
･ 壁がポールなど幅の狭いもののとき
･ 壁が生垣など草木のとき
･ 壁に路面などが映りこんでいるとき
･ 自車が壁に斜めに近づくとき



245

5

Owner’s Manual_Japan_M57001_ja

5-4. 運転支援装置について
運
転

● PCSの作動／非作動は、カスタ
マイズメニューから切りかえる
ことができます。（P.419）

パワースイッチがONになるとシステム
はONになります。

● システムをOFF にすると、PCS
警告灯が点灯し、マルチイン
フォメーションディスプレイに
メッセージが表示されます。

● カスタマイズ設定から、PCSの
設定を変更することができます。
（P.419）

● 衝突警報の作動タイミングを変
更すると、緊急時操舵支援のタ
イミングも変更されます。
“遅い”を選択した場合、緊
急時操舵支援はほとんどの場合
作動しません。

車線または走路※からの逸脱の可
能性を警告するとともに、車線ま
たは走路※からの逸脱を避けるた
めのハンドル操作の一部を支援し
ます。

車線または走路※を前方カメラで
認識します。
※アスファルトと草・土などの境界や、
縁石・ガードレールなどの構造体

■ 車線逸脱警報機能

車両が車線または走路※から逸脱
する可能性がある場合にディスプ
レイの表示および、警報ブザーま
たはハンドルの振動により注意を
うながします。
道路状況を確認の上、ハンドルを慎重に
操作して、車線または走路※内の中央付
近にもどってください。

方向指示灯の点滅中であっても、となり
の車線を走行中の車両と衝突する可能性
があるとシステムが判断した場合、車線
逸脱警報機能が作動します。
※アスファルトと草・土などの境界や、
縁石・ガードレールなどの構造体

PCSの設定を変更する LDA（レーンディパー
チャーアラート）

基本機能
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■ 車線逸脱抑制機能

車両が車線または走路※から逸脱
する可能性がある場合に、逸脱を
避けるために必要なハンドル操作
の一部を支援します。
ハンドル操作をしなかったり、ハンドル
をしっかり握っていない状態での運転が
続いたりしたときは、一定時間ディスプ
レイの表示と警報ブザーで注意喚起が行
われます。

方向指示灯の点滅中であっても、となり
の車線を走行中の車両と衝突する可能性
があるとシステムが判断した場合、車線
逸脱抑制機能が作動します。
※アスファルトと草・土などの境界や、
縁石・ガードレールなどの構造体

■ 休憩提案機能
車両がふらついて走行していると
きに、ディスプレイの表示および
ブザーにより休憩をうながします。
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知識
■各機能の作動条件

●車線逸脱警報／抑制機能

次の条件をすべて満たしたときに作動し
ます。
･ 車速が約 50km/h 以上のとき

車線の周囲に車両、自動二輪車、自転車、
歩行者を検知した場合は約 40km/h 以上
のときに作動することがあります。

対象が縁石、ガードレールなどの構造体
の場合は約 35km/h 以上のときに作動し
ます。（カスタマイズメニューで低車速支
援を作動にした時）
･ システムが車線または走路※を認識し
ているとき（車線または走路※が片側
しかないとき、認識している方向のみ
作動します）

･ 車線の幅が約 3m以上のとき
･ 方向指示レバーを操作していないとき
（方向指示灯方向に車両がいる場合は除
く）

･ 急カーブを走行していないとき
･ 一定以上の加減速がないとき
･ 車線変更に相当する程度の操舵力でハ
ンドルを操作していないとき

･ VSC または TRC を OFF にしていない
とき

※アスファルトと草・土などの境界や、
縁石・ガードレールなどの構造体

■機能の一時解除

作動条件（P.247）が満たされなく
なった場合、一時的に機能が解除されま
すが、ふたたび作動条件が満たされると、
自動的に復帰します。

■車線逸脱警報／抑制機能の作動につい
て

●車速や路面の状況、逸脱の程度などに
より、車線逸脱抑制機能の作動を感じ
なかったり、車線逸脱抑制機能が作動
しなかったりすることがあります。

●カスタマイズで振動を選択していても
状況によって警報ブザーが吹鳴する場
合があります。

●走路※がはっきり見えない場合、または
直線的でない場合は走路逸脱に対する
警報、抑制が作動しない場合がありま
す。

●意図的に歩行者や駐車車両を避けたと
判断した場合に警報、抑制が作動しな
い場合があります。

●となりの車線を走行中の車両と衝突す
る可能性を判断できない場合がありま
す。

●車線逸脱抑制機能によるハンドル操舵
支援は、運転者のハンドル操作によっ
て修正することができます。

※アスファルトと草・土などの境界や、
縁石・ガードレールなどの構造体

警告
■LDA をお使いになる前に

●LDA を過信しないでください。LDA
は自動で運転する装置でも前方への
注意を軽減する装置でもないため、
運転者は常に自らの責任で周囲の状
況を把握し、ハンドル操作で進路を
修正し、安全運転を心がけてくださ
い。また、長時間の運転などによる
疲労時は適切に休憩をとってくださ
い。

●適切な運転操作をしなかったり、注
意を怠ったりすると、思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。



248

Owner’s Manual_Japan_M57001_ja

5-4. 運転支援装置について

■手放し運転に対する注意喚起について

次の状況では、ハンドル操作をうながす
メッセージとアイコンのディスプレイの
表示、および警報ブザーにより注意喚起
を行います。システムを使用する際は注
意喚起にかかわらず、常にハンドルを
しっかりと握ってください。

●車線逸脱抑制機能によるハンドル操舵
支援中にハンドル操作をしなかったり、
ハンドルをしっかり握っていない状態
だとシステムが判断したとき

ハンドル操舵支援の回数が増えるごとに、
警報ブザーの継続時間が長くなります。
ハンドルを操作したとシステムが判断し
ても一定時間警報ブザーが鳴り続けます。

■休憩提案機能について

次の条件をすべて満たしたとき作動しま
す。

●車速が約 50km/h 以上のとき

●車線の幅が約 3m以上のとき

車両の状態や路面状況によっては休憩提
案が行われない場合があります。

● LDAの作動／非作動は、カスタ
マイズメニューから切りかえる
ことができます。（P.419）

● カスタマイズ設定から、LDAの
設定を変更することができます。
（P.419）

LDAの設定を変更する

警告
■機能が正常に作動しないおそれのあ
る状況

次のような状況では、各機能が正しく
作動せず車線から逸脱するおそれがあ
ります。運転者は常に自らの責任で周
囲の状況を把握し、本機能を過信せず
にハンドル操作で進路を修正してくだ
さい。

●アスファルトと草・土などの境界や、
縁石・ガードレールなどの構造体が
不明瞭または直線的でないとき

●横風を受けているときなど、周辺車
両の走行によって発生する風の影響
を受けているとき

●車線を検知できないおそれがあると
き：P.235

●センサーが正しく作動しないおそれ
があるとき：P.234

●システムの一部もしくは全てが作動
しないとき：P.235

●システムをOFF にする必要があると
き :P.230
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車線逸脱抑制機能によるハンドル操舵支援、または車線逸脱警報の作動状
態をディスプレイ表示で示します。

ディスプレイ表示とシステムの作動状況

表示灯 車線表示
ステアリング
アイコン

状態

黄色点灯

消灯 消灯 システムが非作動

消灯
灰色

消灯 システムが車線を認識していない

消灯
白色

消灯 システムが車線を認識している

黄色点滅 黄色点滅

消灯
点滅している側の車線に対して車線逸脱
警報機能が作動中

緑色 緑色 緑色

点灯している側の車線に対して車線逸脱
抑制機能が作動中

黄色点滅 黄色点滅 緑色

点滅している側の車線に対して車線逸脱
警報機能／抑制機能が作動中
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● このシステムは、運転者に異常
が発生した際に、緊急停止ス
イッチを押すことで、車両を減
速・停止させるためのシステム
です。システムによるハンドル
操舵はありません。また、万が
一に備え、運転者は乗員に対し、
正しいシステムの使用方法を周
知してください。

● 停車した後のブレーキ保持はあ
らゆる条件下での機能を保証す
るものではありません。そのた
め、停車後は速やかにシフトポ
ジションをPにしたあとに EV
システムを停止してください。

● システムの作動により車両が停
止したときは、必要に応じて救
護のために救急（消防）や警察
に通報してください。

知識
■システムの効果が得られない場合

次の状況では、ドライバー異常時対応シ
ステムの性能を十分に発揮できない、ま
たは作動しないおそれがあります。

ドライバー異常時対応シス
テム

ドライバー異常時対応システム
は、運転者が急病などにより運
転の継続が困難になった場合に、
緊急停止スイッチを押すことで、
周囲に警告を行いながら自車を
減速、停車させるシステムです。

停車後、ドアの解錠も行います。

警告
■安全にお使いいただくために

●安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。ドライ
バー異常時対応システムは、運転者
が急病などにより運転の継続が困難
になった場合を対象とするシステム
であり、居眠り運転や注意散漫な運
転、体調が悪い場合の運転を対象と
するものではありません。

●ドライバー異常時対応システムは、
緊急停止スイッチが押されたときに、
周囲に警告を行いながら減速、停車
を行うことを目的としていますが、
その効果はさまざまな条件によりか
わります。そのため、常に同じ性能
を発揮できるものではありません。
道路環境によっては減速性能や停車
状態の維持を十分に発揮できないこ
とがあります。また、構成部品・シ
ステムに異常が発生している場合や
システムの作動条件を満たさない場
合は作動しません。

●お客様自身でドライバー異常時対応
システムの作動テストを行わないで
ください。状況によってはシステム
が正常に作動せず、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

●システム作動後、運転者が異常から
復帰できた場合には、速やかに運転
を再開するか、路肩へ避難し、三角
表示板および発炎筒を設置して後続
車両に停車していることをお知らせ
ください。

●システム作動後、車両が車道上で停
車した場合、必要な危険防止措置を
とった後、路側帯やガードレールの
外側等の安全な場所に速やかに退避
してください。

ドライバー異常時対応システム
について
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●ブレーキ性能が十分に発揮できないと
き（ブレーキ部品が極度に冷えている、
過熱している、ぬれているなど）

●車両の整備状態（ブレーキ部品、タイ
ヤの摩耗や空気圧など）が良好でない
とき

●悪天候（雨・霧・雪・砂嵐など）のと
き

●坂道を走行しているとき

●自車が横すべりしているとき

●脱輪、パンクなどの危険要因が生じた
とき

●衝突などにより車両が損傷して、ECU
やハーネスなどの構成部品が機能しな
くなったとき

●凍結路や砂利道など、すべりやすい路
面を走行しているとき

●システムが作動し車両停止後、シフト
ポジションを Pにする前に EVシステ
ムを停止してしまったとき

●車両の最高速度を超えているとき

運転席緊急停止スイッチ

車内緊急停止スイッチ

車内フラッシャーランプ
システムが作動しているときは、赤色に点滅します。

ラベル

ドライバー異常時対応システムの構成部品
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■ 運転席スイッチ
● 作動スイッチ

スイッチ
スイッチを押すと、システムが作動し、
運転席緊急停止スイッチ作動灯（赤色）
が点灯します。

運転席緊急停止スイッチ作動灯
作動時：赤点灯
異常時：赤点滅

● 解除スイッチ

スイッチを左右どちらかに回りき
るまで回す
緊急停止スイッチを押してから車両が停
止するまでのあいだは、解除できます。

■ 車内スイッチ

スイッチ
車内緊急停止スイッチ作動灯（緑色）が
点灯時にスイッチの使用が可能です。
スイッチを押すと、システムが作動し、
車内緊急停止スイッチ作動灯（赤色）が
点灯します。
車内スイッチには、解除スイッチはあり
ません。
システムの解除が必要な場合は、運転席
の解除スイッチを使用してシステムを解
除してください。

車内緊急停止スイッチ作動灯
作動時：緑点灯・赤点灯
異常時：緑消灯・赤点滅

知識
■車内スイッチについて

●車内緊急停止スイッチの誤操作を防ぐ
ために普段はカバーを閉じておいてく
ださい。

●システム作動後も、車両停止までの間
は、解除スイッチを操作することでい
つでも解除できます。

●システム作動により車両が停止後、救
助活動時の安全性確保のため、解除ス
イッチを操作してもシステムは解除で
きなくなります。

●システム解除については、P.253 を参
照してください。

スイッチについて
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■ システム作動について
スイッチを押してシステムが作動
すると、誤操作によるシステム解
除や乗員への配慮のため、弱いブ
レーキが約 3秒間作動します。
また、周囲への警告と共に車両が
停止するまで減速し、車両停止後
は手動による EVシステム停止ま
で車両停止状態を保持します。
運転者がアクセルペダルを踏んでいる場
合でも、アクセルペダル操作は無効とな
り、システムによるブレーキが優先され
ます。

車両停車後は、車両のドアロックが自動
解除されます。

停車後は安全のため、ブレーキがかかっ
たままになります。

システム作動中は、次のような警告を行
います。

● 車内
･ 運転席緊急停止スイッチ作動灯（赤）
･ マルチインフォメーションディスプレ
イ表示

･ 車内フラッシャーランプ点滅
･ 車内ブザー吹鳴
･ 車内緊急停止スイッチ作動灯（緑・赤）

● 車外
･ ホーン吹鳴
･ ハザードランプ点滅
･ 制動灯点灯

■ システム解除について
● スイッチを押してから車両が停
止するまでのあいだは、運転席
の解除スイッチで解除すること
ができます。

● システムにより車両が停止した
あとは、安全のため、周囲への
警告とブレーキが保持された状
態になります。車両停止以降は
解除スイッチによる操作では解
除できません。解除するには、
車内外の安全を確認の上、シフ
トポジションをPにして、EV
システムを再始動してください。

知識
■システムの作動について

●ドライバー異常時対応システムは、
READYインジケーターが点灯してい
るとき、システムの待機状態になりま
す。

●運転者がブレーキペダルを踏んでいる
場合は、システムによる制動とブレー
キペダル操作による制動のうち、強い
制動を優先します。

●ドライバー異常時対応システムの作動
中に車両挙動が不安定になる可能性が
ある場合は、ABS や VSCが優先して
作動します。

●プリクラッシュブレーキ装着車：ドラ
イバー異常時対応システム作動中に
PCS が作動する状況になった場合は、
PCS による減速制御が優先して作動し
ます。ただし、PCS が作動してもシス
テムは解除されることなく周囲への警
告は継続し、PCS 制御終了後に本シス
テムの制御へ自動的に切り替わります。

●システムを非作動にすることはできま
せん。

ドライバー異常時対応システム
の作動・解除
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通常走行

ドライバー異常発生
運転席スイッチまたは車内スイッチにて作動

車内警告※1・弱いブレーキが約3秒間作動・アクセル操作無効

走行中の解除スイッチ操作によるシステム解除

約 3秒作動後

車内警告※1・車外警告※2・停車までブレーキ作動・アクセル操作無

効

停車（車内警告※1・車外警告※2・ブレーキ保持・アクセル操作無

効）

停車後は、シフトポジションをPにして、EVシステムを停止
ヘルプネットへの自動接続
※1運転席緊急停止スイッチ作動灯（赤）、マルチインフォメーションディスプレイ表
示、車内フラッシャーランプ点滅、車内ブザー吹鳴、車内緊急停止スイッチ作動灯
（緑・赤）

ドライバー異常時対応システムの作動
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※2ホーン吹鳴、ハザードランプ点滅、制動灯点灯

知識
■ヘルプネット自動接続について

ヘルプネット自動接続後、ヘルプネット
のオペレーターからの声掛けに対して車
内からの応答がない場合、救命・救護の
ために救急や警察へ通報を行います。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“緊急停車システム故障 販売店で
点検”が表示されたとき

システムまたは関連する部品が故障する
とシステムが作動しなくなります。販売
店で点検を受けてください。

■ システムが作動した車両への救
助について

● 車両が停止しており、報知が継
続している場合は、ドライバー
異常時対応システムが解除され
ていません。

● 乗員を救助する際は、可能な限
り安全なところへ車両を移動し
てください。

● 移動できない場合は、安全確保
や被害拡大の防止に努めてくだ
さい。

･ パーキングブレーキを作動させる
･ シフトポジションを Pにしたあとに、
EVシステムを停止する

･ タイヤの前後に輪止めをかける

■ システム作動に伴う責任につい
て

運転者の体調の急変等に伴い、危
険を回避するためにシステムを作
動させた場合に限り、システム作
動に対する責任は問われません。

ドライバー異常時対応システムが
正常に作動することを確認するた
め、定期的に次の要領で点検作動
させてください。
■ 事前準備
1 車両を安全な場所に停め、パー
キングブレーキがかっているこ
とを確認してください。

2 シフトポジションがPになって
いることを確認し、EVシステ
ムを始動してください。

3 マルチインフォメーションディ
スプレイに異常を示す表示が無
いことを確認してください。

警告
■ヘルプネット自動接続について

ヘルプネット自動接続は、T-Connect
通信エリア内、かつ T-Connect 契約
がされている場合にのみ行われます。
T-Connect 通信エリア外やT-
Connect 未契約、T-Connect 契約が
未更新の場合は接続が行われず、警
察・救急への通報が行われません。あ
らかじめ通信エリアとご自身の T-
Connect 契約をご確認の上、システム
をご利用ください。

ドライバー異常時対応システム
が作動した車両の取り扱い

ドライバー異常時対応システム
の点検
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■ 点検方法
次の順で操作すると、点検モード
が開始します。
1 運転席の解除スイッチを左右ど
ちらかに回りきるまで回す

2 解除スイッチを回し、手を放し
てから１秒経過した後、約９秒
以内に車内スイッチを押す

■ 点検項目
● ブザーが間欠吹鳴すること
● 車内フラッシャーランプが点滅
すること

● 運転席緊急停止スイッチ作動灯
が赤点灯すること

● 車内緊急停止スイッチ作動灯が
緑点灯・赤点灯すること

● ハザードランプが点滅すること
● マルチインフォメーションディ
スプレイに“緊急停車システム
チェック”が表示されること

■ 点検モードの解除
点検完了後、解除スイッチを操作、
EVシステムを停止またはパーキン
グブレーキスイッチを操作し終了
してください。
■ 点検時に異常が認められた場合
トヨタ販売店にご相談ください。

注意
■点検モードを解除したあとは

必ずマルチインフォメーションディス
プレイを確認し、“緊急停車システム
チェック”の表示が消えて、点検モー
ドが解除されていることを確認してく
ださい。

BSM（ブラインドスポッ
トモニター）

ブラインドスポットモニターは、
リヤバンパー内側にある後側方
レーダーセンサーを使用し、運
転者による車線変更時の判断を
支援するシステムです。

警告
■安全にお使いいただくために

●安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。

●ブラインドスポットモニターは、ア
ウターミラーの死角領域に入った車
両の存在とその死角領域に急速に接
近してくる車両の存在を運転者に提
供する、補助的なシステムです。本
システムだけで安全な車線変更の可
否を判断できるものではないため、
システムを過信すると思わぬ事故に
つながり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれが
あります。

状況によっては本システムが有効に機
能しないことがあるため、運転者は自
らの目視とミラーによる安全確認をお
こなう必要があります。
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マルチメディア画面
ブラインドスポットモニターのON/OFF
を切りかえます。

アウターミラーインジケーター
アウターミラーの死角領域に車両を検知
したとき、または後方からその死角領域
に急速に接近してくる車両を検知したと
きは、検知した側のアウターミラーイン
ジケーター（P.121）が点灯します。
検知した側に方向指示レバーを操作して
いる場合は、アウターミラーインジケー

ターが点滅し、ブザーが鳴ります。

運転支援情報表示灯
ブラインドスポットモニターがOFF の
ときに点灯し、マルチインフォメーショ
ンディスプレイにメッセージが表示され
ます。

知識
■アウターミラーインジケーターの視認
性について

強い日差しのもとでは、アウターミラー
インジケーターが見えづらいことがあり
ます。

■ブザーの聞こえ方について

大音量のオーディオや周囲環境などで大
きな音がする場合、ブザー音が聞こえづ
らくなる場合があります。

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.420）

■後側方レーダーセンサーの取り扱いについて

システムの構成部品
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ブラインドスポットモニターの
ON/OFF は、カスタマイズメ
ニューから切りかえることができ
ます。（P.415）
ブラインドスポットモニターがOFF に
なると、運転支援情報表示灯
（P.121）が点灯し、マルチインフォ
メーションディスプレイにメッセージが
表示されます。

パワースイッチがONになるたび、ブラ
インドスポットモニターはONになりま
す。

警告
■システムを正しく作動させるために

ブラインドスポットモニターのセン
サーは、車両リヤバンパー内側に左右
ひとつずつ設置されています。システ
ムを正しく作動させるために次のこと
をお守りください。

●センサー周辺のリヤバンパーは常に
きれいにしておく

センサー周辺のリヤバンパーに汚れや
着雪がある場合、警告表示
（P.390）とともにシステムが作動
しなくなることがあります。その場合、
汚れや雪を落としたあと、BSM機能
の作動条件（P.260）でしばらく走
行してください（目安：約10分）。そ
れでも警告表示が消えない場合はトヨ
タ販売店にて点検を受けてください。

●センサーやセンサー周辺のリヤバン
パーにアクセサリーを付けたり、ス
テッカー（透明なものを含む）やア
ルミテープなどを貼ったりしない

●センサー周辺のリヤバンパーを塗装
しない

●センサー周辺のリヤバンパーへの強
い衝撃を避ける
センサーの位置や向きが少しでもず
れると、車両を正しく検知できなく
なったり、装置が正常に動作しなく
なるおそれがあります。
次のような場合には、必ずトヨタ販
売店にて点検を受けてください。

･ センサーやセンサー周辺に強い衝撃
を受けた

･ センサー周辺のリヤバンパーなどに
傷や凹みがある、一部が外れている

●センサーを分解しない

●センサーやセンサー周辺のリヤバン
パーを改造しない

●センサーやリヤバンパーの脱着や交
換が必要な場合は、トヨタ販売店に
ご相談ください。

●センサーはリヤバンパー表面の塗装
の影響を受けやすく、正しい修理を
しないと警告表示とともにシステム
が作動しなくなることがあります。
塗装修理の際はトヨタ販売店にご相
談ください。

ブラインドスポットモニターの
ON/OFF を切りかえるには
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■ 走行中に検知できる車両
ブラインドスポットモニターは後側方レーダーセンサーにより隣の車線を
走行する次の車両を検知し、アウターミラーのインジケーターによってそ
の車両の存在を運転者に知らせます。

アウターミラーに映らない領域（死角領域）を併走する車両

後方からアウターミラーに映らない領域（死角領域）に急速に接近し

てくる車両
■ 走行中に検知できる範囲
次の範囲に入った車両を検知します。

検知できる範囲：

車両の両側面について、側面から約 0.5m離れた面から約3.5mの領

域※1

リヤバンパーから約1m前方の領域※2

リヤバンパーから約3m後方の領域

リヤバンパーから後方約3m～70mの領域※3

ブラインドスポットモニターの作動



260

Owner’s Manual_Japan_M57001_ja

5-4. 運転支援装置について

※1車両側面から外側に約 0.5mは検知しません。
※2自車が追い越される場合には、リヤバンパーから約 3ｍ前方まで車両の検知を継続
します。

※3自車と他車の速度差が大きいほど、アウターミラーインジケーターは他車がより遠
くにいる状況で点灯・点滅します。

知識
■関連機能

隣の車線を走行する車両の検知を用いた
機能が LDA（レーンディパーチャーア
ラート）にあります。本機能の作動条件
などの詳細についてはP.245を参照して
ください。

■作動条件

次の条件をすべて満たしているときに作
動します。

●パワースイッチがONのとき

●ブラインドスポットモニターがONのと
き

●シフトポジションがR以外のとき

●車速が約 10km/h 以上のとき

■センサーが車両を検知する条件

ブラインドスポットモニターは、次のよ
うな状況で検知範囲に入った車両を検知
します。

●隣の車線を走行する他車に自車が追い
こされるとき

●小さい速度差で隣の車線を走行する他
車を追いこすとき

●他車が車線変更中に検知範囲に進入す
るとき

■システムが検知しない条件

ブラインドスポットモニターは、次のよ
うな車両や車両以外のものを検知対象と
しません。

●小型のオートバイ・自転車・歩行者な

ど※

●対向車

●ガードレール・壁・標識・駐車車両な

どの静止物※

●同じ車線を走行する後続車※

●2つ隣の車線を走行する他車※

●大きい速度差で自車が追い越す他車※

※状況によっては検知をすることがあり
ます。

■ブザーが鳴らない条件

次のような状況では、方向指示レバーを
操作していてもアウターミラーインジ
ケーターは点滅しますが、ブザーは鳴り
ません。

●方向指示レバーを継続して操作したま
ま、２台目の車両を検知したとき

●大きい速度差で隣の車線を走行する他

車を追い越すとき※

※状況によってはブザーが鳴ることがあ
ります。

■システムが正しく作動しないおそれが
ある状況

●次のような状況では車両を正しく検知
しないおそれがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ 泥・雪・氷・ステッカーなどがセン
サーやセンサー周辺のリヤバンパーに
付着したとき

･ 大雨・雪・霧などの悪天候時、水たま
りなどのぬれた路面を走行するとき

･ 複数台の他車が狭い間隔で連続して接
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近するとき
･ 自車と後続車の車間距離が短いとき
･ 検知範囲に入る他車と自車の速度差が
大きすぎるとき

･ 自車と他車の速度差に変化があるとき
･ 検知範囲に入る他車と自車の速度がほ
とんど等しいとき

･ 停止状態から発進した際に、検知範囲
に他車が存在し続けたとき

･ 急勾配の上り・下りが連続した坂道や
道路のくぼみ等を走行しているとき

･ きついカーブや連続したカーブ、起伏
がある場所を走行するとき

･ 車線の幅が広い、もしくは車線の端を
走行するなど、隣の車線の他車が自車
から離れすぎているとき

･ 車両後部に自転車キャリアなどのアク
セサリーを装着しているとき

･ 検知範囲に入る他車と自車の高さに差
がありすぎるとき

･ ブラインドスポットモニターをONに
した直後

･ けん引しているとき

●特に次のような状況では不要な検知が
増えることがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ ガードレールや壁などとの距離が短い
状況で、それらが検知範囲に入ったと
き

･ 急勾配の上り・下りが連続した坂道や
道路のくぼみ等を走行しているとき

･ 車線の幅が狭い、もしくは車線の端を
走行するなど、隣の車線以外を走行す
る車両が検知範囲に入ったとき

･ きついカーブや連続したカーブ、起伏
がある場所を走行するとき

･ タイヤがスリップ（空転）していると
き

･ 自車と後続車の車間距離が短いとき
･ 車両後部に自転車キャリアなどのアク
セサリーを装着しているとき

･ けん引しているとき

安心降車アシスト

安心降車アシストは、リヤバン
パー内側にある後側方レーダー
センサーを使用し、降車時に乗
員と車両・自転車の衝突可能性
の判断し、自動開作動を停止す
ることで、事故被害低減に貢献
します。

警告
■安全にお使いいただくために

●安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。

●安心降車アシストは、停車中に接近
してくる車両や自転車の存在を乗員
に提供する補助的なシステムです。
本システムだけで安全を判断できる
ものではないため、システムを過信
すると思わぬ事故につながり、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

状況によっては本システムが有効に機
能しないことがあるため、乗員は自ら
の目視やミラーなどによる安全確認を
行う必要があります。
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マルチメディア画面
安心降車アシストのON/OFF を切りか
えます。

アウターミラーインジケーター
パワースライドドアまたは降車した人と
衝突する可能性がある車両・自転車を検
知したときは、検知した側のアウターミ
ラーインジケーター (P.121) が点灯
します。パワースライドドア自動開作動
が停止された場合は、アウターミラーイ
ンジケーターが点滅します。ただし、パ
ワースライドドアが自動閉作動している
場合は、アウターミラーインジケーター
は点滅せず点灯します。

マルチインフォメーションディ

スプレイ
パワースライドドアの自動開作動が停止
された場合に、メーターに表示します。
また、アウターミラーインジケーターが
点灯した状態でパワースライドドアが開

けられた場合、またはスロープを展開・
格納している場合などは、上記に加えて
ブザーで警報を行います。ただし、パ
ワースライドドアが閉作動している場合
は、メーターの表示およびブザーによる
警報は行いません。

運転支援情報表示灯
安心降車アシストがOFF のときに点灯
し、マルチインフォメーションディスプ
レイにメッセージが表示されます。

スピーカー
アウターミラーインジケーターが点滅し
た場合に音声にてシステムが作動したこ
とを通知します。音声による通知が行わ
れた後は、そのドアが全閉されるまで音
声による再通知は実施されません。

運転席パワースライドドアス

イッチ／運転席ドア・スロープ
スイッチ／車内パワースライド
ドアドアスイッチ／車内ドア・
スロープスイッチ

アウターミラーインジケーターが点灯中
で、パワースライドドアまたは人と車
両・自転車の衝突の可能性が高い場合は
運転席パワースライドドアスイッチ、運
転席ドア・スロープスイッチ、車内パ
ワースライドドアドアスイッチ、車内ド
ア・スロープスイッチを使用しても自動
開作動しません。また、パワースライド
ドアが自動開作動中またはスロープが自
動展開作動中に衝突する可能性のある車
両・自転車を検知し、一定時間警報ブ
ザーが継続した場合、自動開作動または
自動展開作動を停止します。

システムの構成部品
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知識
■アウターミラーインジケーターの視認
性について

強い日差しのもとでは、アウターミラー
インジケーターが見えづらいことがあり
ます。

■ブザー音の聞こえ方について

大音量のオーディオや周辺環境などで大
きな音がする場合、ブザー音が聞こえづ
らくなる場合があります。

■音声の通知について

以下のとき、音声による通知は実施され
ません。

●車内に乗員がいないと推定されるとき※

●ドアを開いて乗車後、EVシステムを始
動するまで

●EVシステム停止後3分以上経過したと
き

●マルチメディア画面の言語設定で音声
発話に対応していない言語が設定され
ているとき

●外部よりドアが施錠されているとき

●EV システム停止後、同一のドアが開い
ている状態が 1分以上継続していると
き

●マルチメディア画面の ACCモードのカ
スタマイズ（P.415）が ONの状態
で EVシステムが停止されているとき

●マルチメディア画面の駐車支援音量設
定がOFF となっているとき

●パワースライドドアが開いた状態で音
声による通知が行われ、そのドアが全
閉されていないとき

※走行前のドア開閉で乗車、走行後のド
ア開閉で降車と判断します。

■パワースライドドアの自動開作動また
はスロープの自動展開作動の停止につ
いて

●運転席パワースライドドアスイッチ、
運転席ドア・スロープスイッチ、車内
パワースライドドアスイッチ、車内ド
ア・スロープスイッチを操作した場合
に作動します。（P.138, 146）

●パワースライドドアOFFスイッチがON
のときは作動しません。（P.145）

●ミラーインジケーター点灯中に全閉状
態からドアハンドルを操作した場合、
ドアが少し開いてから自動開作動を停
止します。

●パワースライドドアOFFスイッチがON
のときは安心降車アシストに関わらず
パワースライドドアの自動開作動は作
動しません。

■カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（P.422）

警告
■システムを正しく作動させるために

P.258
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安心降車アシストのON/OFF は、
カスタマイズメニューから切りか
えることができます。（P.415）
安心降車アシストがOFF になると、運
転支援情報表示灯（P.121）が点灯

し、マルチインフォメーションディスプ
レイにメッセージが表示されます。

パワースイッチがONになるたび、安心
降車アシストはONになります。※

※パワースイッチOFF 後、すぐにパワー
スイッチをONにした場合は、安心降
車アシストがONにならない場合があ
ります。

■ 安心降車アシストが検知できる対象
安心降車アシストは後側方レーダーセンサーにより自車の後方を走行する
次の車両・自転車を検知し、アウターミラーインジケーター、ブザー、
メーターの表示、および音声通知によってその車両の存在を乗員に知らせ
ます。

ドアを開けたときにドアまたは人と衝突する可能性が高いと判断され

た車両・自転車
■ 安心降車アシストが検知できる範囲
次の範囲に入った車両・自転車を検知します。

安心降車アシストのON/OFF を
切りかえるには

安心降車アシストの作動
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ドアから後方約 45ｍの領域※

※接近する車両・自転車の速度が速いほど、アウターミラーインジケーターは車両・自
転車がより遠くにいる状況で点灯・点滅します。

知識
■安心降車アシストの作動条件

次の条件をすべて満たしているときに作
動します。

●EVシステムがONのとき、EVシステム
停止後3分以内、およびドアを開けて
車内に乗り込んでから 3分以内（ドア
開閉が行われた場合は、作動継続時間
がさらに延長される場合があります。）

●安心降車アシストがONのとき

●停車中

●シフトポジションがR以外のとき

■センサーが車両を検知する条件

安心降車アシストは、次のような状況で
検知範囲に入った車両を検知します。

停車している自車と並行に走行する車両
や自転車がドアを開けた範囲付近を通過
するとき

■システムが車両を検知しない条件

●安心降車アシストは、次のような車両・
自転車や車両・自転車以外のものを検
知対象としません。

･ 接近する車両・自転車の速度が遅いと
き※

･ ドアを開いたときに、衝突する可能性
が低いと判断された車両・自転車※

･ 真うしろから接近する車両・自転車※

･ 前方から接近する車両・自転車※

･ ガードレール・壁・標識・駐車車両な
どの静止物※

･ 歩行者・動物など※

※状況によっては検知することがありま
す。

●安心降車アシストは、次のような状況
では作動しません。

･ EV システム OFF 後に 3分以上経過し
た場合（ドア開閉が行われた場合は、
作動継続時間が延長される場合があり
ます）

･ 自車が完全に停車していないとき

■システムがパワースライドドアの自動
開作動を停止したときの開き方

次の操作で、ドアを開くことができます。

接近してくる車両・自転車が通過、また
は進路変更したあと、周囲を確認してか
ら再度車内のドアハンドルまたはパワー
スライドドア開閉スイッチを操作してく
ださい。緊急時など警報中にドアを開き
たい場合は、周囲の安全を確認した上で
パワースライドドア開閉スイッチをすば
やく3回以上連続で押すまたは 3秒以上
の長押しをしてください。

■システムが正しく作動しないおそれが
ある状況

●次のような状況では車両や自転車を有
効に検知しないおそれがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ 泥・雪・氷・ステッカーなどがセン
サーやセンサー周辺のリヤバンパーに
付着したとき

･ 大雨・雪・霧などの悪天候時、水たま
りなどのぬれた路面に停車していると
き

･ 隣の駐車車両に後続する車両や自転車
･ 後方で急な進路変更をして接近する車
両・自転車

･ 発進した直後の車両や自転車
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･ 車両後部に自転車キャリアなどのアク
セサリーやスロープを装着していると
き

･ 後方に駐車車両や壁・標識などの静止
物や人がいるとき

･ 道路に対して傾いて停車しているとき
･ 接近する車両や自転車の周囲に走行す
る車両があるとき

･ 接近する車両や自転車が壁・標識など
の静止物の横を走行しながら接近して
いるとき

･ 車両や自転車が高速で接近するとき
･ けん引しているとき
･ 急勾配の坂道に停車しているとき
･ カーブの途中や終了地点に停車してい
るとき

●特に次のような状況では不要な検知が
増えることがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ 自車の後方からずれた状態で車両や自
転車が接近するとき

･ 道路に対して傾いて停車しているとき
･ 斜めに駐車している後方を車両や自転
車が接近するとき

･ 後方に駐車車両や壁・標識などの静止
物や人がいるとき

･ 後方で急な進路変更をして接近する車
両や自転車

･ 接近する車両や自転車が壁・標識など
の静止物の横を走行しながら接近して
いるとき

･ 車両後部に自転車キャリアなどのアク
セサリーやスロープを装着していると
き

･ 車両や自転車が高速で接近するとき
･ けん引しているとき
･ 急勾配の坂道に停車しているとき
･ カーブの途中や終了地点に停車してい
るとき

･ 隣接車線に停止している車両の後ろか
ら車両や自転車が接近するとき

■ センサーの種類

フロントコーナーセンサー

フロントセンターセンサー

リヤコーナーセンサー

リヤセンターセンサー

■ クリアランスソナーの表示のし
かた

壁などの静止物を検知すると、マ
ルチメディア画面に表示されます。
イラストは説明のための例であり、
仕様により異なります。

クリアランスソナー

クリアランスソナーは、車両と
壁などの静止物とのおおよその
距離を超音波センサーによって
検知して、マルチメディア画面
の距離表示とブザー音、音声案
内で運転者にお知らせします。

システムの構成部品
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 マルチメディア画面の表示

■ クリアランスソナー検知表示灯
★

静止物を検知するとクリアランス
ソナー検知表示灯が点灯します。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識
■クリアランスソナー検知表示灯の有無
について

クリアランスソナーがOFF の状態でシフ
トポジションを Rにしたとき、クリアラ
ンスソナーOFF 表示灯（P.267）が
消灯する車両はクリアランスソナー検知
表示灯があります。

クリアランスソナーのON/OFF
は、カスタマイズメニューから切
りかえることができます。
（P.415）
クリアランスソナー機能がOFF の
ときは、クリアランスソナーOFF
表示灯（P.121）が点灯しま
す。

OFF（非作動）に切りかえて、ク
リアランスソナーを停止させた場
合、再度、カスタマイズメニュー
（P.415）からON（作動）に切
りかえないとシステムは復帰しま
せん。
（パワースイッチをOFF にしたあ
とで再度ONにしても、復帰しま
せん）
クリアランスソナー検知表示灯が
ある車両は、シフトポジションを
Rにすると自動的にON（作動）
になり、クリアランスソナーOFF
表示灯が消灯します。
このとき、クリアランスソナー機
能のON/OFF を切り替えることが
できません。
クリアランスソナー機能の設定自
体は変更されません。

クリアランスソナーのON/OFF
を切りかえるには

警告
■安全にお使いいただくために

本システムは認識性能・制御性能に限
界があります。システムを過信せず、
運転者は常に自らの責任で周囲の状況
を把握し、安全運転を心がけてくださ
い。

■システムを正しく作動させるために

必ず次のことをお守りください。正常
に作動しないことがあり、思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。守
れないときはシステムをOFFしてくだ
さい。

●センサーに傷を付けたりせずに、常
にきれいにしておいてください。

●センサー付近に市販の部品（字光式
ナンバープレート・フォグランプ・
フェンダーポール・無線アンテナな
ど）を取り付けないでください。
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知識
■作動条件

●パワースイッチがONのとき

●クリアランスソナー機能がONのとき

●車両の速度が約 10km/h 以下のとき

●フロントコーナーセンサー：

シフトポジションがP以外にあるとき

●フロントセンターセンサー：

シフトポジションがP・R以外にあると
き

●リヤコーナ―、リヤセンターセンサー：

シフトポジションがRにあるとき

●クリアランスソナー検知表示灯がある
車両は、シフトポジションを Rにする
と、クリアランスソナー機能をOFF
（非作動）に設定している場合でも、自
動的にON（作動）になり、クリアラ
ンスソナーOFF 表示灯が消灯します。

クリアランスソナー機能の設定自体は変
更されません。

■センサーの検知について

●センサーの検知範囲は車両前部と後部
のバンパー周辺に限られます。

●静止物の形状・条件によって検知でき
る範囲が短くなることや、検知できな
いことがあります。

●センサーが静止物に近づきすぎると検
知できないことがあります。

●静止物を検知してから、表示が出る
（ブザーが鳴る）までに多少時間がかか
ります。低速走行時の場合でも表示が
出る（ブザーが鳴る）までに、静止物
まで約 30cm以内に接近するおそれが
あります。

●オーディオ・エアコン使用時は、音楽
やファンの音などにより、ブザーの音
が聞き取りづらくなる場合があります。

●他システムのブザー音などにより本シ
ステムの音が聞き取りづらくなる場合
があります。

●メーター故障時はブザーの音がならな
いことがあります。

警告
●センサー周辺へ衝撃を与えないでく
ださい。衝撃を受けた際はトヨタ販
売店で点検を受けてください。前後
のバンパーやグリルの脱着や交換が
必要な場合はトヨタ販売店にご相談
ください。

●改造・分解・塗装をしないでくださ
い。

●ライセンスプレートカバーを取り付
けないでください。

●適正なタイヤ空気圧を維持してくだ
さい。

●純正品以外のサスペンションを取り
付けないでください。

■洗車時の注意

●高圧洗車機を使用して洗車するとき
は、センサー部に直接水をあてない
でください。
強い水圧により衝撃が加わり、正常
に作動しなくなるおそれがあります。

●スチームを使用した洗車機などで洗
車するときは、スチームをセンサー
部に近付けすぎないようにしてくだ
さい。
スチームにより、正常に作動しなく
なるおそれがあります。
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■システムが正しく検知できないことが
ある静止物

静止物の形状・条件によっては検知でき
る範囲が短くなることや、次のようなも
のは検知しないことがあります。注意し
て運転してください。

●針金・フェンス・ロープなどの細いも
の

●綿・雪などの音波を吸収しやすいもの

●鋭角的な形のもの

●背の低いもの

●背が高く上部が張り出しているもの

特に人は衣類の種類によっても検知でき
ない場合がありますので、常に目視で確
認してください。

■システムが正常に作動しないおそれの
ある状況

次のような状況では、センサーが正常に
作動しないことがあります。

●センサーに水滴・氷・雪・泥などが付
着したとき（取り除けば、正常に復帰
します）

●センサー部が凍結したとき（解ければ、
正常に復帰します）
特に低温時には凍結などにより異常表
示が出たり、壁などの静止物があって
も検知しないことがあります。

●炎天下や寒冷時

●凸凹道・坂道・砂利道・草むら走行時
など

●他車のホーン・オートバイのエンジン
音・大型車のエアブレーキ音・他車の
センサーなど超音波を発生するものが
近付いたとき

●大雨や水しぶきがかかったとき

●センサーに静止物が近付きすぎたとき

●超音波を反射しにくい歩行者（例：
ギャザーやフリルの多いスカートなど）

●地面に対して垂直でないもの、車両進
行方向に対して直角でないもの、凹凸
なもの、波打っているものが検知範囲
にあるとき

●風が強いとき

●霧・雪・砂嵐などの悪天候のとき

●作動対象物と車両の間に検知できない
対象物があるとき

●車・オートバイ・自転車・歩行者など
の作動対象が車両の横から割り込んだ
り、飛び出してきたとき

●衝突などで、センサーの方向がずれた
とき

●センサー付近にけん引フック・輸送用
フック・バンパープロテクター・バン
パートリム・サイクルキャリア・除雪
装置（スノープラウ）などを取り付け
たとき

●積載状況などにより車高が著しく変化
したとき（ノーズアップ・ノーズダウ
ンなど）

●事故や故障で自車の走行が不安定なと
き

●タイヤチェーン・応急用タイヤ・タイ
ヤパンク応急修理キットを使用してい
るとき

●けん引しているとき
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■衝突の可能性がなくてもシステムが作
動する状況

次のような状況では、衝突の可能性がな
くてもシステムが作動する場合がありま
す。

●狭い道路を走行するとき

●垂れ幕や旗やのれん、垂れ下がった枝、
遮断機（踏切のバー・ETC のバー・駐
車場のバーなど）に向かって走行する
とき

●地面にわだちや穴があるとき

●排水溝などの金属のフタ（グレーチン
グ）走行時

●急な登坂路や降坂路を走行するとき

●冠水している道路でセンサーに水がか
ぶったとき

●センサーに水滴・氷・雪・泥などが付
着したとき（取り除けば、正常に復帰
します）

●大雨や水しぶきがかかったとき

●霧・雪・砂嵐などの悪天候のとき

●風が強いとき

●他車のホーン・オートバイのエンジン
音・大型車のエアブレーキ音・他車の
センサーなど超音波を発生するものが
近付いたとき

●積載状況などにより車高が著しく変化
したとき（ノーズアップ・ノーズダウ
ンなど）

●衝突などで、センサーの方向がずれた
とき

●背の高い縁石や直角の縁石に向かって
進んだとき

●立体駐車場や工事現場などで柱（H形鋼
など）の付近を走行するとき

●事故や故障で自車の走行が不安定なと
き

●凸凹道・坂道・砂利道・草むら走行時
など

●タイヤチェーン・応急用タイヤ・タイ
ヤパンク応急修理キットを使用してい
るとき

●けん引しているとき
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■ 静止物を検知できる範囲

約100cm

約 150cm

約 60cm
検知できる範囲は図のとおりです。ただ
し、静止物がセンサーに近付きすぎると
検知できません。
静止物の形状・条件によっては、検知で
きる距離が短くなることや、検知できな
いことがあります。

■ 検知距離とブザー音

※自動ミュート機能あり（P.272）

静止物を検知すると、ブザーが鳴
ります。
ブザー音と同時に音声案内を行い
ます。
● 静止物との距離が近付くと、ブ
ザーの断続時間が短くなります。
静止物との距離が約 30cm以下
のとき、ブザーは断続音「ピピ」

から連続音「ピー」になります。
● 複数のセンサーが同時に静止物
を検知しているときは、もっと
も近い静止物との距離に合わせ
たブザー音が鳴ります。

● 断続音ブザー吹鳴後、静止物と
の距離が近づかない場合は、自
動でブザーが消音されます。（自
動ミュート機能）

距離表示の見方

静止物までのおおよその距離 ブザー音

フロントセンターセンサー：
約100cm～ 60cm※

リヤセンターセンサー：
約150cm～ 60cm※

断続音

約60cm～ 45cm※ 速い断続音

約45cm～ 30cm※ 非常に速い断続音

約30cm以下 連続音

音声案内とブザー音
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知識
■ブザー音量調整

カスタマイズメニューから、クリアラン
スソナー、RCTA、RCDの音量を一括で
切りかえることができます。（P.415）

■ブザー音の一時ミュート（消音）につ
いて

マルチメディア画面に一時ミュート（消
音）スイッチが表示されているときにこ
のスイッチを押すと、一時的にブザー音
を消すことができます。

クリアランスソナー、RCTA、RCDのブ
ザー音が一括でミュート（消音）されま
す。

●次の時、自動でミュート（消音）が解
除されます。

･ シフトポジションを切りかえたとき
･ 車速が一定値以上になったとき
･ センサー異常やシステムが一時使用不
可となったとき

･ 使用中の機能をOFF にしたとき
･ パワースイッチをOFFにしたとき

RCTA（リヤクロストラ
フィックアラート）

RCTA（リヤクロストラフィッ
クアラート）機能はリヤバン
パー内側にあるブラインドス
ポットモニターの後側方レー
ダーセンサーを使用し、運転者
の目視だけでは感知しづらい領
域の確認を補助する機能です。
後退時に運転者を支援します。

警告
■安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にありま
す。常に周囲の状況を把握し、安全運
転に努めてください。

RCTA機能は自車の右後方または左後
方から接近してくる車両の存在を運転
者に提供する補助的なシステムです。

RCTA機能を使用していても状況に
よっては本システムが有効に機能しな
いことがあるため、運転者は自らの目
視による安全確認をおこなう必要があ
ります。

システムを過信すると思わぬ事故につ
ながり、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

■システムを正しく作動させるために

P.258
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マルチメディア画面
マルチメディア画面上で RCTA 機能の
ON/OFF を切りかえます。また、自車の
右後方または左後方から接近している車
両を検知したときは、マルチメディア画
面に検知した側の RCTAアイコン
（P.274）が点灯します。

イラスト※は両後方から車両が接近して
いる例です。
※表示画面は、グレード、オプションな
どにより異なる場合があります。

アウターミラーインジケーター
自車の右後方または左後方から接近して
いる車両を検知したときは、両側のアウ
ターミラーインジケーターが点滅し、ブ
ザーが鳴ります。

運転支援情報表示灯
RCTA が OFF のときに点灯し、マルチ
インフォメーションディスプレイにメッ
セージが表示されます。

RCTA のON/OFF はカスタマイ
ズメニューから切りかえることが
できます。（P.415）
RCTA 機能が OFF のとき、運転支援情
報表示灯（P.121）が点灯し、マルチ
インフォメーションディスプレイにメッ
セージが表示されます。

パワースイッチがONになるたび、
RCTA 機能は ONになります。

知識
■アウターミラーインジケーターの視認
性について

強い日差しのもとでは、アウターミラー
インジケーターが見えづらいことがあり
ます。

■RCTAブザー音の聞こえ方について

大音量のオーディオなど大きな音がする
場合、RCTA ブザー音が聞こえづらくな
る場合があります。

■後側方レーダーセンサーについて

P.258

システムの構成部品 設定のしかた
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■ RCTA機能の作動
RCTA機能は後側方レーダーセン
サーにより自車の右後方または左
後方から接近している車両を検知
し、アウターミラーのインジケー
ターとブザーによってその車両の
存在を運転者に知らせます。

接近車両

接近車両を検知できる範囲

■ RCTAアイコンの表示
自車の右後方または左後方から接
近している車両を検知したときは、
マルチメディア画面上に次の表示
をします。
例：両方向から車両が接近してい
るとき

■ RCTA機能で検知できる範囲
次の範囲に入った車両を検知しま
す。

速度が速い車両に対しては、より
離れた位置で警報ブザーを鳴らし
ます。
例：

知識
■RCTA機能の作動条件

RCTA 機能は、次の条件をすべて満たし
ているときに作動します。

●パワースイッチがONのとき

●RCTA機能が ONのとき

●シフトポジションが Rのとき

●自車の車速が約15km/h 以下のとき

●接近する他車の車速が約 8km/h ～
56km/h のあいだのとき

■ブザーの音量調整について

カスタマイズメニューから、RCTA、ク
リアランスソナー、RCDの音量を一括で
切りかえることができます。（P.415）

RCTA機能

接近車両の速度 警報距離（概算）

56km/h（速い） 30m

8km/h（遅い） 4m
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■ブザー音の一時ミュート（消音）

作動対象を検知した場合、マルチメディ
ア画面上に一時ミュート（消音）スイッ
チが表示されます。
これを押すとクリアランスソナー、
RCTA、RCD のブザー音が一括でミュー
ト（消音）されます。

一時ミュート（消音）が解除されるとき：

●シフトポジションを切りかえたとき

●車速が一定値以上になったとき

●センサー異常やシステムが一時使用不
可となったとき

●使用中の機能をOFF にしたとき

●パワースイッチをOFFにしたとき

■システムが検知しない車両について

RCTA 機能は、次のような車両や車両以
外のものを検知対象としません。

●真後ろから接近する車両

●自車の隣の駐車スペースで後退する車
両

●障害物のためにセンサーが検知できな
い車両

●ガードレール・壁・標識・駐車車両な

どの静止物※

●小型のオートバイ・自転車・歩行者な

ど※

●自車から遠ざかる車両

●自車の隣の駐車スペースから接近する

車両※

●センサーと接近車両との距離が近すぎ
る場合

※状況によっては検知をすることがあり
ます。

■システムが正常に作動しないおそれが
ある状況

RCTA 機能は、次のような状況では車両
を有効に検知しないおそれがあります。

●センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

●泥・雪・氷・ステッカーなどがセン
サーやセンサー周辺のリヤバンパーに
付着したとき

●大雨・雪・霧などの悪天候時、水たま
りなどのぬれた路面を走行するとき

●複数台の他車が狭い間隔で連続して接
近するとき

●車両が高速で接近するとき

●センサー付近にけん引フック・バン
パープロテクター・バンパートリム・
サイクルキャリア・除雪装置（スノー
プラウ）などを取り付けたとき

●勾配の変化が激しい坂で後退している
とき
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●斜めの駐車場から出庫するとき

●RCTA 機能を ONにした直後

●RCTA 機能を ONにした状態で、EVシ
ステムを始動した直後

●障害物のためにセンサーが車両を検知
できないとき

●けん引しているとき

●検知範囲に入る他車と自車の高さに差
がありすぎるとき

●炎天下や寒冷時

●ローダウンサスペンションや、純正と
異なるサイズのタイヤを取り付けたと
き

●車高が極端に変化しているとき（ノー
ズアップ、ノーズダウンなど）

●自車が旋回しているとき

●旋回しながら車両が近づいてきたとき

■衝突の可能性がなくてもシステムが作
動する状況

RCTA 機能は、特に次のような状況では
不要な検知が増えることがあります。

●駐車場に面した道を車両が走行してい
るとき

●車両後方に電波の反射しやすい金属
（ガードレール・壁・標識・駐車車両な
ど）が存在するとき

●センサー付近にけん引フック・バン
パープロテクター・バンパートリム・
サイクルキャリア・除雪装置（スノー
プラウ）などを取り付けたとき

●車両が自車の横を通過するとき
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●自車の近くで旋回していく移動物が存
在するとき

●自車近くに室外機などの回転体がある
とき

●センサーに向けてスプリンクラーなど
による水の飛散があったとき

●動いているもの（旗・排気ガス・大粒
の雨や雪、路面の雨水など）

●ガードレールや壁などとの距離が短い
状況で、それらが検知範囲に入ったと
き

●グレーチングや側溝

●炎天下や寒冷時

●ローダウンサスペンションや、純正と
異なるサイズのタイヤを取り付けたと
き

●車高が極端に変化しているとき（ノー
ズアップ、ノーズダウンなど）

●けん引しているとき

RCD（リヤカメラディテ
クション）

車両後退時、リヤカメラが後方
の歩行者を検知すると、ブザー
とマルチメディア画面上の表示
により注意喚起を行います。

警告
■安全にお使いいただくために

本システムは認識性能・制御性能に限
界があります。

システムを過信せず、運転者は常に自
らの責任で周囲の状況を把握し、安全
運転を心がけてください。

■システムを正しく作動させるために

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。

●カメラに傷を付けたりせずに、常に
きれいにしておいてください。

●カメラ付近に市販の電装部品（字光
式ナンバープレート、フォグランプ
等）を取り付けないでください。

●カメラ周辺へ衝撃を与えないでくだ
さい。衝撃を受けた際はトヨタ販売
店で点検を受けてください。

●カメラを分解・改造・塗装しないで
ください。

●カメラにアクセサリー・ステッカー
を付けないでください。

●リアバンパーに市販の保護パーツ
（バンパートリム等）を取り付けない
でください。

●適正なタイヤ空気圧を維持してくだ
さい。
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リヤカメラの位置

歩行者検知表示
車両後方の歩行者を検知すると、自動的
に表示されます。

RCDのON/OFF は、カスタマイ
ズメニューから切りかえることが
できます（P.415）
RCDがOFFのとき、運転支援情
報表示灯（P.121）が点灯し、
マルチインフォメーションディス
プレイにメッセージが表示されま
す。
パワースイッチがONになるたび、
RCDはONになります。

車両後方エリアに歩行者がいる場
合や、車両後方に向かって歩行者
が接近してくるのをリヤカメラが
検知した場合、下記のようにブ
ザーとマルチメディア画面の歩行
者検知表示で運転者に注意を促し
ます。

歩行者が エリアにいるとき

ブザー：くり返し吹鳴
歩行者検知表示：点滅

警告
■RCD の機能を OFF にするとき

次のときはシステムをOFF にしてくだ
さい。RCD機能が正常に作動しないこ
とがあり思わぬ事故につながるおそれ
があり危険です。

●上記の内容が守られないとき

●純正品以外のサスペンションを取り
付けたとき

システムの構成部品

RCDの表示

システムを作動させるには

歩行者を検知した場合
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歩行者が エリアにいるとき

ブザー（自車静止時）：3回吹
鳴
ブザー（自車移動時および歩行
者接近時）：くり返し吹鳴
歩行者検知表示：点滅

エリアにいる歩行者と自車

が、接触する可能があるとシス
テムが判断したとき
ブザー：くり返し吹鳴
歩行者検知表示：点滅

知識
■作動条件

●パワースイッチがONのとき

●RCD 機能がONのとき

●シフトポジションがRにあるとき

■ブザーの音量調整

カスタマイズメニューから、クリアラン
スソナー、RCTA、RCDの音量を一括で
切りかえることができます。（P.415）

■ブザー音の一時ミュート（消音）

作動対象を検知した場合、マルチメディ
ア画面上に一時ミュート（消音）スイッ
チが表示されます。

スイッチを押すとクリアランスソナー、
RCTA、RCD のブザー音が一括でミュー
ト（消音）されます。

次のいずれかの操作をすると、自動的に
ミュート（消音）を解除します：

●シフトポジションを切りかえたとき

●車速が一定値以上になったとき

●センサー異常やシステムが一時使用不
可となったとき

●使用中の機能をOFF にしたとき

●パワースイッチをOFF にしたとき

■システムが正常に作動しないおそれが
あるとき

●例えば、次のような歩行者はカメラが
正しく検知できず、システムが正常に
作動しないおそれがあります。

･ 前かがみになっている、またはしゃが
んでいる人

･ 寝転んでいる人
･ 走っている人
･ 自車や建物の影から突然現れる歩行者
･ 自転車やスケートボード等に乗ってい
る人

･ 合羽やロングスカートなどを着ていて、
全身の輪郭があいまいな歩行者

･ カートや荷物、傘等により体の一部が
隠れている歩行者

･ 夜間の歩行者や周囲の色とよく似た色
の服装の歩行者

●例えば、次のような状況ではカメラが
対象となる歩行者を検知できず、シス
テムが正常に作動しないおそれがあり
ます。

･ 悪天候（雨、雪、霧等）
･ レンズに汚れ（泥、融雪剤等）や傷が
あるとき

･ 強い光がカメラに直接あたっていると
き

･ 明暗差があるとき（ガレージや地下駐
車場の開いたシャッター付近等）

･ 夜間（日没後）や薄暗い駐車場
･ カメラの位置や向きがずれているとき
･ けん引フックを取り付けているとき
･ カメラレンズ上に水滴が流れていると
き

･ 車高が極端に変化しているとき（ノー
ズアップ、ノーズダウンなど）

･ タイヤチェーン・タイヤパンク応急修
理キットを使用しているとき

･ ローダウンサスペンションや、純正と
異なるサイズのタイヤを取り付けたと
き
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･ リヤカメラ付近に市販の電装部品（字
光式ナンバープレート、フォグランプ
等）を取り付けているとき

･ リヤバンパーに市販の保護パーツ（バ
ンパートリム等）を取り付けていると
き

･ けん引しているとき

■システムが作動するおそれがあるとき

●例えば、次のようなものに対しては、
衝突の可能性がなくてもシステムが作
動するおそれがあります。

･ 立体物（柱、パイロン、フェンス、駐
車車両等）

･ 移動物（通行車両、バイク等）
･ 動いている物（旗、排気ガス、大粒の
雨や雪、路面の雨水等）

･ 路面に模様があるとき（白線、横断歩
道、石畳、路面電車のレール、補修痕、
落ち葉、砂利等）

･ 金属のフタ（グレーチング）や側溝
･ 水たまりやぬれた路面への物体の映り
込み

･ 影

●例えば、次のような状況では、衝突の
可能性がなくてもシステムが作動する
おそれがあります。

･ 路肩や段差があるとき
･ 勾配変化があるとき
･ 車高が極端に変化しているとき（ノー
ズアップ、ノーズダウンなど）

･ リヤカメラ付近に市販の部品（字光式
ナンバープレート、フォグランプ等）
を取り付けているとき

･ リヤバンパーに市販の保護パーツ（バ
ンパートリム等）を取り付けていると
き

･ カメラの位置や向きがずれているとき
･ けん引フックを取り付けているとき
･ カメラレンズ上に水滴が流れていると
き

･ カメラが汚れているとき（泥、融雪剤
等）

･ 点滅する光源があるとき（ハザードラ
ンプ等）

･ タイヤチェーン・タイヤパンク応急修
理キットを使用しているとき

･ けん引しているとき

●検知を妨げる状況
･ オーディオの音量が大きい場合や周囲
が騒がしい場合、ブザーの警報音が聞
こえない場合があります。

･ 高温／低温環境では、ディスプレイの
表示が見にくい場合があります。
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

システムは次のものを作動対象と
して検出しています。（機能によっ
て、作動対象が異なります。）
■ パーキングサポートブレーキ
（前後方静止物）

P.285
■ パーキングサポートブレーキ
（後方接近車両）

P.287
■ パーキングサポートブレーキ
（後方歩行者）

P.289

PKSB（パーキングサポー
トブレーキ）★

PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）は、駐車時などの低速
走行時に作動対象を検知した場
合、警報と自動ブレーキ抑制で
作動対象との衝突被害の低減に
寄与するシステムです。

駐車支援機能

警告
■安全にお使いいただくために

システムを過信しないでください。シ
ステムを過信すると思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。必ず車両
周辺の安全を確認しながら運転してく
ださい。
道路状況、車両状態および天候など、
状況によっては作動しない場合があり
ます。
センサー、レーダーでの検知には限界
があります。必ず車両周辺の安全を確
認しながら運転してください。

●安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。PKSB
（パーキングサポートブレーキ）は作
動対象への衝突を緩和し、衝突被害
低減に寄与できる場合がありますが、
状況によっては作動しない場合もあ
ります。

●PKSB（パーキングサポートブレー
キ）は、完全に車両を停止させるシ
ステムではありません。また、車両
を停止させることができたとしても、
ブレーキ制御は約2秒で解除される
ため、すぐにブレーキペダルを踏ん
でください。

●故意に車や壁に向かって走行するな
ど、システムの作動を確認する行為
は大変危険です。絶対におやめくだ
さい。

■パーキングサポートブレーキをOFF
にするとき

次のときは、PKSB（パーキングサ
ポートブレーキ）をOFF にしてくださ
い。衝突の可能性がなくてもシステム
が作動する場合があります。
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パーキングサポートブレーキの
ON/OFF は、カスタマイズメ
ニューから切りかえることができ
ます（P.415）
PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）がOFFのとき、運転支援
情報表示灯（P.121）が点灯
し、マルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージが表示
されます。
OFF（非作動）に切りかえて、
PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）を停止させた場合、再度、
カスタマイズメニュー
（P.415）からON（作動）に切
りかえないとシステムは復帰しま
せん。
（パワースイッチをOFF にしたあ
とで再度ONにしても、復帰しま
せん）

警告
●点検などで、シャシーローラー・
シャシーダイナモ・フリーローラー
などを使用するとき

●船舶・トラックなどへ積載する際の
進入時

●ローダウンサスペンションや、純正
と異なるサイズのタイヤを取り付け
たとき

●積載状況などにより車高が著しく変
化したとき（ノーズアップ、ノーズ
ダウンなど）

●センサー付近にけん引フック・輸送
用フック・バンパープロテクター・
バンパートリム・サイクルキャリ
ア・除雪装置（スノープラウ）など
を取り付けたとき

●自走式洗車機を利用するとき

●事故や故障で自車の走行が不安定な
とき

●オフロード走行やスポーツ走行をす
るとき

●タイヤの空気圧が適正でないとき

●著しく摩耗したタイヤを装着してい
るとき

●タイヤチェーン・応急用タイヤ・タ
イヤパンク応急修理キットを使用し
ているとき

●けん引しているとき

■サスペンションの取り扱いについて

車高や車の傾きが変化すると、セン
サーが作動対象物を正しく検知できな
くなり、システムが正しく作動しなく
なるおそれがあり危険です。サスペン
ションの改造はしないでください。

システムを作動させるには
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EV システム出力抑制制御・ブレー
キ制御が作動したときは、ブザー
でお知らせするとともに、マルチ
メディア画面およびマルチイン
フォメーションディスプレイに、
システムによる加速制限を示す
メッセージや、ブレーキ操作をう
ながすメッセージが表示されます。
出力抑制制御は状況により、加速制限制
御か出力最大抑制制御のいずれかが作動
します。

● EVシステム出力抑制制御作動中
（加速制限制御）
一定以上の加速をシステムが制限してい
るとき：

マルチメディア画面表示：表示なし

マルチインフォメーションディスプレイ
表示例：“加速抑制中です”

運転支援情報表示灯：消灯のまま

ブザー：吹鳴なし

● EVシステム出力抑制制御作動中
（出力最大抑制制御）
通常よりやや強めのブレーキ操作が必要
だとシステムが判断したとき：

マルチメディア画面表示例：“ブレー
キ！”

マルチインフォメーションディスプレイ
表示例：“ブレーキ！”

運転支援情報表示灯：消灯のまま

ブザー：ピー（単発音）

● ブレーキ制御作動中
急ブレーキが必要だとシステムが判断し
たとき：

マルチメディア画面表示例：“ブレー
キ！”

マルチインフォメーションディスプレイ
表示例：“ブレーキ！”

運転支援情報表示灯：消灯のまま

ブザー：ピー（単発音）

● システム作動により車両停止
ブレーキ制御作動後に車両が停止したと
き：

マルチメディア画面表示例：“ブレーキ
を踏んでください”

マルチインフォメーションディスプレイ
表示例：“アクセルが踏まれています 
ブレーキを踏んでください”、“ブレー
キを踏んでください”

運転支援情報表示灯：点灯

ブザー：ピピピピ（連続音）

PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）は、衝突の可能性がある
作動対象（壁などの静止物、後方
接近車両や後方歩行者）を検知し
たとき、EVシステムの出力を抑制
することにより車速の上昇を抑え
ます。（EVシステム出力抑制制
御：図2）
また、そのままアクセルぺダルを
踏み続けた場合は、ブレーキをか
け減速させます。（ブレーキ制御：
図3）

EVシステム出力抑制制御・ブ
レーキ制御の表示・ブザーにつ
いて

PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）の作動について
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● 図1（PKSB（パーキングサ
ポートブレーキ）非作動時）

EVシステム出力

制動力

時間

● 図2（EVシステム出力抑制制御
時）

EVシステム出力

制動力

時間

EVシステム出力抑制制御開始

（作動対象と衝突の可能性があ
るとシステムが判断したとき）

● 図3（EVシステム出力抑制制御
かつブレーキ制御時）

EVシステム出力

制動力

時間

EVシステム出力抑制制御開始

（作動対象と衝突の可能性があ
るとシステムが判断したとき）

ブレーキ制御開始

（作動対象と衝突の可能性が非
常に高いとシステムが判断した
とき）

知識
■PKSB（パーキングサポートブレーキ）
が作動したときは

システム作動により車両が停止した場合、
PKSB（パーキングサポートブレーキ）
が停止して、運転支援情報表示灯が点灯
します。

また、PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）が作動した場合でもブレーキ制
御は約2秒で解除されるため、そのまま
発進できます。

また、ブレーキペダルを踏んでも解除さ
れるため、再度アクセルペダルを踏むと
発進できます。
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■PKSB（パーキングサポートブレーキ）
作動後の復帰について

システム作動によりPKSB（パーキング
サポートブレーキ）が停止したときに、
PKSB（パーキングサポートブレーキ）
を復帰させたい場合は、PKSB（パーキ
ングサポートブレーキ）をONにするか、
パワースイッチをいったんOFF にしてか
ら、再度ONにしてください。

また、次の状況でも自動的に PKSB
（パーキングサポートブレーキ）が復帰
し、運転支援情報表示灯が消灯します。
（P.121）

●シフトポジションをPにする

●進行方向の作動対象がなくなった状態
で走行する

●車両の進行方向を切りかえる※

※パーキングサポートブレーキ（後方歩
行者）を除く

■クリアランスソナーのブザーについて

クリアランスソナーのON/OFF に関係な
く（P.267）、PKSB（パーキングサ
ポートブレーキ）を停止させていなけれ
ば（P.282）、ブレーキ制御と EVシス
テム出力抑制制御が作動すると、クリア
ランスソナーのブザーも鳴り、作動対象
とのおよその距離をお知らせします。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

次のようなときに進行方向の静止
物を検知してシステムが作動しま
す。
■ 低速走行時にブレーキペダルを
踏み損なってしまった、または
踏み遅れてしまったとき

パーキングサポートブレー
キ（前後方静止物）★

駐車時や低速走行時において、
壁などの静止物への衝突のおそ
れがあるときや、アクセルペダ
ルの踏み間違いや踏みすぎによ
る急発進、および、シフトポジ
ション選択を誤っての発進時に、
センサーが前後進行方向の静止
物を検知するとシステムが作動
し、衝突を緩和し衝突被害低減
に寄与します。

システム作動例（前後方静止物）
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■ アクセルペダルを踏みすぎてし
まったとき

■ 誤ってシフトポジションをDに
して前進してしまったとき

P.266

知識
■パーキングサポートブレーキ（前後方
静止物）の作動開始条件

運転支援情報表示灯が点灯（P.120）
しておらず、次の条件をすべて満たすと
作動します。

●EV システム出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をON（作動）にしているとき

･ 車速が約 15km/h 以下
･ 車両進行方向に作動対象となる静止物
があるとき（約2～ 4m先まで）

･ 衝突回避には、通常よりやや強めのブ
レーキ操作が必要とシステムが判断し
たとき

●ブレーキ制御
･ EV システム出力抑制制御作動中
･ 衝突回避には、急ブレーキ操作が必要
とシステムが判断したとき

センサーの種類

警告
■システムを正しく作動させるために

P.267

■万一、踏切内などで PKSB（パーキ
ングサポートブレーキ）が誤って作
動したときは

P.284

■洗車時の注意

P.268
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■パーキングサポートブレーキ（前後方
静止物）の作動終了条件

次のいずれかの条件のときに作動が終了
します。

●EV システム出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をOFF（非作動）にしたとき

･ 通常のブレーキ操作で衝突回避が可能
になったとシステムが判断したとき

･ 車両進行方向の作動対象となる静止物
がなくなったとき（約2～ 4m先ま
で）

●ブレーキ制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をOFF（非作動）にしたとき

･ ブレーキ制御により車両が停止して約
2秒が経過したとき

･ ブレーキ制御により車両が停止したあ
とに、ブレーキペダルを踏んだとき

･ 車両進行方向の作動対象となる静止物
がなくなったとき（約2～ 4m先ま
で）

■パーキングサポートブレーキ（前後方
静止物）の検知範囲について

パーキングサポートブレーキ（前後方静
止物）の検知範囲は、クリアランスソ
ナーの検知範囲（P.271）とは異なり
ます。そのため、クリアランスソナーが
静止物との接近をお知らせしても、パー
キングサポートブレーキ（前後方静止物）
は作動を開始していない場合があります。

■システムが正常に作動しないおそれの
ある状況

P.269

■衝突の可能性がなくてもシステムが作
動する状況

P.270

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

次のようなときに進行方向の車両
を検知してシステムが作動します。
■ 後退時、車両接近中にブレーキ
ペダルを踏み損なってしまった、
または踏み遅れてしまったとき

P.258

パーキングサポートブレー
キ（後方接近車両）★

後側方レーダーセンサーで自車
の右後方または左後方から接近
している車両を検知し、システ
ムが衝突の危険性があると判断
した場合にブレーキ制御をする
ことで、接近車両への衝突を緩
和し衝突被害軽減に寄与します。

システム作動例

センサーの種類

警告
■システムを正しく作動させるために

P.258
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知識
■パーキングサポートブレーキ（後方接
近車両）の作動開始条件

運転支援情報表示灯が点灯（P.120）
しておらず、次の条件をすべて満たすと
作動します。

●EV システム出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をON（作動）にしているとき

･ 車速が約 15km/h 以下
･ 後側方から接近する車両の車速が約
8km/h 以上

･ シフトポジションがRのとき
･ 後側方からの接近車両への衝突回避に
は、通常よりやや強めのブレーキ操作
が必要とシステムが判断したとき

●ブレーキ制御
･ EV システム出力抑制制御作動中
･ 後側方からの接近車両への衝突回避に
は、急ブレーキ操作が必要とシステム
が判断したとき

■パーキングサポートブレーキ（後方接
近車両）の作動終了条件

次のいずれかの条件のときに作動が終了
します。

●EV システム出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をOFF（非作動）にしたとき

･ 通常のブレーキ操作で衝突回避が可能
になったとき

･ 自車後側方への接近車両がなくなった
とき

●ブレーキ制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をOFF（非作動）にしたとき

･ ブレーキ制御により車両が停止して約
2秒が経過したとき

･ ブレーキ制御により車両が停止したあ
とに、ブレーキペダルを踏んだとき

■システムが正常に作動しないおそれの
ある状況

P.275

■衝突の可能性がなくてもシステムが作
動する状況

P.276
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転

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

後退時、歩行者が車両後方に接近
中、ブレーキペダルを踏み損なっ
てしまった、または踏み遅れてし
まったときにシステムが作動しま
す。

車両後方の歩行者を検知すると自
動的にマルチメディア画面上に表
示され、ブレーキ操作を促します。

歩行者検知表示

例：“ブレーキ！“

パーキングサポートブレー
キ（後方歩行者）★

車両後退時、リヤカメラが検知
した車両後方にいる歩行者と接
触する可能性が高いとシステム
が判断した場合は、警報やブ
レーキ制御により、後方歩行者
との衝突を緩和し、衝突被害軽
減に寄与します。

システム作動例

後方歩行者の画面表示

警告
■万一、パーキングサポートブレーキ
（後方歩行者）が誤って作動したとき
は

パーキングサポートブレーキ（後方歩
行者）作動後はすぐにブレーキを踏ん
でください。（ブレーキを踏むとシステ
ムは解除されます。）

■パーキングサポートブレーキ（後方
歩行者）を正しくお使いいただくた
めに

P.277
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知識
■パーキングサポートブレーキ（後方歩
行者）の作動開始条件

運転支援情報表示灯が点灯（P.120）
しておらず、次の条件をすべて満たすと
作動します。

●EV システム出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をON（作動）にしているとき

･ 車速が15km/h 以下
･ シフトポジションがRのとき
･ 自車後方に歩行者がいるとき
･ 衝突回避には、通常よりやや強めのブ
レーキ操作が必要とシステムが判断し
たとき

●ブレーキ制御
･ EV システム出力抑制制御作動中
･ 後方歩行者との衝突回避には、急ブ
レーキ操作が必要とシステムが判断し
たとき

■パーキングサポートブレーキ（後方歩
行者）の作動終了条件

次のいずれかの条件のときに作動が終了
します。

●EV システム出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をOFF（非作動）にしたとき

･ 通常のブレーキ操作で衝突回避が可能
になったとき

･ 後方歩行者がいなくなった、または検
知できなくなったとき

●ブレーキ制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をOFF（非作動）にしたとき

･ ブレーキ制御により車両が停止して約
2秒が経過したとき

･ ブレーキ制御により車両が停止したあ
とに、ブレーキペダルを踏んだとき

■パーキングサポートブレーキ（後方歩
行者）の復帰について

P.285

■パーキングサポートブレーキ（後方歩
行者）の検知範囲について

パーキングサポートブレーキ（後方歩行
者）の検知範囲は、RCDの検知範囲
（P.278）とは異なります。そのため、
RCDが後方歩行者との接近をお知らせし
ても、パーキングサポートブレーキ（後
方歩行者）は作動を開始していない場合
があります。

■システムが正常に作動しないおそれが
あるとき

P.279

■システムが作動するおそれがあるとき

P.280
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運
転

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

車高切りかえスイッチ

車高・ドア開閉連動OFF ス

イッチ
ドア開閉時、車高調整が連動する機能を
OFF にします。

AHC表示灯

車高切りかえスイッチを押す。
作動中はメーター内のAHC表示
灯の一部が点滅し、作動が完了す
ると点滅から点灯にかわります。

車高上昇

車高下降

シフトポジションをPにして、ブ
レーキペダルを踏まずに操作して
ください。
ブレーキペダルを踏んでいるあい
だは、車高調整が作動しません。

AHC表示灯全体が点滅しているときは、
車高制御の中断を示しています。

制御が待機中のとき、AHC表示灯の
“N”または“L”だけ点滅している場
合は輸送用サービスモードのため、トヨ
タ販売店へ連絡してください。

AHC（アクティブハイト
コントロール）★

使用状況に合わせて、車高モー
ドを選択できます。

システムの構成部品

車高を切りかえるには

AHC 表示灯点滅状態

Nモード
作動中

AHC表示灯の作
動方向矢印と
“N”が点滅しま
す。

LOモード
作動中

AHC表示灯の作
動方向矢印と
“L”が点滅しま
す。
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■ Nモード
標準車高です。
■ LOモード
車両への乗り降りが容易になりま
す。
シフトポジションがPのときに選
択できます。Nモードにくらべ、
車高が約100mm低くなります。
■ システムをOFF にするには

1 マルチメディアディスプレイの

メインメニューから にタッ

チする
2 サブメニューの“カスタマイ
ズ”にタッチする

3 車高制御を選択する

機能の （作動）／ （非作動）

を切りかえることができます。
AHC表示灯の右下に“OFF”が
表示されます。

知識
■機能連動モードについて

●ドア連動機能

ドア開閉時、車高調整を連動させること

ができます。ドア開閉時に車高調整を連
動させないときは、車高・ドア開閉連動
OFF スイッチを押してください。

1 ドア連動機能OFF

2 ドア連動機能ON※

※ドア連動機能ONにすると、スイッチ
上部にオレンジ色のマークが表れます。

■機能を選択できないとき

次のとき、Nモードの状態から LOモー
ドを選択することができません。

･ シフトポジションが P以外のとき

･ LO モードから Nモードへ上昇した直
後のとき

･ 路面の段差や凸凹が大きい場所

･ 気温がおよそ－15℃以下のとき

LOモードを選択できない場合は、AHC
表示灯が一時的に制御の中断中を示し、
すぐにNモード点灯へ戻ります。

■システムの保護機能

車高切りかえスイッチの操作などで車高
の昇降をくり返すと、システムが一時的
に作動しなくなることがあります。数分
間間隔をあけてから、再度操作してくだ
さい。

■システムの作動条件

●次のとき、システムが作動しません。
･ ブレーキペダルを踏んでいるあいだ
･ スロープが確実に格納されていない
･ 気温がおよそ－30℃以下のとき

車高モード
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運
転

･ パワースイッチがOFFのとき
ただし、LOモードでパワースイッチを
OFF にしとき、パワースイッチをOFF
にしたあと 30秒間はNモードへ切り
かえることができます。

･ 連続的に車高制御をさせたとき
ドアの開閉を連続的に作動させる場合
はドア連動機能をOFFにしてくださ
い。

●次のとき、システムが停止することが
あります。

･ 段差や凸凹が極端に大きい路面、大き
く傾斜した路面では、システムが中断
することがあります。

･ 雪や石などが車両に接触して、車高調
整速度が遅くなってしまった場合、シ
ステムが中断することがあります。

■車高制御OFF が解除されるとき

車高制御をOFF に設定したあと、車速約
30km/h 以上で走行すると設定が解除さ
れます。

■AHC表示灯が と表示されたと

きは

システムに異常があります。ただちにト
ヨタ販売店で点検を受けてください。
（P.386）

■作動音について

次のような場合に作動音が聞こえること
がありますが、異常ではありません。

･ 乗員の乗降で車高に変化があったとき

･ スイッチ操作で車高が変化したとき

･ タンクへ蓄圧中のとき

■カスタマイズ機能

車高制御作動中、ブザー吹鳴の有無を選
択することができます。
P.422

警告
■車高モードの切りかえ操作をすると
き

車高モードの切りかえ操作をするとき
は、十分に周囲の安全を確かめてくだ
さい。車高が変わったときに、車両に
体がはさまれたりして思わぬ事故につ
ながるおそれがあり危険です。

■段差や凸凹が極端に大きい路面、ま
たは冠水路を走行するとき

段差や凸凹が極端に大きい路面、また
は冠水路を走行すると車両姿勢が不安
定になることがあり、思わぬ事故につ
ながるおそれがあり危険です。避けて
走行するようにしてください。

■車高制御をOFF にするとき

次のとき、車高制御をOFF にしてくだ
さい。車高がかわり思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。

●スロープを手動で格納するとき

●この車を輸送するとき

●ジャッキアップ時やタイヤチェーン
を取り付けるとき

●脱輪したとき

●他車にけん引してもらうとき

注意
■駐車するとき

●長時間駐車する場合、気温の変化な
どにより車高が変わることがありま
す。駐車するときは、車高が変わっ
たときに車体に接触するものがない
ことを確認してください。

●乗員が降りたときや荷物を降ろした
ときは、通常より車高が高くなりま
すので、高さ制限のある場所では注
意してください。
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■ ECB（電子制御ブレーキシステ
ム）

電子制御により、ブレーキ操作に
応じたブレーキ力を発生させます。
■ ABS（アンチロックブレーキシ
ステム）

急ブレーキ時やすべりやすい路面
でのブレーキ時にタイヤのロック
を防ぎ、スリップを抑制します。
■ ブレーキアシスト
急ブレーキ時などに、より大きな
ブレーキ力を発生させます。
■ VSC（ビークルスタビリティコ
ントロール）

急なハンドル操作や、すべりやす
い路面で旋回するときに横すべり
を抑え、車両の姿勢維持に寄与し
ます。

注意
●必要に応じて輪止め※を使用してく
ださい。
ただし、輪止め使用中は車高の切り
かえをしないでください。車と輪止
めが接触し破損する恐れがあります。

※輪止めはトヨタ販売店で購入するこ
とができます。

■車高モード切りかえ時の注意

●車高の切りかえをひんぱんに行うと、
ポンプが損傷するおそれがあります。
車高を連続して切りかえるときは、
数分間待ってから次の切りかえを
行ってください。

●次のことを必ずお守りください。お
守りいただかないと、車が路面に接
触し損傷するおそれがあります。

･ 不整地などでは、LOモードにしない
でください。

･ LO モードからNモードへ切り替え
たときは、スイッチ操作後にAHC
表示灯の“N”が点滅から点灯に
なったことを確認してから走行して
ください。

･ AHC 表示灯が制御中断中を表示して
いるときは、車高制御が停止してい
ます。走行する場合は路面との干渉
に注意して走行してください。

■スロープを使用して乗降するときは

スロープを使用して乗降するときは、
EVシステムを OFF にしないでくださ
い。乗降によるによる車高の変化でス
ロープの角度が変わり、車いす等の乗
降が困難になったりスロープが破損す
るおそれがあります。

運転を補助する装置

走行の安全性や運転性能を確保
するため、走行状況に応じて次
の装置が自動で作動します。た
だし、これらの装置は補助的な
ものなので、過信せずに運転に
は十分に注意してください。

運転を補助する装置について
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■ S-VSC（ステアリングアシス
テッドビークルスタビリティコ
ントロール）

ABS・TRC・VSC・EPSを協調
して制御します。
すべりやすい路面などの走行で急
なハンドル操作をした際に、ハン
ドル操作力を制御することで、車
両の方向安定性確保に貢献します。
■ TRC（トラクションコントロー
ル）

すべりやすい路面での発進時や加
速時にタイヤの空転を抑え、駆動
力確保に貢献します。
■ ヒルスタートアシストコント
ロール

上り坂で発進するときに、車が後
退するのを緩和します。
■ 緊急ブレーキシグナル
急ブレーキ時に非常点滅灯を自動
的に点滅させることにより、後続
車に注意をうながし、追突される
可能性を低減させます。
■ セカンダリーコリジョンブレー
キ

SRSエアバッグのセンサーが衝突
を検知して作動したとき、自動的
にブレーキと制動灯を制御するこ
とで、車両を減速させ二次衝突に
よる被害の軽減に寄与します。

■ 衝突時の急加速抑制
SRS エアバッグのセンサーが軽度
の衝突を検知したときに、急アク
セルによる EVシステムの出力を
自動的に抑制することで、二次衝
突による被害の軽減に寄与します。
システム作動時はブザー、音声案
内とマルチインフォメーション
ディスプレイのメッセージでお知
らせします。

知識
■衝突時の急加速抑制について

●次の条件をすべて満たすと、システム
が作動します。

･ 車速が約 60km/h 以下のとき
･ SRS エアバッグのセンサーが車両前方
に軽度の衝突を検知したとき

･ 衝突の直前にブレーキ操作をしていな
いとき

･ アクセルペダルを速く強く踏み込んだ
※あとに衝突した、または衝突後にア
クセルペダルを速く強く踏み込んだ※

とき
※アクセルペダルを踏み込む速度と踏み
込み量が一定以上のとき

●次のような状況では衝突していなくて
も、システムが作動する場合がありま
す。

･ 縁石や歩道の端など、固いものにぶつ
かったとき
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･ 深い穴や溝に落ちたり、乗りこえたと
き

･ ジャンプして地面にぶつかったり、道
路から落下したとき

●アクセルペダルを離すとシステムの作
動が解除されます。

TRC・VSC・ABSが作動してい
るときは、スリップ表示灯が点滅
します。

ぬかるみや砂地、雪道などから脱
出するときに、TRCが作動してい
ると、アクセルペダルを踏み込ん
でも EVシステムの出力が上がら
ず、脱出が困難な場合があります。
このようなときに を押すことに

より、脱出しやすくなる場合があ
ります。

TRCを停止するには を押す

マルチインフォメーションディス
プレイに“TRC OFF しました”
と表示されます。

もう一度 を押すと、システム作

動可能状態にもどります。

TRC OFF しました

TRC・VSC・ABS(ECB) など
が作動しているとき

TRCを停止するには
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知識
■TRC と VSCを停止するには

TRC と VSCを停止するには、停車時に

を押し3秒以上保持する

VSC OFF 表示灯が点灯し、マルチイン
フォメーションディスプレイに「TRC 
OFF しました」と表示されます。

もう一度 を押すと、システム作動可

能状態にもどります。

■ を押さなくてもマルチインフォ

メーションディスプレイに TRC OFF

表示がされたとき

TRC が一時的に作動できない状態になっ
ています。表示が継続する場合はトヨタ
販売店にご相談ください。

■ヒルスタートアシストコントロールの
作動条件

次のときシステムが作動します。

●シフトポジションがPまたはN以外（前
進または後退での上り坂発進時）

●車両停止状態

●アクセルペダルを踏んでいない

●パーキングブレーキがかかっていない

●パワースイッチがON

■ヒルスタートアシストコントロールの
自動解除

次のいずれかのときシステムが解除され
ます。

●シフトポジションをPまたは Nにした

●アクセルペダルを踏んだ

●パーキングブレーキをかけた

●ブレーキペダルから足を離して最大2秒
経過した

●パワースイッチがOFF

■ABS・ブレーキアシスト・TRC・
VSC・ヒルスタートアシストコント
ロールの作動音と振動

●EV システム始動時や発進直後、ブレー
キペダルをくり返し踏んだときなどに、
モータールームから作動音が聞こえる
ことがありますが、異常ではありませ
ん。

●上記のシステムが作動すると、次のよ
うな現象が発生することがありますが、
異常ではありません。

･ 車体やハンドルに振動を感じる
･ 車両停止後もモーター音が聞こえる

■ECB の作動音

次のような場合に ECBの作動音が聞こえ
ることがありますが、異常ではありませ
ん。

●ドアを開けたときに車両前方から聞こ
えるブレーキシステムのモーター音
（“ジー”という音）

●ブレーキペダルを操作したときに、
モータールームから聞こえる作動音
（“カチ”、“シュー”、“ジー”
という音）

●EVシステム停止後1～2分後経過時に、
モータールームから聞こえる作動音
（“カチ”、“シュー”、“ジー”
という音）

■TRC や VSCの自動復帰について

TRC や VSCを作動停止にしたあと、以
下のときはシステム作動可能状態にもど
ります。

●パワースイッチをOFF にしたとき

●（TRC のみを作動停止にしている場合）
車速が高くなったとき
ただし、TRC と VSCの作動を停止し
ている場合は、車速による自動復帰は
ありません。
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■緊急ブレーキシグナルの作動条件

次のときシステムが作動します。

●非常点滅灯が点滅していないこと

●車速55km/h 以上

●車両の減速度から急ブレーキであると
システムにより判断された

■緊急ブレーキシグナルの自動解除

次のいずれかのときシステムが解除され
ます。

●非常点滅灯を点滅させた

●車両の減速度から急ブレーキではない
とシステムにより判断された

■セカンダリーコリジョンブレーキの作
動条件

走行中にSRSエアバッグのセンサーが衝
突を検知して作動したとき。

ただし次のいずれかのとき、システムは
作動しません。

●車速が約 10km/h 未満のとき

●構成部品が破損したとき

■セカンダリーコリジョンブレーキの解
除条件

次のいずれかのとき自動的にシステムが
解除されます。

●車速が約 10km/h 未満になったとき

●作動して一定時間経過したとき

●アクセルペダルを大きく踏み込んだと
き

警告
■ABSの効果を発揮できないとき

●タイヤのグリップ性能の限界をこえ
たとき（雪に覆われた路面を過剰に
摩耗したタイヤで走行するときなど）

●雨でぬれた路面やすべりやすい路面
での高速走行時に、ハイドロプレー
ニング現象が発生したとき

■ABSが作動することで、制動距離が
通常よりも長くなる可能性があると
き

ABS は制動距離を短くする装置ではあ
りません。特に次の状況では、常に速
度を控えめにして前車と安全な車間距
離をとってください。

●泥・砂利の道路や積雪路を走行して
いるとき

●タイヤチェーンを装着しているとき

●道路のつなぎ目など、段差をこえた
とき

●凹凸のある路面や石だたみなどの悪
路を走行しているとき

■TRCやVSCの効果を発揮できないと
き

すべりやすい路面では、TRC や VSC
が作動していても、車両の方向安定性
や駆動力が得られないことがあります。
車両の方向安定性や駆動力を失うよう
な状況では、特に慎重に運転してくだ
さい。

■ヒルスタートアシストコントロール
の効果を発揮できないとき

●ヒルスタートアシストコントロール
を過信しないでください。急勾配の
坂や凍った路面ではヒルスタートア
シストコントロールが効かないこと
があります。
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警告
●ヒルスタートアシストコントロール
はパーキングブレーキのように車を
長時間駐車するための機能ではあり
ませんので、同機能を坂道での駐停
車のために使用しないでください。
思わぬ事故につながるおそれがあり
危険です。

■スリップ表示灯が点滅しているとき
は

TRC・ABS・VSC が作動中であるこ
とを知らせています。常に安全運転を
心がけてください。無謀な運転は思わ
ぬ事故につながるおそれがあり危険で
す。表示灯が点滅したら特に慎重に運
転してください。

■TRCや VSC をOFF にするときは

TRC や VSCは駆動力や車両の方向安
定性を確保しようとするシステムです。
そのため、必要なとき以外は TRC・
VSC を作動停止状態にしないでくださ
い。TRCや VSC を作動停止状態にし
たときは、路面状況に応じた速度で、
特に慎重な運転を心がけてください。

■タイヤまたはホイールを交換すると
きは

4輪とも指定されたサイズで、同じ
メーカー・ブランド・トレッドパター
ン（溝模様）のタイヤを使用し、推奨
された空気圧にしてください。
（P.414）
異なったタイヤを装着すると、ABS・
TRC・VSC など、運転を補助するシ
ステムが正常に作動しません。
タイヤ、またはホイールを交換すると
きは、トヨタ販売店に相談してくださ
い。

■タイヤとサスペンションの取り扱い

問題があるタイヤを使用したり、サス
ペンションを改造したりすると、運転
を補助するシステムに悪影響をおよぼ
し、システムの故障につながるおそれ
があります。

■セカンダリーコリジョンブレーキに
ついて

セカンダリーコリジョンブレーキを過
信しないでください。本システムは、
二次衝突による被害の軽減に寄与する
ことを目的としていますが、その効果
はさまざまな条件によりかわります。
システムを過信すると重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

■衝突時の急加速抑制

●衝突時の急加速抑制を過信しないで
ください。本システムは、二次衝突
による被害軽減に寄与することを目
的としていますが、その効果はさま
ざまな条件によりかわります。シス
テムを過信すると重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

●本システムは急加速を抑制するもの
であり、ブレーキを作動させるもの
ではありません。必要に応じてブ
レーキペダルを操作してください。
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● 次のものはそれぞれ外気温に適
したものをお使いください。

･ 冷却水
･ ウォッシャー液

● 補機バッテリーの点検を受けて
ください。

● 冬用タイヤ（4輪）やタイヤ
チェーン（前 2輪）を使用して
ください。タイヤは 4輪とも指
定サイズで同一銘柄のものを、
タイヤチェーンはタイヤサイズ
に合ったものを使用してくださ
い。（タイヤについて： 
P.353）

知識
■タイヤチェーンについて

取り付け・取りはずし・取り扱い方法に
ついては次の指示に従ってください。

●安全に作業できる場所で行う

●前 2輪に取り付ける

●タイヤチェーンに付属の取扱説明書に
従う

●取り付け後0.5～1.0km走行したら締
め直しを行う

寒冷時は、AHCの作動に制限がかかる場
合があります。

寒冷時の運転

寒冷時に備えて、準備や点検な
ど正しく処置していただいた上
で適切に運転してください。

冬を迎える前の準備について

警告
■冬用タイヤを装着するとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、車両のコント
ロールが不能となり、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

●指定サイズのタイヤを使用する

●タイヤ・ホイールを交換する際はト
ヨタ販売店にご相談ください

●軸重に対応する冬用タイヤを選択し
てください

●装着する冬用タイヤの空気圧を推奨
値に調整する

●冬用タイヤを装着する際は使用ルー
ルを守ってください

●装着する冬用タイヤの最高許容速度
や制限速度をこえる速度で走行しな
い

●冬用タイヤを装着する際は、必ず 4
輪とも装着する

■タイヤチェーンを装着するとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、安全に車を運
転することができずに、思わぬ事故に
つながり、重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

●装着したチェーンに定められた制限
速度、もしくは 30km/h のどちらか
低い方をこえる速度で走行しない

●路面の凹凸や穴を避ける

●急加速・急ハンドル・急ブレーキや
シフト操作による急激な回生ブレー
キの使用は避ける

●カーブの入り口手前で十分減速して、
車のコントロールを失うのを防ぐ
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状況に応じて次のことを行ってく
ださい。
● ドアやワイパーが凍結したとき
は無理に開けたり動かしたりせ
ず、ぬるま湯をかけるなどして
氷を解かし、すぐに水分を十分
にふき取ってください。

● タイヤハウス内に雪が積もって
いるときは、エアコンのファン
を正常に作動させるために、雪
を取り除いてください。

● 外装ランプ・アウターミラー・
ドアガラス・車両の屋根・タイ
ヤの周辺やブレーキ装置に雪や
氷が付いているときは、取り除
いてください。

● 乗車する前に靴底に付いた雪を
よく落としてください。

ゆっくりスタートし、車間距離を
十分にとって控えめな速度で走行
してください。

警告
●LDA（レーンディパーチャーアラー
ト）を使用しない

●タイヤチェーンの脱着時はAHCの車
高調整機能が作動しないように、
AHCをOFF にしてください。

作動を停止しないと車高がかわり、車
両に体が挟まれるなど思わぬ事故につ
ながるおそれがあり危険です。
（P.291）

注意
■タイヤチェーンの使用について

この車両に適合したトヨタ純正タイヤ
チェーンのご使用をおすすめします。

なお、トヨタ純正品以外のタイヤ
チェーンの中には、使用すると車体に
あたり、走行のさまたげとなるおそれ
があるものもあります。市販のタイヤ
チェーンを使用する場合は、車体に干
渉しないことをあらかじめご確認くだ
さい。

詳しくはトヨタ販売店にご相談くださ
い。

■タイヤを修理・交換するときは

トヨタ販売店へご依頼ください。

タイヤの取り付け・取りはずしは、タ
イヤ空気圧バルブ／送信機の作動に影
響します。（タイヤについての詳しい説
明はP.353を参照してください）

■タイヤチェーンの装着

タイヤチェーンを装着すると、タイヤ
空気圧バルブ／送信機が正しく作動し
ないおそれがあります。

運転する前に

注意
■ガラスに付いた氷を除去するとき

氷をたたいて割らないでください。

ガラスがひび割れるおそれがあります。

運転するとき
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温度調整（下げる）スイッチ

温度調整（上げる）スイッチ

SYNCスイッチ（室内連動モード）

吹き出し口切りかえスイッチ

風量減スイッチ

風量増スイッチ

AUTOスイッチ（オート設定）

OFFスイッチ

エコ空調スイッチ

フロントデフロスタースイッチ

外気導入スイッチ

内気循環スイッチ

REARスイッチ（リヤエアコン操作モード）

エアコン

設定温度に合わせて吹き出し口と風量を自動で調整します。

エアコン操作スイッチについて
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冷房・除湿スイッチ

■ 温度を調整する
設定温度を上げるときは温度調整
（上げる）スイッチを、下げるとき
は温度調整（下げる）スイッチを
押す
冷房・除湿スイッチが押されていない場
合は、送風または暖房で使用できます。

■ 風量を切りかえる
風量を増やすときは風量増スイッ
チを押し、減らすときは風量減ス
イッチを押す
OFF スイッチを押すと、ファンが止まり
ます。

■ 吹き出し口を切りかえる
吹き出し口切りかえスイッチを押
す
押すたびに次のように設定が切りかわり
ます。

1 上半身に送風
2 上半身と足元に送風
3 足元に送風

■ 内気循環／外気導入を切りかえ
るには

● 内気循環に切りかえるときは、
内気循環スイッチを押す

内気循環スイッチの作動表示灯が点灯し
ます。

● 外気導入に切りかえるときは、
外気導入スイッチを押す

外気導入スイッチの作動表示灯が点灯し
ます。

■ エアコン（冷房・除湿機能）を
切りかえるには

冷房・除湿スイッチを押す
冷房・除湿機能がONのときは、コント
ロールパネルの A/C ONが点灯します。

■ フロントウインドウガラスの曇
りを取る

フロントウインドウガラスの曇り
を取るときに使用してください。
フロントデフロスタースイッチを
押す
フロントデフロスタースイッチがONの
ときは、作動表示灯が点灯します。

● 外気温が低いときは、フロント
ウインドウガラスの曇りを取る
のに時間がかかる場合がありま
す。

■ エコ空調モード
電費を優先するため冷房／暖房の
効きを抑えます。
エコ空調モードがONのときは、
作動表示灯が点灯します。
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知識
■ガラスの曇りについて

●室内の湿度が高いときはガラスが曇り
やすくなります。その場合は、冷房・
除湿スイッチをONにすると、吹き出
し口から除湿された風が出るため、効
果的に曇りを取ることができます。

●冷房・除湿スイッチをONからOFFにす
ると、ガラスが曇りやすくなります。

●内気循環を使うとガラスが曇る場合が
あります。

■外気導入・内気循環について

●トンネルや渋滞などで、汚れた外気を
室内に入れたくないときや、外気温度
が高いときに冷房効果を高めたい場合
は、内気循環にすると効果的です。

●設定温度や室内温度などにより、自動
的に切りかわる場合があります。

■外気温度が 0℃近くまで下がったとき

冷房・除湿スイッチを押しても除湿機能
が働かない場合があります。

■エコ空調モードのエアコン作動につい
て

●エコ空調モードは電費性能を優先させ
るため、空調システムが次のように制
御されます。

･ EV システムやコンプレッサーの作動を
制御し、暖房／冷房の能力を抑制しま
す。

･ オート設定での使用時、ファンの風量
を抑制します。

●空調の効きをよりよくしたいときは、
次の操作を行ってください。

･ 風量を調整する。
･ エコ空調モードをOFFにする。
（P.305）

■ナノイー X※1, 2 について

エアコンにはナノイーX発生装置が搭載

されています。この装置は室内上部の前
方と後方吹き出し口からナノイーXを放
出し、車室内を快適な空気環境に導きま
す。※3

●ナノイーXがONのとき、ファンが作動
すると、自動的にナノイー X発生装置
が作動します。

●ナノイー X発生装置が作動中、次の条
件で効果を発揮します。

･ 室内上部から送風のとき
･ 室内上部の前方と後方吹き出し口が開
いているとき

●ナノイー X発生装置作動時は、微量の
オゾンが発生し、かすかに臭うことが
ありますが、森林など、自然界に存在
する程度の量なので、人体に影響はあ
りません。

●ナノイー X発生装置作動中、かすかに
作動音が聞こえることがありますが、
故障ではありません。

･ ナノイー X発生装置が作動するまでに
多少時間がかかることがあります。

･ 作動直後は作動音が大きい場合があり
ます。

※1nanoe、ナノイーおよび nanoe マー
クは、パナソニック ホールディングス
株式会社の商標です。

※2ナノイーXは、ナノイーに比べて、効
果の元であるOHラジカルをより多く
含む微粒子イオンです。

※3温湿度環境、風量・風向きによっては
ナノイーの効果が十分に得られない場
合があります。

■換気とエアコンの臭いについて

●車外の空気を室内に取り入れたいとき
は、外気導入にしてください。

●エアコン使用中に、室内外のさまざま
な臭いがエアコン装置内に取り込まれ
て混ざり合うことにより、吹き出し口
からの風に臭いがすることがあります。
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●エアコン始動時に発生する臭いを抑え
るために、駐車時は外気導入にしてお
くことをおすすめします。

●エアコン始動時に発生する臭いを抑え
るために、オート設定での使用時には
エアコン始動直後、しばらく送風が停
止する場合があります。

■エアコンフィルターについて

P.364

■カスタマイズ機能

AUTO スイッチを押したとき、除湿機能
を連動させるかどうかなどを設定できま
す。（カスタマイズ一覧：P.422）

1 エアコン操作スイッチの
AUTOスイッチを押す

冷房・除湿機能が作動し、風量と吹き出
し口が自動で設定されます。

オート設定がONのとき、コントロール
パネルの AUTO が点灯します。

2 フロント側温度調整スイッチで
温度を設定する

風量や吹き出し口を切りかえると、コン
トロールパネルのAUTO が消灯します
が、操作した機能以外のオート設定は継
続します。

ファンを止めたいときは、OFF スイッチ
を押す

知識
■オート設定の作動について

風量は温度設定により自動で調整される
ため、AUTO スイッチを押した直後、温
風や冷風の準備ができるまでしばらく送
風が停止する場合があります。

警告
■フロントデフロスターが作動してい
るとき

フロントウインドウガラス下部および
フロントピラー横の表面が熱くなって
おり、やけどをするおそれがあるので
ふれないでください。

■ナノイー X発生装置について

高電圧の部品を含むため、分解・修理
はしないでください。修理が必要な場
合は、トヨタ販売店にお問い合わせく
ださい。

注意
■ナノイー X発生装置の損傷を防ぐた
めに

室内上部の前方と後方吹き出し口の近
くでスプレーを使用したり、吹き出し
口にものをはめ込んだり貼ったりしな
いでください。正常に働かなくおそれ
があります。

■補機バッテリーあがりを防ぐために

EV システム停止中は、エアコンを必要
以上に使用しないでください。

オート設定で使用する
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次のいずれかの操作をすると、独
立モードがONになります。
● コントロールパネルのSYNCが
点灯している時に、エアコン操
作スイッチの SYNCスイッチを
押す。

● REARスイッチを押して、温度
調整スイッチで設定温度を変更
する

独立モードになり、コントロールパネル
の SYNC が消灯します。

コントロールパネルのSYNC が消灯し
ているときに SYNC スイッチを選択す
ると、作動表示灯が点灯して独立モード
がOFF になり、室内の設定温度が運転
席と同じ温度になります。

エアコン操作スイッチの REARス
イッチを押す
コントロールパネルにREAR が表示さ
れ、リヤエアコン操作モードに切りかわ
ります。

再度エアコン操作スイッチの REARス
イッチを押すか、約6秒以上操作が行わ
れなかったときは、リヤオートエアコン
操作モードが解除されます。

● 設定温度をかえる
設定温度を上げるときは温度調整
（上げる）スイッチを、下げるとき
は温度調整（下げる）スイッチを
押す

● 風量を切りかえる
風量を増やすときは風量増スイッ
チを押し、減らすときは風量減ス
イッチを押す
OFF スイッチを押すと、ファンが止まり
ます。

マルチメディアディスプレイの設
定を変更することにより、一部の
機能をステアリングスイッチで操
作することができます。

1 マルチメディアディスプレイの
メインメニューから をタッ

チする
2 サブメニューの“カスタマイ
ズ”をタッチする

3 “ステアリングスイッチ”を
タッチする

4 “左側”を選択し、レイアウ
ト選択でエアコンを選択する

メーターに表示され、左側のステ
アリングスイッチで各機能を操作
することができます。

室内の設定温度を別々に設定す
る（室内連動モード）

リヤエアコンを操作する

エアコン操作画面について
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風量増

吹き出し口切りかえ

内外気切りかえ

風量減

■ 吹き出し口の位置
吹き出し口の切りかえ設定により、
風が出る位置や風量が変化します。
 フロント

 室内
温度の設定により、室内上部また
は室内足元から風が出ます。

■ 風向きの調整
 フロント

ノブを上下左右に動かしてください。

警告
■走行中の警告

ディスプレイを見続けないでください。
前方の歩行者、障害物などを見落とす
おそれがあり危険です。

吹き出し口の配置・操作
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6-2. 室内灯のつけ方

パーソナルランプ（P.311）

インテリアランプ（P.311）

カーテシランプ

車内フラッシャーランプ※（P.251）

足元照明
※インテリアランプではないため、同時に点灯しなくても故障ではありません。

室内灯一覧

室内灯の位置
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知識
■各部照明の自動点灯／消灯について

●電子キーの検知・ドアの施錠／解錠・
ドアの開閉・パワースイッチのモード
により、各部の照明が自動的に点灯・
消灯します。（イルミネーテッドエント
リーシステム）

●パワースイッチがOFFの場合、室内灯
が点灯したままのときは、約 20分後
に自動消灯します。

■室内灯の自動点灯について

SRSエアバッグの作動時または後方から
強い衝撃を受けたときは、室内灯が約 20
分間自動で点灯します。

手動操作で消灯することもできますが、
二次災害を防ぐため、安全が確保できる
までは消灯しないことをおすすめします。

（衝撃の度合いや事故の状況によっては点
灯しないことがあります。）

■カスタマイズ機能

室内灯の消灯までの時間などを設定でき
ます。（P.423）

スイッチを押して、ランプを点
灯・消灯する

スイッチを押して、ランプを点
灯・消灯する

注意
■補機バッテリーあがりを防ぐために

EV システムが停止した状態で、長時間
ランプを点灯しないでください。

インテリアランプを操作するに
は

パーソナルランプを操作するに
は
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6-3. 収納装備

収納ポケット（P.313）

オープントレイ（P.314）

小物入れ（P.313）

収納装備一覧

収納装備の位置
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運転席シートを前方にスライドさ
せ、背もたれを前方に倒す

フタを開ける

警告
■収納装備に放置してはいけないもの

メガネ、ライターやスプレー缶を収納
装備内に放置したままにしないでくだ
さい。放置したままでいると、次のよ
うなことが起こるおそれがあり危険で
す。

●室温が高くなったときの熱や、他の
収納物との接触などにより、メガネ
が変形やひび割れを起こす

●室温が高くなったときにライターや
スプレー缶が爆発したり、他の収納
物との接触でライターが着火したり
スプレー缶のガスがもれるなどして
火災につながる

収納ポケット

小物入れ

警告
■走行中の警告

小物入れのフタを必ず閉じてください。

急ブレーキや急旋回時などに、開いた
フタが体に当たったり、収納していた
ものが飛び出したりして、思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。

■小物入れのフタの破損を防ぐために

破損を防ぐために、小物入れのフタの
上に立ったり、無理な力をかけたりし
ないでください。

■ツールバッグ収納について

●ツールバッグを小物入れに収納しな
いでください。
急ブレーキや急旋回時などに、ツー
ルバックの中のものが飛び出したり
して、思わぬ事故につながるおそれ
があり危険です。

●お子さまの手の届かない場所に保管
してください。
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知識
■停止表示板収納について

小物入れに、停止表示板を収納すること
ができます。
ただし、停止表示板のケースの大きさや
形状によっては、収納できない場合があ
ります。

 運転席左横

 運転席右後方

オープントレイ

注意
■オープントレイの損傷を防ぐために

10kg 以上のものを置かないでくださ
い。

警告
■走行中の警告

オープントレイにものを置くときは、
次の注意事項を守ってください。

急ブレーキや急ハンドル時などにオー
プントレイに置いていたものが飛び出
し、ペダル操作のさまたげとなるおそ
れがあるほか、運転者の注意力がにぶ
り、思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。

●転がりやすいものや凹面より高さが
あるものを置かないでください。

●トレイの端よりも高くものを積み重
ねないでください。

●トレイの端からはみ出してものを置
かないでください。
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6-4. その他の室内装備の使い方

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

前方をさえぎるには、バイザーを
下ろす

運転席への乗り降り時にお使いく
ださい。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

室内には、手すりやポールが配置
されています。立っているときや
乗り降り時にご使用ください。

手すり

ポール

その他の室内装備

サンバイザー★を使うには

アシストグリップ（運転席用）

注意
■アシストグリップの破損を防ぐため
に

破損を防ぐために、アシストグリップ
に過度の負荷をかけないでください。

手すり／ポール★

注意
■手すり／ポールの破損を防ぐために

破損を防ぐために、手すり／ポールに
過度の負荷をかけないでください。
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乗客が運転者の操作をさまたげる
ことのないように、運転席と仕切
るための扉が取り付けられていま
す。走行中は、必ず扉をロックし
てください。

ロック解除位置

ロック位置

運転席仕切り扉

警告
■仕切り扉の使用について

●走行中は仕切り扉は閉め、確実に
ロックしてください。

●運転席に乗客が入り込み運転操作に
支障をきたすおそれがあるばかりで
なく、仕切り扉のロックが外れてい
ると乗客がけがをするおそれがあり
非常に危険です。

アクセサリーコンセント
（AC100V 1500W）・
非常時給電システム

● アクセサリーコンセント
車内において、AC100Vで消
費電力の合計が1500Wの電気
製品を使用することができるシ
ステムです。（P.318）
災害などによる非常時に電力が
必要なときは非常時給電システ
ムのご使用をおすすめします。
（P.318）
● 非常時給電システム
災害などによる非常時に電力が
必要なとき、車両の走行機能を
停止した状態で、AC100V で
消費電力の合計が1500W以下
の電気製品を使用することがで
きるシステムです。（P.318）
駆動用電池充電警告灯が点灯す
るまで給電機能が使用できるシ
ステムです。
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コンセント

パワースイッチ（P.198, 204）

AC100V スイッチ

必ず、給電作業前に次の点をご確
認ください。
● 地面が固く平らな場所に駐車す
ること

輪止めの使用をお勧めします。輪止めは
トヨタ販売店で購入することができます。

● 運転席足元のサービスホールが
閉まっていること

● パーキングブレーキがかかって
いること

● シフトポジションが Pになって
いること

● パワースイッチがOFF になって
いること

非常時給電システムを使用すると
きには、次の点についても確認く
ださい。
● 普通充電または急速充電を行っ
ていないこと

● DC外部給電またはV2H給電を
行っていないこと

システムの構成部品

駐車中に使用するときの重要確
認事項
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■ コンセントをONするとき
1 パーキングブレーキがかかって
いることを確認し、ブレーキペ
ダルをしっかり踏みながらパ
ワースイッチを押す
（P.198, 204）
2 READYインジケーターが点灯
したことを確認し、AC100V
スイッチを押す

AC100V スイッチ上の作動表示灯が点
灯し、使用可能な状態になります。

AC100V スイッチを押すたびにコンセ
ントのON/OFF が切りかわります。

3 フタを開けて電気製品の電源プ
ラグをコンセントの奥までしっ
かり挿し込む

コンセントは運転席にあります。

■ コンセントをOFFするとき
次の手順をお守りください。
1 使用している電気製品の電源を
OFF にする

2 AC100Vスイッチを押して
OFF にする

3 コンセントから電源プラグを取
りはずす

4 コンセントのフタを閉める

■ 非常時給電システムを起動する
とき

1 ブレーキペダルを踏まずに、パ
ワースイッチを押してONにす
る（P.203, 207）

ブレーキペダルを踏んだまま、パワース
イッチを押し、READYインジケーター
が点灯した場合、非常時給電システムは
使用できません。

2 READYインジケーターが点灯
していないことを確認し、
AC100Vスイッチを3回連続
で押す

AC100Vスイッチ上の作動表示灯が点
灯し、マルチインフォメーションディス
プレイに非常時給電モードの表示がされ、
起動が完了します。

アクセサリーコンセントを使用
するには

非常時給電システムを使用する
には
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AC100V スイッチを押す間隔が 1秒以
上あいた場合、マルチインフォメーショ
ンディスプレイに表示されないときがあ
ります。この場合は、はじめから操作を
やり直してください。

AC100V スイッチを4回以上連続で押
した場合、非常時給電システム起動直後、
停止することがあります。この場合は、
はじめから操作をやり直してください。

3 フタを開けて電気製品の電源プ
ラグをコンセントの奥までしっ
かり挿し込む（P.319）

■ 非常時給電システムを停止する
とき

次の手順をお守りください。
1 使用している電気製品の電源を
OFFにする

2 AC100V スイッチを押して
OFFにする

3 コンセントから電源プラグを取
りはずす

4 コンセントのフタを閉める
5 パワースイッチをOFF にする

■ 電源プラグを接続するとき
各電気製品の取扱説明書に記載さ
れている注意事項に従ってくださ
い。
電源プラグをコンセントに接続す
る前に、電気製品の電源がOFF に
なっていることを確認してくださ
い。
1 フタを開けて電気製品の電源プ
ラグをコンセントの奥までしっ
かり挿し込む

電源プラグが半挿しの状態になら
ないようにしてください。
次の場合は、延長ケーブルなどを
使用し、電源プラグを確実に接続
してご使用ください。
● 電源プラグが大きくコンセント
の奥までしっかり挿し込めない

● 電源プラグが重くコンセントか
ら抜けるおそれがある

アース線のある電気製品を使用す
るときは、市販の変換アダプター
を使用してアース線を変換アダプ
ターのアース端子に接続してくだ
さい。

電気製品の電源プラグを接続す
るには
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知識
■アクセサリーコンセント、非常時給電
システムについて

●AC100Vで消費電力の合計が1500W
以下の電気製品を使用してください。
規定容量をこえる電気製品を使用する
と、保護機能が働き、給電機能が停止
することがあります。

●消費電力が大きな電気製品（ホットプ
レートなど）の中には、コンセントを
単独で使うことを必須としているもの
があります。その場合は、他の電気製
品と併用しないでください。

●複数の電気製品に給電する場合、電気
製品によっては正常に作動しない可能
性があります。その場合は、単独で電
気製品を使用してください。

●コンセントの使用中、使用する電気製
品によっては、大きな電流が流れ、瞬
間電力が 1500Wをこえるときがあり
ます。この場合は、保護機能が働き、
給電機能が停止することがあります。

●コンセントの使用中、使用する電気製
品によっては、テレビやラジオに雑音
が入ることがあります。

●コンセントの使用中、運転席付近から
冷却用ファンの音がすることがありま
すが、異常ではありません。

●非常時給電システムの使用中は、駆動
用電池充電警告灯が点灯すると給電機
能が停止します。

■正しく作動しないおそれがある電気製
品

次のような電気製品は、消費電力の合計
が 1500W以下でも正常に作動しないお
それがあります。

●起動時の電力が大きい電気製品

●取扱説明書などに記載されている消費
電力よりも大きな供給電力を必要とす
る電気製品

●精密なデータ処理をする計測機器

●きわめて安定した電力供給を必要とす
る電気製品

●タイマー設定する機器など、コンセン
トの出力が連続して必要な電気製品

■駐車中または停車中に使用するとき

●スマートエントリー＆スタートシステ
ム★でドアの施錠・解錠することはでき
ません。

●電子キーでドアを施錠・解錠すること
はできません。メカニカルキー
（P.134）のみでドアを施錠・解錠す
ることができます。

●ドアの開閉などにより、ブザーが鳴っ
たり、マルチインフォメーションディ
スプレイに“キーが見つかりません
キーの所在を確認してください”と表
示されたりすることがあります。電子
キーを携帯していることを確認くださ
い。

●給電中に周囲が暗くなると、自動で
ヘッドランプなどが点灯します。ラン
プを消灯したいときは、P.220を参照
してください。

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■非常時給電システムを使用するとき

●普通充電または急速充電はできません。

●DC外部給電・V2H給電はできません。
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警告
■安全にお使いいただくために

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、思わぬ事故の
原因となり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

●非常時給電システムの使用中は、お
子さまや介護を必要とする方、ペッ
トを車内に残さないでください。エ
アコンを使用していても、システム
の自動停止等により室内が高温、ま
たは低温になる場合があり、熱中
症・脱水症状・低体温症になるおそ
れがあります。

●お子さまなど、不慣れな方だけで給
電作業を行わないでください。

●ぬれた手で電気製品の電源プラグを
抜き挿ししたり、ピンなどをコンセ
ントに挿したりしないでください。
また、コンセントに雨水・飲料水・
雪などが付着した場合は乾燥させて
から使用してください。

●コンセントの改造・分解・修理など
はしないでください。修理について
はトヨタ販売店にご相談ください。

●コンセントにほこりやゴミが付着し
ないようにしてください。また、定
期的にコンセントを掃除してくださ
い。

●コンセントへは電源プラグ本体を
持って抜き挿しをし、プラグの刃に
ふれないようにしてください。コー
ドを引っ張って電源プラグを抜くと、
電源プラグやコードが損傷するおそ
れがあります。

●コードやコンセントに異常な発熱を
感じたらただちに使用を中止してく
ださい。また、コードやコンセント
の発熱を防ぐために、次のことをお
守りください。

･ コンセントに分岐用コンセントを複
数接続しない

･ コードリールを使用する場合、コー
ドはリールからすべて引き出す

●アース線のある電気製品を使用する
ときは、市販の変換アダプターを使
用してアース線を変換アダプターの
アース端子に接続してください。

●電気製品の電源プラグをコンセント
に挿し込んでもゆるいときは、コン
セントを交換してください。交換に
ついてはトヨタ販売店にご相談くだ
さい。

■接続する電気製品について

●使用する電気製品に付属の取扱説明
書や、製品に記載されている注意事
項を必ずお守りください。

●電源プラグや、電気製品が故障して
いるときは使用しないでください。

●特に外気温が低いときや高いときは、
故障や作動不良になる可能性があり
ます。

●水平設置が必要な電気製品は、正常
に作動しない可能性があります。

●防水仕様の電気製品を除き、雨や水
のかかる場所、湿気の多い場所では
使用しないでください。
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警告
●水没や浸水した、またそのおそれの
ある電気製品は使用しないでくださ
い。

●車両の状態によっては、一時的に給
電機能が停止することがあります。

■電源周波数について

●工場出荷時、車両側の電源周波数は、
50Hz に設定されています。
コンセントと電源周波数が異なる電
気製品を使用しないでください。誤
作動や故障などの原因になるおそれ
があります。電気製品によっては、
電源周波数の切りかえ（50/60Hz）
機能があるので、車両と電気製品の
電源周波数を同じにしてください。
車両側の電源周波数切りかえが必要
な場合は、トヨタ販売店にご相談く
ださい。

●特に電子レンジは使用中に発熱する
おそれがあるため、必ずコンセント
と電源周波数が合っていることを確
認してください。

■駐車中または停車中に使用するとき

●コンセントは、照明器具などの電気
製品と直接接続して使用するもので
す。家屋などへ電気を供給する発電
機として使用しないでください。ま
た、家屋などに設置されている非常
時の給電システム（外部電源と接続
ができる専用設備、外部電源からの
供給回路が電力会社からの電気配線
と分離されている設備など）に使用
する場合は、当該システムの製造業
者または販売業者にご相談ください。

●コンセントの使用中はパーキングブ
レーキをしっかりとかけて、シフト
ポジションをPから切りかえないで
ください。車両が動いて思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。

●コンセントの使用中は車両から離れ
ないでください。

●落雷の可能性がある天候のときは給
電を行わないでください。給電中、
雷に気付いたときは給電を停止して
ください。

●車両をカーカバーなどで覆った状態
で使用しないでください。

●暖房器具などの電気製品を使用して
車中に泊まる際は、十分注意してく
ださい。給電システムの自動停止な
どにより、電気製品が意図せず停止
するおそれがあります。

●傾いた場所や坂道などに停めて使用
しないでください。使用中に車両を
移動させたり、傾けたりしないでく
ださい。

●車外にコードを引いて使用する場合
は、次のことに注意してください。

･ 雨水の侵入などに注意する
コンセントに雨水が付着した場合は、
乾燥させてから使用してください。

･ コードを窓やドアで挟まない

･ たるみをもたせ、異常な張りが発生
しないようにする

･ 誤って車両を発進させない

●洗車は行わないでください。
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警告
●運転席足元のサービスホールが閉
まっていることを確認してください。
また、モータールーム内に顔や手を
近付けないでください。ラジエー
ター冷却用のファンが急にまわりだ
すことがあります。ファンの回転部
分にふれたり、近付いたりすると、
手や着衣（特にネクタイ・スカー
フ・マフラーなど）が巻き込まれる
おそれがあります。

●燃えやすいものの近くに停めて使用
しないでください。

●腐食性のガスまたは溶液の発散する
場所では使用しないでください。

■走行中に使用するとき

●走行中、次のような場合は、電気製
品を使用しないでください。また、
電気製品を確実に固定できない状態
で使用しないでください。

･ わき見運転など、安全運転のさまた
げになる場合（テレビ・ビデオ・
DVDなど）

･ 急ブレーキをかけたときや衝突した
ときなどに、固定が不完全で転倒の
おそれがある場合

･ 落下による事故や、発熱により火災
が発生するおそれがある場合

･ やけどなどのおそれがある場合
（トースター・電子レンジ・電熱器・
ポット・コーヒーメーカーなど）

･ ペダルの下に電気製品が入り込み、
ブレーキペダルが踏めなくなるおそ
れがある場合（ドライヤー・ACア
ダプター・マウスなど）

●窓を閉めたまま、蒸気が出る電気製
品を使用しないでください。ガラス
が曇って視界が悪化し、運転に支障
が出るなどのおそれがあります。ま
た、他の電装品に悪影響をおよぼす
おそれがあります。やむを得ず使用
するときは、車両を停車した状態で
窓を開けて使用してください。

注意
■ショートや故障を防ぐために

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、正常に作動しな
かったり、車両や電気製品が損傷した
りするおそれがあります。

●車内のトリムの近くやシートの上な
どで、トースターなどの熱気を出す
電気製品を使用しないでください。
熱により溶損や燃焼のおそれがあり
ます。

●振動や熱などに弱い電気製品を車内
で使用しないでください。車両の振
動や炎天下での駐車時の熱などによ
り、電気製品が故障するおそれがあ
ります。

●コンセントを使用しないときは、フ
タを閉めてください。コンセントに
異物が入ったり、飲料水などがか
かったりすると、故障したり、
ショートしたりするおそれがありま
す。

■非常時給電システムを使用したあと、
走行させるとき

非常時給電モードを停止してから EV
システムを始動してください。
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正しい手順に従って作業しても給電が開始されない場合は、それぞれ次の
事項をご確認ください
■ アクセサリーコンセントが使用できない

以上の処置を行ってもアクセサリーコンセントが使用できない場合は、ト
ヨタ販売店で点検を受けてください。

正常にアクセサリーコンセント（AC100V 1500W）ま
たは非常時給電システムが使用できないときは

正しい手順に従って作業してもアクセサリーコンセントまたは非常時給
電システムが使用できない場合は、それぞれ次の事項をご確認くださ
い。

正常にアクセサリーコンセントが使用できないとき

考えられる原因 対処法

駆動用電池の残量が不足している
駆動用電池を充電して駆動用電池の残量を回復さ
せてから、再度 AC100V スイッチを押してくだ
さい。

特に外気温が高いときなど、駆動用
電池が高温になっている

車両を日陰などへ移動したり、エアコンを使用す
るなどして車内温度を下げ、しばらくしてから、
再度 AC100Vスイッチを押してください。

特に外気温が低いときなど、駆動用
電池が低温になっている

しばらく走行したり、エアコンを使用するなどし
て車内温度を上げ、しばらくしてから、再度
AC100Vスイッチを押してください。

電気製品が作動しない

電気製品の電源プラグを抜き、電気製品自体が故
障していないか確認後、再度 AC100V スイッチ
を押してください。電気製品の取扱説明書を確認
してください。

消費電力の合計が 1500Wを超え
ている

電気製品の電源プラグを抜き、消費電力の合計が
1500W以下になっているか確認後、再度
AC100Vスイッチを押してください。

コンセントがショートしている

電気製品の電源プラグを抜き、下記項目を確認
後、再度AC100Vスイッチを押してください。

･ ピンなどの異物が挿さっていないか

･ 飲料水、雨水、雪などが付着していないか

･ ほこりやゴミが付着していないか
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正しい手順に従って作業しても給電が開始されない場合は、それぞれ次の
事項をご確認ください。
■ 非常時給電システムが使用できない

正常に非常時給電システムが使用できないとき

考えられる原因 対処法

ブレーキペダルを踏みながらパワー
スイッチを操作している

ブレーキペダルから足を離してパワースイッチを
操作してください。

パワースイッチが ACC になってい
る

パワースイッチがOFFの状態から、ブレーキペ
ダルを踏まずに、パワースイッチをONにしてく
ださい。（P.198, 204）マルチインフォメー
ションディスプレイに“パワーON”と表示さ
れていることを確認してください。

AC100V スイッチを押す間隔が長
すぎる、または AC100Vスイッチ
を 3回よりも多く押している

AC100Vスイッチは1秒以上間隔をあけずに3
回連続で押してください。

特に外気温が高いときなど、駆動用
電池が高温になっている

車両を日陰などへ移動したり、エアコンを使用す
るなどして車内温度を下げ、しばらくしてから、
パワースイッチをOFFにし、はじめから操作を
やり直してください。

特に外気温が低いときなど、駆動用
電池が低温になっている

しばらく走行したり、エアコンを使用するなどし
て車内温度を上げ、しばらくしてから、パワース
イッチをOFF にし、はじめから操作をやり直し
てください。

電気製品が作動しない

電気製品の電源プラグを抜き、製品自体が故障し
ていないかを確認後、パワースイッチをOFF に
し、はじめから操作をやり直してください。電気
製品の取扱説明書を確認してください。

消費電力の合計が 1500Wを超え
ている

電気製品の電源プラグを抜き、消費電力の合計が
1500W以下になっているかを確認後、パワー
スイッチをOFF にし、はじめから操作をやり直
してください。

コンセントがショートしている

電気製品の電源プラグを抜き、下記項目を確認
後、パワースイッチをOFF にし、はじめから操
作をやり直してください。

･ ピンなどの異物が挿さっていないか

･ 飲料水、雨水、雪などが付着していないか

･ ほこりやゴミが付着していないか
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メッセージの指示に従って、それぞれ必要な処理を行ってください。
■ “駆動用電池の残量低下により給電停止しました”と表示されたとき

以上の処置を行っても非常時給電システムが使用できない場合は、トヨタ
販売店で点検を受けてください。

非常時給電に関するメッセージが表示されたとき

考えられる原因 対処法

駆動用電池の残量が少なくなった
駆動用電池を充電後、再度非常時給電システムを
起動することが可能になります。
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7-1. お手入れのしかた

● 水を十分かけながら、車体・足
まわり・下まわりの順番に上か
ら下へ汚れを洗い落とす

● 車体はスポンジやセーム皮のよ
うなやわらかいもので洗う

● 汚れがひどいときはカーシャン
プーを使用し、水で十分洗い流
す

● 水をふき取る
● 水のはじきが悪くなったときは、
ワックスがけを行う

ボデーの表面の汚れを落としても水が玉
状にならないときは、車体の温度が冷え
ているときにワックスをかける。（およそ
体温以下を目安としてください）

なお、ボデーコート・ホイールコート・
ガラスコートなど、トヨタケミカル商品
を施工された場合は、お手入れ方法が異
なります。詳しくはトヨタ販売店にお問
い合わせください。

知識
■自動洗車機を使うときは

●お車を洗う前に：
･ アウターミラーを格納する

走行前は必ずアウターミラーを復帰状態
にもどしてください。

●ブラシで車体などに傷が付き、塗装を
損なうことがあります。

自動洗車機によっては、補助ミラー★が傷
ついたり破損したりするおそれがありま
す。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■高圧洗浄機を使うとき

室内に水が入るおそれがあるため、ノズ
ルの先端をドアやガラスの開閉部に近付
けすぎたり、同じ場所に連続してあてた
りしないでください。

■ホイール・ホイールキャップについて

●中性洗剤を使用し、早めに汚れを落と
してください。

●洗剤を使用したあとは放置せずに水で
十分洗い流してください。

●塗装の損傷を防ぐため、次のことを必
ずお守りください。

･ 酸性・アルカリ性および研磨剤の入っ
た洗剤を使用しない

･ 硬いブラシを使用しない
･ 夏場の走行後や駐車後でホイールが熱
いときは、洗剤を使用しない

■ブレーキパッドやディスクローターに
ついて

水に濡れた状態のまま駐車しておくと、
錆びて貼り付くことがあります。洗車後
は低速で走行し、ブレーキを数回かけて
乾燥させてから駐車してください。

■バンパーについて

研磨剤入りの洗剤でこすらないようにし
てください。

■メッキ部品のお手入れについて

メッキ部品の汚れが落ちにくい場合は、
次の方法でお手入れをしてください。

●中性洗剤を水で約5％に薄めてやわらか
い布に含ませふき取る

外装の手入れ

お手入れは、部位や素材にあっ
た適切な方法で実施してくださ
い。

手入れの作業要領
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●乾いたやわらかい布で表面の水分をふ
き取る

●油分を含んだ汚れはアルコール系
ウェットティッシュなどで油を浮かせ
てからふき取る

警告
■洗車をするときは

モータールーム内に水をかけないでく
ださい。
電気部品などに水がかかると、車両火
災につながるおそれがあり危険です。

■フロントウインドウガラスを清掃す
るときは

ワイパースイッチをOFF にしてくださ
い。AUTO モードになっていると、次
のようなときにワイパーが不意に作動
し、指などを挟み重大な傷害を受けた
り、ワイパーブレードなどを損傷する
おそれがあります。

OFF

AUTO

●雨滴センサー下部のフロントウイン
ドウガラスに手でふれたとき

●水分を含んだ布などを雨滴センサー
に近付けたとき

●フロントウインドウガラスに衝撃を
与えたとき

●車内から雨滴センサー本体にふれる
などして衝撃を与えたとき

■リヤバンパー・フロントバンパーに
ついて

リヤバンパーまたはフロントバンパー
の塗装に傷が付くと、次のシステムが
正常に作動しなくなるおそれがありま
す。トヨタ販売店にご相談ください。

●Toyota Safety Sense

●BSM（ブラインドスポットモニ
ター）

●RCTA（リヤクロストラフィックア
ラート）

●安心降車アシスト

●PKSB（パーキングサポートブレー
キ）★

●クリアランスソナー
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

注意
■塗装の劣化や車体・部品（ホイール
など）の腐食を防ぐために

●次のような場合は、ただちに洗車し
てください。

･ 海岸地帯を走行したあと

･ 凍結防止剤を散布した道路を走行し
たあと

･ コールタール・花粉・樹液・鳥のふ
ん・虫の死がいなどが付着したとき

･ ばい煙・油煙・粉じん・鉄粉・化学
物質などの降下が多い場所を走行し
たあと

･ ほこり・泥などで激しく汚れたとき

･ 塗装にベンジンやガソリンなどの有
機溶剤が付着したとき

●塗装に傷が付いた場合は、早めに補
修してください。
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注意
●ホイール保管時は、腐食を防ぐため
によごれを落とし、湿気の少ない場
所へ保管してください。

■ランプの清掃

●注意して洗ってください。有機溶剤
や硬いブラシは使用しないでくださ
い。
ランプを損傷させるおそれがありま
す。

●ランプにワックスがけを行わないで
ください。
レンズを損傷するおそれがあります。

■自動洗車機を使用するときは

●ワイパースイッチをOFF にしてくだ
さい。（P.225）
AUTOモードになっていると、不意
にワイパーが作動してワイパーブ
レードなどを損傷するおそれがあり
ます。

●車両を動かして洗車するタイプの自
動洗車機はハンドルが切れない／操
作ができないため使用しないでくだ
さい。

■高圧洗浄機を使用するときは

●洗車時に高圧洗浄機でカメラやカメ
ラ周辺に直接水を当てないでくださ
い。高い水圧により衝撃が加わり、
装置が正常に作動しなくなるおそれ
があります。

●レーダー専用カバー裏に搭載されて
いるレーダーに直接水をかけないで
ください。部品故障の原因になるお
それがあります。

●ノズルの先端を、下記部品の結合部
やブーツ類（ゴムまたは樹脂製のカ
バー）、コネクタ類に近付けすぎない
でください。
高い水圧がかかることにより、部品
が損傷するおそれがあります。

･ 駆動系部品

･ ステアリング部品

･ サスペンション部品

･ ブレーキ部品

●モール、バンパーなど樹脂部品は変
形、損傷するおそれがあるため、洗
浄ノズルと車体との距離を30cm以
上離してください。また、同じ場所
へ連続して水をあてないでください。

●高圧洗浄機で車両の下まわりを洗浄
しないでください。駆動用電池の中
に水が侵入し、EVシステムの不調や
故障の原因になります。

●充電リッド付近に使用しないでくだ
さい。充電インレットに水が入り、
車両故障につながるおそれがありま
す。

●洗車時は充電リッドを必ず閉じてく
ださい。充電リッド開閉検知スイッ
チに水がかかると、車両が充電リッ
ドの開閉状態を誤表示したり、充電
コネクターが正常にロック・アン
ロック出来なくなるおそれがありま
す。



331

7

Owner’s Manual_Japan_M57001_ja

7-1. お手入れのしかた
お
手
入
れ
の
し
か
た

● 掃除機などでほこりを取り除き、
水またはぬるま湯を含ませた布
でふき取る

● 汚れが落ちない場合は、中性洗
剤を水で約1%にうすめてやわ
らかい布に含ませふき取る
水を浸した布を固くしぼり、表
面に残った洗剤・水分をふき取
る

知識
■シートベルトの取り扱いについて

刺激の少ない洗剤とぬるま湯で、布やス
ポンジを使って洗ってください。シート
ベルトのすり切れ・ほつれ・傷などを定
期的に点検してください。

内装の手入れ

お手入れは、部位や素材にあっ
た適切な方法で実施してくださ
い。

車内の手入れをするには

警告
■車両への水の浸入

●車内に水をかけたり液体をこぼした
りしないでください。電気部品など
に水がかかると、故障や車両火災に
つながるおそれがあり危険です。

●SRS エアバッグの構成部品や配線を
ぬらさないでください。（P.32）
電気の不具合により、エアバッグが
展開したり、正常に機能しなくなり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

■内装の手入れをするときは（特にイ
ンストルメントパネル）

艶出しワックスや艶出しクリーナーを
使用しないでください。インストルメ
ントパネルがフロントウインドウガラ
スへ映り込み、運転者の視界をさまた
げ思わぬ事故につながり、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

注意
■清掃するとき使用する溶剤について

●変色・しみ・塗装はがれの原因にな
るため、次の溶剤は使用しないでく
ださい。

シンナー・ベンジン・ガソリンなどの
有機溶剤や酸性またはアルカリ性の溶
剤・染色剤・漂白剤

●艶出しワックスや艶出しクリーナー
を使用しないでください。インスト
ルメントパネルやその他内装の塗装
のはがれ・溶解・変形の原因になる
おそれがあります。

■床に水がかかると

水で洗わないでください。
オーディオやフロア下にある電気部品
に水がかかると、車の故障の原因に
なったり、ボデーが錆びるおそれがあ
ります。

■フロントウインドウガラスの内側を
掃除するときは

前方カメラのレンズに、ガラスクリー
ナーが付着しないようにしてください。
また、レンズにはふれないでください。
（P.231）
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

● 水で湿らせたやわらかい布また
は合成セーム皮で汚れをふき取
る

● 乾いたやわらかい布で表面に
残った水分を完全にふき取る

知識
■手すり／ポールのお手入れについて

･ 表面に本物の金属層を使用しています
ので、普段のお手入れが大切です。汚
れたまま長い間放置すると、汚れが落
ちにくくなります。

･ アルカリ性の洗剤を使用すると、塗装
が黒ずむおそれがあります。

■ 本革部分の手入れ
● 掃除機などでほこりや砂を取り
除く

● うすめた洗剤をやわらかい布に
含ませ、よごれをふき取る

ウール用の中性洗剤を水で約 5%にうす
めて使用してください。

● 水を浸した布を固くしぼり、表
面に残った洗剤をふき取る

● 乾いたやわらかい布で表面の水
分をふき取り、風通しのよい日
陰で乾燥させる

知識
■本革部分のお手入れの目安

品質を長く保つため、年に 2回程度の定
期的なお手入れをおすすめします。

● 掃除機などでほこりを取り除く
● 中性洗剤を水で約1％に薄めて
やわらかい布に含ませふき取る

● 水を浸した布を固くしぼり、表
面に残った洗剤・水分をふき取
る

注意
■フロントサイドガラスの内側を掃除
するときは

●熱線損傷するおそれがあるため、ガ
ラスクリーナーなどを使わず、熱線
にそって水またはぬるま湯を含ませ
た布で軽くふいてください。

●熱線を引っかいたり、損傷させない
ように気を付けてください。

手すり／ポール★（P.315）
の手入れをするには

革部分の手入れをするには

警告
■革の傷みを避けるために

皮革の表面の劣化や損傷を避けるため
に次のことをお守りください。

●革に付着したほこりや砂はすぐに取
り除く

●直射日光に長時間さらさないように
する
特に夏場は日陰で車を保管する

●ビニール製・プラスチック製・ワッ
クス含有のものは、車内が高温にな
ると革に張り付くおそれがあるため、
革張りの上に置かない

合成皮革部分の手入れ
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

1 安全で平坦な場所に駐車し、シ
フトポジションをPの位置にし
て、パワースイッチをONにす
る

2 スロープを展開する
（P.147）
3 EVシステムを停止する
4 スロープを清掃する
 引き出しレール部

● 泥や小石、砂などの異物があっ
たらブラシなどを使用して取り
除く

● 水またはぬるま湯を含ませた布
で軽くふき取る

 スロープ全体

水またはぬるま湯を含ませた布で
軽くふき取る
スロープを持ち上げた状態でスロープ裏
面などの清掃をするときは、片方の手で
取っ手を持ってスロープを持ち上げ、も
う片方の手で清掃します。

知識
■スロープ展開時の注意

スロープ使用中に補機バッテリーとの接
続が断たれた場合、再び補機バッテリー
を接続してもスロープが格納できなくな
ります。（P.405）

電動スロープの手入れ★

スロープの引き出しレール部に
泥や小石、砂などの異物がつま
ると、スロープの引き出し・格
納操作ができなくなります。
次の方法でスロープを清掃して
ください。

清掃のしかた
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

1 メインスイッチを押して、車い
すワンタッチ固定装置をONに
する。

2 操作スイッチの上昇ボタンを押
して、固定用アームを上昇させ
る

警告
■スロープを清掃するときは

●必ず EVシステムを停止してくださ
い。
清掃中に不要なスイッチ類を操作し
ないでください。装置の不意な作動
により、手足を挟まれ重大な傷害を
受けるおそれがあり危険です。

●スロープの可動部・端部・突起部な
どを清掃するときは、手や指を挟ま
ないよう、十分注意してください。

●スロープを持ち上げた状態でスロー
プ裏面などを清掃するときは、必ず
片方の手でスロープ先端の取っ手を
持ってスロープを持ち上げてくださ
い。
スロープ先端の取っ手以外の部分を
持つと、手を挟まれけがをするおそ
れがあります。

●ボデーの端部などで手にけがをした
りしないように軍手などを利用して
ください。

車いすワンタッチ固定装置
の手入れ★

固定用アームが汚れると、アー
ムの動きがわるくなることがあ
ります。また、アーム格納孔部
に、小石、コインなどの異物が
入ると、アームが格納できなく
なります。
次の方法で清掃してください。

清掃のしかた
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3 固定用アームを片側ずつ持って
清掃する

アームドグ

● 車いす固定アームの車いすバー
を固定する間口や接触部に、砂
やほこりなどの汚れが付着して
いたらアームドグをあまり触ら
ないように注意しながらゆっく
りとやわらかい布などで汚れを
ふき取る

● 固定用アーム格納孔部に、何か
異物が落ちていたら取り除く

知識
固定用アームが上がっているときは、ブ
ザーが吹鳴し続けますが、つまずきや格
納忘れ防止のブザーのため問題ありませ
ん。

3分以上するとブザーが止まりメインス
イッチがOFF になります。固定用アーム
を格納するときは、メインスイッチを押
して、車いすワンタッチ固定装置をON
にしてから操作スイッチの下降ボタンを
押して、アームを格納してください。

警告
■車いすワンタッチ固定装置アームを
清掃するときは

ブザーが吹鳴しているあいだは固定装
置が作動します。

●左右の固定用アームを同時に触って
掃除しないでください。不意に固定
用アームが下がりけがをするおそれ
があり危険です。

●固定用アームと車いすのバーが接触
する部分は、特に汚れをふき取って
ください

●固定用アームの下側や中央の孔部は、
触らないでください。
指のけがや故障の原因になるおそれ
があります。
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7-2. 日常点検整備

日常点検整備のしかた

点検は日常点検整備のしかたに
従って行い、日常点検の記録
（P.347）に結果を記入しま
す。
日常点検整備は、自動車の構造
と装置について基礎的な知識を
お持ちの方であれば、ご自身で
実施できます。
点検の結果、オイルや液の補充、
調整などの整備が必要な場合は、
トヨタ販売店にご相談ください。
十分な知識や技術を持たずに整
備を行うと、けがをしたり、故
障の原因になることがあります。

警告
■点検の準備・場所について

●人や交通の多い場所では、絶対に行
わないでください。周囲の安全を十
分に確認しないと思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

●傾斜した場所では行わないでくださ
い。自動車が動きけがをするおそれ
があります。また、オイルなどの量
を点検する場合は、正確な測定がで
きません。

●パーキングブレーキをかけ、輪止め
をしてから行ってください。パーキ
ングブレーキが十分にかけられてい
なかったり、輪止めをしないと自動
車が動き思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

●ボデーの端部などで手にけがをした
りしないように軍手などを利用して
ください。

■モータールーム内の点検について

●モータールーム内の点検を行うとき
は、必ずパワースイッチをOFF にし
てください。
READYインジケータが点灯した状
態で、EVシステムなどの電気系統に
ふれると感電するおそれがあります。

●高電圧部位・高電圧の配線（オレン
ジ色）およびコネクターにはふれな
いでください。やけどや感電などの
重大な傷害を受けるおそれがありま
す。

●パワースイッチをOFFにした直後は、
ラジエーターなどの高温部にはふれ
ないでください。やけどをするおそ
れがあります。

●モータールーム内にものを置かない
でください。特に紙や布など燃えや
すいものを置き忘れると、出火する
おそれがあります。

注意
■モータールーム内の点検について

ホース配管・配線などをはずさないで
ください。故障の原因になるおそれが
あります。
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点検順序に従って実施していただ
くと効率よく点検できます。
詳しくはトヨタ販売店にお問い合わせく
ださい。

■ 車のまわり
1. 冷却水の量（ヒーターシステ
ム）（P.337）
2. 冷却水の量（駆動用バッテ
リー）（P.338）
3. ウォッシャー液の量
（P.339）
4. タイヤの空気圧（P.340）
5. タイヤの亀裂・損傷
（P.340）
6. タイヤの溝の深さ・異常摩耗
（P.341）
7. 灯火装置や方向指示器の汚れ・
損傷（P.341）
■ 室内
8. ブレーキフルードの量
（P.342）
9. 補機バッテリーの液量
（P.342）
■ 運転席
10. パーキングブレーキの作動
（P.344）
11. EV システムの始動状態・異
音（P.344）
12. ブレーキペダルの踏みしろ
（P.344）
13. ウォッシャーの噴射状態
（P.345）
14. ワイパーのふき取り状態

（P.345）
15. 灯火装置・方向指示器の作動
（P.345）
■ 走行中
16. ブレーキの効き具合
（P.346）
17. 低速および加速の状態
（P.346）
18. 前日の運行において異常が認
められた箇所（P.346）

普通充電リッド（車両の右側）を
開け（P.52）、リザーバータン
クの冷却水の量が、タンク側面の
FULL（上限）と LOW（下限）の
間にあるか点検する。
点検は冷却水が冷えているとき、リザー
バータンクで行います。（ラジエーター内
の冷却水が減ると、リザーバータンクか
ら自動的に補給される構造になっていま
す。）

不足している場合は、トヨタ販売店にご
相談ください。

FULL（上限）

LOW（下限）

点検項目と点検順序

冷却水の量（ヒーターシステム）
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知識
点検しにくい場合は、ライトなどで側面
を照らし点検する。

急速充電リッド（車両の左側）を
開け（P.52）、リザーバータン
クの冷却水の量が、タンク側面の
MAX（上限）とMIN（下限）の間
にあるか点検する。
点検は冷却水が冷えているとき、リザー
バータンクで行います。（ラジエーター内
の冷却水が減ると、リザーバータンクか
ら自動的に補給される構造になっていま
す。）

不足している場合は、トヨタ販売店にご
相談ください。

MAX（上限）

MIN（下限）

知識
点検しにくい場合は、ライトなどで側面
を照らし点検する。

警告
■冷却水について

ラジエーターやリザーバータンクが熱
いときは、キャップをはずさないでく
ださい。蒸気や熱湯が吹き出してやけ
どをするおそれがあり危険です。
キャップを開けるときは、ラジエー
ターやリザーバータンクが十分に冷え
てから、布きれなどでキャップを包み
ゆっくりと開けてください。

注意
■冷却水について

●モータールーム内に冷却水をこぼさ
ないでください。部品や塗装が損傷
したり、EVシステムが熱いときは発
火するおそれがあります。

●指定された冷却水以外を補給する場
合、寿命などの性能低下が発生する
可能性があります。

冷却水の量（駆動用バッテリー）
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■ 液量の点検

急速充電リッド（車両の左側）を
開け（P.52）、図に示す を押

さえながらキャップを取りはずす
して、ウォッシャー液の残量を点
検する。
残量がチューブの下部まで低下したら、
ウォッシャー液を補充する。

呼吸孔

■ 補充するには
ウォッシャー液が出なかったり、
液面がチューブ下部まで低下した
ら、ウォッシャー液を補充する

警告
■冷却水について

ラジエーターやリザーバータンクが熱
いときは、キャップをはずさないでく
ださい。蒸気や熱湯が吹き出してやけ
どをするおそれがあり危険です。
キャップを開けるときは、ラジエー
ターやリザーバータンクが十分に冷え
てから、布きれなどでキャップを包み
ゆっくりと開けてください。

注意
■冷却水について

●モータールーム内に冷却水をこぼさ
ないでください。部品や塗装が損傷
したり、EVシステムが熱いときは発
火するおそれがあります。

●指定された冷却水以外を補給する場
合、寿命などの性能低下が発生する
可能性があります。

●ラジエータの冷却水は、ラジエータ
専用品です。水や他の種類の冷却水
を入れると、故障の原因になります
ので、絶対に入れないでください。
トヨタ純正駆動用バッテリークーラ
ントがない場合は、ただちにトヨタ
販売店にご連絡ください。

ウォッシャー液の量

警告
■ウォッシャー液を補充するとき

EV システムが熱いときや EVシステム
作動中は、ウォッシャー液を補充しな
いでください。ウォッシャー液にはア
ルコール成分が含まれているため、EV
システムなどにかかると出火するおそ
れがあり危険です。
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タイヤ接地部のたわみ状態（つぶ
れ具合）をみて、空気圧が適正で
あるかどうか点検する。
空気圧不足がわかりにくい場合は、
タイヤゲージを使用して点検する。
● タイヤが冷えている状態で点検
する。

● 空気圧が不良の場合は、指定空
気圧に調整する。（P.414）

過大

適正

不足

知識
●指定空気圧でのたわみ状態を確認して
おくと便利です。

●正確な点検調整には、タイヤエアゲー
ジとエアコンプレッサーが必要です。

● タイヤの側面・接地部全周に著
しい傷や亀裂がないか点検する。

● タイヤ全周にわたり釘、石、そ
の他の異物が刺さったり、かみ
込んだりしていないか点検する。

大きな傷や亀裂がある場合は、補修また
は交換してください。

注意
■ウォッシャーの液について

●ウォッシャー液のかわりに、せっけ
ん水や不凍液などを入れないでくだ
さい。塗装にしみが付くことや、ポ
ンプが故障してウォッシャー液が出
なくなるおそれがあります。

●水だけの補充はしないでください。
冬期に凍ってウォッシャー液がでな
くなるおそれがあります。

■ウォッシャー液のうすめ方

必要に応じて水でうすめてください。
水とウォッシャー液の割合は、ウォッ
シャー液の容器に表示してある凍結温
度を参考にしてください。

タイヤの空気圧

警告
■タイヤの空気圧について

空気圧が極端に少ない状態のまま走行
しないでください。タイヤとホイール
の密着が悪くなり、空気が漏れるおそ
れがあります。また、急ハンドルを
切ったりするとタイヤがホイールから
はずれ、事故につながるおそれがあり
ます。

タイヤの亀裂・損傷
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● タイヤ接地面に表示されている、
摩耗限度表示（スリップサイン
＝溝の深さが 1.6mmになった
ら現れます）が現われていない
か点検する。

● タイヤ接地面に極端な片べりな
どの偏摩耗がないか点検する。

摩耗限度表示が現れていたらタイヤを交
換してください。

● 各ランプのレンズや反射器に、
汚れ・変色・破損・ヒビ割れが
ないか点検する。

● 各ランプが確実に取り付けられ
ているか、手でさわって点検す
る。

汚れがある場合は、ランプを清掃してく
ださい。

破損やヒビ割れ、取り付けの緩みがある
場合は、修理または交換してください。

タイヤの溝の深さ・異常摩耗

警告
■タイヤの溝の深さ・異常摩耗につい
て

●摩耗限度をこえたタイヤで走行する
とスリップ事故など思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

●オールシーズンタイヤ・冬用タイヤ
は雪路走行摩耗限度表示（新品時溝
深さの 1/2 に現れます）が現れた
ら、積雪路・凍結路の走行は避けて
ください。スリップ事故につながる
おそれがあります。

注意
■タイヤの溝の深さ・異常摩耗につい
て

極端にすり減っていたり、摩耗具合が
他のタイヤと極端に異なる場合は、空
気圧の過不足・ホイールアライメント
が正しくないことなどが考えられます。
早めにトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

灯火装置や方向指示器の汚れ・
損傷
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1 ツメを押しながら、カバーを取
りはずす

2 リザーバータンクのMAX（上
限）とMIN（下限）の基準線の
間に液面があるか点検する

点検しにくい場合は、ライトなど
で側面を照らし点検する。
液面がMIN（下限）付近の場合や、MIN
（下限）より低い場合は、ただちにトヨタ
販売店にご相談ください。

ブレーキフルードの指定銘柄は、メンテ
ナンスデータを参照してください。
（P.413）

MAX（上限）

MIN（下限）

1 後部客席シート装着車：後部客
席シート下のレバーを押して、
シートクッションを持ちあげて
取りはずす

2 補機バッテリーの液面が、各液
槽とも補機バッテリー側面に表
示された、UPPER LEVEL
（上限）と LOWER LEVEL
（下限）の間にあるか目視で点
検する

点検しにくい場合は、ライトなど
で側面を照らし点検する。
液量が少ないとき〈液面がUPPER 
LEVEL（上限）と LOWER LEVEL（下

ブレーキフルードの量 警告
■ブレーキフルードについて

●ブレーキフルードの液面がMIN（下
限）より低い場合や、液の減少が著
しい状態では走行しないでください。
空気の混入などによりブレーキの効
きが悪くなったり、ブレーキ系統の
液漏れが考えられ、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

●ブレーキフルードは粗悪品や異なる
銘柄・性能のものをまぜるとブレー
キの効き具合やブレーキ系統に悪影
響を与え、思わぬ事故につながるお
それがあります。

補機バッテリーの液量
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限）の中間以下〉は、補機バッテリーを
交換してください。

補機バッテリーの交換については、トヨ
タ販売店にご相談ください。

UPPER LEVEL

中間

LOWER LEVEL

警告
■補機バッテリーの液量について

●補機バッテリーはショートさせたり、
タバコの火などの火気を近づけたり
しないでください。補機バッテリー
から発生する可燃性ガスに引火して
爆発するおそれがあり危険です。

●補機バッテリーを清掃するときは、
乾いた布でふかないでください。静
電気が発生し爆発するおそれがあり
危険です。

●補機バッテリーの液面が各液槽とも、
補機バッテリー側面に表示された
LOWER LEVEL（下限）以下のまま
使用・充電すると、補機バッテリー
の寿命が短くなったり、発熱や爆発
するおそれがあり危険です。

●バッテリー液を抜き取らないでくだ
さい。バッテリー液は有害で腐食性
のある硫酸を含んでいるため、取り
扱いを誤ると思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。

●万一、バッテリー液が目や皮膚に付
着したときは、すぐに多量の水で洗
い流し、早めに医師の治療を受けて
ください。

●誤ってバッテリー液を飲んでしまっ
たときは、応急処置としてすぐに多
量の水を飲み、医師の治療を受けて
ください。

注意
■補機バッテリーの液量について

●UPPER LEVEL（上限）以上補給し
ないでください。走行中に液が漏れ
て塗装面を傷めたり、過充電したと
きに液が噴き出し、部品が腐食した
り損傷するおそれがあります。万一
こぼしたときは、すぐに水できれい
に洗い流してください。

●補機バッテリーのキャップを開けた
まま清掃しないでください。バッテ
リー液の中に異物が入り、バッテ
リーの寿命が短くなるおそれがあり
ます。

●補機バッテリー端子の清掃について
は、トヨタ販売店にご相談ください。
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EVシステムを始動する。
（P.198, 204）
周囲の安全を確認してからブレー
キペダルを踏み、シフトポジショ
ンをNにして、パーキングブレー
キスイッチを1秒以上押したとき
および1秒以上引いたときのブ
レーキ警告灯（黄色）が点灯して
いないことを確認します。
警告灯が表示した場合は異常が考えられ
ます。ただちにトヨタ販売店で点検を受
けてください。

1 EVシステムを始動する
（P.198, 204）
2 始動の際、異音がないか、EV
システムの始動状態は良いかを
点検する

EVシステム始動時に異音がある場合は、
その状態を続けると EVシステムを損傷
させるおそれがあります。早めにトヨタ
販売店で点検を受けてください。

3 メーターに警告メッセージや警
告灯が表示されていないかを点
検する

警告灯が点灯または点滅しても、その後
消灯すれば異常ではありません。ただし、

同じ現象が再度発生した場合は、トヨタ
販売店で点検を受けてください。

EVシステムを始動し（P.198, 
204）、ブレーキペダルをいっぱ
いに踏み込み、床板とのすき間が
極端に少なくないか、また、ペダ
ルの感触に異常がないか点検する。
床板とのすき間は、メンテナンスデータ
を参照してください。（P.413）

知識
日頃からブレーキペダルの踏み込み量や
感触を確認しておくと便利です。

パーキングブレーキの作動

EVシステムの始動状態・異音

ブレーキペダルの踏みしろ

警告
■ブレーキ・ペダルの踏みしろについ
て

次の場合はブレーキ液の漏れや空気の
混入などにより、ブレーキの効きが悪
くなったり、片方だけが効いて思わぬ
事故につながるおそれがあり危険です。
お客様自身で判断せず、必ずトヨタ販
売店で点検を受けてください。

●ペダルを踏み続けたときに、ペダル
がさらに入り込む場合

●ペダルをいっぱい踏み込んだときの
踏みごたえがやわらかく感じる場合
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EV システムを始動し（P.198, 
204）、ウォッシャーを作動させ、
ウォッシャー液が勢いよくウイン
ドウガラスに噴射するか点検する。

1 EVシステムを始動する
（P.198, 204）
2 ウォッシャーを作動させ、ウイ
ンドウドガラスを濡らしてから
点検する

3 ワイパーを作動させ、各作動が
良いか、また、ふき取り状態が
良いか点検する

ふき取り状態が悪い場合は、ウインドウ
ガラスの清掃や、ワイパーゴムの交換が
必要になります。

EVシステムを始動して点検する。
（P.198, 204）
点検は壁やミラーを利用するか、
他の人に見てもらって確認します。
ヘッドランプ：
ヘッドランプを点灯状態にし、点
灯するか・明るさが不足していな
いかを目視で点検する。
方向指示灯：
方向指示レバーを左右に作動させ、
すべての指示灯が点滅するか点検
する。
制動灯／ハイマウントストップラ
ンプ：
ブレーキペダルを軽くくり返し踏
んで、制動灯／ハイマウントス
トップランプが点灯するか点検す
る。
後退灯：
パワースイッチをONにしてEV
システムを停止する。
ブレーキを踏みながらシフトポジ
ションをRにし、後退灯が点灯し
てブザーが鳴るかを点検する。
他のランプ類：
車幅灯・番号灯・尾灯・非常点滅
灯を作動させ、点灯または点滅す
るか点検する。

ウォッシャーの噴射状態

注意
■ウォッシャーノズルについて

ノズルがつまったときはトヨタ販売店
へご連絡ください。ピンなどで取り除
かないでください。ノズルが損傷する
おそれがあります。

■ウォッシャー液がでないとき

ウォッシャースイッチを操作し続けな
いでください。ポンプが故障するおそ
れがあります。

ワイパーのふき取り状態

灯火装置・方向指示器の作動
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通常走行時にブレーキをかけたと
き、効きが十分か、片効きしない
か点検する。
効き具合が悪い場合は、トヨタ販売店で
点検を受けてください。

● 通常走行時に突然止まったりし
ないか点検する。

● アクセルペダルを踏み込んだと
き、なめらかに加速するか点検
する。

● 通常走行時、メーターに警告
メッセージやインジケーターが
表示されていないかを点検する。

前日までの使用時に異常があった
箇所を確認する。

警告
■灯火類の点検について

パーキングブレーキをかけ、輪止め※

をしてから行ってください。

パーキングブレーキが十分にかけられ
ていなかったり、輪止めをしないと自
動車が動き思わぬ事故につながるおそ
れがあります。
※輪止めはトヨタ販売店で購入するこ
とができます。

ブレーキの効き具合

注意
■走行しての点検について

周囲の交通状況に十分注意し、安全な
場所で点検してください。

特にブレーキをかけるときは、まわり
に車がいないことを確かめてください。

低速および加速の状態

警告
■走行後の点検について

●周囲の交通状況に十分注意して安全
な場所で、点検してください。

●低速および加速の状態が著しく悪い
場合は、その状態を続けると EVシ
ステムを損傷させたり、運転感覚を
狂わせたりして、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。早めにトヨ
タ販売店で点検を受けてください。

●警告灯や警告メッセージがひんぱん
に表示される場合は、異常が考えら
れます。ただちにトヨタ販売店で点
検を受けてください。

前日の運行において異常が認め
られた箇所
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このページをコピーしてご利用ください。

日常点検の記録

実施者が「日常点検記録」に記入します。

日常点検記録

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8

冷
却
水
の
量
（
ヒ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
）

冷
却
水
の
量
（
駆
動
用
バ
ッ
テ
リ
ー
）

ウ
ォ
ッ
シ
ャ
ー
液
の
量

タ
イ
ヤ
の
空
気
圧

タ
イ
ヤ
の
亀
裂
・
損
傷

タ
イ
ヤ
の
溝
の
深
さ
・
異
常
摩
耗

灯
火
装
置
や
方
向
指
示
器
の
汚
れ
・
損
傷

ブ
レ
ー
キ
フ
ル
ー
ド
の
量

補
機
バ
ッ
テ
リ
ー
の
液
量

パ
ー
キ
ン
グ
ブ
レ
ー
キ
の
作
動

E
V
シ
ス
テ
ム
の
始
動
状
態
・
異
音

ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
の
踏
み
し
ろ

ウ
ォ
ッ
シ
ャ
ー
の
噴
射
状
態

ワ
イ
パ
ー
の
ふ
き
取
り
状
態

灯
火
装
置
・
方
向
指
示
器
の
作
動

ブ
レ
ー
キ
の
効
き
具
合

低
速
お
よ
び
加
速
の
状
態

前
日
の
運
行
に
お
い
て
異
常
が
認
め
ら
れ
た
箇
所

チェック記号

該当なし ／

点検良好 レ

調　　整 A

清　　掃 C

給油（水） L

実施日 年　月　日

総走行距離 km

実施者名

実施日 年　月　日

総走行距離 km

実施者名

実施日 年　月　日

総走行距離 km

実施者名

実施日 年　月　日

総走行距離 km

実施者名
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1 パーキングブレーキをかける
2 パワースイッチをONにし、
メーター内の警告灯が全部点灯
することを点検する
（P.120）
3 EVシステムを始動しシートベ
ルトを着用して、ブレーキ警告
灯以外のランプが消灯するか点
検する

4 ブレーキを一杯踏み、パーキン
グブレーキを解除したとき、ブ
レーキ警告灯が消灯するか点検
する

警告灯が消灯しない場合は異常が考えら
れます。

ただちにトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

駐車したあとに、モータールーム
下の路面に油や冷却水が漏れてい
ないか点検する。
油や冷却水が漏れている場合は、ただち
にトヨタ販売店で点検を受けてください。

知識
油や冷却水は、色が付いていたり、粘り
や臭いがあります。

透明でサラサラしていればエアコンの除
湿水で異常ではありません。

フロアに空き缶などの異物がない
か確認します。また、フロアマッ
トがずれていないか確認します。
フロアマットはしっかりと固定してお使
いください。（P.26）

ウインドウのふき取り具合が悪く
なった場合は、ワイパーゴムを交
換してください。

簡単な点検整備

警告灯の点灯

モータールーム下の路面点検

フロアの点検

警告
■フロアについて

異物を除去し、マット類のずれを直し
てください。

異物があったり、マット類がずれてい
たりすると、アクセルやブレーキなど
ペダル類の操作のさまたげになり思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。

ワイパーゴム交換
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■ ワイパーブレードの脱着
1 ワイパーアームを起こす

2 図のようにマイナスドライバー
を挿し込んで、ストッパーを起
こす

傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。

3 ワイパーブレードをスライドさ
せ、ワイパーアームから取りは
ずす

取り付けるときは、取りはずしたときと
逆の手順で取り付けます。
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■ ワイパーゴムの交換

ツメ

ストッパー

金属プレート

ワイパーゴム
1 ワイパーゴムのストッパーをブ
レードのツメから外れるまで引
き、そのままブレードから引き
抜く

2 引き抜いたワイパーゴムから金
属プレートをはずし、新しいワ
イパーゴムに取り付ける

金属プレートの切り欠きと反りの方向が、
もとどおりになっていることを確認して
ください。

3 ワイパーゴムのストッパーがな
い側をブレードに沿って通し、
ブレードのツメがワイパーゴム
のストッパ―の位置にはいる
まで挿し込む

知識
■ワイパーブレード・ワイパーゴムの取
り扱いについて

●誤った取り扱いをすると、ワイパーブ
レード、またはワイパーゴムが損傷す
るおそれがあります。ご自身でのワイ
パーブレード・ワイパーゴムの交換に
不安がある場合は、トヨタ販売店にご
相談ください。

●ワイパーゴムに石鹸水を塗布すると脱
着しやすくなります。

注意
■損傷を防ぐために

●ワイパーゴムを交換するときは、ツ
メの破損に注意してください。

●ワイパーブレードからワイパーアー
ムを取りはずしたあとはウインドウ
ガラスが傷付かないように、ウイン
ドウガラスとワイパーアームのあい
だに布などを挟んでください。

●無理にワイパーゴムを引き出したり、
ワイパーゴムの金属プレートが変形
しないようにしてください。

■ワイパー＆ウォッシャースイッチの
取り扱い注意

●ガラスが乾いているときは、ワイ
パーを作動させないでください。ガ
ラスやワイパーブレードを傷つける
おそれがあります。必ずウォッ
シャー液を噴射してから作動させて
ください。

●凍結などでワイパーブレードのゴム
がガラスに張り付いているときは、
ワイパーを作動させないでください。
ワイパーブレードが損傷したりモー
ターが故障するおそれがあります。
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

運行前にスロープの展開・格納を
してスロープ板の状態を確認して
ください。
点検の際は次のことをご確認くだ
さい。
● スロープ板の表面への着雪
● 凍結や着氷による固着
● 泥や小石、砂などの異物の噛み
込みやはさみ込み

また、点検作動中に途中停止した場合は、
カバーおよびスロープを手動操作
（P.148）し、凍結や着氷、異物の有
無を確認してください。

凍結や着氷、泥や小石、砂などの異物が
ある場合は、異物などを除去してから再
度正常に作動することを確認してくださ
い。（P.333）

● スロープ展開・格納後の走行開
始前に、アウターミラーなどで
スロープカバーが格納されてい
ることを確認してください。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

運行前に車いすワンタッチ固定用
アームの上昇・格納をして固定用
アームの状態とブザーを確認して
ください。
● 固定用アームと連動してブザー
が正常に吹鳴している

● 固定用アーム部の凍結や着氷に
よる固着

● 固定用アームのひっかかり、異
音

● 固定用アーム部の小石や異物の
噛み込みやはさみこみ

小石や異物などがある場合は、除去して
から、再度正常に作動することを確認く
ださい

注意
●ウォッシャー液がないときは、
ウォッシャースイッチを操作しない
でください。ウォッシャーモーター
焼き付きの原因になります。

●ワイパーを長期間使用していなかっ
たときには、ワイパーブレードとガ
ラスの間にほこりや砂などがたまっ
ていることがあります。そのまま作
動させるとガラスに傷をつけますの
で清掃してから使用してください。

電動スロープの点検★

車いすワンタッチ固定装置の点
検★
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■ フロント側

■ リヤ側ガレージジャッキ

ガレージジャッキを使用すると
きは、ガレージジャッキに付属
の取扱説明書に従って、安全に
作業してください。
ガレージジャッキを使用して車
両を持ち上げるときは、正しい
位置にガレージジャッキをセッ
トしてください。
正しい位置にセットしないと、
車両が損傷したり、けがをした
りするおそれがあります。

ジャッキポイントの位置を確認
する

警告
■ガレージジャッキを使用するとき

AHC を OFF にしてください。作動を
停止しないと車高がかわり、車両に体
が挟まれるなど思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。（P.292）
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タイヤは次の項目を点検してくだ
さい。
点検方法は P.336を参照してく
ださい。
● タイヤ空気圧
空気圧の点検は、タイヤが冷えていると
きに行ってください。

● タイヤの亀裂・損傷の有無
● タイヤの溝の深さ
● タイヤの異常摩耗（極端にタイ
ヤの片側のみが摩耗していたり、
摩耗程度が他のタイヤと著しく
異なるなど）の有無

知識
■タイヤ空気圧の数値

前輪：525kPa (5.25kg/cm2)※

後輪：525kPa (5.25kg/cm2)※

タイヤの指定空気圧は、運転席左側トリ
ムのタイヤ空気圧ラベルで確認すること
ができます。
※タイヤが冷えているときの空気圧

■タイヤ関連の部品を交換するとき

タイヤ・ディスクホイール・ホイール取
り付けボルトを交換するときは、トヨタ
販売店にご相談ください。

タイヤについて

タイヤの点検は、法律で義務付
けられています。日常点検とし
て必ずタイヤを点検してくださ
い。
タイヤの摩耗を均等にし寿命を
のばすために、タイヤローテー
ション（タイヤ位置交換）を
5000kmごとに行ってくださ
い。

タイヤの点検項目
警告

■点検・交換時に警告

必ず次のことをお守りください。
お守りいただかないと、駆動系部品の
損傷や不安定な操縦特性により、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

●タイヤはすべて同一メーカー・同一
銘柄・同一トレッドパターンで、摩
耗差のないタイヤを使用する

●メーカー指定サイズ以外のタイヤや
ホイールを使用しない

●ラジアルタイヤ・バイアスベルテッ
ドタイヤ・バイアスプライタイヤを
混在使用しない

●サマータイヤ・オールシーズンタイ
ヤ・冬用タイヤを混在使用しない

●他の車両で使用していたタイヤを使
用しない
以前どのように使用されていたか不
明のタイヤは使用しない
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図で示すようにタイヤのローテー
ションを行います。

前側

タイヤの摩耗状態を均一にし、寿
命をのばすために、トヨタは定期
点検ごとのタイヤローテーション
をおすすめします。
タイヤローテーション後は、タイヤ空気
圧警報システムの初期化を確実に行って
ください。

知識
■タイヤローテーションを行うとき

必ずパワースイッチがOFF の状態で行っ
てください。ONのままタイヤローテー
ションを行うと、タイヤ位置情報が更新
されません。
誤ってそのような状態になってしまった
ときは、パワースイッチをいったんOFF
にしてから再度ONにするか、タイヤ空
気圧が正しく調整されていることを確認
した上で、初期化操作を行ってください。

警告
■異常があるタイヤの使用禁止

異常があるタイヤをそのまま装着して
いると、走行時にハンドルをとられた
り、異常な振動を感じることがありま
す。また、次のような事態になり、思
わぬ事故につながるおそれがあり危険
です。

●破裂などの修理できない損傷を与え
る

●車両が横すべりする

●車両の本来の性能（電費・車両の安
定性・制動距離など）が発揮されな
い

■異常があるホイールの使用禁止

亀裂や変形などがあるホイールは使用
しないでください。
走行中にタイヤの空気が抜けて、思わ
ぬ事故につながるおそれがあり危険で
す。

注意
■走行中に空気もれが起こったら

走行を続けないでください。
タイヤまたはホイールが損傷すること
があります。

■悪路走行に対する注意

段差や凹凸のある路上を走行するとき
は注意してください。

タイヤの空気が抜けて、タイヤのクッ
ション作用が低下します。また、タイ
ヤ・ホイール・車体などの部品も損傷
するおそれがあります。

タイヤローテーションをするに
は
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ディスクホイールに装着された空
気圧バルブ、および送信機が一定
周期ごとに各輪のタイヤ空気圧を
監視し、タイヤの空気圧の低下を
早期に知らせるタイヤ空気圧警報
システムが付いています。
タイヤ空気圧警報システムは状況
に応じて2種類の警報とブザーで
お知らせをします。
● “空気圧を調整してください”
が表示されたとき通常の使用に
よって、タイヤの空気圧が低下
した場合に表示されます。

● “すみやかに安全な場所でタイ
ヤ点検”が表示されたとき急激
にタイヤの空気圧が低下した場
合に表示されます。

ただし、このシステムはパンク等を検出
できない場合があります。

● タイヤ空気圧警報システムが検
知した空気圧をマルチメディア
画面に表示できます。

メインメニューの をタッチし、“

タイヤ空気圧”を選択する

知識
■タイヤ空気圧警報システムについて

タイヤ空気圧警報システムは、日常点検
の代用ではありません。
日常点検として必ずタイヤを点検してく
ださい。
タイヤの点検方法は、P.336 を参照して
ください。

■タイヤ空気圧表示について

●パワースイッチをONにしたあと、空気
圧が表示されるまで約 3分かかります。
また、空気圧が調節された場合も、表
示が更新されるまで約 3分かかります。

●タイヤ空気圧は温度によって変化しま
す。また、表示された空気圧は、空気
圧計で測定した数値と異なる場合があ
ります。

■タイヤ空気圧警報システムが正常に働
かないおそれのある状況

●次の場合は、タイヤ空気圧警報システ
ムが正しく作動しない場合があります。

･ 純正ホイール以外を使用したとき
･ 純正装着タイヤ以外に交換したとき
･ 指定サイズ以外のタイヤに交換したと
き

･ タイヤチェーンなどを装着していると
き

･ 電波を遮断するフィルムがウインドウ
に貼り付けられているとき

･ 車両（特にホイール・ホイールハウス
の周辺）に多くの雪や氷などが付着し
ているとき

･ タイヤ空気圧が指定空気圧より極端に
高いとき

･ タイヤ空気圧警報バルブ／送信機を搭
載していないホイールを使用している
とき

･ タイヤ空気圧警報バルブ／送信機の ID
がタイヤ空気圧警報コンピューターに
登録されていないとき

タイヤ空気圧警報システム
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●次の場合は正しい性能が確保できない
場合があります。

･ 近くにテレビ塔や発電所・ガソリンス
タンド・放送局・大型ディスプレイ・
空港など、強い電波やノイズの発生す
る場所にいるとき

･ 無線機や携帯電話・コードレス式電話
などの無線通信機器が車両付近にある
とき

電波状況によってタイヤ位置情報が正し
く表示されない場合は、走行して電波状
況がかわることで正しく表示されること
があります。

●停車時は警報開始・警報解除までの時
間が長くなる場合があります。

●タイヤが破裂（バースト）したときな
ど、空気圧が急激に低下したときは、
警報できない場合があります。

タイヤやホイールを交換するとき
は、付けかえたホイールにも空気
圧バルブ／送信機を装着してくだ
さい。
バルブ／送信機を装着する場合は、専用
の ID コードをコンピューターに登録す
る必要があります。（P.360）

知識
■ホイールごとタイヤを交換するとき

タイヤ空気圧バルブ／送信機の IDコード
が登録されていないと、タイヤ空気圧警
報システムは正しく作動しません。その
場合、約10分走行したあとシステム異
常となり、タイヤ空気圧警告灯が約1分
間点滅、その後点灯します。

空気圧バルブ／送信機の装着に
ついて

注意
■タイヤ・ホイール・空気圧バルブ／
送信機・バルブキャップの修理・交
換

●タイヤをホイールから脱着する際は、
空気圧バルブ／送信機が損傷しない
よう注意してください。脱着手順の
詳細は、トヨタ販売店へご相談くだ
さい。

●トヨタ指定の純正ホイールを使用し
てください。
トヨタ指定の純正ホイール以外を使
用すると、空気圧警報システムが正
しく作動しないおそれがあります。

●ホイールを交換したときは、空気圧
バルブ／送信機を装着してください。
空気圧バルブ／送信機が装着されて
いないと、タイヤ空気圧警告灯が消
灯しません。

●バルブキャップを必ず取り付けてく
ださい。バルブキャップをはずして
いると、水が浸入してバルブが固着
する場合があります。

●バルブキャップを交換するときは、
指定以外のバルブキャップを使用し
ないでください。バルブキャップが
固着するおそれがあります。

■パンク修理剤を使用したとき

空気圧が正確に計測できなくなること
があります。できるだけ早くトヨタ販
売店で点検を受け、空気圧バルブ／送
信機を交換してください。
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■ タイヤローテーションしたとき
タイヤローテーションを行ったと
きは、タイヤの位置を登録する必
要があります。
お客様自身でタイヤ位置を登録す
ることができます。適度に右左折
もしながら、直進走行をすること
でタイヤ位置は登録されますが、
走行条件や走行環境によっては、
登録が完了するまでに時間がかか
る場合があります。
■ タイヤの位置の登録のしかた
1 車を安全な場所に駐車し、15
分以上 EVシステムを停止する

2 EVシステムを始動する
（P.204）

車両が動いているときは、タイヤ位置の
登録操作はできません。

3 マルチメディア画面メインメ
ニューの をタッチし、“カ

スタマイズ”を選択する
4 マルチメディア画面の“タイ
ヤ空気圧”を選択し、“タイ
ヤローテーション”を選択し
て、“OK”を選択する

マルチインフォメーションディスプレイ
にメッセージが表示されます。また、タ
イヤ空気圧表示が“---” になり、タイヤ

の位置判定を開始します。

“設定中 しばらくお待ちくだ

さい”
5 約40km/h 以上を維持しなが
ら約 10～ 30分走行する

タイヤの位置判定が完了するとマルチメ
ディア画面に各タイヤの空気圧が表示さ
れるようになり、タイヤの位置登録が完
了します。

約 40km/h以上を維持できない場合で
も時間をかけることにより登録は完了し
ますが、1時間以上走行しても初期化で
きない場合は、安全な場所に約15分間
停車したあと、再度走行し直してくださ
い。

知識
■タイヤの位置を登録するときは

●通常は約30分以内の走行で登録が完了
します。

●車速が約 40km/h 以上のときに行われ
ます。

■タイヤ位置登録の操作について

●タイヤ位置登録中にパワースイッチを
OFF にしてしまった場合は、次回ON
にしたとき、自動的に位置登録処理が
再開されるため、あらためて位置登録
操作をやり直す必要はありません。

タイヤローテーションの後にタ
イヤの位置を登録するには
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●タイヤ位置判定中にタイヤ空気圧が表
示されない場合でも、空気圧低下時は
タイヤ空気圧警告灯が点灯します。

■タイヤ位置登録がうまくいかないとき

●次の場合は、タイヤの位置登録に時間
がかかる場合や、登録できない場合が
あります。

･ 約 40km/h 以上で走行していない
･ 未舗装の場所を走行した

1時間以上走行しても初期化できない場
合は、安全な場所に約15分間停車した
あと、再度走行し直してください。

●タイヤ位置登録中に車を後退させると、
それまでのデータがリセットされるた
め、再度走行し直してください。

■ タイヤ空気圧の設定が必要なと
き

次のような場合は、タイヤの空気
圧をタイヤ空気圧警報システムに
設定する必要があります。
● 指定空気圧が複数ある場合に、
タイヤの指定空気圧を変更した
とき

● タイヤのサイズを変更するなど
して、タイヤの設定空気圧を変
更したとき

タイヤ空気圧を指定空気圧に調整してい
る場合は、指定空気圧の値を選択して設
定します。

指定サイズ以外のタイヤの使用などによ
り、タイヤ空気圧が指定空気圧以外の場
合は、現在の空気圧で設定します。必ず
空気圧を適切な値に調整してから設定操
作をしてください。タイヤ空気圧警報シ
ステムは、この空気圧を基準として作動
します。

■ 指定空気圧での設定のしかた
1 EVシステムを始動する
（P.204）

車両が動いているときは、空気圧は設定
できません。

2 マルチメディア画面メインメ
ニューの をタッチし、“カ

スタマイズ”を選択する
3 マルチメディア画面の“タイ
ヤ空気圧”を選択し、“指定
空気圧設定”を選択し、フロ
ントタイヤとリヤタイヤの空気
圧を設定する

4 マルチメディア画面の“OK”
を選択する

タイヤ空気圧警告灯がゆっくり3回点滅
します。

空気圧の設定が完了するとマルチイン
フォメーションディスプレイに設定完了
のメッセージが表示されます。

“設定中 しばらくお待ちくだ

さい”

タイヤの空気圧を設定するには
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■ 現在の空気圧での設定のしかた
1 タイヤの空気圧を指定の数値に
調整する

タイヤ空気圧の調整はタイヤが冷えた状
態で行ってください。タイヤ空気圧警報
システムは、この空気圧を基準として作
動します。

2 EVシステムを始動する
（P.204）

車両が動いているときは、空気圧は設定
できません。

3 マルチメディア画面メインメ
ニューの をタッチし、“カ

スタマイズ”を選択する
4 マルチメディア画面の“タイ
ヤ空気圧”を選択し、“現在
の空気圧を設定”を選択する

5 マルチメディア画面の“継続
”を選択する

タイヤ空気圧警告灯がゆっくり 3回点滅
します。

空気圧の設定が完了するとマルチイン
フォメーションディスプレイに設定完了
のメッセージが表示されます。

“設定中 しばらくお待ちくだ

さい”

知識
■タイヤ空気圧警報システムの警報精度
（現在の空気圧で設定するとき）

●現在の空気圧で設定する場合、タイヤ
空気圧警報システムの警報精度は、空
気圧設定を実施したときの状況によっ
て異なります。このため、空気圧がわ
ずかに低下している場合や、空気圧設
定したときより高い空気圧の場合でも
警報することがあります。

●必ず空気圧を調整した上で、現在の空
気圧で設定を実施してください。なお、
空気圧の調整および設定操作は、タイ
ヤが冷えた状態で行ってください。

■空気圧設定の操作（現在の空気圧で設
定するとき）

●空気圧設定中にパワースイッチをOFF
にしてしまった場合は、次回ONにし
たとき、自動的に設定処理が再開され
るため、あらためて設定し直す必要は
ありません。

●設定の必要がない状態で誤って現在の
空気圧で設定の操作をしてしまったと
きは、タイヤが冷えている状態で指定
空気圧に調整し、再度指定空気圧で設
定もしくは、現在の空気圧で設定で空
気圧設定操作を行ってください。

■タイヤ空気圧の設定がうまくいかない
とき

●現在の空気圧で設定をする場合、通常
2、3分で終了します。

●空気圧設定操作時に警告灯が3回点滅し
ない場合、設定されていないおそれが
ありますので、設定手順を最初からや
り直してください。

●上記の方法でも設定できない場合は、
トヨタ販売店にご相談ください。



360

Owner’s Manual_Japan_M57001_ja

7-3. 簡単な点検・部品交換

■ ID コード登録が必要なとき
タイヤ空気圧バルブ／送信機には
固有の IDコードが設定されている
ため、新しいバルブ／送信機を装
着したときは、車両のコンピュー
ターに IDコードを登録する必要が
あります。
■ ID コード登録のしかた
1 車を安全な場所に15分以上駐
車する

2 EVシステムを始動する
（P.204）

車両が動いているときは、ID コードの登
録作業ができません。

3 マルチメディア画面メインメ

ニューの をタッチし、“カ

スタマイズ”を選択する
4 マルチメディア画面の“タイ
ヤ空気圧”を選択し、“新規
タイヤ登録”を選択する

5 セット選択に表示されている
セット“セット1”または“
セット2”を確認します。

表示されているセットに ID コードを登
録します。
登録するセットを変更したい場合は、マ

ルチメディア画面の登録したいセットを
選択します。

すでに ID コードが登録されているとき
は、タイヤ空気圧警告灯がゆっくり 3回
点滅し、マルチインフォメーションディ
スプレイに切りかえ中のメッセージが表
示されます。

6 マルチメディア画面の“OK”
を選択する

タイヤ空気圧警告灯がゆっくり3回点滅
し、マルチインフォメーションディスプ
レイに登録中のメッセージが表示されま
す。ID コードの切りかえが中止され、登
録を開始します。

ID コードの登録が開始すると、タイヤ空
気圧警告灯が約 1分間点滅したあと点灯
します。また、登録中はマルチメディア
画面のタイヤ空気圧表示が“---” になり
ます。

“設定中 しばらくお待ちくだ

さい”
7 約40km/h 以上で適度に右左
折や直進をしながら約10～
30分走行します。

登録が完了すると、タイヤ空気圧警告灯
が消灯し、マルチインフォメーション
ディスプレイに登録完了のメッセージが
表示されます。

警告
■現在の空気圧で設定するとき

必ず指定空気圧に調整してから設定操
作をしてください。
お守りいただかないと、タイヤ空気圧
が低下してもタイヤ空気圧警告灯が点
灯しない、または適切な空気圧でもタ
イヤ空気圧警告灯が点灯してしまうこ
とがあります。

ID コードを登録するには
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約 40km/h 以上を維持できない場合で
も時間をかけることにより登録は完了し
ますが、1時間以上走行しても登録でき
ない場合は、最初からやり直してくださ
い。

8 異なる空気圧に調整されている
タイヤを取り付けた場合は、タ
イヤ空気圧警報システムにタイ
ヤ空気圧を設定する必要があり
ます。
同じ空気圧に調整されている場
合は、空気圧を設定する必要あ
りません。

知識
■ ID コードの登録をするときは

●通常は約30分以内の走行で登録が完了
します。

● ID コードの登録は、車速が約40km/h
以上のときに行われます。

● ID コードはお客様自身で登録すること
ができます。適度に右左折もしながら、
直進走行をすることで登録されますが、
走行条件や走行環境によっては、登録
が完了するまでに時間がかかる場合が
あります。

●すでに IDコードの登録がされているタ
イヤセットを使用する場合は、ID 切り
かえを行うと短い時間で切りかえるこ
とができます。

■ ID コードの登録がうまくいかないとき

●次の場合は、ID コードの登録に時間が
かかる場合や、登録できない場合があ
ります。

･ 走行前に約 15分以上駐車していない
･ 約 40km/h 以上で走行していない
･ 未舗装の場所を走行した
･ 他車と併走し、自車のセンサーと他車
のセンサーが判別できない

･ タイヤ空気圧バルブ／送信機を装着し
たホイールが車内や車両の近くにある

●登録中に車を後退させると、それまで
のデータがリセットされるため、再度
走行し直してください。

●1時間以上走行しても登録できない場合
は、IDコードの登録手順を最初からや
り直してください。

●登録操作時に警告灯が点滅しない場合、
ID コードが登録されていないおそれが
ありますので、登録手順を最初からや
り直してください。

●上記の方法でも IDコードを登録できな
い場合はトヨタ販売店にご相談くださ
い。

ID コードの登録を中止するには、
マルチメディア画面で再度、“新
規タイヤ登録”を選択してくださ
い。
IDコードの登録を中止すると、タ
イヤ空気圧警告灯が消灯します。
タイヤ空気圧警告灯が消灯しない
ときは、IDコードの登録が正常に
中止できていません。
正しく中止するためには、再
度、“新規タイヤ登録”を選択
し、警告灯が消灯することを確認
してください。

この車両は 2セット分の IDコー
ドを登録することができるタイヤ
空気圧警報システムが備わってい
ます。通常使用するタイヤと冬用
タイヤの2セットを登録しておく
と便利です。

ID コードの登録を中止するには

IDコードを切りかえるには
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● この機能は2セット目（セット
2）のタイヤを登録してある場
合のみ、切りかえをすることが
できます。セット2のタイヤが
登録されていない場合、“セッ
ト2（未登録）”と表示され、
選択しても切りかえはできませ
ん。IDコードの登録はお客様自
身で登録することができます。

● ID コードを登録したときのセッ
トでタイヤの交換をしたときの
み切りかえをすることができま
す。他のセットの IDコードを混
在させた場合は作動しません。

● ID コード登録中は、正常に ID
コードの切りかえができないお
それがあります。IDコードの登
録を中止してから切りかえを
行ってください。

■ ID コード切りかえのしかた
1 切りかえをしたいタイヤセット
に交換をする

2 EVシステムを始動する
（P.204）

車両が動いているときは、ID コードの登
録作業ができません。

3 マルチメディア画面メインメ
ニューの をタッチし、“カ

スタマイズ”を選択する
4 マルチメディア画面の“タイ
ヤ空気圧”を選択し、“セッ
ト選択”を選択し、表示され
ているセット（“セット 1”
または“セット2”）を選択
します。

5 マルチメディア画面の“OK”
を選択する

タイヤ空気圧警告灯がゆっくり3回点滅
し、切りかえ中のメッセージが表示され、
ID コードの切りかえを開始します。

ID コードの切りかえが開始すると、タイ
ヤ空気圧警告灯が約1分間点滅したあと
点灯します。また、切りかえ中はマルチ
メディア画面のタイヤ空気圧表示が“---
” になります。

約 2分後に ID コードの切りかえが完了
し、タイヤ空気圧警告灯が消灯して、マ
ルチインフォメーションディスプレイに
登録完了のメッセージが表示されます。

約 4分経過しても切りかえが完了しない
場合は、切りかえが完了しないメッセー
ジが表示されます。

装着しているタイヤセットを確認して、
切りかえ手順を最初からやり直してくだ
さい。

“設定中 しばらくお待ちくだ

さい”
6 異なる空気圧に調整されている
タイヤを取り付けた場合は、タ
イヤ空気圧警報システムにタイ
ヤ空気圧の設定が必要です。
同じ空気圧に調整されている場
合は、空気圧を設定する必要あ
りません。

7 タイヤの位置を登録する
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知識
■タイヤ空気圧が適正でない場合

適切に調整されていないタイヤ空気圧で
走行すると、次のようなことが起こる場
合があります。

●電費の悪化

●乗り心地や操縦安定性の低下

●摩耗によるタイヤ寿命の低下

●安全性の低下

ひんぱんにタイヤ空気圧が低下する場合
は、トヨタ販売店でタイヤの点検を受け
てください。

■タイヤ空気圧の点検のしかた

タイヤ空気圧の点検の際は、次のことを
お守りください。

●タイヤが冷えているときに点検する

●タイヤ空気圧ゲージを必ず使用する
タイヤの外観だけでは空気圧が適正か
どうか判断できません。

●走行後はタイヤの発熱により空気圧が
高くなります。異常ではありませんの
で減圧しないでください。

●荷物を積んだり、多人数で乗車すると
きは荷重を不均等にかけないようにす
る

タイヤ空気圧について

タイヤの空気圧を適正に維持す
るために、タイヤの空気圧点検
を月に1回以上実施してくださ
い。

警告
■タイヤの性能を発揮するために

適正なタイヤ空気圧を維持してくださ
い。

タイヤ空気圧が適正に保たれていない
と、次のようなことが起こるおそれが
あり、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

●過度の摩耗

●偏摩耗

●操縦安定性の低下

●タイヤの過熱による破裂

●タイヤとホイールのあいだからの空
気もれ

●ホイールの変形、タイヤの損傷

●走行時にタイヤが損傷する可能性の
増大（路上障害物、道路のつなぎ目
や段差など）

注意
■タイヤ空気圧の点検・調整をしたあ
とは

タイヤのバルブキャップを確実に取り
付けてください。

バルブキャップをはずしていると、ほ
こりや水分がバルブに入り空気がもれ、
タイヤの空気圧が低下するおそれがあ
ります。
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 エアコンフィルター
1 パワースイッチをOFF にする
充電コネクターが接続されていないこと
を確認してください。

2 マイナスドライバーを使ってカ
バーをはずす

傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。

3 フィルターカバーのロックをは
ずし（ ）、ツメからフィル

ターカバーを抜き（ ）、フィ

ルターカバーを取りはずす

4 フィルターケース を持って下

段のフィルターケースを取りは
ずす

5 フィルターケース を持って上

段のフィルターケースを引き下
げる

エアコンフィルターの交換

エアコンを快適にお使いいただ
くために、エアコンフィルター
を定期的に交換してください。

交換するには
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6 フィルターケース を持って上

段のフィルターケースを取りは
ずす

エアコン本体内の底部にほこり、ゴミ
（落ち葉など）がたまっていることがある
ため掃除機などで取り除いてください。

7 フィルターを上段と下段のフィ
ルターケースから取りはずし、
新しいフィルターと交換する

矢印が車両後方を向くように取り付けま
す。

 天井吸気フィルター
天井吸気フィルターの交換は、ト
ヨタ販売店にご相談ください。

知識
■フィルターカバー取り付けのときは

フィルターカバーの凹み部 を図のよう

に上段のフィルターケース の上面を滑

らせ、カバー取り付けの挿し込み部に向

かって持ち上げるように取り付ける。

■エアコンフィルターの交換について

エアコンフィルターは下記の時期を目安
に交換してください。
6ヶ月をこえないこと

■エアコンの風量が減少したときは

フィルターの目詰まりが考えられますの
で、フィルターを交換してください。

警告
■エアコンフィルターを交換するとき

次のことをお守りください。お守りい
ただかないと、作業中にエアコンが作
動し、思わぬ事故につながるおそれが
あり危険です。

充電コネクターが接続されていないこ
とを確認する
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知識
■電子キーの電池が消耗していると

次のような状態になります。

●スマートエントリー＆スタートシステ
ム★やプッシュボタンスタートシステム
★、ワイヤレス機能が作動しない

●作動距離が短くなる

交換をするには、次のものを準備
してください。
● マイナスドライバー
● 小さいマイナスドライバー
● リチウム電池：CR2450

知識
■リチウム電池CR2450 の入手

電池はトヨタ販売店・時計店およびカメ
ラ店などで購入できます。

注意
■エアコンを使用するときの注意

●フィルターを装着せずにエアコンを
使用すると、故障の原因になること
があります。必ずフィルターを装着
してください。

●フィルターは、交換するタイプです。
水洗いやエアブローによる清掃はし
ないでください。

■フィルターカバーの破損を防ぐため
に

フィルターカバーのロックをはずすと
きに、フィルターカバーを矢印の方向
に動かす際は、ツメに無理な力がかか
らないように注意してください。ツメ
が破損するおそれがあります。

電子キーの電池交換

電池が消耗しているときは、新
しい電池に交換してください。

事前に準備するもの
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1 ロックを解除してメカニカル
キーを抜く

2 カバーをはずす
適切なサイズのマイナスドライバーをご
使用ください。無理にこじった場合、カ
バーが変形するおそれがあります。

傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端にテープなどを巻いて保護し
てください。

3 消耗した電池を取り出す
カバーをはずしたときに、上側のカバー
に電子キーのモジュールが貼り付き、電
池面が隠れている場合があります。この
場合、電子キーのモジュールをひっくり
返し、図のように電池が見える状態で作
業してください。

電池をはずす際は、適切なサイズのマイ
ナスドライバーをご使用ください。

新しい電池は、＋極を上にして取り付け
ます。

4 取り付けるときは、取りはずし
たときと逆の手順で取り付ける

電池を交換するには

警告
■電子キーの電池について

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

●誤って電池を飲み込まないように注
意してください。化学熱傷のおそれ
があります。

●電子キーにはコイン電池もしくはボ
タン電池が使われています。電池を
飲み込むと、わずか2時間で重度の
化学熱傷を引き起こし、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

●新しい電池および取りはずした電池
は、お子さまにさわらせないでくだ
さい。

●カバーがしっかり閉まらない場合は
そのまま使用せず、お子さまの手の
届かない場所に保管し、トヨタ販売
店で点検を受けてください。

●誤って電池を飲み込んだ、または体
の一部に入れてしまった場合は、す
ぐに医師の診察を受けてください。
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1 パワースイッチをOFFにする
充電コネクターが接続されていないこと
を確認してください。

2 インパネを取りはずす
 運転席（左側）

カバー 、カバー の順に取りは

ずす

警告
■電池の爆発や可燃性の液体またはガ
スの漏れを防ぐために

●同じタイプの電池と交換してくださ
い。異なったタイプの電池を使用す
ると、電池が爆発するおそれがあり
ます。

●極端に温度の高いところや、高度が
高く極端に気圧が低いところに電池
を持ち込まないでください。

●電池を燃やしたり、つぶしたり、
切ったりしないでください。

注意
■電池を交換するときは

適切なサイズのマイナスドライバーを
使用してください。無理な力がかかる
と、カバーが変形したり破損したりす
るおそれがあります。

■交換後、正常に機能させるために

次のことを必ずお守りください。

●ぬれた手で電池を交換しない
錆の原因になります。

●電池以外の部品に、ふれたり動かし
たりしない

●電極を曲げない

ヒューズの点検・交換

ランプがつかないときや電気系
統の装置が働かないときは、
ヒューズ切れが考えられます。
ヒューズの点検を行ってくださ
い。

ヒューズの点検・交換をするに
は
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 運転席（右側）

カバー を取りはずす

3 ヒューズを引き抜く
ヒューズはずしでヒューズを引き抜くこ
とができます。

4 ヒューズが切れていないか点検
する

ヒューズボックスの表示に従い、規定容
量のヒューズに交換します。

正常

ヒューズ切れ

知識
■ヒューズを交換したあと

●カバーを取り付けるときは、ツメを
しっかり取り付けてください。

●交換してもランプ類が点灯しないとき
は、電球を交換してください。

●交換しても再度ヒューズが切れる場合
は、トヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。

■補機バッテリーからの回路に過剰な負
荷がかかると

配線が損傷を受ける前にヒューズが切れ
るように設計されています。

■ランプなどの電装部品を交換するとき

この車両に指定されているトヨタ純正品
のご使用をおすすめします。一部の電球
は過電流を防止する専用回路に接続され
ているため、この車両指定のトヨタ純正
品以外は使用できない場合があります。
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知識
■LED ランプについて

すべてのランプは、数個の LEDで構成さ
れています。もし LED がひとつでも点灯
しないときは、トヨタ販売店で交換して
ください。

■レンズ内の水滴と曇り

レンズ内の一時的な曇りは、機能上問題
ありません。ただし、次のようなときは、
トヨタ販売店にご相談ください。

●レンズ内側に大粒の水滴が付いている

●ランプ内に水がたまっている

■ランプなどの電装部品を交換するとき

P.369

警告
■車の故障や、車両火災を防ぐために

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、車の故障や火
災、けがをするおそれがあります。

●規定容量以外のヒューズ、または
ヒューズ以外のものを使用しないで
ください。

●必ずトヨタ純正ヒューズか同等品を
使用してください。

●ヒューズやヒューズボックスを改造
しないでください。

注意
■ヒューズを交換する前に

ヒューズが切れた原因が電気の過剰負
荷だと判明したときは、トヨタ販売店
で点検を受けてください。

電球（バルブ）の交換

外装のランプが点灯しないとき
は、トヨタ販売店で交換してく
ださい。
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8-1. まず初めに

● 非常点滅灯（P.373）を点滅
させながら、車を路肩に寄せ停
車します。

非常点滅灯は、故障などでやむを得ず路
上駐車する場合、他車に知らせるため使
用します。

● 高速道路や自動車専用道路では、
次のことに従う

1 同乗者を避難させる

2 車両の50m以上後方 に発炎

筒（P.373）と停止表示板を
置くか、停止表示灯を使用する

･ 見通しが悪い場合はさらに後方
に置いてください。

･ 発炎筒は、燃料もれの際やトン
ネル内では使用しないでくださ

い。

3 その後、ガードレールの外側な
どに避難する

知識
■停止表示板・停止表示灯について

●高速道路や自動車専用道路でやむを得
ず駐停車する場合は、停止表示板また
は停止表示灯の表示が、法律で義務付
けられています。

停止表示板

停止表示灯

●停止表示板のご購入については、トヨ
タ販売店にお問い合わせください。

故障したときは

故障のときはすみやかに次の指
示に従ってください。

対処のしかた
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スイッチを押す
すべての方向指示灯が点滅します。
もう一度押すと消灯します。

知識
■非常点滅灯について

●EV システム停止中（READY インジ
ケーターが点灯していないとき）に、
非常点滅灯を長時間使用すると、補機
バッテリーがあがるおそれがあります。

●SRS エアバッグの作動時または後方か
ら強い衝撃を受けたときは、非常点滅
灯が自動で点滅します。

非常点滅灯スイッチを2回押すか、約
20分経過すると消灯します。

（衝撃の度合いや事故の状況によっては点
滅しないことがあります。）

1 運転席足元の発炎筒を取り出す

2 本体をまわしながら抜き、本体
を逆さにして挿し込む

3 先端のフタを取り、すり薬 で

発炎筒の先端をこすり、着火さ
せる

必ず車外で使用してください。
着火させる際は、筒先を顔や体に向けな

非常点滅灯（ハザードラン
プ）

故障などでやむを得ず路上駐車
する場合、他車に知らせるため
に使用してください。

点滅させるには

発炎筒

高速道路や踏切などでの故障・
事故時に非常信号用として使用
します。（トンネル内や可燃物の
近くでは使用しないでください）
発炎時間は約 5分です。非常点
滅灯と併用してください。

発炎筒を使うには
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いでください。

知識
■発炎筒の交換について

本体に表示してある有効期限が切れる前
に、トヨタ販売店でお求めください。有
効期限が切れると、着火しなかったり、
炎が小さくなる場合があります。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ベルトのレバーを引いて、金具を
フックからはずす。

ベルト

レバー

フック

金具

警告
■発炎筒を使用してはいけない場所

次の場所では、発炎筒を使用しないで
ください。
煙で視界が悪くなったり、引火するお
それがあるため危険です。

●トンネル内

●ガソリンなど可燃物の近く

■発炎筒の取り扱いについて

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害を
受けるおそれがあり危険です。

●使用中は、発炎筒を顔や体に向けた
り、近付けたりしない

●発炎筒は、お子さまにさわらせない

消火器★

使用方法については、消火器本
体に記載されている説明をよく
読んで万一に備えてください。

取り出し方
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● レバーのフックに金具を引っか
けて確実にベルトを固定する

● ベルトのU字形状と消火器の
ホース位置を合わせて固定する

知識
■有効期限について

消火器には有効期限があります。有効期
限が切れる前に新品と交換してください。

1 ブレーキペダルを両足でしっか
りと踏み続ける

ブレーキペダルをくり返し踏まないでく
ださい。通常より強い力が必要となり、
制動距離も長くなります。

2 シフトポジションをNにする
 シフトポジションがNになった
場合

3 減速後、車を安全な道路脇に停
める

4 EVシステムを停止する
 シフトポジションがNにならな
い場合

3 ブレーキペダルを両足で踏み続
け、可能な限り減速させる

4 パワースイッチを 2秒以上押し
続けるか、素早く 3回以上連続
で押して EVシステムを停止す
る

5 車を安全な道路脇に停める

格納のしかた

警告
■消火器の取り扱いについて

消火器は必ず所定の格納位置に格納し
てください。固定しないままフロアな
どに置いておくと、走行中や急ブレー
キをかけたときなどに飛び出し、思わ
ぬ事故につながるおそれがあり危険で
す。

車両を緊急停止するには

万一、車が止まらなくなったと
きの非常時のみ、手順に従って
車両を停止させてください。

車を停止するには
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● ドアを開けることができる場合、
ドアを開けて車外に出てくださ
い。

● ドアを開けることができない場
合、ガラスを割って避難経路を
確保してください。

● 水没によりドアを開けることが
できない場合、落ち着いて車内
外の水圧差がなくなるまで車内
が浸水するのを待ってからドア
を開けて車外に出てください。

車外の水位がドア高さの半分を超えると、
水圧で車内からドアを開けることができ
なくなります。

知識
■水位がフロアを超えると

水位がフロアを超えて時間が経過すると、
電気装置が損傷し、スライドドアが作動
しなくなったり、モーターが停止し、車
が移動できなくなるおそれがあります。

■緊急脱出用ハンマーの使用について

合わせガラスや樹脂製の窓は、緊急脱出
用ハンマーで割ることができません。

図で示すガラスは割ることが可能です。

前側

水没・冠水したときは

この車両は水深が深い道路を走
行できるように設計されていま
せん。冠水路または冠水のおそ
れがある道路は、走行しないで
ください。

車両が水没や漂流することが予
想される場合は、車内に留まる
と危険です。
落ち着いて次のように対処して
ください。

警告
■走行中の警告

冠水路または冠水のおそれがある道路
は、走行しないでください。車両が故
障して動かなくなり、水没や漂流から
死亡につながるおそれがあります。
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車中泊が必要なときは

警告
車中泊としてお車をご利用になる場合
は、エコノミークラス症候群や熱中症、
一酸化炭素中毒などのリスクを伴うた
め十分注意してください。

●詳しい注意事項などを以下のURLで
確認することができます。

https://www.toyota.co.jp/jpn/
sustainability/social_contribution/
tdrs/emergency
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次の場合は、パーキングロックに
より前輪が固定されている可能性
があるため、他車にロープでけん
引してもらうことはできません。
トヨタ販売店または専門業者にご
依頼ください。
● シフト制御システムに異常があ
るとき（P.207, 393）

● イモビライザーシステムに異常
があるとき（P.37）

● スマートエントリー＆スタート
システムに異常があるとき
（P.396）

● 補機バッテリーがあがったとき
（P.398）

次の場合は、駆動系の故障が考え
られるため、トヨタ販売店または
専門業者へご連絡ください。
● EVシステムの異常を示す警告
メッセージが表示され、車が動
かない

● 異常な音がする

 前向きにけん引するときは

 うしろ向きにけん引するときは

台車を使用して前輪を持ち上げる

けん引について

けん引は、できるだけトヨタ販
売店または専門業者にご依頼く
ださい。

その場合は、レッカー車または、
車両運搬車を使用することをお
すすめします。

注意
■長い下り坂でけん引するときは

レッカー車で前輪を持ち上げるか、4
輪とも持ち上げた状態でけん引してく
ださい。レッカー車でけん引しないと、
ブレーキが過熱し効きが悪くなるおそ
れがあります。

他車によるけん引が不可能な状
況

けん引の前に販売店への連絡が
必要な状況

レッカー車でけん引するとき

警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。
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車両運搬車で輸送するときは、タ
イヤストラップベルトを使用して
ください。タイヤストラップの方
法については、車両運搬車の取扱
説明書を参照してください。
輸送中の車が動かないように、
パーキングブレーキをかけシフト
ポジションをPにして、EVシス
テムを停止する。

警告
■レッカー車でけん引するとき

4輪とも持ち上げた状態で運搬してく
ださい。タイヤが地面に着いた状態で
けん引すると、駆動系部品の破損や、
車が台車から飛び出したり、モーター
が回転することにより発電され、故障
や破損の状態によっては火災が発生す
るおそれがあります。

注意
■レッカー車でけん引するとき

車両の損傷を防ぐために図のような
レッカー車ではけん引しないでくださ
い。

車両運搬車を使用するとき

警告
■車両運搬車に車を固定するとき

AHC の車高調整機能が作動しないよう
に、AHCを OFF にしてください。作
動を停止しないと車高がかわり、車両
に体が挟まれるなど思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。
（P.292）
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他車からのけん引は行わないでく
ださい。車両故障の状態によって
はハンドルが効かなくなるおそれ
があります。

知識
■ホイールボルトレンチについて

トヨタ販売店で購入することができます。

■緊急用フックについて

雪の吹きだまりなどでスタックして走行
できなくなったとき、やむを得ず他車に
引っ張り出してもらうために使用するこ
とができます。他車をけん引することは
できません。

緊急用フック

■緊急用フックを取り付けるには

緊急用フックを取り付けるときは、手順
に従って取り付けてください。
1 ツールバッグからけん引フックを取り
出す

2 図に示す部分を手で押して隙間を作
り、マイナスドライバーを使ってフタ
をはずす

傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。

3 けん引フックを穴に挿し込んでまわ
し、軽く締める

4 ホイールボルトレンチ※や金属の固
い棒などを使い確実に取り付ける

※トヨタ販売店で購入することができま
す。

他車にけん引してもらうとき
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警告
次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

■けん引フックを車両に取り付けると
き

指定の位置にしっかりと取り付けてく
ださい。
指定の位置にしっかり取り付けていな
いとけん引時にフックがはずれるおそ
れがあります。

注意
■車両の損傷を防ぐために

●この車両で他車やボート（トレー
ラー）などをけん引しないでくださ
い。

●他車によるけん引は行わないでくだ
さい。

■緊急用フックについて

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、装置の変形や車両
の損傷などにつながるおそれがありま
す。

●やむを得ない場合以外は使用しない
でください。

●緊急用フックで他車をけん引しない
でください。
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■ ブレーキ警告灯（警告ブザー）

■ ブレーキ警告灯（警告ブザー）

■ 充電警告灯※

※メッセージと一緒にマルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

■ SRSエアバッグ／プリテンショナー警告灯（警告ブザー）

警告灯がついたときは

警告灯が点灯または点滅したままの場合は、落ち着いて次のように対処
してください。なお、点灯・点滅しても、その後消灯すれば異常ではあ
りません。ただし、同じ現象が再度発生した場合は、トヨタ販売店で点
検を受けてください。

警告灯・警告ブザーへの対応

警告灯 警告内容・対処方法

（赤色）

●ブレーキ液の不足
●ブレーキ系統の異常
→ ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。
走行を続けると危険です。

警告灯 警告内容・対処方法

（黄色）

●パーキングブレーキシステムの異常
●低温時に補機バッテリーの充電が不十分な場合、警告灯が点灯す
る事があります。

●外気温が -15℃以上で警告灯の点灯が継続する場合
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

低温時に補機バッテリーの充電が不十分な場合、警告灯が点灯する
事や外気温が -15 ℃以上で警告灯の点灯が継続する場合があります。

警告灯 警告内容・対処方法

充電系統の異常
→ ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。

警告灯 警告内容・対処方法

●SRSエアバッグシステムの異常
●プリテンショナー付きシートベルトシステムの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。
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■ ABS＆ブレーキアシスト警告灯

■ ペダル誤操作警告灯※（警告ブザー）

※メッセージと一緒にマルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

■ パワーステアリング警告灯（警告ブザー）

■ パワーステアリング警告灯（警告ブザー）

■ 駆動用電池充電警告灯

警告灯 警告内容・対処方法

●ABSの異常
●ブレーキアシストの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

ブザーが鳴った場合：
●ブレーキオーバーライドシステムの異常
●ドライブスタートコントロールの異常
●ドライブスタートコントロール作動時
→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されているメッ
セージの指示に従ってください。

ブザーが鳴らなかった場合：

ブレーキオーバーライドシステム作動時
→ アクセルペダルから足を離し、ブレーキペダルを踏んでください。

警告灯 警告内容・対処方法

（赤色）

パワーステアリングシステム（ステアバイワイヤ）の異常
→ ただちに安全な場所に停止し、トヨタ販売店連絡してください。

警告灯 警告内容・対処方法

（黄色）

パワーステアリングシステム（ステアバイワイヤ）の異常
→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されているメッ
セージの指示に従ってください。

警告灯 警告内容・対処方法

駆動用電池の残量や状態から充電が必要
低温時には、早めの充電を促すために早く点灯することがあります。
→ 駆動用電池を充電する（P.69）
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■ 運転席シートベルト非着用警告灯※（警告ブザー）

※運転席シートベルト非着用警告ブザー：
運転席シートベルト非着用のまま車速が一定以上になると、警告ブザーが一定時間断
続的に鳴ります。

■ タイヤ空気圧警告灯

■ LDA表示灯（警告ブザー）

警告灯 警告内容・対処方法

運転席シートベルトの非着用
→ シートベルトを着用する

警告灯 警告内容・対処方法

警告灯が約 1分間点滅したあとに点灯した場合：

タイヤ空気圧警報システムの異常
→ トヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯が点灯しブザーが鳴った場合：

自然要因
→ タイヤが十分に冷えてから空気圧を確認し、適切な値に調整して
ください。

タイヤのパンク
→ ただちに安全な場所に停車し、対処方法（P.387）に従ってく
ださい。

警告灯 警告内容・対処方法

（黄色）

LDA（レーンディパーチャーアラート）の異常が考えられます。
→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されているメッ
セージの指示に従ってください。
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■ 運転支援情報表示灯

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ クリアランスソナーOFF表示灯（警告ブザー）

■ PCS警告灯（警告ブザー）

警告灯 警告内容・対処方法

次のシステムに異常が考えられます。
●PCS（プリクラッシュセーフティ）
●LDA（レーンディパーチャーアラート）
→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されているメッ
セージの指示に従ってください。

次のシステムのいずれかが異常、または停止しています。
●PKSB（パーキングサポートブレーキ）★

●RCD（リヤカメラディテクション）
●BSM（ブラインドスポットモニター）
●RCTA（リヤクロストラフィックアラート）
●安心降車アシスト
→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されているメッ
セージの指示に従ってください。

警告灯 警告内容・対処方法

クリアランスソナーの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

センサー部の汚れなどによりシステムが一時的に使用できない
→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されているメッ
セージの指示に従ってください。

警告灯 警告内容・対処方法

PCS（プリクラッシュセーフティ）の異常が考えられます。
→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されているメッ
セージの指示に従ってください。

プリクラッシュセーフティがOFF、またはVSC（ビークルスタビリ
ティコントロール）システムが停止しているときも点灯します。
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■ スリップ表示灯

■ ブレーキホールド作動表示灯（警告ブザー）

■ パーキングブレーキ表示灯

■ AHC表示灯★

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

警告灯 警告内容・対処方法

●VSC（ビークルスタビリティコントロール）システムの異常
●TRC（トラクションコントロール）システムの異常
●ヒルスタートアシストコントロールシステムの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅）

ブレーキホールドシステムの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅）

パーキングブレーキが完全にかかっていない、または解除されてい
ない可能性がある
→ パーキングブレーキスイッチを再度操作してください。

パーキングブレーキが解除されていないときは点灯します。解除後、
消灯すれば正常です。

警告灯 警告内容・対処方法

AHCシステムの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。
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知識
■警告ブザーについて

状況によっては、外部の騒音やオーディ
オの音などにより、ブザー音が聞こえな
い場合があります。

■パワーステアリング警告灯／警告ブ
ザーについて

補機バッテリーの充電が不十分な場合、
または一時的に電圧が下がった場合に警
告灯が点灯し、警告ブザーが鳴ることが
あります。

■タイヤ空気圧警告灯が点灯した場合

タイヤがパンクしていないか確認してく
ださい。

パンクしているときは：P.394

パンクしていないときは：
パワースイッチをOFFにしたあとで再度
ONにして、タイヤ空気圧警告灯が点灯
しているか点滅しているかを確認してく
ださい。

タイヤ空気圧警告灯が約1分間点滅した
あとに点灯した場合

タイヤ空気圧警報システムに異常がある
おそれがあります。ただちにトヨタ販売
店で点検を受けてください。

タイヤ空気圧警告灯が点灯した場合
1 タイヤが十分に冷えてから空気圧を確
認し、適切な値に調整する

2 数分たっても警告灯が消灯しない場合
は、指定空気圧であることを確認し、
タイヤ空気圧警報システムの空気圧設
定を行ってください。

空気圧設定を行ってから数分たっても警
告灯が消灯しない場合は、ただちにトヨ
タ販売店で点検を受けてください。

■自然要因によるタイヤ空気圧警報につ
いて

自然な空気もれ、外気温による空気圧の
変化など、自然要因によりタイヤ空気圧
警告灯が点灯することがあります。この
場合、タイヤ空気圧を適切な値に調整し
てください。数分後に警告灯が消灯しま
す。

■タイヤ空気圧警報システムが正常に働
かないおそれがある状況

P.355

警告
■ABS警告灯とブレーキ警告灯が同時
に点灯したときは

ただちに安全な場所に停車し、トヨタ
販売店にご連絡ください。

ABS またはブレーキアシストシステム
に異常が発生しているだけでなく、強
めのブレーキの際に車両が不安定にな
るおそれがあり、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。

■パワーステアリング警告灯が点灯し
たときは

ハンドル操作が重くなることがありま
す。

ハンドル操作が通常より重いときは、
ハンドルをしっかりと持ち、通常より
強く操作してください。

■タイヤ空気圧警告灯が点灯した場合

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、駆動系部品の
損傷や不安定な操縦特性により、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

●できる限り速やかに安全な場所に停
車し、タイヤ空気圧を確認・調整し
てください。
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知識
■警告メッセージについて

文中の警告メッセージの表示は、使用状
況や車両の仕様により実際の表示と異な
る場合があります。

■警告ブザーについて

状況によっては、外部の騒音やオーディ
オの音などにより、ブザー音が聞こえな
い場合があります。

■“EVシステム停止のためハンドルが重
くなります”が表示されたときは

走行中に EVシステムが停止したときに
メッセージが表示されます。

ハンドル操作が通常より重いときは、ハ
ンドルをしっかりと持ち、通常より強く
操作してください。

警告
●急ハンドル・急ブレーキを避けてく
ださい。
タイヤの状態が悪化すると、ハンド
ル操作やブレーキが効かなくなるお
それがあります。

■タイヤの破裂、突然の空気もれが発
生した場合

急激にタイヤ空気圧が低下した場合は、
タイヤ空気圧警報システムによる警報
ができない場合があります。

注意
■タイヤ空気圧警報システムについて

●純正ホイール以外を使用した場合、
バルブ／送信機から発信する電波の
飛び方がかわり、システムが正常に
作動しないことがあります。

●構造・メーカー・銘柄・トレッドパ
ターンが異なるタイヤを使用しない
でください。タイヤ空気圧警報シス
テムが正常に作動しないことがあり
ます。

●タイヤ空気圧警告灯の点灯および点
滅は、空気圧設定（P.353）では
解除できません。

警告メッセージが表示され
たときは

マルチインフォメーションディ
スプレイには、システムの故障
や誤った操作をしたときの警告、
メンテナンスが必要であること
をお知らせするメッセージが表
示されます。メッセージが表示
されたときは、メッセージの内
容に従って対処してください。
処置後に再度メッセージが表示
されたときは、トヨタ販売店へ
ご連絡ください。
また、メッセージと同時に専用
警告灯が点灯・点滅する場合が
あります。その際は、各警告灯
が点灯・点滅したときの対処方
法（P.382）に従ってくださ
い。



389

8

Owner’s Manual_Japan_M57001_ja

8-2. 緊急時の対処法
万
一
の
場
合
に
は

■“EVシステム高温 出力制限中です”が
表示されたときは

負荷の高い走行状況（例えば、長い上り
坂を走行）のときにメッセージが表示さ
れる場合があります。

対処方法：P.404

■“ブレーキ高温のため効き低下の恐れ 
十分減速して走行ください”が表示さ
れるときは

ブレーキ負荷の高い走行状況（例えば、
長い下り坂走行）のときにメッセージが
表示される場合があります。

■“シフトシステム故障 シフト切りかえ
不可 安全な場所まで走行し 停車”ま
たは“シフトシステム故障 走行を継続
できません”が表示されたときは

シフト制御システムが故障しています。
ただちにトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

■“Nレンジです アクセルを緩めて希望
レンジに切りかえてください”が表示
されたときは

シフトポジションがNで、アクセルペダ
ルを踏んだときにメッセージが表示され
ます。

アクセルペダルから足を離し、シフトポ
ジションをDまたは Rにしてください。

■“EVシステムが高温になるため停車時
はブレーキを踏んでください”が表示
されたときは

上り坂などでの停車時にアクセルペダル
を踏んで車両を保持するとメッセージが
表示される場合があります。

そのままの状態を続けると EVシステム
が過熱するおそれがあります。アクセル
ペダルから足を離し、ブレーキペダルを
踏んでください。

■“バッテリー保護のため自動で電源を
Off しました”が表示されたときは

自動電源OFF 機能が作動したときにメッ
セージが表示されます。次回 EVシステ
ム始動時に、約 5分間 EVシステムが作
動した状態を保持し、補機バッテリーを
充電してください。

■“回生ブレーキ制限中 減速時はブレー
キを踏んでください”が表示されたと
きは

次のような状況では、回生ブレーキが制
限されることがあります。ブレーキペダ
ルをしっかり踏んで減速して下さい。

･ 満充電により、これ以上回生ができな
いとき

･ 駆動用電池の温度が極端に高いとき、
または極端に低いとき

･ 電気モーターやパワーコントロールユ
ニットの温度が極端に高いとき

■“電力消費が大きいため一部の空調・
ヒータ作動を制限中です”が表示され
たときは

不要な電装品をオフにし、電力消費を控
えてください。電源状態が復帰するまで
しばらくお待ちください。

■“ヘッドランプシステム故障販売店で
点検してください”が表示されたとき
は

次のシステムに異常があるおそれがあり
ます。ただちにトヨタ販売店で点検を受
けてください。

●LED ヘッドランプ

●AHB（オートマチックハイビーム）
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■“ソナーに水滴，雪等が付着していま
す”が表示されたときは

クリアランスソナーのセンサーに水滴、
氷・雪・泥などが付着していることが考
えられます。この場合はセンサーの水滴、
氷・雪・泥などを取り除けば、正常に復
帰します。

また、低温時にはセンサーの凍結などに
より異常表示が出たり、静止物があって
も検知しないことがあります。氷が解け
れば、正常に復帰します。

汚れているセンサーの位置はディスプレ
イ上に表示されます。

水滴・氷・雪・泥がないのに異常表示が
出ている場合は、センサーの異常が考え
られますので、トヨタ販売店で点検を受
けてください。

■“機能停止 周辺監視用カメラ視界不良
取扱書を確認”が表示されたときは

次のいずれかのシステムが停止していま
す。

● RCD（リヤカメラディテクション）

● PKSB（パーキングサポートブレー

キ）★

後方カメラの汚れや付着物を取り除いて
ください。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■“機能故障 販売店で点検”が表示され
たときは

次のいずれかのシステムが停止していま
す。

● PCS（プリクラッシュセーフティ）

● LDA（レーンディパーチャーア

ラート）

● AHB（オートマチックハイビーム）

● BSM（ブラインドスポットモニ

ター）

● RCTA（リヤクロストラフィックア

ラート）

● 安心降車アシスト

● クリアランスソナー

● PKSB（パーキングサポートブレー

キ）★

● RCD（リヤカメラディテクション）

すみやかにトヨタ販売店で点検を受けて
ください。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■“機能停止　取扱書を確認”が表示さ
れたときは

画面に表示されているアイコンを確認し
て、次の対処法に従ってください。

次のいずれかのシステムが停止していま
す。

● PCS（プリクラッシュセーフティ）

● LDA（レーンディパーチャーア

ラート）

● AHB（オートマチックハイビーム）

● BSM（ブラインドスポットモニ

ター）

● RCTA（リヤクロストラフィックア

ラート）
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● 安心降車アシスト

● クリアランスソナー

● PKSB（パーキングサポートブレー

キ）★

● RCD（リヤカメラディテクション）

次の対処法に従ってください。

･ 補機バッテリー電圧を確認する

･ Toyota Safety Sense で使用するセ
ンサーに付着物がないか確認し、あっ
た場合には取り除いてください。
（P.231）

･ センサーが正しく作動しなくなる状況
を確認し、該当する場合は改善してく
ださい。（P.260, 265, 269, 275, 
279）

･ センサーとカメラに付着物がないか確
認し、ある場合には取り除いてくださ
い。（P.266）

･ センサー周辺のリヤバンパーに付着物
がないか確認し、ある場合は取り除い
てください。（P.257）

･ センサーが正しく作動しなくなる状況
が解決すると、表示が消える場合があ
ります。

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■“機能停止 前方カメラ視界不良　取扱
書を確認”が表示されたときは

次のいずれかのシステムが停止していま
す。

● PCS（プリクラッシュセーフティ）

● LDA（レーンディパーチャーア

ラート）

● AHB（オートマチックハイビーム）

次の対処法に従ってください。

･ ワイパー機能を使って、フロントウイ
ンドウガラスの汚れや付着物を取り除
く。

･ エアコン機能を使って、フロントウィ
ンドウガラスの曇りを取り除く。

･ ステッカーを剥がすなど、カメラの視
界を遮らないようにする。

■“機能停止 周辺監視用カメラ視界不良 
取扱書を確認”が表示されたときは

次のいずれのシステムが停止しています。

･ RCD（リヤカメラディテクション）

･ PKSB（パーキングサポートブレー

キ）★

後方カメラの汚れや付着物を取り除いて
ください。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■“機能停止 前方カメラ作動温度範囲外
　常温までお待ちください”が表示さ
れたときは

次のいずれかのシステムが停止していま
す。

● PCS（プリクラッシュセーフティ）

● LDA（レーンディパーチャーア

ラート）

● AHB（オートマチックハイビーム）

次の対処法に従ってください。

･ 炎天下での駐車時など、前方カメラが
高温のときは、エアコンでカメラ周辺
の温度を下げる
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･ 特に駐車時に太陽光を反射するサン
シェードなどをフロントウインドウガ
ラスに使用すると前方カメラが高温に
なりやすくなります

･ 極寒での駐車時など、前方カメラが低
温の時は、エアコンで前方カメラ周辺
の温度を上げる

■“機能停止 前方レーダー汚れ　汚れを
除去してください”が表示されたとき
は

次のいずれかのシステムが停止していま
す。

● PCS（プリクラッシュセーフティ）

次の対処法に従ってください。

･ レーダーおよびレーダー専用カバーに
付着物がないか確認し、あった場合に
は取り除いてください。（P.232）

･ 砂漠・草原・郊外などの、周辺車両や
構造物が少ない広々とした地域を走行
すると表示される場合があります。

車両周辺に構造物や車両などが存在する
場所まで走行すると、表示が消える場合
があります。

■“機能停止 前方レーダー作動温度範囲
外　常温までお待ちください”が表示
されたときは

次のいずれかのシステムが停止していま
す。

● PCS（プリクラッシュセーフティ）

次の対処法に従ってください。

･ レーダー周辺の温度が作動条件外です。
適切な温度になるまでお待ちください。

■“機能停止 前方レーダー向き調整中　
取扱書を確認”が表示されたときは

次のいずれかのシステムが停止していま
す。

● PCS（プリクラッシュセーフティ）

次の対処法に従ってください。

･ レーダーおよびレーダー専用カバーに
付着物がないか確認し、あった場合に
は取り除いてください。（P.232）

･ レーダの向きがずれている可能性があ
り、レーダーが走行中に自動で再調整
しています。しばらく走行を続けてく
ださい。

■“アクセルとブレーキが両方踏まれて
います”が表示されたとき

アクセルペダルとブレーキペダルが同時
に踏まれているため、ブレーキオーバー
ライドシステムが作動しています。

アクセルペダルから足を離し、ブレーキ
ペダルを踏んでください。

■“アクセルを戻してください”が表示
されたとき

次の機能が作動したときに表示されます。

アクセルペダルから足を離し、ブレーキ
ペダルを踏んでください。

●ドライブスタートコントロール
（P.195）

■販売店での点検をうながすメッセージ
が表示されたときは

警告メッセージで名称が表示されたシス
テム、または部位などに問題が発生して
います。すみやかにトヨタ販売店で点検
を受けてください。
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■シフト操作に関するメッセージが表示
されたときは

誤ったシフトポジションの選択や、停車
中の意図せぬ車両の動き出しなどを防止
するため、自動的にシフトポジションが
切りかわったり、シフトポジションの操
作が指示されたりすることがあります。
その場合は、画面の指示に従ってシフト
ポジションを変更してください。

■取扱書の確認をうながすメッセージが
表示されたときは

●次のメッセージが表示されたときは、
対処方法に従ってください。

･ “バッテリ充電不足”（P.398）
･ “充電システム確認のため 充電リッド
を閉めてください”（P.104）

●次のメッセージが表示されたときは、
故障している可能性があります。ただ
ちにトヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。

･ “スマートエントリー＆スタートシス
テム故障 取扱書を確認”

･ “バッテリ系故障”
･ “アクセル系故障”
･ “プラグイン充電システム故障”
･ “EV システム故障”
･ “シフトシステム故障 取扱書確認”
･ “シフトシステム故障 駐車時は パー
キングブレーキ をかけ 取扱書確認”

･ “Pスイッチ故障 駐車時は パーキング
ブレーキ をかけ 取扱書確認”

･ “シフトシステム故障 安全な場所に停
車して 取扱書確認”

･ “シフトシステム不作動 駐車時 パー
キングブレーキ をかけ 取扱書確認”

･ “バッテリ充電不足 シフト切りかえ 
できません 取扱書確認”

●次のメッセージが表示されたときは、
故障している可能性があります。ただ
ちに安全な場所に停車し、トヨタ販売
店へ連絡してください。走行を続ける
と危険です。

･ “故障のためブレーキ力が低下 安全な
場所に停車して取扱書を確認”

注意
■“電力消費が大きいため一部の空
調・ヒータ作動を制限中です”がひ
んぱんに表示されるときは

充電系の異常や補機バッテリーが劣化
している可能性があります。トヨタ販
売店で点検を受けてください。

■“バッテリ充電不足”がひんぱんに
表示されるときは

補機バッテリーが劣化している可能性
があります。その状態で放置しておく
と、補機バッテリーのバッテリーあが
りを起こすおそれがあるため、トヨタ
販売店で補機バッテリーの点検を受け
てください。

■“駆動用電池の点検を販売店で受け
てください”が表示されたときは

駆動用電池の点検・交換時期になった
ことをお知らせしています。すみやか
にトヨタ販売店で点検を受けてくださ
い。

●駆動用電池の点検を受けないまま車
を使用し続けると、EVシステムを始
動することができなくなります。

●万一、EVシステムが始動できなく
なったときは、ただちにトヨタ販売
店へご連絡ください。
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次の原因が考えられます。
● 車両に充電ケーブルが接続して
いる可能性があります。
（P.72）

● 電子キーが正常に働いていない
可能性があります。※
（P.396）

● 駆動用電池が電欠している可能
性があります。駆動用電池を充
電して下さい。（P.69）

● イモビライザーシステム※に異
常がある可能性があります。
（P.37）

● シフト制御システムに異常があ
る可能性があります。※
（P.202, 207, 388）

● ステアリングロックシステムに
異常がある可能性があります。

パンクしたときは

タイヤパンク応急修理キットと
応急用タイヤが搭載されていま
せん。

タイヤの修理・交換については、
トヨタ販売店にご相談ください。

警告
■タイヤがパンクしたときは

パンクしたまま走行しないでください。
短い距離でも、タイヤとホイールが修
理できないほど損傷したり、思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

EVシステムが始動できな
いときは

EVシステムが始動できない原因
は状況によって異なります。次
の状況の中であてはまるものを
ご確認いただき、適切に対処し
てください。
対処の方法がわからないとき、
あるいは対処をしても EVシス
テムが始動できないときは、ト
ヨタ販売店にご連絡ください。

正しい EVシステムの始動方法
（P.198, 204）に従っても始
動できない
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● 電子キーの電池切れやヒューズ
切れなど、電気系統異常の可能
性があります。異常の種類に
よっては、EVシステムを一時
的な処置で始動することができ
ます。（P.395）

● 駆動用電池の温度が極端に低い
（およそ -30℃以下）可能性が
あります（P.44, 199, 
205）

※シフトポジションをPから切りかえる
ことができない可能性があります。

次の原因が考えられます。
● 補機バッテリーあがりの可能性
があります。（P.398）

● 補機バッテリーのターミナルが
ゆるんでいる可能性があります。

次の原因が考えられます。
● 補機バッテリーのターミナルが
はずれている可能性があります。

● 補機バッテリーあがりの可能性
があります。（P.398）

対処の方法がわからないとき、あるいは
対処をしても EVシステムが始動できな
いときは、トヨタ販売店にご連絡くださ
い。

通常の EVシステム始動操作で EV
システムが始動しないときは、次
の手順で EVシステムが始動する
場合があります。
緊急時以外は、この方法で始動さ
せないでください。
1 パーキングブレーキをかける
2 パワースイッチを ACC※1にす
る※2

3 ブレーキペダルをしっかり踏ん
でパワースイッチを約15秒以
上押し続ける

パワースイッチを押してしばらくすると、
補機バッテリー制御に関するメッセージ
が表示されますが、そのままスイッチを
押し続けてください。

上記の方法で EVシステムが始動
しても、システムの故障が考えら
れます。ただちにトヨタ販売店で
点検を受けてください。
※1カスタマイズメニューでON/OFF を
切りかえることができます。
（P.418）

※2ACCがない場合は、パワースイッチ
をONにしたあとにパワースイッチを
OFFにして、5秒以内に次の手順を
実施してください。

室内灯・ヘッドランプが暗い／
ホーンの音が小さい、または鳴
らない場合

室内灯・ヘッドランプが点灯し
ない／ホーンが鳴らない場合

緊急時の始動について



396

Owner’s Manual_Japan_M57001_ja

8-2. 緊急時の対処法

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識
■電子キーが正常に働かないときは

●車両カスタマイズ機能でスマートエン
トリー＆スタートシステム★の設定を確
認し、非作動になっている場合には、
作動可能に設定変更してください。

●電子キーが節電モードに設定されてい
ないことを確認してください。
設定されている場合は解除してくださ
い。（P.158, 200）

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

キーをなくしたときは

キーナンバープレートに打刻さ
れたキーナンバーと残りのキー
から、トヨタ販売店でトヨタ純
正品の新しいキーを作ることが
できます。
キーナンバープレートは車の中
以外の安全な場所（財布の中な
ど）に保管してください。

注意
■電子キーを紛失したとき

電子キーを紛失した状態で放置すると、
盗難の危険性が極めて高くなります。
車両に付属している残りの電子キーを
すべてお持ちのうえ、ただちにトヨタ
販売店にご相談ください。

電子キーが正常に働かない
ときは

電子キーと車両間の通信がさま
たげられたり（P.158, 
200）、電子キーの電池が切れ
たときは、スマートエントリー
＆スタートシステム★やプッ
シュボタンスタートシステム★、
ワイヤレスリモコンが使用でき
なくなります。このような場合、
次の手順でドアを開けたり、EV
システムを始動したりすること
ができます。

注意
■スマートエントリー＆スタートシス
テム★やプッシュボタンスタートシ
ステム★の故障などで販売店に車両
を持っていくとき

車両に付属しているすべての電子キー
をお持ちください。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。
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 車外からの操作
1 カバーを開ける

2 メカニカルキー（P.134）を
使って次の操作ができます。

1 ドア施錠
2 ドア解錠
 車内からの操作
1 カバーを開ける

2 ロックレバーを操作して施錠／
開錠する

1 ドア施錠
2 ドア解錠

1 ブレーキペダルを踏む
2 電子キーでパワースイッチにふ
れる

電子キーを認識するとブザーが鳴り、
ONへ切りかわります。

車両カスタマイズ機能でスマートエント
リー＆スタートシステムの設定が非作動
になっている、かつACCカスタマイズ
がONのときは、ACC へ切りかわりま
す。

ドアを施錠・解錠するには

EVシステムを始動するには
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3 ブレーキペダルをしっかりと踏
み込んで、マルチインフォメー
ションディスプレイに が表

示されていることを確認する。
4 パワースイッチを押す
処置をしても作動しないときは、
トヨタ販売店にご連絡ください。

知識
■EV システムの停止のしかた

通常の EVシステム停止のしかたと同様
に、シフトポジションを Pにし、パーキ
ングブレーキをかけて、パワースイッチ
を押します。

■電子キーの電池交換

ここで説明している EVシステムの始動
方法は一時的な処置です。電池が切れた
ときは、ただちに電池の交換をおすすめ
します。（P.366）

■パワースイッチのモードの切りかえ

EVシステム始動方法の手順 3で、ブ
レーキペダルから足を離してパワース
イッチを押すと、EVシステムが始動せ
ず、スイッチを押すごとにモードが切り
かわります。（P.203, 207）

ブースターケーブルと12Vの
バッテリー付き救援車があれば、
手順に従って、EVシステムを始動
させることができます。
1 インパネを取りはずす
（P.368）
2 ヒューズボックス内の救援用端
子のカバーを開ける

補機バッテリーがあがった
ときは

補機バッテリーがあがった場合、
次の手順で EVシステムを始動
することができます。

EVシステムを再始動するには
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3 赤色のブースターケーブルを自車の補機バッテリーの＋端子 につな

ぎ、もう一方の端を救援車のバッテリーの＋端子 につなぐ。その後、

黒色のブースターケーブルを救援車のバッテリーの－端子 につなぎ、

もう一方の端を金属部 につなぐ

ブースターケーブルは、指定の端子および接続箇所に届くものを使用してください。

補機バッテリーの＋端子（自車）

バッテリーの＋端子（救援車）

バッテリーの－端子（救援車）

図に示す金属部

4 救援車のエンジンをかけ、回転
を少し高めにして、約 5分間自
車の補機バッテリーを充電する

5 救援車のエンジン回転を維持し
たまま、パワースイッチをいっ
たんONにしてから EVシステ
ムを始動する

6 READYインジケーターが点灯
することを確認する

点灯しない場合はトヨタ販売店にご連絡
ください。

7 EVシステムが始動したら、
ブースターケーブルをつないだ
ときと逆の順ではずす

EVシステムが始動しても、早めに
トヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。
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知識
■補機バッテリーあがり時の始動につい
て

この車両は、押しがけによる始動はでき
ません。

■補機バッテリーあがりを防ぐために

●EV システムが停止しているときは、ラ
ンプ、エアコンやオーディオなどの電
源を切ってください。

●渋滞などで長時間止まっているときは、
不必要な電装品の電源を切ってくださ
い。

●ACC カスタマイズがOFF のときは、パ
ワースイッチがOFF の状態でもマルチ
メディアシステムに電源が供給されま
す。
マルチメディアシステムの電源をOFF
にしてください。詳しくは、別冊「マ
ルチメディア取扱書」を参照してくだ
さい。

■補機バッテリーがあがってしまったと
きは

●コンピューターに記憶されている情報
が消去されます。補機バッテリーがあ
がったときはトヨタ販売店にご相談く
ださい。

●初期設定が必要な機能があります。
（P.424）

■補機バッテリー端子をはずすときは

補機バッテリー端子をはずすと、コン
ピューターに記憶されている情報が消去
されます。補機バッテリー端子をはずす
ときは、トヨタ販売店にご相談ください。

■バッテリーについて

この車両のバッテリーはフロア後方にあ
り、モータールームには搭載されていま
せん。

■補機バッテリーの充電について

補機バッテリーの電力は、車両を使用し
ていないあいだも、一部の電装品による
消費や自然放電のために、少しずつ消費
されています。そのため、車両を長時間
放置すると、補機バッテリーがあがって
EVシステムが始動できなくなるおそれが
あります。（補機バッテリーは EVシステ
ムの作動中に自動で充電されます）

■補機バッテリーあがり時や取りはずし
時などは

●コンピューターに記憶されている情報
が消去されます。補機バッテリーがあ
がったときはトヨタ販売店で点検を受
けてください。また、補機バッテリー
端子をはずすときは、トヨタ販売店に
ご相談ください。

●補機バッテリー脱着直後はスマートエ
ントリー＆スタートシステムによるド
アの解錠ができない場合があります。
解錠できなかった場合は、ワイヤレス
リモコン、またはメカニカルキーで解
錠・施錠を実施してください。

●補機バッテリー脱着後、最初の EVシス
テム始動は失敗することがあります。2
回目以降の EVシステム始動は正常に
動作しますので、問題ではありません。

●車両は常にパワースイッチの状態を記
憶しています。補機バッテリーあがり
時、補機バッテリー脱着後は、バッテ
リーをはずす前の状態に車両は復帰し
ます。補機バッテリーを脱着する際は、
パワースイッチをOFF にしてから行っ
てください。補機バッテリーあがり前
のパワースイッチの状態が不明の場合、
補機バッテリー接続時は特に注意して
ください。
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●補機バッテリーがあがった場合は、Pか
ら他のポジションに切りかえることが
できない可能性があります。その場合
は、前輪が固定されているため、前輪
を持ち上げないと車両の移動ができま
せん。

●補機バッテリー端子を取りはずす前に、
ハンドルの位置をまっすぐにし、パ
ワースイッチをOFF にしたあと、5秒
以上待ってから補機バッテリーを取り
はずしてください。

●補機バッテリー端子の取り付け後、パ
ワースイッチをONにすると、ハンド
ル操舵角の学習機能が働き、自動的に
ハンドルが動きますが異常ではありま
せん。マルチインフォメーションディ
スプレイに表示されるメッセージに従
い、手を放してお待ちください。

■補機バッテリーを交換するときは

●欧州規格バッテリーを使用してくださ
い。

●交換前と同一のケースサイズ（LN5）、
20時間率容量（20HR）が同等
（85Ah）以上、かつ性能基準値
（CCA）が同等（795A）以上の補機
バッテリーを使用してください。

･ ケースサイズが異なると、補機バッテ
リーが正しく固定されません。

･ 適切な補機バッテリーをご使用いただ
かない場合は、補機バッテリーの早期
劣化や、最悪の場合には EVシステム
の始動ができなくなるおそれがありま
す。

･ 20時間率容量が小さいと、車両を使用
していない期間が短い期間であっても
補機バッテリーがあがって、EVシステ
ムの始動ができなくなるおそれがあり
ます。

詳しくは、トヨタ販売店にご相談くださ
い。

●一括排気タイプのカルシウムバッテ
リーを使用してください。

●取っ手の付いている補機バッテリーを
使用してください。取っ手が付いてい
ない補機バッテリーを使用すると、補
機バッテリーを取り出しにくくなりま
す。

●交換後は、補機バッテリーの排気穴に
次のものを確実に取り付けてください。

･ 排気ホースは、交換前の補機バッテ
リーに取り付けられているものを使用
し、車両穴部と確実に接続されている
ことを確認してください。

･ エルボが排気ホースとバッテリー排気
穴に確実に接続されていることを確認
してください。

･ 排気穴栓がエルボが接続しない側の排
気穴に確実に接続されていることを確
認してください。

･ エルボ／排気穴栓は、交換した補機
バッテリーに付属のもの、または交換
前の補機バッテリーに取り付けられて
いるものを使用してください。（交換す
る補機バッテリーによっては、排気穴
がふさがれたものもあります）

排気穴

排気ホース
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警告
■補機バッテリー端子をはずすときは

必ず－端子を先にはずしてください。
＋端子を先にはずすと、＋端子が周辺
の金属部分にふれた場合、火花が発生
し火災につながるおそれがあるほか、
感電し重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

■補機バッテリーの引火または爆発を
防ぐために

補機バッテリーから発生する可燃性ガ
スに引火して爆発するおそれがあり危
険ですので、火や火花が発生しないよ
う、次のことをお守りください。

●ブースターケーブルは正しい端子ま
たは接続箇所以外に接続しない

●＋端子に接続したブースターケーブ
ルの先を付近のブラケットや未塗装
の金属部に接触させない

●ブースターケーブルは＋側と－側の
端子を絶対に接触させない

●補機バッテリー付近では、喫煙した
りマッチやライターなどで火を起こ
さない

■補機バッテリーの取り扱いについて

補機バッテリー内には有毒で腐食性の
ある酸性の電解液が入っており、また
関連部品には鉛または鉛の混合物を含
んでいるので、取り扱いに関し、次の
ことを必ずお守りください。

●補機バッテリーを取り扱うときは保
護メガネを着用し、バッテリー液
（酸）が皮膚・衣服・車体に付着しな
いようにする

●必要以上、顔や頭などを補機バッテ
リーに近付けない

●誤ってバッテリー液（酸）が体に付
着したり目に入ったりした場合、た
だちに大量の水で洗い、すぐに医師
の診察を受ける
また、医師の診察を受けるまで、水
を含ませたスポンジや布を患部にあ
てておく

●誤ってバッテリー液（酸）を飲み込
んだ場合、多量の水を飲んで、すぐ
に医師の診察を受ける

●補機バッテリーや周辺部品の取り扱
い後は手を洗う

●お子さまを補機バッテリーに近付け
ない

■補機バッテリーの－端子について

ボデーに接続された補機バッテリーの
マイナス端子をはずさないでください。
誤ってはずすとプラス端子と接触し、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

■補機バッテリーあがりの処置をした
あと

●早めにトヨタ販売店で補機バッテ
リーの点検を受けてください。

●補機バッテリーが劣化している場合、
そのまま使い続けると補機バッテ
リーから異臭ガスが発生し、乗員に
健康障害をおよぼすおそれがあり危
険です。

■補機バッテリーを交換するときは

●液栓やインジケータがステーに近い
と、バッテリー液（酸）がもれだす
おそれがあります。

●補機バッテリーの交換については、
トヨタ販売店にご相談ください。
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警告
●補機バッテリー交換後は、交換した
補機バッテリーの排気穴に排気ホー
スとつながったエルボと排気穴栓を
確実に取り付けてください。正しく
取り付けられていないと、可燃性ガ
スが車内に侵入したり、引火して爆
発するおそれがあり危険です。

注意
■ブースターケーブルの取り扱いにつ
いて

ブースターケーブルを接続したり、取
りはずすときは、冷却ファンに巻き込
まれないように十分注意してください。

■ブースターケーブルを接続するとき
は

指定の端子および接続箇所以外にブー
スターケーブルを接続しないでくださ
い。電子機器に悪影響をおよぼしたり、
破損につながったりするおそれがあり
ます。

■救援用端子について

この車の救援用端子は、他の車から応
急的に補機バッテリーを充電するため
のものです。この救援用端子を使用し
て、他の車のバッテリーあがりを救援
することはできません。
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1 パーキングブレーキをかけシフ
トポジションをPにして EVシ
ステムを停止する

2 前輪周辺の土や雪を取り除く
3 前輪の下に木や石などをあてが
う

4 EVシステムを再始動する
5 シフトポジションを確実にDま
たは Rにし、パーキングブレー
キを解除して注意しながらアク
セルペダルを踏む

知識
■脱出しにくいとき

スイッチを押して TRCを OFF に

してください。

TRC OFF しました

オーバーヒートしたときは

マルチインフォメーションディ
スプレイに“EVシステム高温 
出力制限中です”が表示される
場合は、オーバーヒートの可能
性があります。

トヨタ販売店にご相談ください。

スタックしたときは

ぬかるみや砂地、雪道などでタ
イヤが空転したり埋まり込んで
動けなくなったときは次の方法
で脱出してください。

脱出するには
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

警告
■脱出するときは

前進と後退をくり返してスタックから
脱出する場合、他の車、ものまたは人
との衝突を避けるため周囲に何もない
ことを確認してください。
スタックから脱出するとき、車が前方
または後方に飛び出すおそれがありま
すので、特に注意してください。

■シフトレバーを操作するときは

アクセルペダルを踏み込んだままシフ
ト操作をしないでください。
車が急発進するおそれや、思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。

注意
■トランスミッションやその他の部品
への損傷を避けるために

●タイヤが空転するのを避け、必要以
上にアクセルペダルを踏まないでく
ださい。

●上記の方法で脱出できなかった場合、
けん引による救援が必要です。

電動スロープ★が正常に格
納できないときは

スロープの異常や故障などでス
ロープが展開、格納できなく
なったときは、次のように対処
してください。

対処の方法がわからないとき、
または対処をしてもスロープが
格納できないときは、トヨタ販
売店にご連絡ください。

警告
■電動スロープの操作にあたって

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、体を挟むなど
して重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

●スロープを展開・格納するときは、
十分に周囲の安全を確かめてくださ
い。

●脱落防止壁とスロープ板のあいだに
指や物などを挟まないようにしてく
ださい。
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スロープ格納フック

1 パワースライドドアOFF ス
イッチ（PWR DOOR OFF）
をONにする（P.145）

2 スライドドアを手動で全開にす
る

3 ツールバッグからスロープ格納
フックを取り出す

4 脱落防止壁を内側に折りたたむ

5 脱落防止壁とスロープ端部を
しっかり持って、スロープ板を
約45度持ち上げて、手前方向
に引き上げる

スロープ接続部の部品が回転し、スロー
プ板が少し下がります。

注意
■スロープを手動操作するときは

手動操作を行うときは、ゆっくり操作
してください。

電動スロープのモーターが回転するこ
とにより発電され、コンピューターが
破損するおそれがあります。

工具

電動スロープを手動で格納する
には
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6 スロープ板を垂直付近まで持ち
上げて、下に押し下げる

スロープ接続部の部品がさらに回転し、
スロープ板が下に下がります。

7 スロープ板を水平にし、ゆっく
り押し込む

スロープカバーはスプリングの力により
格納位置に戻ろうとするため、スロープ
板を格納するときは、スロープカバーを
押し下げて操作してください。

8 スロープ格納フックを使い、ス
ロープ板を確実に奥まで押し込
む

確実に奥まで押し込まないと、格納状態
にならないためスライドドアが作動しま
せん。

9 スロープ格納フックを取り外
し、スロープカバーを閉じる

知識
■スロープが未展開のとき

再度、運転席のドア・スロープスイッチ
を押してください。（P.146）

それでも動かない場合は、スロープ板を
水平にして、スロープ格納フックを使い、
ゆっくり押し込んでください。

スロープカバーはスプリングの力により
格納位置に戻ろうとするため、スロープ
板を格納するときは、スロープカバーを
押し下げて操作してください。

スロープ板を確実に奥まで押し込まない
と、格納状態にならないためスライドド
アが作動しません。
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ドライバー

1 メインスイッチを押して車いす
ワンタッチ固定装置をOFFに
する

作動表示灯が消灯していることを確認し
てください。

2 マイナスドライバーを使って、
サービスホールカバーを取りは
ずす

傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。

車いすワンタッチ固定装置
★が正常に車いすの固定を
解除できないときは

車いすワンタッチ固定装置の異
常や故障などで、固定用アーム
が動かなくなったときは、次の
ように対処してください。

対処の方法が分からないとき、
対処をしても車いすの固定を解
除ができないとき、または、固
定用アームが格納できないとき
は、トヨタ販売店にご連絡くだ
さい。

注意
手動で操作を行うときは、慎重に手順
どおり行ってください。

工具

車いすワンタッチ固定装置を手
動で操作するには
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3 クリップの中央部分を押し下げ
てクリップを取りはずし、車い
すワンタッチ固定装置からモー
ターカバーを取りはずす

4 車いすワンタッチ固定装置から
モーターを引き抜く

5 軸のみぞにドライバーやコイン
などを差し込んで反時計回りに
回転させて、固定用アームを上
方向に動かし車いすの固定を解
除する

6 車いすワンタッチ固定装置から
車いすを移動させる
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9-1. 仕様一覧

9-1. 仕様一覧

※交換が必要な際はトヨタ販売店にご相談ください。

メンテナンスデータ

使用するオイルや液類の品質により、お車の寿命は著しく左右されま
す。お車には、最も適した弊社純正オイル・液類（以下、「指定銘柄」
といいます）のご使用をおすすめします。

指定銘柄以外を使用される場合は、指定銘柄に相当する品質のものをご
使用ください。

ラジエーター

指定銘柄 容量 [L]（参考値）

トヨタ純正駆動用バッテリークーラント

凍結保証温度

濃度 50％　　－35 ℃

7.5

ヒーターシステム

指定銘柄 容量 [L]（参考値）

トヨタ純正スーパーロングライフクーラント

凍結保証温度

濃度 50％　　－35 ℃

7.3

フロント eAxle（イーアクスル）

指定銘柄 容量 [L]（参考値※）

e- トランスアクスルフルード　TE 3.9

注意
■フロント eAxle フルードについて

指定銘柄以外のフルードを使用すると、振動・異音の発生や、故障などの原因になる
おそれがあります。
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■ ブレーキフルード

■ ブレーキペダル※1

※1ブレーキペダルの点検に併せて、EVシステムが作動している状態のとき、ブレー
キ警告灯（赤色）が点灯していないことも必ず確認してください。（警告灯が点灯し
た場合の対処については、P.382 を参照してください）

※2EV システムが作動している状態で、300N（31kgf）の踏力をかけたときの床板
とのすき間の最小値

■ パーキングブレーキ

このとき、ブレーキ警告灯（黄色）が点灯していないことを確認してください。
（警告灯が点灯した場合の対処については、P.382を参照してください）

サスペンション

指定銘柄

トヨタ純正サスペンションフルード AHC

ブレーキ

指定銘柄

トヨタ純正ブレーキフルードBF-5

項目 基準値 [mm]

遊び 1～ 6

踏み込んだときの床板とのすき間※2 98

項目 パーキングブレーキ表示灯の状態

パーキングブレーキスイッチを 1秒以上4
秒以内で押したとき

点灯

パーキングブレーキスイッチを 1秒以上4
秒以内で引いたとき

消灯

ウォッシャータンク

容量 [L]（参考値）

4.8L



414

Owner’s Manual_Japan_M57001_ja

9-1. 仕様一覧

■ サイズ・空気圧

■ ホイールボルト締め付けトルク

タイヤ・ホイール

タイヤサイズ ホイールサイズ

タイヤが冷えているときの空気圧
kPa（kg/cm2）

前輪 後輪

235/60R17 117/115 N 
LT

17  7J 525（5.25）

トルク [N・m（kgf・cm）]

131N・m（1336kgf・cm）

車両仕様

名称 型式 電動機型式 駆動方式

e-Palette XECM10 1XM FF（前輪駆動）
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9-2. カスタマイズ機能

■ マルチメディア画面で設定する
には

メインメニューの をタッチ

し、“カスタマイズ”を選択す
る

知識
■カスタマイズ設定を行うとき

安全な場所に停車し、パーキングブレー
キをかけ、シフトポジションをPにして
ください。また、補機バッテリーあがり
を防ぐため、EVシステムが作動している
状態で操作を行ってください。

機能によっては、他の機能と連動して設定がかわるものもあります。詳し
くはトヨタ販売店へお問い合わせください。

マルチメディアの画面操作で設定変更可能

トヨタ販売店で設定変更可能

ユーザーカスタマイズ機能

お車に装備されている各種の機
能は、ご希望に合わせてトヨタ
販売店で作動内容を変更するこ
とができます。また、マルチメ
ディア画面の操作により、設定
を変更することができる機能も
あります。

設定を変更するには

注意
■カスタマイズを行うときは

補機バッテリーあがりを起こす可能性
がありますので、確実に EVシステム
が作動している状態で実施してくださ
い。

車両カスタマイズ設定一覧
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9-2. カスタマイズ機能

■ 充電システム（P.61、70、78、84）

※1100V での充電時には、この設定は反映されません。
※2本車両では使用できません。

■ 提案サービス（P.126）

機能の内容 カスタマイズ設定

充電電流※1
●MAX

●16A

●8A

○ ―

充電量上限

●Full

●90％

●80%

●70%

●60%

●50%

○ ―

急速充電電力

●MAX

●75 kW

●50 kW

○ ―

コネクターロック

●オートロック

●OFF

●オートロック＆アンロック

○ ―

電池冷却
●あり

●なし
○ ―

電池昇温※2
●なし

●―
― ―

機能の内容 カスタマイズ設定

提案サービス

●あり

●あり（停車中のみ）

●なし

○ ○
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9-2. カスタマイズ機能
車
両
情
報

■ ステアリングスイッチ（P.127）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

■ ドアロック（P.145）

機能の内容 カスタマイズ設定

右側ステアリングスイッチお気に入り
機能※

●画面切りかえ

●調整

●カスタム

○ ○

左側ステアリングスイッチお気に入り
機能※

●オーディオ

●空調

●カスタム

○ ○

スイッチセンサー高感度モード（防寒
手袋モード）※

●あり

●なし
○ ○

機能の内容 カスタマイズ設定

車速感応オートドアロック
●あり

●なし
○ ○

シフトポジションを P以外にしたとき
の全ドア施錠（シフト操作連動ドア
ロック）

●あり

●なし
○ ○

シフトポジションを Pにしたときの全
ドア解錠（シフト操作連動アンロック）

●あり

●なし
○ ○
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9-2. カスタマイズ機能

■ スマートエントリー＆スタートシステム★、ワイヤレスドアロック共通
（P.136, 157）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ スマートエントリー＆スタートシステム★（P.157）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ パワースイッチ（P.203, 207）

機能の内容 カスタマイズ設定

作動の合図（ブザー音量調整）
●OFF

●レベル 1～ 7
○ ○

作動の合図（非常点滅灯）
●あり

●なし
○ ○

解錠後、ドアを開けなかったときの自
動施錠までの時間

●OFF

●30 秒

●60 秒

●120秒

○ ○

半ドア警告ブザー
●あり

●なし
― ○

機能の内容 カスタマイズ設定

スマートエントリー＆スタートシステ
ム

●あり

●なし
― ○

連続ロック操作の有効回数
●2 回

●無制限
― ○

接近時オートアンロック
●あり

●なし
― ○

降車オートロック機能
●あり

●なし
― ○

機能の内容 カスタマイズ設定

ACC カスタマイズ
ACC の ON/OFF を切りかえる

●あり

●なし
○ ―
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9-2. カスタマイズ機能
車
両
情
報

■ ランプ自動点灯・消灯システム（P.220）

■ プリクラッシュセーフティ（P.236）

■ レーンディパーチャーアラート（LDA）（P.245）

機能の内容 カスタマイズ設定

ライトセンサーの感度調整

●より明るい

●明るい

●標準

●暗い

●より暗い

○ ○

ワイパー連動ヘッドランプ点灯機能
●あり

●なし
― ○

機能の内容 カスタマイズ設定

プリクラッシュセーフティ
●ON

●OFF
○ ―

警報タイミング

●遅い

●標準

●早い

○ ―

機能の内容 カスタマイズ設定

レーンディパーチャーアラート
（LDA）

●ON

●OFF
○ ―

警報タイミング
●標準

●早い
○ ―

警報手段
●ハンドル振動

●ブザー
○ ―

低車速支援
●ON

●OFF
○ ―
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9-2. カスタマイズ機能

■ 休憩提案（P.245）

■ ドライブスタートコントロール（P.195）

※「なし」に変更しても、パワースイッチをONにするたびに「あり」にもどります。

■ BSM（ブラインドスポットモニター）（P.256）

機能の内容 カスタマイズ設定

休憩提案
●ON

●OFF
○ ―

機能の内容 カスタマイズ設定

後退速度の抑制制御
●あり

●なし※
○ ―

機能の内容 カスタマイズ設定

ブラインドスポットモニター機能
●あり

●なし
○ ―

アウターミラーインジケーターの明る
さ

●暗い

●明るい
○ ―

接近車両を知らせるタイミング（感度）

●遅い

●標準

●早い

○ ―

ブザー警報
●あり

●なし
○ ―



421

9

Owner’s Manual_Japan_M57001_ja

9-2. カスタマイズ機能
車
両
情
報

■ クリアランスソナー（P.266）

※1クリアランスソナー、リヤクロストラフィックアラート、リヤカメラディテクショ
ンの音量調整は連動しています。

※2パノラミックビューモニターの設定画面で設定を変更できます。詳しくは、別冊
「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。

■ RCTA（リヤクロストラフィックアラート）（P.272）

※クリアランスソナー、リヤクロストラフィックアラート、リヤカメラディテクション
の音量調整は連動しています。

■ RCD（リヤカメラディテクション）（P.277）

機能の内容 カスタマイズ設定

クリアランスソナー機能
●あり

●なし
○ 

ブザー音量※1
●小

●中

●大

○ 

フロントセンターセンサーの検知開始
距離※2

●近い

●標準
○ 

リヤセンターセンサーの検知開始距離
※2

●近い

●標準
○ 

機能の内容 カスタマイズ設定

リヤクロストラフィックアラート機能
●ON

●OFF
○ ―

リヤクロストラフィックアラート作動
時のブザー音量※

●小

●中

●大

○ ―

機能の内容 カスタマイズ設定

RCD機能
●ON

●OFF
○ ―
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■ PKSB（パーキングサポートブレーキ）★（P.281）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ 安心降車アシスト（P.261）

■ AHC（アクティブハイトコントロール）（P.291）

■ エアコン（P.304）

機能の内容 カスタマイズ設定

PKSB（パーキングサポートブレーキ）
機能

●ON

●OFF
○ 

機能の内容 カスタマイズ設定

安心降車アシスト機能
●ON

●OFF
○ ―

アウターミラーインジケーター表示
●あり

●なし
○ ―

接近車両検知の感度

●低い

●中間

●高い

○ ―

機能の内容 カスタマイズ設定

車高制御作動時ブザー吹鳴

●ON

●スロープ連動作動中のみOFF

●常時吹鳴OFF

― ○

機能の内容 カスタマイズ設定

AUTOスイッチが ONのとき、連動し
て外気導入と内気循環を自動的に切り
かえる

●する

●しない
○ ○

AUTOスイッチを ONにしたとき、
A/Cスイッチが連動してONになる

●する

●しない
○ ○
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9-2. カスタマイズ機能
車
両
情
報

■ イルミネーション（P.310）

知識
■車両カスタマイズについて

●解錠後、ドアを開けなかったときの自
動施錠が作動したときの合図は、“作
動の合図（非常点滅灯）”・“作動の
合図音量（ブザー音量調整）”の設定
に依存します。

機能の内容 カスタマイズ設定

室内灯の消灯までの時間

●OFF

●7.5 秒

●15 秒

●30 秒

○ ○

パワースイッチOFF 後の照明の点灯
●あり

●なし
― ○

解錠時の照明の点灯
●あり

●なし
― ○

接近時の照明の点灯
●あり

●なし
― ○

インテリアランプ、車内足元照明の点
灯

●あり

●なし
― ○
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9-3. 初期設定

9-3. 初期設定

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

初期設定が必要な項目

次の項目は補機バッテリーを再接続したり、メンテナンスを行ったあと
などに、システムを正しく作動させるために初期設定が必要です。

設定が必要な項目

項目 初期設定が必要なとき 参照先

パワースライドドア
･ 補機バッテリーの充電・
交換後の再接続時

･ ヒューズ交換時
P.140

電動スロープ★
･ 補機バッテリーの充電・
交換後の再接続時

･ ヒューズ交換時
P.149

タイヤ空気圧警報システム

･ 指定空気圧が複数ある場
合に、タイヤの指定空気
圧を変更したとき

･ タイヤのサイズを変更す
るなどして、タイヤの設
定空気圧を変更したとき

P.357
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こんなときは（症状別さくいん）

1-1. こんなときは（症状別さくいん）

こんなときは（症状別さくいん）

● キーをなくした場合、トヨタ販
売店でトヨタ純正の新しいキー
を作ることができます。
（P.396）

● 電子キーをなくすと盗難の危険
性が極めて高くなるため、ただ
ちにトヨタ販売店にご相談くだ
さい。（P.396）

● キーの電池が消耗、または電池
が切れていませんか？
（P.366）

● パワースイッチがONになって
いませんか？
施錠するときは、パワースイッ
チをOFF にしてください。
（P.203, 207）

● 電子キーを車内に置き忘れてい
ませんか？
施錠するときは、電子キーを携
帯していることを確認してくだ
さい。

● 電波状況により、機能が正常に

働いていない可能性があります。
（P.158, 200）

● 充電ケーブルが接続されていま
せんか？（P.72）

● ブレーキペダルをしっかりと踏
みながらパワースイッチを押し
ていますか？（P.198, 
204）

● シフトポジションはPになって
いますか？（P.209）

● キーが車内の検知される場所に
ありますか？（P.157, 
199）

● ステアリングロックされていま
せんか？（P.200, 206）

● キーの電池が消耗、または電池
が切れていませんか？
このときは、一時的な方法で
EVシステムを始動することが
できます。（P.397）

● 補機バッテリーがあがっていま
せんか？（P.398）

● 盗難防止のため、自動的にロッ
クされます。（P.200, 206）

お困りの際は、トヨタ販売店に
ご連絡いただく前にまず次のこ
とを確認してください。

施錠／解錠／ドアの開閉ができ
ない

キーをなくした

施錠・解錠できない

故障かな？と思ったら

EVシステムが始動できない

EVシステムを停止したあとに
ハンドルがまわせなくなった
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こんなときは（症状別さくいん）

● 一定時間ACCまたはON（EVシ
ステムが作動していない状態）
にしておくと、自動電源OFF 機
能が作動します。（P.204, 
208）

● 警告音が鳴りだしたときは、「車
から音が鳴ったときは（音さく
いん）」（P.428）をご確認く
ださい。

● 警告灯や警告メッセージが表示
されたときは、P.382, 388を
ご確認ください。

● 車を安全な場所に停め、トヨタ
販売店にご相談ください。

● ぬかるみ・砂地・雪道などで動
けなくなったときの脱出方法を
試してください。（P.404）

パワースイッチが自動的にOFF
になった

警告音・アラーム・ホーンが鳴
りだした

警告灯や警告メッセージが表示
されたとき

トラブルが発生した

タイヤがパンクした

立ち往生した
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車から音が鳴ったときは（音さくいん）

1-3. 車から音が鳴ったときは（音さくいん）

車から音が鳴ったときは（音さくいん）

次の状況のとき、車の状態や誤
操作などをお知らせするために
警告音が鳴ります。

車に乗るとき／降りるとき

状況 原因 詳細

ドアを開閉し
たとき

シフトポジショ
ンが P以外に
なっている

P.157, 
199

後方から自動
車・自転車が接
近している

P.261

EV システム
を停止したと
き

電子キーの電池
残量が少なく
なっている

P.132

施錠しようと
したとき（施
錠できないと
き）

ドアが確実に閉
まっていない

P.137

電子キーを車内
に置き忘れてい
る

P.388

走行しているとき

状況 原因 詳細

走り出したと
き

ドアが確実に閉
まっていない

P.137

パーキングブ
レーキが解除さ
れていない

P.215

シートベルトを
着用していない

P.384

ブレーキペダ
ルを踏んだと
き（きしみや
ひっかき音）

ブレーキパッド
が摩耗している
おそれがある

P.193

前方の障害物
と衝突しそう
になったとき

PCS（プリク
ラッシュセーフ
ティ）が作動し
た

P.236

車線から逸脱
しそうになっ
たとき

LDA（レーン
ディパーチャー
アラート）を使
用している

P.245

無操作運転が
継続されたと
き

ドライバー異常
時対応システム
が作動した

P.250

障害物との距
離が近付いた
とき

クリアランスソ
ナーが作動した

P.266

後退時に後方
の歩行者を検
知したとき

RCD（リヤカメ
ラディテクショ
ン）が作動した

P.277

後退時に左右
からの車を検
知したとき

RCTA（リヤク
ロストラフィッ
クアラート）が
作動した

P.272



429

Owner’s Manual_Japan_M57001_ja

車から音が鳴ったときは（音さくいん）
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アルファベット順さくいん

アルファベット順さくいん
A/C
（エアコン）.................................304
ABS
（アンチロックブレーキシステム）
....................................................294

AHB
（オートマチックハイビーム）..223
AHC
（アクティブハイトコントロール）
....................................................291

BEV
（バッテリーエレクトリックビーク
ル）.................................................40

BSM
（ブラインドスポットモニター）
....................................................256

ECB
（電子制御ブレーキシステム）..294
EDR
（イベントデータレコーダー）........9
LED
（ライトエミッティングダイオード）
....................................................370

LED デイライト ......................221
Toyota Safety Sense
AHB（オートマチックハイビーム）
....................................................223
PCS（プリクラッシュセーフティ）
....................................................236
LDA（レーンディパーチャーア
ラート）.......................................245
ソフトウェアアップデートを確認す
る ................................................228
ドライバー異常時対応システム
....................................................250

LDA
（レーンディパーチャーアラート）
....................................................245

PCS
（プリクラッシュセーフティ）..236
PKSB
（パーキングサポートブレーキ）
....................................................281

RCD
（リヤカメラディテクション）..277
RCTA
（リヤクロストラフィックアラート）
....................................................272

SRS
（サプリメンタルレストレイントシ
ステム）.........................................32

SYNCスイッチ
（シンクロスイッチ）.................308
TRC
（トラクションコントロール）..295
VSC
（ビークルスタビリティコントロー
ル）..............................................294
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アルファベット順さくいん
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五十音順さくいん

五十音順さくいん
あ

アースポイント（バッテリーあがりの処
置）.....................................................398
アウターミラー
安心降車アシスト..................................261
操作.........................................................174
ブラインドスポットモニター（BSM）256

リヤクロストラフィックアラート（RCTA）
..............................................................272

アクセサリーコンセント...................316
アクティブハイトコントロール（AHC）
...........................................................291
警告灯.....................................................386
車高切りかえスイッチ..........................291

車高・ドア開閉連動OFF スイッチ.....291

アシストグリップ ( 運転席用 ) .........315
足元照明..............................................310
アラーム
音さくいん .............................................428
警告ブザー ..................................382, 388

安心降車アシスト ..............................261
操作.........................................................264

アンチロックブレーキシステム（ABS）
...........................................................294
警告灯.....................................................383

アンテナ（スマートエントリー＆スター
トシステム）.....................................157
アンテナ（プッシュボタンスタートシス
テム）.................................................198

い

イージークローザー
スライドドア..........................................139

EV システム..........................................40
イモビライザーシステム .........................37
運転のアドバイス.....................................48
オーバーヒート......................................404

回生ブレーキ.............................................41
急速充電のしかた.....................................82
緊急始動機能..........................................395
緊急時の停止方法..................................375

緊急停止システム.....................................47
高電圧部位.................................................43
サービスプラグ.........................................43

事故が発生したとき.................................45
始動できないときは..............................394
始動方法 ......................................198, 204

車両接近通報装置.....................................42
注意............................................................43
電気モーター.............................................40
電欠になったとき.....................................47

特徴............................................................40
特有の音と振動.........................................42
ドライブスタートコントロール...........195

パワー（イグニッション）スイッチ.198, 
204
普通充電のしかた.....................................75

ブレーキオーバーライドシステム.......191
補機バッテリーがあがった...................398
メンテナンス・修理・廃車するとき......42
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行先表示器（サイネージ）.................179
イグニッションスイッチ（パワースイッ
チ）..........................................198, 204
EV システムの始動のしかた.....198, 204
自動電源OFF 機能.....................204, 208
車両を緊急停止するには ......................375
モード切りかえ...........................203, 207

位置交換（タイヤローテーション）.354
イベントデータレコーダー（EDR）......9
イモビライザーシステム......................37
イルミネーテッドエントリーシステム
...........................................................311
インジケーター（表示灯）.................121
エラーインジケーター.............................56
充電インジケーター（普通充電ケーブル）
.................................................................56
電源インジケーター.................................56

普通充電インジケーター（普通充電ポー
ト）...........................................................53
普通充電ケーブル.....................................56

READY .......................................198, 204

インテリアランプ ...................310, 311

う

ウインカー（方向指示灯）
電球（バルブ）の交換..........................370
方向指示レバー......................................213

ウインドウ..........................................177
ウォッシャー..........................................225

ウォッシャー
スイッチ .................................................225
タンク容量..............................................413

冬の前の準備・点検..............................300

動けなくなったときは（スタック）.404
雨滴感知式ワイパー ..........................225
運転
雨の日の運転..........................................190
運転を補助する装置..............................294
寒冷時の運転..........................................300

走行可能距離.............................................49
正しい運転姿勢.........................................27
手順.........................................................190

電気自動車運転のアドバイス..................48

運転席シート......................................161
正しい運転姿勢.........................................27
調整.........................................................161

手入れ .....................................................331

運転席シートベルト .............................29
緊急時シートベルト固定機構..................30

正しく着用するには.................................30
着け方、はずし方.....................................30
妊娠中の方の着用.....................................29

非着用警告灯..........................................384

運転席シートベルト非着用警告灯...384
運転席仕切り扉..................................316
運転席窓..............................................177
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え

エアコン..............................................304
オートエアコン......................................304
曇り取り（フロントガラス）................305

「ナノイー X」..........................................306
フィルターの清掃..................................364
マイルームモード.....................................95

エアコン・デフロスター...................305
エアバッグ.............................................32
SRS エアバッグ警告灯........................382
改造・廃棄 ................................................34

警告ブザー .............................................382
作動条件 ....................................................33
正しい姿勢 ................................................27

配置............................................................32

AHC（アクティブハイトコントロール）
...........................................................291
車高切りかえスイッチ..........................291
車高・ドア開閉連動OFF スイッチ.....291

エコインジケーター表示...................128
LDA（レーンディパーチャーアラート）
...........................................................245

お

オーディオシステム連携表示...........128
オートエアコン..................................304
オートドアロック・アンロック機能145
オートマチックハイビーム（AHB）223
オートレベリングシステム（ヘッドラン
プ）.....................................................222
オーバーヒート..................................404

オープントレイ.......................312, 314
お子さまを乗せるとき .........................36
お子さまの安全のために .........................36

発炎筒の取り扱いに関する警告...........374
バッテリーに関する警告 ......................402

オドメーター／トリップメーターディス
プレイ...............................................125
表示切りかえボタン..............................125
表示項目 .................................................125

か

カーテシランプ..................................310
カーペット
フロアマットの取り付け方......................26

外気温度表示......................................123
回生ブレーキ.........................................41
外装の電球（バルブ）........................370
交換要領 .................................................370

外部給電..............................................110
給電口 .....................................................111
正常に給電できないときは...................117

外部電源供給システム ......................110
カスタマイズ機能..............................415
型式 .....................................................414
カメラ
車内モニターシステム ..........................154
前方カメラ..............................................231

白線認識用カメラ（LDA）....................245
リヤカメラ..............................................278

ガレージジャッキ..............................352
冠水路走行..........................................195
寒冷時の運転......................................300
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き

キー .....................................................132
EV システムが始動できない................394
キーナンバープレート..........................132

キーの構成 .............................................132
キーレスエントリー...................134, 157
キーをなくした......................................396

正常に働かない......................................396
施錠・解錠ができない..........................397
電子キー .................................................132
電池が切れた...............................366, 396

メカニカルキー......................................134
ワイヤレスリモコン..............................134

キーレスエントリー
スマートエントリー＆スタートシステム
..............................................................157
ワイヤレスドアロック..........................134

きしみやひっかき音が聞こえる（ブレー
キパッドウェアインジケーター）...193
客席シート..........................................162
はね上げシート......................................162

緊急時シートベルト固定機構..............30
緊急始動機能（EVシステム）..........395
緊急時の対処
EV システムが始動できない................394
オーバーヒートした..............................404
キーの電池が切れた...................366, 396

キーをなくした......................................396
警告灯がついた......................................382
警告メッセージが表示された ..............388
けん引.....................................................378

故障したときは......................................372
車両を緊急停止する..............................375
水没・冠水したときは ..........................376

スタックした..........................................404
電子キーが正常に働かない...................396
発炎筒 .....................................................373
パンクした..............................................394

補機バッテリーがあがった...................398

緊急停止システム.................................47
緊急ブレーキシグナル ......................295

く

空気圧（タイヤ）................................414
タイヤ空気圧警報システム...................355

メンテナンスデータ..............................414

区間距離計（トリップメーター）.....125
駆動用電池
充電について.............................................51
搭載位置 ....................................................40

駆動用電池残量計..............................123
駆動用電池充電
警告灯 .....................................................383

曇り取り
フロントガラス......................................305

クラクション（ホーン）....................173
クリアランスソナー ..........................266
警告灯 .....................................................385

操作.........................................................267

クリアランスランプ（車幅灯）
電球（バルブ）の交換 ..........................370
ランプスイッチ......................................220
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クリップ
フロアマット.............................................26

車いす固定装置..................................163
車いすの固定を解除する........166, 169
車いすワンタッチ固定装置...............167
車いすを固定する ...................164, 168

け

警音器（ホーン）................................173
計器類（メーター）............................123
警告灯.......................................120, 382
運転支援情報表示灯..............................385
AHC表示灯...........................................386
ABS ＆ブレーキアシスト ....................383

SRS エアバッグ....................................382
LDA表示灯............................................384
駆動用電池充電......................................383

クリアランスソナーOFF 表示灯 ........385
シートベルト非着用..............................384
充電.........................................................382
スリップ表示灯......................................386

タイヤ空気圧..........................................384
ドライブスタートコントロール...........383
パーキングブレーキ表示灯 ..................386

パワーステアリング..............................383
PCS........................................................385
ブレーキ .................................................382

ブレーキオーバーライドシステム.......383
ブレーキホールド作動表示灯 ..............386

警告ブザー
SRSエアバッグ....................................382
LDA（レーンディパーチャーアラート）

...................................................245, 384
休憩提案機能（LDA）...........................248
クリアランスソナー..............................385
シートベルト非着用..............................384

衝突警報 .................................................237
低速時加速抑制......................................238
手放し運転警告（LDA）........................248

ドライブスタートコントロール...........383
パーキングブレーキ未解除走行時.......215
パワーステアリング..............................383

半ドア ...............................137, 157, 199
半ドア走行..............................................137
プリクラッシュセーフティ...................385
ブレーキ .................................................382

ブレーキオーバーライドシステム.......383
ブレーキホールド..................................386

警告メッセージ..................................388
警告ラベル（EVシステム）.................43
けん引
けん引のしかた......................................378

フック .....................................................380

こ

交換
キーの電池..............................................366
電球（バルブ）........................................370
ヒューズ .................................................368
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航続可能距離......................................123
後退灯（バックアップランプ）
電球（バルブ）の交換..........................370

高電圧部位.............................................43
小物入れ...................................312, 313
コンセント..........................................316
コンライト（自動点灯・消灯装置）.220

さ

サービスプラグ.....................................43
サイド方向指示灯
電球（バルブ）の交換..........................370
方向指示レバー......................................213

サイドミラー（アウターミラー）.....174
安心降車アシスト..................................261
操作.........................................................174
ブラインドスポットモニター（BSM）256

リヤクロストラフィックアラート（RCTA）
..............................................................272

サイネージ..........................................179
サスペンション
メンテナンスデータ..............................413

サンバイザー......................................315

し

シート.......................................161, 162
正しい運転姿勢.........................................27
調整.........................................................161

手入れ.....................................................331

シートベルト.........................................29
緊急時シートベルト固定機構..................30
正しく着用するには.................................30

着け方、はずし方.....................................30
手入れ .....................................................331
妊娠中の方の着用.....................................29
非着用警告灯..........................................384

シートベルト非着用警告灯...............384
シートベルトプリテンショナー..........30
機能............................................................30

プリテンショナー警告灯 ......................382

事故が発生したとき（EVシステムの注
意）........................................................45
室内灯（インテリアランプ）.............310
始動のしかた...........................198, 204
シフトポジション..............................209
シフトポジションの切りかえ...............209

操作.........................................................209

車高切りかえ......................................291
車高・ドア開閉連動 ..........................291
ジャッキ
ガレージジャッキ..................................352

車内フラッシャーランプ........251, 310
車内モニターシステム ......................154
カメラ .....................................................154
スイッチ .................................................154

車幅灯
電球（バルブ）の交換 ..........................370
ランプスイッチ......................................220



438

Owner’s Manual_Japan_M57001_ja

五十音順さくいん

車両型式..............................................414
車両仕様（スペック）.........................412
車両接近通報装置 .................................42
車両データの記録 ....................................7
車両を緊急停止するには...................375
充電
急速充電 ....................................................82

車載充電器 ................................................79
充電装備 ....................................................51
充電に関するアドバイス .........................70

充電に関する警告.............................78, 84
充電のしかた.....................................75, 82
充電方法 ....................................................69

充電リッドの開閉.....................................52
正常に充電できない.................................98
タイマー充電機能.....................................87
電源について.....................................64, 69

V2H充電..................................................82
普通充電 ....................................................75
普通充電ケーブル.....................................54

マイルームモード.....................................95
メッセージ ..................................104, 388

充電ケーブル（普通充電ケーブル）
安全機能 ....................................................56
インジケーター.........................................56
コントロールユニット.............................55
充電ケーブルに関する警告 .....................54

電源プラグコードの交換 .........................58
普通充電コネクターを解錠できないとき
.................................................................62

充電ポート
急速充電リッド.........................................51
充電リッドの開閉.....................................52

普通充電コネクターの施錠・解錠..........61
普通充電リッド.........................................51

収納ポケット...........................312, 313
仕様（車両仕様）................................414
消火器 .................................................374
衝撃感知ドアロック解除システム...137
初期化
電動スロープ..........................................149
パワースライドドア..............................140

初期設定..............................................424

す

スイッチ
VSC OFF...............................................297

アウターミラー......................................174
イグニッション...........................198, 204
ウォッシャー..........................................225
運転席緊急停止......................................252

客室操作OFF ........................................149
車高切りかえスイッチ ..........................291
車高・ドア開閉連動OFF スイッチ.....291

車内緊急停止..........................................252
車内モニターシステム ..........................154
電動スロープ..........................................146

ドアロック..............................................138
パーキングブレーキ..............................214
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ハザードランプ......................................373
パワースイッチ...........................198, 204
パワースライドドア..............................138

パワースライドドアOFF..........145, 406
非常点滅灯（ハザードランプ）.............373
表示切りかえ..........................................125
ブレーキホールド..................................217

方向指示レバー......................................213
ホーン（警音器）....................................173
メーター操作..........................................127

ランプ.....................................................220
ワイパー .................................................225

スタック..............................................404
ステアリングホイール（ハンドル）.173
位置調整 .................................................173
メーター操作スイッチ..........................127

ステアリングロック ...............200, 206
解除できないとき.......................200, 206

ストップランプ（制動灯）
緊急ブレーキシグナル..........................295

電球（バルブ）の交換..........................370

スノータイヤ（冬用タイヤ）.............300
スペック（車両仕様）.........................412
スマートエントリー＆スタートシステム
...........................................................157
アンテナの位置......................................157
EV システムの始動 ...............................204

緊急始動機能..........................................395
警告ブザー .............................................157
作動範囲 .................................................157

正常に働かないとき..............................396
節電機能 .................................................157
電波がおよぼす影響について ..............160

スモールランプ（車幅灯）
電球（バルブ）の交換 ..........................370
ランプスイッチ......................................220

スライドドア...........................135, 405
イージークローザー..............................139
オートドアロック・アンロック機能...145
衝撃感知ドアロック解除システム.......137

スマートエントリー＆スタートシステム
..............................................................157
操作.........................................................138

パワースライドドア..............................138
ワイヤレスリモコン..............................136

スロープ...................................146, 405
スイッチ .................................................146
操作.........................................................147

せ

清掃 ...............................328, 331, 333
アルミホイール......................................328
外装.........................................................328
シートベルト..........................................331

電動スロープ..........................................333
内装.........................................................331
レーダー .................................................232

制動灯
緊急ブレーキシグナル ..........................295
電球（バルブ）の交換 ..........................370

セカンダリーコリジョンブレーキ...295
積算距離計（オドメーター）.............125
セキュリティインジケーター..............37
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センサー
RCTA（リヤクロストラフィックアラート）
..............................................................258

安心降車アシスト..................................258
雨滴感知センサー..................................226
LDA（レーンディパーチャーアラート）
..............................................................245

クリアランスソナー..............................266
後側方レーダー......................................231
前方レーダー..........................................231

パーキングサポートブレーキ（前後方静止
物）........................................................266
パーキングサポートブレーキ（後方接近車

両）........................................................258
BSM（ブラインドスポットモニター）258
ライトセンサー......................................222
レーダーセンサー..................................231

洗車 .....................................................328
前照灯（ヘッドランプ）
オートレベリングシステム ..................222

電球（バルブ）の交換..........................370
ライトセンサー......................................222
ランプ消し忘れ防止機能 ......................222

ランプスイッチ......................................220

そ

送信機（タイヤ空気圧警報システム）
...........................................................355
速度計（スピードメーター）.............123
ソフトウェアアップデート...............228

た

ターンシグナルランプ（方向指示灯）
方向指示レバー......................................213

タイマー充電機能.................................87
タイヤ .................................................353
空気圧 ..........................................363, 414
チェーン .................................................300

点検.........................................................353
パンクしたときは..................................394
冬用タイヤ..............................................300
ホイールサイズ......................................414

ローテーション（位置交換）.................354

タイヤが空まわりする（スタックした）
..........................................................404
タイヤ空気圧警告灯 ..........................384
タイヤ空気圧警報システム
ID コードの切りかえ.............................361

IDコードの登録.....................................360
機能について..........................................355
空気圧バルブ／送信機について...........356
空気圧表示画面......................................355

タイヤの位置登録..................................357
タイヤの空気圧設定..............................358

タイヤチェーン..................................300
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ち

チェーン（タイヤチェーン）.............300
駐車ブレーキ（パーキングブレーキ）
...........................................................214
パーキングブレーキ表示灯 ..................386
ブレーキ警告灯......................................382
未解除走行時警告ブザー ......................215

メンテナンスデータ..............................413

て

提案サービス機能 ..............................129
DC外部給電.......................................110
給電口.....................................................111
正常に給電できないときは ..................117

DC外部給電システム .......................110
DC外部給電システムについて........110
DC外部給電システムの使い方........110
ディスプレイ
車内モニター用ディスプレイ ..............154
マルチインフォメーションディスプレイ
..............................................................126

手入れ............................328, 331, 333
アルミホイール......................................328
外装.........................................................328
シートベルト..........................................331

電動スロープ..........................................333
内装.........................................................331
レーダー .................................................232

テールランプ（尾灯）
電球（バルブ）の交換 ..........................370
ランプスイッチ......................................220

手すり／ポール..................................315
電気モーター.........................................40
電球（バルブ）
交換要領（外装バルブ）........................370

電欠になったとき.................................47
点検基準値（メンテナンスデータ）.412
電子キー..............................................132
作動範囲 ......................................157, 199
正常に働かないとき..............................396
節電機能 ......................................158, 200

電池が切れた..........................................396
電池交換 .................................................366

電池交換（キー）................................366
電動スロープ...........................146, 405
客室操作OFF スイッチ........................149
作動の合図..............................................148
スイッチ .................................................146

操作.........................................................147
電動スロープが正常に格納できないときは
..............................................................148

挟み込み防止機能..................................148

電動スロープが正常に格納できないとき
は............................................146, 405
電動パーキングブレーキ
パーキングブレーキ表示灯...................386
ブレーキ警告灯......................................382
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と

ドア ..........................................135, 405
オートドアロック・アンロック機能...145
衝撃感知ドアロック解除システム.......137

スマートエントリー＆スタートシステム
..............................................................157
スライドドア...............................135, 405

ドアロックスイッチ..............................138
ワイヤレスリモコン..............................136

盗難防止装置
イモビライザーシステム .........................37

時計 ..........................................123, 125
Toyota Safety Sense ...................230
LDA（レーンディパーチャーアラート）

..............................................................245
オートマチックハイビーム ..................223
ソフトウェアアップデート ..................228

ドライバー異常時対応システム...........250
PCS（プリクラッシュセーフティ）....236

ドライバー異常時対応システム.......250
運転席緊急停止スイッチ ......................252

車内緊急停止スイッチ..........................252
車内フラッシャーランプ ......................251

ドライブスタートコントロール.......195
急発進の抑制制御..................................195
後退速度の抑制制御..............................195

トラクションコントロール（TRC）.295
トリップメーター ..............................125

な

内装
収納装備 .................................................312
手入れ .....................................................331

「ナノイー X」......................................306
ナビゲーションシステム連携表示...128

に

日常点検........................336, 347, 348
簡単な点検整備......................................348
日常点検整備のしかた ..........................336

日常点検の記録......................................347

荷物
積むときの注意......................................196

ぬ

ぬかるみにはまった（スタック）.....404

は

パーキングサポートブレーキ...........281
警告メッセージ......................................285
操作.........................................................282

パーキングサポートブレーキ（前後方静
止物）.................................................285
パーキングサポートブレーキ（後方接近
車両）.................................................287
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パーキングサポートブレーキ（後方歩行
者）.....................................................289
パーキングブレーキ ..........................214
操作.........................................................214
パーキングブレーキ表示灯 ..................386
ブレーキ警告灯......................................382
未解除走行時警告ブザー ......................215

メンテナンスデータ..............................413

パーソナルランプ ...................310, 311
ハイビーム（ヘッドランプ）
オートマチックハイビーム ..................223
電球（バルブ）の交換..........................370
ランプスイッチ......................................220

ハイマウントストップランプ
電球（バルブ）の交換..........................370

ハザードランプ（非常点滅灯）.........373
スイッチ .................................................373

電球（バルブ）の交換..........................370

挟み込み防止機能
電動スロープ..........................................148

パワースライドドア..............................140

発炎筒..................................................373
バックアップランプ（後退灯）
電球（バルブ）の交換..........................370

バッテリー（駆動用電池）
充電について.............................................51
搭載位置 ....................................................40

バッテリー（補機バッテリー）
警告灯 .....................................................382
補機バッテリーがあがった...................398

補機バッテリーを交換するとき...........401

BEV（バッテリーエレクトリックビーク
ル）........................................................40
はね上げシート..................................162
クッションパッド..................................162

バルブ（電球）
交換要領（外装のバルブ）....................370

パワースイッチ.......................198, 204
EVシステムの始動のしかた.....198, 204
自動電源OFF 機能.....................204, 208

車両を緊急停止するには ......................375
モードの切りかえ.......................203, 207

パワーステアリング
警告灯 .....................................................383

パワースライドドア
作動の合図...................................139, 144
手動操作 .................................................144

操作.........................................................138
挟み込み防止機能..................................140
パワードアOFF スイッチ .........145, 406

パワーメーター..................................123
番号灯（ライセンスプレートランプ）
電球（バルブ）の交換 ..........................370
ランプスイッチ......................................220

ハンドル（ステアリングホイール）
位置調整 .................................................173
メーター操作スイッチ ..........................127
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ひ

ビークルスタビリティコントロール
（VSC）..............................................294
ヒーター
エアコン .................................................304

ヒーターシステム
メンテナンスデータ..............................412

非常時給電システム ..........................316
使用できないときは..............................324

非常点滅灯（ハザードランプ）.........373
スイッチ .................................................373

電球（バルブ）の交換..........................370

尾灯（テールランプ）
電球（バルブ）の交換..........................370

ランプスイッチ......................................220

ヒューズ..............................................368
表示切りかえボタン ..........................125
表示項目..............................................126
表示灯..................................................121
日よけ（サンバイザー）.....................315
ヒルスタートアシストコントロール295

ふ

V2H給電 ..............................................82
ブースターケーブルのつなぎ方.......398
ブザー
休憩提案機能（LDA）...........................248
クリアランスソナー..............................271

手放し運転警告（LDA）.......................248
パーキングブレーキ未解除走行時警告215
半ドア...............................137, 157, 199

半ドア走行 .............................................137
ブレーキホールド..................................386

普通充電ケーブル
安全機能 ....................................................56
インジケーター.........................................56

コントロールユニット .............................55
充電ケーブルに関する警告......................54
電源プラグコードの交換 .........................58
普通充電コネクターを解錠できないとき

.................................................................62

普通充電コネクターの施錠・解錠......61
フック
けん引フック..........................................380
フロアマット固定フック .........................26

プッシュボタンスタートシステム
アンテナの位置......................................198
EVシステムの始動 ...............................198
緊急始動機能..........................................395
警告ブザー..............................................199

作動範囲 .................................................199
正常に働かないとき..............................396
電波がおよぼす影響について...............202

冬の前の準備（寒冷時の運転）.........300
冬用タイヤ..........................................300
ブラインドスポットモニター（BSM）
..........................................................256
操作.........................................................258

プリクラッシュセーフティ（PCS）
機能.........................................................236

操作.........................................................245
PCS警告灯............................................385
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ブレーキ
回生ブレーキ.............................................41
緊急ブレーキシグナル..........................295

警告灯.....................................................382
パーキングブレーキ..............................214
ブレーキ警告灯......................................382
ブレーキホールド..................................217

メンテナンスデータ..............................413

ブレーキアシスト ..............................294
機能.........................................................294

ブレーキオーバーライドシステム ...191
ブレーキ付近からキーキー音が聞こえる
...........................................................193
ブレーキフルード ..............................413
ブレーキホールド ..............................217
フロアマット.........................................26
フロントイーアクスル
メンテナンスデータ..............................412

フロント方向指示灯
電球（バルブ）の交換..........................370

方向指示レバー......................................213

へ

平均車速／走行時間表示...................128
ヘッドランプ
電球（バルブ）の交換..........................370
ライトセンサー......................................222

ランプ消し忘れ防止機能 ......................222
ランプスイッチ......................................220

ヘッドランプオートレベリングシステム
...........................................................222

ほ

ホイール
メンテナンスデータ..............................414

方向指示灯
電球（バルブ）の交換 ..........................370
方向指示レバー......................................213

ホーン（警音器）................................173
補機バッテリー
交換するとき..........................................401
冬の前の準備..........................................300
補機バッテリーがあがった...................398

保証 ........................................................10
補助ミラー..........................................176

ま

マイセッティング..............................178
マイルームモード.................................95
窓 .........................................................177
マルチインフォメーションディスプレイ
..........................................................126
エコインジケーター表示 ......................128

LDA（レーンディパーチャーアラート）
..............................................................249
オーディオシステム連携表示...............128
警告メッセージ......................................388

タイヤ空気圧..........................................355
提案サービス機能..................................129
時計.........................................................125

ナビゲーションシステム連携表示.......128
表示項目 .................................................126
平均車速／走行時間表示 ......................128

メーター操作スイッチ ..........................127
メッセージ表示......................................128
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み

ミラー
アウターミラー......................................174
補助ミラー .............................................176

め

メーター
計器類.....................................................123

警告灯..........................................120, 382
警告メッセージ......................................388
照度調整 .................................................126

時計.........................................................123
表示灯.....................................................121
マルチインフォメーションディスプレイ
..............................................................126

メーター操作スイッチ..........................127

メーター照度調整 ..............................126
メーター表示の切りかえスイッチ ...125
メカニカルキー..................................134
メッセージ表示..................................128
メンテナンスデータ ..........................412

も

モーター（電気モーター）....................40

ゆ

ユーザーカスタマイズ機能...............415
雪道ですべって動けない（スタックした）
...........................................................404
油脂類..................................................412

ら

ライセンスプレートランプ（番号灯）
電球（バルブ）の交換 ..........................370
ランプスイッチ......................................220

ラジエーター
オーバーヒート......................................404
メンテナンスデータ..............................412

ランプ
インテリアランプ..................................311
オートマチックハイビーム...................223
室内灯 .....................................................310

電球（バルブ）の交換 ..........................370
パーソナルランプ..................................311
ライトセンサー......................................222

ランプ消し忘れ防止機能 ......................222

ランプ消し忘れ防止機能...................222

り

リヤカメラディテクション（RCD）277
操作.........................................................278

リヤクロストラフィックアラート
（RCTA）...........................................272
操作.........................................................273

リヤ方向指示灯
電球（バルブ）の交換 ..........................370

方向指示レバー......................................213
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れ

冷却水..................................................412
冬の前の準備..........................................300
メンテナンスデータ..............................412

冷却装置（ヒーターシステム）.........412
冷却装置（ラジエーター）.................412
オーバーヒート......................................404

メンテナンスデータ..............................412

レーンディパーチャーアラート（LDA）
...........................................................245
警告灯.....................................................384

操作.........................................................248

レバー
方向指示 .................................................213

ろ

ロック
スマートエントリー＆スタートシステム

..............................................................157
スライドドア..........................................135
ワイヤレスリモコン..............................134

わ

ワイパー&ウォッシャー .................225
ワイヤレスリモコン
作動の合図 .............................................137
スライドドア..........................................138
操作.........................................................134
電池の交換 .............................................366

半ドア警告ブザー..................................137

ワックス..............................................328

次の装備は、別冊「マルチメディア取
扱説明書」をお読みください。
･オーディオ
･パノラミックビューモニター
･ナビゲーションシステム
･音声操作システム
･ハンズフリー
･ ETC2.0 システム
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充電スタンドでの情報

充電ポート（P.51）

タイヤ空気圧（P.414）

外部電源 P.69

充電時間 P.71

タイヤが冷えていると
きの空気圧

P.414
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